
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一回　風雲急









　ここはもう横よこ浜はまじゃない。兄さんはいない──。

　私は今、手術室へ運び込こまれようとしている。全身麻ま酔すい措そ置ちが施ほどこされる。

　まもなく、私は、万にひとつの可能性に賭かけて、心臓の手術を受ける──。

　物心ついた時から、私はずっと病に苦しんでいた。他の子供たちができることの半分も、私にはできない。幼よう稚ち園えん時代は、寝ね込こみ続けてほとんど登園できなかった。小学校も、半分の日数も通えなかった。毎日痛くて苦しいことばかりで、生きることが辛つらかった。

　私のような子供が、どうして生まれてきたのだろう。両親まで不仲になってしまった。家にはいつも重苦しい空気が漂ただよい、日々莫ばく大だいな医い療りよう費ひが飛んでいく。私が生まれてきてしまったために、家族は壊こわれてしまった。

　でも。

　それでも、私は生きたかった。１％でも完治する可能性があるのならば。

　兄さんに、もういちど、会いたい──。

　ぶっきらぼうで口下手だけれども、兄さんの目はいつも、優しかった。私が泣いていると、兄さんも泣きそうな顔で私を見てくれた。私が寝ね汗あせに塗まみれて魘うなされていると、黙だまって私の額の汗を拭ふいてくれた。

　なにも言わなくても、兄さんがどれほど私を妹としていたわってくれているか、ともに苦しんでくれているかが、わかった。その優しい手の動きから。その哀かなしげな視線から。

　兄さんに優しくされてとても嬉うれしいという気持ちと、兄さんに申し訳ない、消えてしまいたいという気持ちの間で、私の心はいつも揺ゆれていた。

　心の片方には、

（今回の手術を機に、お父さんとお母さんは正式に離り婚こんするだろう。成功しようが失敗しようが、もう、このまま兄さんの前から消えて……いっそ、失敗してしまえば……）

　そんな捨て鉢ばちな破は滅めつ願望。「生まれてきてごめんなさい」という罪悪感。

　もう片方には、

（許されるならばもういちど、兄さんと一いつ緒しよに暮らしたい。兄さんと、生きたい。病気を完治させて、兄さんのもとに戻もどりたい）

　という祈いのりのような想おもい。

　でも、今はもう迷わない。

　兄さんの最後の言葉が、頭から離はなれないから。きっと、私の生しよう涯がいを決定づける言葉。

『俺は──いつかきっとお前を護まもれる兄になる！　必要ならば天才ドクターにだって、世界を救う英えい雄ゆうにだって、俺はなるから！　お前に、約束する──！』

　兄さんがはじめて、私に自分の赤せき裸ら々らな感情をぶつけてくれた言葉。はじめて、兄さんが自分のことを「俺」と呼んだ言葉。

　もしも、ひとつだけ願いが叶かなうならば。もしも、この残ざん酷こくな世界に神さまがいるのならば。

　私は。




（娘むすめよ）




　麻ま酔すいが効いてくる。

　意識が、夢の中に落ちる。

　幼い頃ころの記き憶おく。体調が良かった休日。兄さんに連れられて、中ちゆう華か街がいの関かん帝てい廟びように参拝に行った思い出。

「うう……爆ばく竹ちくが凄すごい……耳が……」

「雪ゆき乃の。今日は、関帝誕なんだよ。関帝こと『三国志』の関かん羽うの誕生日なんだ。お線せん香こうを香こう炉ろに供えて、本ほん殿でんの関羽フィギュア、じゃなかった関帝像を参拝したあと、金紙を金炉で燃やすんだ」

「……『三国志』の武将の関羽が……神さまとして祀まつられているの……？　主人公の劉りゆう備びや孔こう明めいでなくて、どうして関羽なの、兄さん？」

「え、ええと。どうしてだろう。よくわからない。中華街には必ず関帝廟があるらしい。きっと本国では『三国志』随ずい一いちの人気者なんじゃないかな？　だから神さまになったんだよ」

「……願い事、叶うかな……？」

「うん。さんざん三国志ゲームをやり尽つくしてきたんだから、きっと関帝にも雪乃の願いは伝わるよ。だから──」

　だから生きろ雪乃。生きてくれ。兄さんは照れ屋だから最後まで言ってくれないけれど、私には伝わる。双ふた子ごの兄さんだから。それとも。それとも──。




　ああ。

「死」が、迫せまってくる。夢の世界までもが、ぼんやりと暗くなっていく。

　私は、関羽さまに祈った。

　もしも、ひとつだけ願いが叶うならば。もしも、この残酷な世界に神さまがいるのならば。

　やっぱり私は、生きたい。生きて。兄さんに、もういちど……。

　声が、聞こえてくる。厳おごそかながらもとても温かで、優しい壮そう年ねん男性の声が。




（娘よ。お前の祈りは、届いた。たとえ死よりも辛い苦難が待っているとしても、過か酷こくな「運命」が待っているとしても、それでもお前は兄のもとに帰りたいと願うのか）




　はい。何度この身を炎ほのおで焦こがされても構いません。兄さんと一緒に生きたい、兄さんのために尽くしたいです、それが私のたったひとつの願いです、と私は呟つぶやいていた。夢の中で。きっとこの世界と彼ひ岸がんの世界の狭はざ間まに立っている、その大きな「影かげ」に向けて。










【琅ろう邪や】




「孔明ちゃ～ん？　出てきておいで～？　お姉ちゃんが迎むかえにきてあげましたよ～？　いつまでも祠ほこらの底に引きこもっていないで、真世界統一のためにお姉ちゃんと一緒にがんばろ？　ね？　ね？　孔明ちゃんの大好物の饅まん頭じゆうを持ってきてあげたから！」

　処ところは、真世界。

　二代目劉備玄げん徳とくこと水みず城き秀しゆう一いちが、徐じよ州しゆうの下か邳ひで袁えん術じゆつ軍と戦っていた、まさにその時。

　青せい州しゆうと下邳の中間に位置する琅邪に、全身これお姉ちゃんと言うべき女性が現れていた。

　諸しよ葛かつ瑾きん。

　異世界から召しよう喚かんされた封ほう神しん英えい傑けつではなく、真世界で生まれ育った正史英傑。

　諸葛一族の一人にして、諸しよ葛かつ亮りよう孔明の実の姉である。

　ただし、獣けもの耳みみは持っていない。孔明は諸葛一族に流れるあやかしの者の血が強く出たために獣耳を持っているが、姉の諸葛瑾は人間の血が濃こい。ごく普ふ通つうの人間の女の子である。

　正史英傑でありながら、「北ほく斗と五ご丈じよう」破は綻たんの際に消し飛ばなかった者もいるのだ。

　諸葛瑾もその一人である。吹ふき飛ばされた時間の記憶は持っていないが、「北斗五丈」が破綻して時間が大おお幅はばに巻き戻ったあと、「泰たい山ざんで仙せん人にん修行をしていた孔明がなにかやらかして、混乱する真世界を収拾するために泰山に封神英傑システムを作り、深く落ち込んで琅邪の祠の地下に引きこもった」という経けい緯いは知っている。

　初代劉備玄徳をシステムの「贄にえ」に用いたことまでは知らないが、姉として妹の面めん倒どうを見る！　とお姉ちゃん愛に溢あふれる諸葛瑾はしょっちゅう琅邪の祠を訪れていたのだった。

「異世界から人ひと攫さらいしてきて、足りなくなった人間を補ほ充じゆうするという孔明ちゃんの悪わる巧だくみはあ、たしかに少々問題があるけれどぉ、真世界統一が成ったらみんな元の世界に帰れるのよね？　その時、封神英傑と異世界の皆みなさんにいっぱいお礼をすればいいのよ～？　だからほら、出ておいで～？」

　うーん。返事がない。今日もダメなのかしら、と諸葛瑾は首を傾かしげた。

「はっ？　もしかして、幼くして泰山に放り込まれて仙人修行させられたことを根に持ってるのっ？　ごめんなさい、孔明ちゃんっ！　普通の女の子として生きたいというのならば、もう止めないから！　お姉ちゃんが諸葛一族の掟おきてから孔明ちゃんを護ってあげますからねっ！　だから、地底から出てきて～！　もぐらになっちゃうよ？」

　諸葛瑾があの手この手で祠から孔明を引っ張り出そうと悪あく戦せん苦く闘とうしていると。

　ゴゴゴゴゴ……。

　凄すさまじい「気」を放ちながら、四体の「亜あ人じん」が祠を取り囲んでいた。いつもの黄こう巾きん賊ぞくでおなじみのオークっぽい諸しよ懐かいとはまるで異なる。四体が四体とも、個性的な「異形」の持ち主だった。しかも、どこか愛あい嬌きようのある諸懐とは違ちがい、禍まが々まがしい。

「ええええっ？　あなたたち、何者っ？」

「亜人にも名はある。ワシの名は混こん沌とん」

　ぶよぶよとした「肉につ塊かい」が、答えた。人間でもなければ獣でもない。どこに口があるのかわからない。まさしく異形の亜人である。

　あうう、逃にげなくちゃ、と身の危険を感じて後ずさろうとした諸葛瑾の身体からだが、いきなり「重力」攻こう撃げきを受けて膝ひざからくずおれていた。背中に釣つり鐘がねを背負わされたかのような圧あつ迫ぱく感かん。混沌の「能力」だわ！　と諸葛瑾は気づく。

「わたくしの名は梼とう杌こつ。いけませんねえ、姉たる者、妹さんの祠を守らなくては。幼くして泰山に閉じ込められた、お姉さんに見捨てられた、と妹さんは深く嘆なげいておられますよ？　わたくしには妹さんの泣き声が聞こえますとも。姉の愛情を求めて泣いている幼い妹さんの声が」

　四体の中ではもっとも人間に近い外見を持つ、一見紳しん士し然ぜんとした二人目の亜人が、諸葛瑾の臓ぞう腑ふを抉えぐるような「言葉」を投げつけてきた。はうううっ！　と諸葛瑾はいきなり膨ふくらんだ罪悪感の虜とりことなり、胸を押さえる。「言葉」そのものがこの梼杌の「能力」らしい。精神を攻撃してきているのだ。

「あたいは窮きゆう奇き。ご覧の通り、翼つばさを持って空を飛ぶ亜人さ。邪じや魔ま、邪魔。おい混沌、攻撃を解除しろっての。こいつを祠から運び去って捨ててくるからさ。いや、食べないっての。あたいは人肉って言うほど好きじゃねーんだよね」

　三人目は、外見はほとんど虎とら人びと。しかし背中に翼を持っている亜人だった。声は人間の娘に似ている。混沌の「重力」攻撃が解除されると同時に、諸葛瑾は窮奇の四本の脚あしに身体を摑つかまれ、そのまま大空へと引っ張りあげられていた。

「どっ、どうするつもりっ？　孔明ちゃんの祠になんの用っ？　孔明ちゃんは泰山システムを構築して以来、すごく落ち込こんでいるのっ！　無む理り矢や理り引っ張り出さないでっ！」

　四体目の亜人──四人組の「ボス」とおぼしき巨きよ漢かんが、空へと引き上げられた諸葛瑾に答えていた。

　身長はおよそ２４０センチという巨きよ体たい。まるで人間とライオンとゴリラを掛かけ合わせたかのような異様な容姿の持ち主だった。獰どう猛もうな牙きば。金こん剛ごう石せきの如ごときありえない筋肉。一目見て、普通の人間ではどれほど武を極めようとも絶対に勝てない相手だとわかる。しかし、その亜人の目は、まるでいにしえの孔こう子しや老ろう子しの如き「哲てつ学がく者しや」の目そのものだった。

「私の名は、饕とう餮てつ。『亜あ人じん四し凶きよう』を率いる『絶ぜつ滅めつ派亜人』の長だ。諸懐たち『穏おん健けん派亜人』が結成した黄巾賊が次々と人間の英傑どもに敗れていく状じよう況きようを見て、われらは、予定を繰くり上げて万ばん里りの長ちよう城じようの彼方かなたから来た──われらの目的はただひとつ。人間を真世界から排はい除じよすることだ。急激に大地が冷えつつあるこの真世界では、脆ぜい弱じやくな人間どもには生きる資格がない。中ちゆう原げんにはびこる人間を排除し、亜人すべてが中原に移住する以外に、亜人が生き延びる術すべはないのだ。化生の者の血を濃く引きながら人間として生きる道を選んだ孔明になど、用はない」

「それじゃ、どうして孔明ちゃんの祠にっ？」

「祠を破は壊かいするためだ。二度と、孔明が地上の世界に戻ってこないようにな」

　そんなああああっ!?　と諸葛瑾が悲鳴をあげる。しかしその時にはもう、混沌の重力攻撃によって祠は押しつぶされていた。さらに、饕餮がその巨きよ大だいな拳こぶしを振ふりかざして、祠が建っていた大地そのものを何度も殴なぐりつけ、凹へこませ、かつて祠だった瓦が礫れきを完全に粉ふん砕さいしていく。とてつもない腕わん力りよくだった。封神英傑システムのパラメーターに換かん算さんすれば、その武力は一千万、あるいは一億を超こえるのではないか。

　これでは、孔明はもう出しゆつ盧ろできない！

「ちょ。やめ……孔明ちゃああああんっ？　いやあああああ～！　放しなさいよっ、このクソ鳥！　焼き鳥にしてやるんだからー！」

「うっせーよ。おめーは呪のろいの泉に落としてやる。どの泉に落ちるのかは、運次第さ。即そく死しするかもしれねーし、しねーかもしれねー。ブッ殺してもいーんだが、饕餮さまは『諸葛瑾にも運命というものがあるだろう。泉に委ねよ』と相変わらずカッコつけなもんでさ。うけけけけけ」

「あ～れ～」

　諸葛瑾はそのまま大空を羽ばたく窮奇に連れ去られ、そして泰山麓ふもとの「呪いの泉」群へと放り投げられていた。

「んじゃなー！　あたいたちはこれからが仕事なんでな、あばよ！」

「ごぼごぼごぼ……！」

　窮奇が飛び去ったあと。

　泉からかろうじて這はい上がってきた諸葛瑾は、（まさに悲劇！）と内心叫さけんでいた。

　だが、その叫びは人語にはならない。

「ブ……ブヒヒヒヒンっ!?」

　諸葛瑾が落とされた泉は、「落ちた者は驢ろ馬ばになる」という驢馬の呪いの泉だったのである。








第二回　俺が好きな妹は張ちよう飛ひだけど張飛じゃない






【泰たい山ざん】




　やあ諸君。俺の名は水みず城き秀しゆう一いち。「光の兄貴道」を駆かけ抜ぬける真世界の二代目劉りゆう備び玄げん徳とくだ。座右の銘めいは「妹は！　すべてに優先するぜ！」。徐じよ州しゆうの下か邳ひに青せい州しゆう黄こう巾きん賊ぞく百万の大軍勢が押し寄せて来たのを見て、天子ちゃんさまを泰山の曹そう操そうのもとに避ひ難なんさせたまではよかったが、行軍途と中ちゆうで妹の那な波なみと一いつ緒しよに呪いの泉に落ちたために、たいへんなことになってしまった。まさに悲劇！

　泰山の曹操の寝しん室しつで、俺たちは大おお騒さわぎしていた。

「むむむ兄さん！　たいへんです、兄さんとななちゃんが作画崩ほう壊かいしています！」

「あーもう、青州黄巾賊に包囲されつつ『三国姉妹コレクション』二巻の原げん稿こうを絶賛執しつ筆ぴつ中という、このクッソ忙いそがしい時になに勝手に妹化してんのよ、秀一！　ダメだわ……シスマゲドン先生は密みつ偵てい活動中でイラスト描かけないし、私はストレス性頭痛で筆が進まないし……二巻の発売日にはもう間に合わない！　万ばん策さく尽つきた！　既き刊かん一巻じゃ総集編も刷れないし！　いっそ、作者＆絵師＆担当のコメンタリーで一冊刷ってお茶を濁にごし……無理無理無理！　絶望した！　封ほう神しん英えい傑けつ稼か業ぎようとライトノベル作家の兼けん業ぎよう生活に絶望した！」

「ちょっとちょっと。なに鬱うつになって首吊つろうとしてるのよ曹操!?　背が低くて縄なわに首が届いてない……どうしよう～！　あたしとアニキの身体が、入れ替かわっている～！」

　リアルとアンリアルの区別が悪い意味でつかなくなっている雪ゆき乃のは激しく混乱している。曹操こと怜れい香かは……なんだか知らんが激しく絶望している。ラノベ作家稼業にどれだけトラウマ抱かかえてるんだよ。こいつの豆とう腐ふメンタルだけはブレないな。そして、おバカなはずの那波だけがかろうじて事態を客観的に把は握あくできている。

　そう。駄だ馬ば・的てき盧ろがくしゃみしたせいで呪いの泉に落とされた俺と那波の身体は、入れ替わってしまったのだ──俺が那波で那波が俺で！　その証しよう拠こが、このわがままに膨らんだ胸……むにゅっ。これが俺の身体だと思うと寒気がするが、うおおおおおお！　尊い……！　尊すぎる感かん触しよく……！　アイ・アム・マイ・シスター！　うおおおおおおおお！

「こらっアニキ！　あたしのおっぱいを触さわるなーっ！　どさくさ紛まぎれになにしてんのさ！」

「ち、違う。こ、これは、確認作業なんじゃ……」

「ああっ！　愛する兄さんがななちゃんになってしまいました！　兄さんのガワを愛すればいいのか、兄さんの魂たましいが入っているななちゃんを愛すればいいのか、雪乃は、雪乃はどちらも選べませええええん！」

[image: ]

　啞あ然ぜんとしている天子ちゃんさまを「別室へどうぞ」と迎むかえに来た荀じゆん彧いくお姉さんが、「絶望した！」と暴れている怜香をひょいと担ぎ上げて肩かたの上に乗せながら、現在の戦せん況きようについて簡単に説明してくれた。無茶苦茶な状況を目の当たりにしても相変わらず冷静だな、この人は。実は心の「できる女ポイント」が尽つきたとたんに干物女になるのだが、それは秘密だ。

「イキリいも太た郎ろう。ついに妹マニアがこうじて、自ら妹になってしまったのですね。それはさておき、現在の戦況についてご説明します。同盟相手である冀き州しゆうの袁えん紹しよう軍は、幽ゆう州しゆうとの国境で公こう孫そん瓚さん軍と対たい峙じ中。よせばいいのに徐州に亡命した呂りよ布ふにちょっかいをかけて兵士数を減らしてしまったため、しばらく袁紹からの援えん軍ぐんは望めません」

「青州黄巾賊の相手は曹操一人が被かぶったってことだな、荀彧お姉さん。でも、どうしてその青州黄巾賊が徐州に？」

「農民暴動軍である青州黄巾賊の主戦力は、青州の民です。男に加えて女性と子供を足して百万。兵卒つまり戦せん闘とう員いんは実数三十万といったところですが、彼らは戦力のおよそ三分の一を泰山戦線に残して、三分の二をもって徐州へと侵しん攻こうしました。泰山の曹操軍を封ふうじながら、同時に徐州を大軍で攻こう略りやくする戦略に出たのです。危険な二方面作戦ですが、袁紹軍が動けない今こそ南下する好機と見たのでしょう」

「じゃあ、徐州に攻せめてきた青州黄巾賊は約六十万？　百万いるかと思ってたぜ。五十万を超えるともう数えられないもんなんだなあ。三十万強はまだ泰山戦線に張り付いているということか？」

「ええ。泰山の北側と西側に堅けん陣じんを敷しいています。あなた方は危険な呪いの泉地帯があるために封ふう鎖さされていない南側から来たので、遭そう遇ぐうせずに済んだのです。遭難はしましたが」

「そうか。それで曹操からの徐州への救きゆう援えんはなかったのか！」

「そうです。呂布が隠かくしているものは、おそらく天子さま。いずれ徐州からあなたが天子さまを連れて泰山へ救援要よう請せいに来ることは想定済みでした、イキリいも太郎。まさか女体化してくるとは予想外でしたが」

「会うたびに新たな蔑べつ称しようをつけるのはやめちくり～！」

　袁紹陣営も袁えん術じゆつ陣営も、天子さまに夢中になって徐州を攻めて、戦況を無茶苦茶にしちゃったから頭痛が悪化していたのよね、袁えん帝ていグループの幹部どもは青州黄巾賊の存在を忘れていたんだわ！　と怜香が荀彧お姉さんの肩の上で唇くちびるを尖とがらせている。

「袁紹も袁術も、社員に仕事を丸投げする『袁帝グループの帝てい王おう学がく』を仕込まれているから、どうせ田でん豊ほうとか沮そ授じゆとか張ちよう勲くんとかあのへんの『三国志』に疎うとい連中が後先考えずに目先の利益ばかり追いかけて……青州黄巾賊がどれほどの強敵か、わかってないのよ。これも、袁帝グループ内の派は閥ばつ抗こう争そうのせいだわ……ぶつぶつ」

「イキリいも太郎。われらが徐州を救援できなかった理由は、この泰山戦線で大軍に押されて防戦一方となり、圧あつ倒とうされていることもありますが、さらに切実な理由があるのです。実は、食しよく糧りようが不足しているのです」

　食糧が!?　天子ちゃんさまを安全圏けんに避難させたつもりが、俺はかえって危険地帯にお連れしてしまったのか。しまったあ！

「現在の真世界は、もともと飢き饉きんです。青州黄巾賊が百万に膨ふくらんだ一因も、食糧難にあります。英えい傑けつが統治する城を奪うばえば食える、というシンプルな理由です。もうひとつの原因は、袁帝グループが勝手に真世界で派閥争いをはじめて民の支持を失ったことですが……ともあれ、本来ならば袁紹陣営から補給されるはずの食糧がまったく届かないのです。このためにわが軍の兵士は士気も体力も激減中。下邳を救援するどころか、目の前の青州黄巾賊と野戦決戦を行うこともできないのです」

「アニキ。こんな時はあたしに任せて！　香こう辛しん料りようスキルで料理を水増しするから！　激げき辛から！　とにかく激辛っ！　大量のカプサイシンを摂せつ取しゆすれば、人間、胃い袋ぶくろが炎えん上じようして食しよく欲よくなくなるから！　というか物理的に胃をやられて食べられなくなるからさっ！」

　と、腕うで捲まくりしている那波。いや、那波の口調で喋しやべっている俺。うーん。不気味の谷に放り込こまれた気分だ。そして「ああああ兄さん！　女の子口調もかわいいです！　もう我が慢まんできません！」と那波に抱だきついて頰ほおずりしている雪乃。いや待て、そいつは那波だぞ。

「ちょ。ゆきのん、落ち着いてってば～！　ゆきのんのメンタルがいちばんダメージ受けてるよ、アニキ！」

「ええと。訳がわからないんだけど。今は秀一が張飛で、劉備が那波ちゃんってことなのよね？　まあいいわ！　激辛麻まー婆ぼー豆どう腐ふを作って兵士たちに食べさせてちょうだい、劉備！　いや違ちがった、那波ちゃん？　ああもう！　やっぱり作画崩壊してるじゃんっ！　真世界ってガバガバすぎぃ！　荀彧、もう私をヴァルハラへ旅立たせてええええ！」

「旅立つのは構いませんが、この先三年分の原稿を書き終えてからにしていただきます」

「鬼おにっ！　鬼いいいいっ！　渡わたるラノベ業界は鬼ばかり！　祟たたってやるう～！」

　いったい俺と那波の身体からだはいつになったら元に戻もどるのだ？

　しかし今は、食糧難問題の解決が先だ。曹操軍は飢うえながら泰山に籠ろう城じようしていて、眼下には三十万の青州黄巾賊。補給が途と絶だえた以上、兵士たちを飢き餓が状態から救わねばならない。さもなくば戦線が崩壊する。

　だが、高こう濃のう度どのカプサイシンを扱あつかう厨ちゆう房ぼうは、文字通りの地じ獄ごくである。

　かよわい天子ちゃんさまには安全な「天子の間」にお入りいただいて、俺たちだけで厨房へ突とつ撃げきすることにした。

「……空気が涼すずやかだ、洛らく陽ようとはまるで違う……ここが泰山なのだな。前ぜん漢かんの全盛期を築きあげた偉い大だいなる武ぶ帝ていや、漢王朝を復興して後漢を建国した光こう武ぶ帝ていが、天地の神を祀まつる『封ふう禅ぜん』の儀ぎ式しきを行った伝説の霊れい山ざん……朕ちんのような至らぬ天子を泰山に連れてきてくれて、礼を言う。劉お兄ちゃん……い、いや、張飛お姉ちゃん？　しばらく厄やつ介かいになる、曹操」

　天子ちゃんさまは相変わらず天使のようなお方であった。いよいよカプサイシン地獄には連れて行けんな。

「ははーっ！　お待ちくださいませ、天子ちゃんさま！　天子ちゃんさまには甘あま口くちの料理を準備して参りますからねーっ！」

「籠城中は決して部屋から出ないでください、天子さま。外は危険です。行くわよ秀一！」




　厨房への移動途中、俺は夏か侯こう淵えんと夏か侯こう惇とんに見つかって「おーっすですわ！」「久しぶり、張飛ー！」と思いきりハグされた（役得役得。ああ^～）。

　だが、俺のスケベ心に気づいて怒おこった那波が「あたしの身体を利用すんなー！」と俺の首根っこをひっつかんで引きずっていったのだった。

　ようやく厨房に到とう着ちやく。

　さっそく那波（ガワは俺なのが実に紛らわしい）が、雑草から唐とう辛がら子しを錬れん成せいして激辛麻婆豆腐の調理に入ろうとした、のだが……。

「あ、あれえっ？　作れないっ？　雑草が唐辛子にならなーい！　あたし、またしても役立たずになっちゃったよう？　もはや女の子ですらなくなったし、邢けい道どう栄えい以下じゃん！　うええええん！」

「むむむ。ななちゃん、兄さん、これはいったいどういうことなのでしょう？」

「待て、雪乃。そもそも大豆の備び蓄ちくが尽きているから、豆腐の原料が足りないぞ。麻婆豆腐の量産は無理だ。徹てつ底てい的に香辛料を水増しして味と香かおりで誤ご魔ま化かすしかない。適当な具材を集めた闇やみ鍋なべを煮に込こんで、強引にカレーにでもしたほうが。そうとも！　カレーちからは世界最強！　カレーには、なにを入れてもカレーになるのだーっ！　木の根っこだろうが雑草だろうがカレーにすれば食える！」

「張飛！　じゃなかった、秀一！　だから、その張飛のスキルが使えないんだってば！　あーっ、いちいちゲシュタルト崩ほう壊かいしそうになって頭が痛～い！　さっさと戻りなさいよ！」

　あ、そうか。香辛料を錬成できないんだから、カレーなんて夢のまた夢だな。ガチでカレーを作ろうとしたら、二十八種類くらいスパイス使うもんなあ。

　うーむ。俺もかなりテンパっているな。

　あと、この身体は軽いのはいいが、走るといちいち胸が揺ゆれて痛いし、肩が凝こる。ああん、せめてブラが欲しいなぁ……ああっ、どんどんメンタルが乙おと女め化しているううっ!?

　い、いかん！　長時間那波の身体に入ったままだと、とてもまずいことになる気がする！

「やあやあ。呪のろいの泉に落ちちゃったんだねえ、きみたち。いやー、あそこは地元の人間ならば決して近づかない危険地帯なんだけどねえ。黄巾賊の兵士が落っこちてくれたらいいなあと思って罠わなとして放置していたんだけど、柵さくで覆おおっておいたほうがよかったなあ～」

　常に手て遅おくれになったあと登場する許きよ劭しようが、今いま頃ごろになって厨房に入ってきた。えーい。俺たちは長らく泰山の麓ふもとで関かん張ちよう飯はん店てんを経営していたんだぞ。山の裏側に危険地帯があることくらい、最初に教えんか！

「許劭～！　あああああたしの身体を返してっ！　アニキの身体に入っていると、なんだかだんだん妙みような気分に……！　張飛のお料理スキルも使えないしっ！」

「問題ありません、ななちゃん！　雪乃は決めました。ななちゃんの心ごと兄さんの身体を愛します！　たとえガワだけとはいえ、兄さんは兄さんですからっ！　ああ、兄さん兄さん兄さん……！」

「うえええん、どさくさに紛まぎれてハグしてこないでってば！　見てよう、ゆきのんがどんどんメンタル崩壊してるんだよ～！」

　スットコドッコイの許劭が、「張飛のスキルが使えないのは、劉備の身体に入ったからさ♪　少々、真世界の『気』について教えてあげなくちゃいけないかもねえ」と今さらな説明モードに入った。まさか、「念」の設定をえんえんとくっちゃべり続ける展開になるんじゃないだろうな。要いらんぞ。

「念ってなんだい？　きみたちも知っての通り、真世界を構成している物質は『気』だよ。物質と呼んでいいのかどうかは微び妙みようだけれどもね。『気』は空中の至るところに存在する。これが『生物』の内側に取り込まれると、体内で『魂こん』と『魄はく』に分かれる。『魂』は生物の精神を司る『陽の気』で、『魄』は生物の肉体を司る『陰いんの気』だよ」

　なるほど。「気」も、陰と陽に分かれるのか。やはりなんでもかんでも陰陽二極から成り立っている疑似デジタル世界なのだな、ここは。そうでなければ「封神英傑システム」を導入できないよな。

「きみたちは魂たましいを入れ替かえる呪いの泉に落ちたことで、お互たがいの魂が入れ替わった。相手の魄、すなわち身体の中に魂が入ってしまったのさ。で、封神英傑の持つ能力は、『魄』に紐ひも付づけされている。だから、那波ちゃんは張飛のスキルを使えなくなったんだよ♪　今の那波ちゃんの身体は秀一くんだから、劉備のスキルなら使えるんじゃないかな？　さあ、フハハハハ！　と笑ってごらん。飢えて萎なえている兵士たちの士気を鼓こ舞ぶできるよ♪」

「えーっ？　あたし、フハハハハ！　なんておバカな中二病笑いできないよう！　そんなことしたら、夜寝ねる前に『いっそ殺せ！』って叫さけんじゃうよう！」

「な、ななちゃん。なんなら、もういちど一いつ緒しよに泉に落ちて、私と身体を入れ替えない？　私ならば、兄さんそっくりの中二病高笑いをやり遂とげられるから！　そう！　いっそ、兄さんの身体に私が入ってしまえば……雪乃は……雪乃は、兄さんと文字通り一心同体になれまあす！」

「ちょっとちょっと、ゆきのんっ！　いやーっ、もう泉に落ちたくなーい！　だいいち呪いの泉って、いっぱいあるし！　どの泉に落ちたかなんてもう覚えてないし！　新たな呪いを被かぶったらほんとに悲劇じゃんっ！　いつ元に戻れるのさ、許劭！」

「うーん。それは呪いの性質にもよるんだよねえ。すぐに消えるものもあれば、とっても長引くものもあるよ♪　で、これは割と長引く呪いだね。わかるのは、それくらいかな♪　僕ぼくの専門分野じゃないからねえ～」

「ええ？　まさか一生このままってことは……いやああああっ！　男の子として生きるなんて、やーだー！　これがアニキの身体じゃなかったら恥はずかしくて今頃切腹してるよう！」

「ですから、私と入れ替わりましょうななちゃん！　死ぬまで、兄さんの身体をたいせつにいたします！　ええ、死ぬまで──！」

　怜香が「[image: あ゛]ーっ！」と猫ねこみたいな声で吼ほえた。威い嚇かくしているつもりらしいが、そのふにゃけたアニメ声では猫ねこ騙だまし程度の効果しかないぞ。

「二人とも、頭が痛いから静かになさーい！　そ、そうだわ！　関かん羽うたんと私の身体を入れ替えるってのはどうかしら？　毎日毎晩、鏡を見ながらハアハアできるじゃない！　背が伸のびないとかおっぱいが小さいとかいった悩なやみから解放されるしぃ！　地下帝てい国こく送りを危き惧ぐせずに読者の前で堂々と顔出しデビューできるしぃ！　ドワーフ玉たま置おき先生の中の人が壮そう絶ぜつ美び貌ぼうの持ち主・関羽たんだと判明すれば、男性読者ブヒブヒ激増で売り上げ百倍増だわ！　こんどこそ……人権作品をものにして、原作通りにアニメ化させてみせるっ……私をＪＳ扱いするプロデューサーも監かん督とくも脚きやく本ほん家かも、女神の美び貌ぼうと人権部数で屈くつ服ぷくさせてやるっ……！　『んほぉ～この原作者たまんねぇ～』とブヒらせてみせるっ……！　こんどこそっ……！」

「曹操師し匠しよう、お断りします」

「ちょっとだけ！　ちょっとだけでいいからその女神の身体を貸して～！　おーねーがーいー！」

「……曹操さま。それは悪質な詐さ欺ぎ行こう為いです」

　まったく怜香も見苦しいなあ。まあ正体バレしたら即そく座ざに「地下帝国」送りだから、別人と身体を入れ替えたい気持ちはわかるが、雪乃の美貌とおっぱいに頼たよって売り上げを伸ばしてもお前のためにはならんぞ。そういうところだぞ。

「いや、待て許劭。『他の英えい傑けつから付ふ与よされているスキル効果』はどうなるのだ？」

　これ重要だぞ。青州黄巾賊百万を相手に苦戦している今、「北ほく斗と五ご丈じよう」が発動できないとすれば、那波と雪乃の命にかかわる大問題だ！

「おっ。すっかり真世界の上級者になったねえ、秀一くん。上級者御ご用よう達たしのテクニカルスキルを持った趙ちよう雲うん子し龍りゆうを召しよう喚かんした効果かなあ？　趙雲ちゃんは癖くせが強くて使いづらいスキルの持ち主だけれど、高難度戦せん闘とうではと～っても役に立つからねえ。使いこなせさえすればね。うんうん、それはいい質問だよ♪」

「いいから、さっさと答えるのだ！」

「はいはい。答えは、『付与されたスキル効果も魄に紐付けされる』さっ！」

　ということは、「北斗五丈」は今、俺の身体に入っている那波のもとに？

「自動発動するスキルなら、効果もそのままだよ。ただし、付与されている封神英傑自身がトリガーとなって起動させないと発動しないスキルの場合は、付与されていることを封神英傑が知っていないと使えないよねえ。でもまあ、そーゆー類たぐいの付与スキルってかなりレアだから、問題はないよね♪」

　え、えええ？　これはヤバい！　「北斗五丈」の存在を知らない那波には「北斗五丈」は発動させられないということではないか！　し、しかし、「北斗五丈」の存在を那波に教えたら、また真世界の因果律が崩壊してしまう！　詰つんでいる！

　い、いかん！　一刻も早く互いに元の身体からだに戻もどらねば！

「いつ戻るかわからんのではまずいぞ、許劭！　今すぐに俺と那波の身体を戻す方法はないのかっ？」

「うーん。僕は呪いの泉の専門家じゃないんだけれどもねえ。そうだなあ。きみたちが落ちた泉にもういちど一緒に飛び込こめば、呪いに呪いが被かぶさって、効果が相殺されて戻るんじゃないかなあ～♪　憶おく測そくだけどもね♪」

「だから、落ちた泉がどの泉なのかわからんのだ！　あの時は呪いのことなんか知らずに、道を急いでいたからな！　だいいち、呪いの泉がいくらあると思ってるんだっ！」

「あたしも、これ以上アニキの身体に入っているのはきついよう。主にゆきのんが隙すきあらばハグしようと襲おそってくるのが！　ぜんぶの泉に片かたっ端ぱしから落ちてみようよ、アニキ！　いずれ当たりを引けるよ！」

「うんうん。確率的には、百回ほど落ちれば当たりを引けるんじゃないかなあ♪」

「えーい！　新たな呪のろいが九十九増えるではないかっ！　これ以上呪われてどーする！」

「いやー、そんなことにはならないと思うよ？　でも、希少だけれども致ち死し性せいの呪いを持つ泉もあるらしいから、百回落ちるのは危険かもねえ♪」

　召喚ガチャでの五つ星英えい傑けつ排はい出しゆつ率りつも１％という悪あく魔ま的数値だったが、泉の当たり率も１％かよ！　しかも致死性のハズレ入りか！　どこまでも塩分が効いているぜ、真世界……！　そういえば、泉の水もやけに塩しお辛からかった気がするな。

（そうだ。趙雲の「子し龍りゆう一いつ身しん都すべて是これ膽たん也なり」ならば、もしかしたら呪いの泉のデバフ効果もキャンセルできるのではないか？　封神英傑のスキルではないから解除不可かもしれないが、あいつの上級者向けテクニカル英傑ぶりは突とつ出しゆつしている。試してみる価値はあるぞ……いや、待てよ。趙雲は今、下邳で俺の代わりに劉備軍団を率いているのだった。し、しまった！）

　えーい。青州黄巾賊は二方面作戦を取っているのだ。だから、俺たちも泰山と下邳とに分かれて戦うしかない。仕方がない！

　……雪乃が隙あらばとばかりに何度も那波に抱だきつき、怜香が雪乃と入れ替わりたーいと必死で懇こん願がんし続けるという本ほん末まつ転てん倒とうの事態の中。

　知的で冷静な俺は、「張飛のスキルは那波の身体を持つ俺が持っているわけだな」と結論し、那波に代わって「料理人」を務めることにした。みんな、私利私し欲よくに奔はしって肝かん心じんの食しよく糧りよう問題を忘れていないか？

　ともあれ、豆とう腐ふが足りない以上、ここは闇やみ鍋なべカレーだ！　具材のまずさをすべてカレー味で誤ご魔ま化かしてみせようではないか！　もちろん唐とう辛がら子し成分のカプサイシンもマシマシだ！　五十倍を超こえる激げき辛からカレーにしてしまえば、もはや元の味などわからん！　その上、胃に大ダメージを与あたえられるから、食しよく欲よくも減げん衰すいする！　物理的にな！

「んん。発動せよ、『燕えん人じん小しよう妹まい』！　この煮にても焼いても食えなさそうで、むしろ毒すら持ってそうな雑草の山から、二十八種類の新しん鮮せんなスパイスを錬れん成せいするのだあああ～！」

　よしっ……！

　発動した！　いける！　唐辛子！　クミン！　コリアンダー！　ターメリック！　次々とカレー作りに必要なレアスパイスが！

　うん？

　おっ……？

　おっ、おっ、おっ？

　ど、どうしたことだっ？　きゅ、急に、俺の下腹部が……お腹なかが……こっ……この感覚……これは、まさか……!?

　そうか、泉かっ？　泉でけっこう水を飲んじまったせいで……？　ぼ、膀ぼう胱こうが……？

「うぐっ……い、いかん！　か……厠かわやへ……！　れ、怜香、厠はどこだ？」

「ああ。厠なら、そっち。廊ろう下かを右に進んで左へ曲がったところよ。って、あんた秀一でしょっ？　那波ちゃんの身体のままで厠に行くつもりぃ!?」

　おお、なんということだ。こっそり厠へ向かおうとしたのに、怜香が挽ひきつぶされた小こ猫ねこみたいな声をあげたせいで那波が気づいてしまった。

「ギャ───────！　ダメーっ、絶対にダメ────っ！　あたし、アニキに厠に入られたら死んじゃうっ！　元の身体に戻るまで、お通じ禁止ーっ！」

「だ、だ、だいじょうぶだ那波！　小のほうだから！　幼い頃ころ、お前が遊園地でお漏もらしして俺が拭ふいてやったことがあったろ？　あの時と同じだ、今さら問題ない！」

「問題あるうっ！　まずそんな黒歴史を大々的に公表するなーっ！　だいいち、あの時はお互いにまだ子供だったからセーフ！　今はぜーったいに、アウト──ッ！」

「見ないから見ないから！　耳も塞ふさぐから！」

「絶対に、いーやー！　三日三晩くらいなら、我が慢まんできるでしょっ！」

「できるかあっ！　膀ぼう胱こう炎えんになってしまうわっ！　っていうか、男の身体だった時よりもきついな、これ……」

「やめてってばーっ！　そんなところ比べないでえええっ！」

「むむむ。兄きよう妹だい対決の気配です！　これはいけません！　兄さん！　この雪乃が厠までついていってすべて処理いたしましょう！　心は兄さん、身体はななちゃん！　不慣れな女の子の身体で過ごすのはたいへんでしょう！　これはもう、真ん中の妹である私が愛情を込めて介かい護ごせねばなりますまい！　ああ。兄さんが、兄さんがななちゃんの身体に入って……身体はななちゃんですから、今ならば雪乃がなにをしても妹同士の微笑ほほえましいスキンシップですよね兄さんっ？　はあ、はあ、はあ」

「ゆきのんはアニキに接せつ触しよく禁止ーっ！　介護と称しようしてなにするかわかんないじゃんっ！」

　ああもう、収拾がつかない……も、も、漏れるう……！

　食糧問題解決からどんどん遠ざかる一方の事態に、とうとう、怜香がブチ切れた。

「みぎゃーっ！　みんな静かにしなさーい！　頭が痛いってば！　お腹もすいたしい！　ねえ荀彧？　どーすればいいと思う？」

「そうですね。お通じは当面我慢してもらうとして……唐辛子などの刺し激げき物ぶつ摂せつ取しゆ及および食しよく物もつ繊せん維い・乳製品の摂取を禁止した上で、食事量自体も大おお幅はばに制限すれば、しばらくはだいじょうぶでしょう。ですがひとつ問題が。二人は徐州からの長旅で、しかも謎なぞの呪のろいの泉に落ちて酷ひどく汚よごれています。真世界固有の未知の菌きんに感染している可能性が。放置していれば、二人に接触しているわれわれまで感染する恐おそれもあります。二人とも、すぐにお風ふ呂ろに入れねばなりません」

　ドオオオオオン！

　なんという、なんという冷れい徹てつさなんだ、荀彧お姉さん。

　まさしく「氷の女」。そして、その論理には反論不可能……！

「そもそも『呪い』の症しよう状じよう自体、泉に落ちてなんらかの未知の菌に感染した結果ということも考えられます」

「やーだー！　絶対に、ダメえええええええ！　もうお嫁よめに行けなくなっちゃうううう！」

　那波がいやいやと抵てい抗こうするが、荀彧お姉さんは程てい昱いく・郭かく嘉かのシスマゲドン先生コンビを呼び出して「きりきり二人を風呂場に連行するのです。どうせ入れ替かわっているのですから、混浴でいいでしょう」と非情にも告げたのだった。

「あー？　なに？　お前ら、入れ替わってんの？　うけけけ、おもしれー！　どうやったんだ？　なあ程昱、おめー劉備と入れ替わってみねえ？　男の身体って謎だかんよー、生のモデルが欲しかったんだよー。ガワが男でも中身がおめーなら恥はずかしくねーもんな！」

「ええ～？　困りますぅ～。せめてもっと美形の殿との方がたでないと……劉備玄徳レベルのルックスじゃ、モデルに使えませ～ん」

「それもそっかー！　ほら、行くぜ！　暴れるんじゃねー！　オレの固有スキル『兵へい貴き神しん速そく』で無む理り矢や理りに風呂場までブッとばーす！」

「それでは私の『十じゆう面めん埋まい伏ぶく』も同時付与で、お二人さま、ご案内ですう～♪」

　おいおいおいおい！　なんてことするんだーっ！　そんな用よう途とで封神英傑の固有スキルを無む駄だ打うちするなっ！　「気」の無む駄だ遣づかいだぞ！　あっ、ヤバい、郭嘉と程昱の掌てのひらを背中に当てられた！

「「うわ、あああああああああ～！」」

　俺と那波は、そのまま廊下から風呂場まで問答無用で吹ふっ飛ばされたのだった。

　そして。

「な、なんてこと……！　兄さんとななちゃんが混浴だなんて……！　私も参りますっ！　お二人の身体のプライバシーは、雪乃が守り通しますからっ！　お任せくださいっ！　決して、決して兄さんと混浴したいから乱入するわけではありませんっ！」

　背後には、人間とは思えぬ猛もうスピードで俺たちを追いかけてくる雪乃の気配が！

　今、俺と那波の姿は程昱のスキル効果で一時的に見えなくなっているはずなのだが、たぶん俺の身体の「匂におい」を追つい尾びしているに違ちがいない！　俺の身体というのはつまり那波のことなのだが。えーい、ややこしい！




　　　　※




　かぽーん。

「アニキ、『あたしの』身体を洗っちゃダメだからねっ！　ああああたしが自分で洗うからっ！　ほら、椅い子すの上でじっと座ってて！　『あたしの』身体をじろじろ見ちゃダメっ！」

　泰山温泉で、俺と那波は貸し切り家族風呂状態。結局、郭嘉と程昱の合体スキルには抗あらがえず、お風呂で互たがいの身体を洗うことになってしまった。「二次感染の恐れあり」と荀彧お姉さんに言われれば仕方がない。

　え？　おトイレですか？　超ちようスピードで風呂場にぶち込まれて全身に滝たきのような量のお湯をドドドドと浴びせられているうちに、ええと、気づいたらどうにかなっていたらしい！　どう「どうにかなっていたのか」は絶対に言えないがな！　那波に気づかれたら殺されてしまう！　ふ、ふはははは……はぁ……。

　兄貴、失格。

　ただ、いっさいは過ぎていきました、と言うしかない。

　すまない……すまない、那波……！

　兄貴と～言うもの辛つらいもの～♪　顔でぇ～笑ってぇ～腹で泣くぅ～♪　……しょんぼり。

　しかし水着着用も許可してくれないとは、荀彧お姉さんの衛生管理ぶりは徹てつ底ていしているな。おかげですっぽんぽんの俺は自分で自分の身体からだを洗うことも許されず、那波に洗われる羽目に。「胸触さわるな！　股こ間かん触るな！　お腹もダメ！　ふともももお尻しりもダメ！　ぜんぶあたしが洗う！」と那波はやる気まんまんなのだが、ガワが俺の身体なので、見た目には「目を血走らせた兄が全ぜん裸らにひんむいた妹の全身をごしごし洗っている」というＮＧ画面に。

　えっ？　俺は全裸なのに、那波は腰こしにタオルみたいな布を巻いているのはいいのか、ダッテ？　それはだな。

「兄妹間にも最低限の倫りん理りというものはありますので。殿方の、しかも自分の兄の汚けがらわしく忌いまわしい虐ぎやく殺さつ器官を見てしまったら、那波さんの心に生しよう涯がい消えない傷が……本来ならば切除するのがもっとも衛生的ですが、華か佗だ先生がおられませんので外科手術は諦あきらめましょう」と、荀彧お姉さんからぎりぎり許可されたのだ。あ、危ない……もうちょっとで宦かん官がんにされるところだったぜ。

　でも、どっちにしてもこのままだといずれ那波が「厠に行きたーい！」と言いだした時に見られるよな？　はあ……那波の顔を見るのが辛いです……兄だから……。

「うっ。ひゃうっ、くすぐったいっ!?　那波お前、念入りに洗いすぎだろっ？　ききききわどい部分まで洗わなくていいからなっ？　不慣れな身体のせいか、今の俺は敏びん感かんなのだっ！」

「ななななに言ってんのさー！　あたしはきれい好きなんだからっ！　アニキに身体を貸している間に埃ほこりだらけにされたらイヤじゃん！　とにかくあたしの身体を見ないっ！　ちゃんと目をつぶっててよねっ！」

　はうううっ？　むむむ胸の洗い方がなんかヤバい！　ぞくぞくっ、と背中の産うぶ毛げが総立ちに！　那波お前、いつもこんなきわどい洗い方してんのか？

　はっ？　そ、そうか、自分で洗っていれば違い和わ感かんがなくても、今は「他人の手」で洗われているから、感覚がやけに敏感になっているんだ……！

　俺は、このままシスの暗黒面に堕おちてしまうのかーっ！　目を閉じてるのもいかんのだ。目め隠かくしされると感度が三千倍アップするらしいからな。せ、せめて目を開けば……！

「こらっ、目を開けるなー！　油断も隙すきもないんだから。そ、そうだ。あ、あたしも身体を洗わないとぉ……で、でも……やだよぉ～。いくらアニキの身体といっても、男の子の身体じゃん！　ととと特にこの腰のタオルの下は……いやああああ、絶対に見たくないし触りたくなーいー！　あたしもう、普ふ通つうの女の子に戻もどれないよおおおお！　うえええん！」

「あー。そこはだな、実は取とり扱あつかい注意な危険部位なのだ。なんだか妙みような気分だが、俺が自分で洗おう。アッーな気分になってきて、頭が痛いが……」

「ダメっ！　やだっ！　倒とう錯さくしてるよ、そんなの！　絶対に絵え面づら的にアウトだってば！　全裸のあたしがアニキの股こ間かんをまさぐってる図になるじゃん！　やっぱり自分で洗うっ！　タオルを外さなければ、見なければだいじょうぶっ、えーい！　ぐわしっ！　いっ……いだだだだだだだ……!?」

「うわあああっ!?　握にぎりしめるな、バカものーっ！　俺の身体なんだからもっとたいせつに扱あつかえっ！　破は裂れつしたらどーすんだっ！　兄貴をカタキンにするつもりかー！」

「うええええええん……もうダメ……立ち直れない……男の子の身体って、なんでこんな急所があるのさ？　股間を蹴けられたら一いち撃げきで失神しちゃうじゃん……いった～い！」

「ガキの頃ころ、お前に何度も金的蹴られて悶もん絶ぜつさせられたな、そういえば」

「そ、そ、そうだっけ？　ご、ごめんね～アニキ？　こんなに強きよう烈れつだとは知らなくて～」

　うーむ。なんだか子供の頃に戻ったみたいだな。那波とは、お互いにまだ幼い頃は無む邪じや気きに混浴して洗いっこしていたものだなあ。俺より那波のほうに先に性せい徴ちよう期きが来て、いつの間にか混浴はＮＧになったのだが。

　ガキの頃は楽しかったな……まだ俺は男になっていなくて、那波も女になっていなくて。むしろ那波はヒョロくて髪かみの毛も短くて、男の子みたいだった。いつからだろう、お互いに混浴することが気き恥はずかしくなったのは。俺が、義理の妹の那波に「女の子」を感じるようになって思い悩なやむようになったのは──。

「……あたしたち、いつまで入れ替わったままなのかな、アニキ？　あたしは……今のままでも……そ、そんなに、イヤじゃないよ？　も、もう、アニキの身体には慣れてるし。あ、いや、ヘンな意味じゃなくて……もごもご」

「……お、俺も、別にイヤではないぞ。うん。だが、たいせつなお前の身体だ。男に押し倒たおされないように注意しないとな」

「……う、うん。あ、あたしの身体は……いつか元に戻れた時に……その……あ、アニキに」

　ドキッ!?　い、いかん！　なにか気まずい空気に……な、那波……。

　その時だった。

　ぴるるるるるる～。

　空中に俺のステータスウィンドウが突とつ然ぜん勝手に開いて、動画ウィンドウが俺の視界に飛び込こんできた。

「えっ？　趙雲っ？　封神英えい傑けつシステムに、動画通信機能なんてあったっけ？　まさか、アップデートで実装された新機能？　いや、スットコドッコイの許劭にそんな技術力があるはずが」

『やあ、わが真の仲間。これは英傑のスキルじゃないよ。実はまだ私ときみの魂たましいの一部が繫つながって通じ合っているらしいんだ、だからこうして遠えん隔かく距きよ離りから交信できるらしい……って、あれ？　きみは？　口調は劉備くんだけれど、声と身体は張飛じゃないか。しかも全裸？　まさか、おかしなスキルを使って兄きよう妹だいで身体を交こう換かんしたのかい？　で、さっそく全裸になって妹の身体チェックか。きみの兄貴道も病やまい膏こう肓こうに入ったね、ふふふ』

「いや、違うんだ！　呪のろいの泉に落っこちて、俺と那波の身体が入れ替かわっちまったんだ！　ちょうどいい趙雲、お前のスキルで解除できないかっ？」

　早く元に戻してよー、うわーん！　と那波が騒さわぐが、那波の姿は趙雲には見えていない。声は聞こえているらしいが。

　俺のほうも、動画ウィンドウに浮うかぶ趙雲の姿は見えるが、その背景は透とう明めいだ。

『残念ながら私が解除できる対象は、封神英傑のスキル効果だけさ。特とく殊しゆ地形から与あたえられた謎なぞの呪のろいの効果は、封神英傑システムとは無関係だから、解除不可だなあ。趙雲子龍のチートスキルにも制限があるんだよ』

「ダメかっ！　ダメなのかっ！　解除不可デバフとか、塩まみれのクソゲーシステムにもほどがあるぜ！　誰だれが呪いの泉なんて作ったんだよ、くっそ～。あと、泰山にはほとんど食しよく糧りようがない！　しかも青州黄巾賊は泰山にも三十万の兵力を残していて、下邳への救きゆう援えんは無理だ！　このままじゃ泰山は落城する！　そっちの戦せん況きようはどうだ？」

『こちら下邳は、孫そん堅けんが古こ錠てい刀とうで雨を降らせ、都と督とくの周しゆう瑜ゆが固有スキル〝美び周しゆう姫き〟を用いて川から氾はん濫らんした水を操ることで、かろうじて耐たえている。陸戦では戦力差が大きすぎて勝機が薄うすいから、敢あえて下邳城を水城にしてしまったんだよ。脱だつ出しゆつもできないが、青州黄巾賊は船団を持たないから総そう攻ぜめにも出られない。ただし、孫堅の宝パオ貝ペエにも稼か働どう限度がある。いつまでも増水状態は続かない。水が退くまでの猶ゆう予よはあと一週間か、あるいは三日ほどかもしれないな』

　本来は救援を乞こうためにきみと「気」を連ペア結リングしてみたんだけれど、お互いに苦境らしいね、きみに至っては男の子としてのアイデンティティすら揺ゆらいでる、私もこのままだと夢女子から百合ゆり女子に鞍くら替がえしそうだよふふふと趙雲が苦笑した。

　うっ……たまに笑うとかわいいよなこいつ。

「ちょ。アニキ、趙雲？　あたしの身体をエロい百合道に堕としたら怒おこるんだからねっ！」

　あっ。痛い痛い。俺の頰ほおをつねるということは、お前自身の頰を痛めつけているということなのだぞ、那波？　コールドエクスペリエンス！　その攻こう撃げきはそのまま自分自身への攻撃となり命とりになる！　この当然の原理を、那波はアホだからわかってないらしい！

『あまり長くは繫がっていられないようだ、劉備くん。いや、秀一。事態に異変が起きたら、また連れん絡らくするよ』

「ああ。頼たのむぜわが相棒、真の仲間よ！　あっ、痛い痛い痛い！　胸を摑つかむなよ那波！　痛いって！　その攻撃はすべて自分自身に返ってくるんだぞーっ！」

「うっさーい！　なんでこんな異常な状じよう況きようなのに趙雲と和わ気き藹あい々あいと馴な染じんでるのさ？　真の仲間とか百合女子ってなに、なんなの？」

　趙雲の「通信」が切れた後も、那波はぷりぷり怒っている。腰のタオルがずり落ちそうになっているから、やめろってば！

　この時──。

　俺たちは風ふ呂ろ場ばでテンパっていてすっかり忘れていた。

　いつの間にか追つい尾びを中断し、そのまま姿を消していたもう一人の妹の存在にっ！

　そう──雪乃である！

「兄さん、ななちゃんっ！　先ほどは『泉への感染者以外の混浴は禁止します』と荀彧さんに制止されて途と中ちゆうで脱だつ落らくしましたが、先ほど自ら呪いの泉に身体を投げ入れて感染に成功いたしました！　今の私は、呪われていまーす！　晴れてお二人の入浴の介かい助じよを行える立場になって、戻って参りましたあああああ！」

　なんだとーっ？　なんという真似まねをするんだーっ？　しかも全ぜん裸らとはどういうことだーっ？　あ、そうか！　女子感染者は全裸で入浴！　それが荀彧お姉さんが定めたルール！

「ギャー！　ゆきのん、ちょっと待ってーっ！　あたしはいいけど、アニキの前で全裸はダメーっ！　隠かくして、隠して！」

「いいえななちゃん！　今の兄さんはななちゃんの身体に入っているから、すなわち女の子！　私にとっても、姉！　だからぜんぜんなにも問題ないのっ！　そして今のななちゃんは身体は男の子でも心は乙おと女めだから、やっぱりなにも問題なし！　さあさあ兄さん、ななちゃん、きょうだい三人一いつ緒しよの家族風呂を満まん喫きつしましょう！」

　ちょ。なんだか雪乃の様子が……おかしい……ですよ？　こんなハイテンションな妹ではなかっただろう？　それにさすがの雪乃も、俺の前で喜々として全裸になんてならないだろ！　ブラコンとはいえ、根は真面目まじめな優等生だぞ!?

　ということは、まさか……雪乃が落ちた呪いの泉とは……さ、酸素欠けつ乏ぼう症しようの呪いに感染する泉だったのかーっ？　なんということだ、雪乃おおおおおお！　あんなにかしこくておしとやかだったお前が……こんなにアホの子になってしまって……ううっ……！

　あっ。那波に目を塞ふさがれていたが、指の隙すき間まからちらっと見てしまった。やっぱり……胸の下の部分に、目立たないけれど手術跡あとがうっすらと残っている。

　雪乃……。

　お前……大手術を乗り越こえて、ほんとうに健康になったんだな。それでも、俺と会えなくて、ずっと寂さびしかったんだな……。

「……そうだな。俺と那波が入れ替わっている時点で性別はもう関係なくなっている。今日くらいは、三人で仲良く湯船につかるか……？」

「いえっ！　実は、兄さんはどーでもいいんです！」

「エッッッッッッッッッ？」

「……えっ？」

「雪乃はぁ、ななちゃんと仲良くお風呂に入りたくてやってきましたっ♪」

「ええっ？　ちょ、ちょっと？　なんでこっちに抱だきついてくるのさ、ゆきのん？　ダメだって、今のあたしはアニキの身体からだなんだからっ！　まずい異変が起こりそうだから、いろいろ押しつけないでーっ！」

　これはいったい、どうなっているのだーっ!?　まさか？　俺のガワを選んだのか、雪乃っ？　い、いや、そんなはずは……雪乃に限ってありえないっ！　し、しかし、雪乃は常じよう軌きを逸いつした表情で那波（ガワは俺）に抱きついてキスしようと迫せまっている！　感染前も、どさくさ紛まぎれで那波（ガワは俺）にハグしまくっていたが、これはさすがに様子がおかしいぜ、おかしすぎるぜーっ!?

「愛いとしいななちゃん！　おはよー！　チュッ（笑）　もう雪乃とななちゃんはすでに運命共同体となっておりますので、どうか最後までお付き合いください（笑）」

　ズッギュウウーン！　雪乃のやつ、那波（ガワは俺）とガチでキスしやがったーっ！　そこに痺しびれる憧あこがれる……って、憧れねえよ！　この絵面、やべーだろ！　俺と雪乃がキスしてるじゃねーか！　しかも中身は俺の妹同士！　インモラルすぎるーっ！

「ギャーッ！　なにすんのさーっ？　ゆきのん、おかしいよ！」

「今夜は抱だっこして、腕うで枕まくらして寝ねてあげるからね！　ななちゃん！　雪乃にもチュッは？（笑）　まだお風呂に入っていたいのかな～？　それじゃ、一緒に入ろう！　今すぐにね！　だってもう雪乃とななちゃんは、なんでもありでしょ？（笑）」

「なんでもありなわけあるかーっ！　アニキ、これはきっとスタンド攻撃だよ！　ゴゴゴゴゴゴ！」

「いや、呪いの泉に感染したためだろう。もしかすると雪乃は……」

「また湯船につかって、ちょっと恥はずかしそうな顔のかわいいななちゃんを見せてね！　チュッ♪」

「ギャーッ？　またキスされたーっ!?　ちょ、ちょっと、ゆきのんっ？　やめ……」

　どうやら、雪乃は「妹マニアの呪い」の泉に落ちたらしい！

　自らも妹でありながら、シスの暗黒面に堕おちてしまったのだーっ！

　まさに悲劇！　ドンッ！

「がるるるっ！　雪乃とななちゃんの愛の営みを邪じや魔ましないでください、兄さん！」

「うわーん！　いろんな意味で、イヤだよ～！　助けてよアニキ～！」

「この水城秀一には夢がある！　兄妹仲良く、という夢が！　これは兄妹関係崩ほう壊かいの危機だッ！　ここは、『兄は妹を全ぜん肯こう定ていする』という俺の信念を一時的に曲げてでも、呪われている雪乃の暴走を止めるっ！」

　だ、だが、どうやって？　雪乃は関羽の武力98を継けい承しようしている！　対する那波の武力は劉備の能力にグレードダウンしている分落ちている。それで那波は抗あらがえないのだ。その代わり、今は俺が張飛の武力99を継承しているが、雪乃と戦えばたいへんな騒ぎになることは間ま違ちがいない！　今の「妹マニアの呪い」にかかっている雪乃から那波をひっぺがそうとすれば、雪乃は迷わず青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを召しよう喚かんする！　超ちよう強力な二つの「攻撃型宝貝」、蛇じや矛ぼうと青龍偃月刀が激げき突とつすれば……「まさに悲劇」とか言ってる場合じゃない！　ガチの危機が訪れてしまう！

「な、那波！　張飛には、なにか特技はないのか？　蛇矛召しよう喚かんはＮＧだ！　香こう辛しん料りようスキル以外の特技は？　汎はん用ようスキルはっ？」

「わかんなーい！　ずっとサボって経験値稼かせぎしてこなかったからあ！　汎用スキルはぜんぶ未解放なの！」

　お前は昔から夏休み最終日まで宿題をやらない子だったからな！　えーい、せめて那波が飼っている愛あい豚とん「豚ぶたまんまん」がいれば。まあ、あいつは飢うえた時の食糧になるくらいしか使い道なさげだが。

「ならば──張飛の固有スキル『燕人小妹』を発動っ！　覗のぞき見防止のためにこの温泉全体を覆おおっている蔦つたと草木を、唐とう辛がら子しに変えたっ！　そして、この大量の唐辛子を張飛の武力99をもって一気に粉ふん砕さいっ！　名付けて、『スパイス爆ばく弾だん』っ！　高こう濃のう度どのカプサイシンは、たとえ封神英傑であろうとも目と鼻と喉のどに甚じん大だいなダメージを与えるっ！」

「「ギャ──────！　きゅう……」」

　雪乃を倒たおすために那波まで巻き込こんでしまったが、やむを得ん。もっとも、この「空気を汚お染せんする攻撃」は、俺自身にも即そく座ざにダメージを与えるという諸もろ刃はの剣つるぎだったが……うっ。がくり。




　……

　……

　……

「うう。すみません兄さん、許してくださいななちゃん。どうも、おかしな呪いに感染していたようです……記き憶おくがぼやけて……雪乃はいったい、なにをしていたのでしょう」

「あー。もういいよう。なかったことにしよう、ゆきのん？　なんだか男の子として目覚めそうになっちゃって、ヤバかったもん……ううう……」

「……わが肉体は精力旺おう盛せいだからな、那波のせいではないぞ。フ、フハハハ……」

「フハハハじゃねーっつーの！　さっさと元に戻もどす方法を捻ひねりだしてよアニキっ！　もしかして、妹ライフを満喫してない？」

「すまん。魔ま法ほう少女になったみたいで、ちょっと楽しい」

「アホかーっ！」

　お風ふ呂ろ上がり。

　俺たちは泰山麓ふもとの「関張飯店」泰山一号店に下りて、休息を取っていた。長湯ですっかりのぼせてしまった上に、スパイス爆弾で三人とも大ダメージを負ってしまったからだ。

　雪乃が浴びた呪のろいは、幸いにも弱いもので、お風呂で身体を洗っただけですっかり消えていた。どうやら、泉の水を経由して未知の「菌きん」の類たぐいに感染した結果呪いの症しよう状じようが発動するという荀彧お姉さんの仮説は当たりらしい。

　しかし、俺と那波の身体は入れ替かわったままだ。許劭が言っていたように、こいつはかなり強めの呪いなのだろう。いつ元に戻れるかわからないな。

　一応、泰山の「関張飯店」は曹操軍の兵士たちに食事を提供する食堂として許劭のもとで経営を続けているが、すでに食しよく糧りようが尽つきているため、事実上の「開店休業」状態。当然ながら、売るものがない店に来る客はおらず、閑かん古こ鳥どりが鳴いている。

　趙雲たちとともに下邳に籠こもっている劉備義勇軍の連中も気がかりだが、泰山の現状はまずいな。飢えた兵士たちはみんな体力を温存するために籠もりきりだし、食糧の補給はまるで期待できなさそうだ。袁紹陣じん営えいはなにをやっているんだよ、まったく。

「やあやあ。雪乃ちゃんはすぐに治ったみたいで、よかったねえ♪　入れ替わった二人のほうは、うーん、下手したら一生このままかな？」

　まーた、ヒョロ眼鏡めがねの許劭が現れた！

　えーい。治ち療りよう方法を見つけるまで出てくるな。帰れ帰れ。

「こらこら、一号店店長に対して酷ひどいじゃないか♪　実は、決戦に備えて召喚台の緊急メンテナンスをしていたんだけれど、気がかりな事態に気づいてねえ。きみたち、移動召喚台の在あり処かを覚えていないかい？」

　移動召喚台？　ああ、洛陽で麋び竺じくの呼こ符ふを吸い上げたアレか。一台目の試作機はたしか、賈か詡くが黄こう祖そを召喚する際にぶっ壊こわれてしまったんだっけ。俺も幽ゆう閉へいされていた許劭を解放しに行った時に残ざん骸がいを見たな。

　すると、袁帝大会議で周瑜と趙雲を召喚した移動召喚台は、二台目だったのかな？　あれはたしか徐州へ逃とう走そうする際に麋竺が下邳まで運んで、ずっとそのままだ。なにしろ、俺のガチャ中毒はもう治ったからな。

　泰山の封神英傑システムを稼か働どうさせ続けるために、定期的に召喚台に呼符をくべて「気」を注ぎ込まなければならないことはわかっている。動力源の「気」を失ってシステムが止まったら、俺たちは封ほう神しんを解除されてただの異世界人に戻ってしまうのだ。

　だが、俺はこれ以上麋竺から借金するわけにはいかんのでな。それに、洛陽でさんざん爆ばく死ししまくって「気」をたっぷり貢みついだから、当分はだいじょうぶだろう。

「というわけで、一台は下邳に。もう一台は壊れたまま洛陽のどこかに眠ねむっている。それがどうかしたのか、許劭？」

「まずいねえ。いやあ、まずいまずい。そうか、洛陽に一台残してきたのかあ～。実は、何者かが封神英えい傑けつシステムにハッキングを仕し掛かけて陰いん陽ようプログラムの一部を書き換かえた痕こん跡せきが見つかったんだよ。でも泰山の陰陽召しよう喚かん台だい本体は曹操軍がずっと守っている。ということは、犯人はその洛陽に残された壊れた移動召喚台を使って侵しん入にゆうしたんだろうねえ～」

「むむむ。兄さん、いったいどういうことでしょう？　何者がどういう目的でそんな危険な真似まねを？」

「そういえばアニキ。洛陽で沮授からもらったチート呼符って、あれ、なんだったのさ？　怪あやしくない？」

　必ず星五英傑を召喚できるチート呼符。たしか沮授のおっさんから二枚譲ゆずってもらったんだったな。そうだ。あの時は「んほぉ～この趙雲たまんねぇ～」と浮うかれていたから気にも留めなかったが、あれ、誰だれがどうやって作ったんだろう？　沮授のおっさんに、あんなものを作る技術力はないよなあ。なにしろ早わ稲せ田だ文系卒で趣しゆ味みはパチンコパチスロだぞ。Excelすら扱あつかえるかどうか怪しい。

「チート呼符！　それだよ！　どうやらシステムへの侵入者は、テーブルや確率を無視してゲートを潜くぐった異世界人を星五英傑に封神する『チート呼符』を密造したらしいんだ。これは確定さ、使用履り歴れきの痕跡が残っているからね。ひょっとすると、チート呼符以外の違い法ほう符ふも密造されてるかもしれないねえ」

「それはほんとうか、許劭？　今回、チート呼符で召喚した二人……周瑜こと三さん宮のみやマリーちゃんと、趙雲こと冬とう馬ま由ゆう莉りは、それぞれ周瑜と趙雲に封神される資格と能力の持ち主だったぞ？」

「うんうん。二人の働きを見るに、彼女たちはチート呼符を用いなくてもしかるべき英傑に封神されていただろうねえ。でも、移動召喚台経由でシステムに介かい入にゆうされて、本来作成できないはずの違法符を何枚も密造されたことは間違いないんだよ、秀一くん。まずいよ、まずいよ」

「陰陽二極の理ことわりを学んだ仙せん人にんとか道士でなければ、システムはいじれないんだろう？　沮授のおっさんは誰かにチート呼符をもらったんだろうな？」

「とりあえず対策を施ほどこさなきゃならないんだけれど、いやあ、封神英傑システムの陰陽プログラムは異世界語で言えばスパゲティコード状態でねえ。最初に基き礎そプログラムを設計した孔こう明めいが消えてしまったものだから、後から僕ぼくたち仙人道士が勝手に適当に継つぎ足し継ぎ足しでその場凌しのぎの改造改築を重ねていったため、全体構造が滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまっているのさ♪　もはや誰にもシステムの全ぜん貌ぼうがわからないんだよねえ♪」

　おいおい。まるで横よこ浜はま駅だが、それは自じ慢まんできることなのか？　だいじょうぶなのか、封神英傑システムの運営状じよう況きようは。

　やはり、なんとしても孔明をさっさと連れ出さねばまずい気がするぜ。システムが崩壊して、俺たちから劉備や関羽、張飛の能力が失われたら……もはや真世界を生き残ることはできんぞ！

「むむむ。兄さん！　ハッカーさんは、システムそのものを破は壊かいしようとしているのかもしれませんよ！　違法呼符密造で稼ぐことだけが目的ならばいいのですが！」

「その場合も、違法符密造のためにシステムをでたらめにいじられ続ければ、その都度ダメージを負うよ。いずれ致ち命めい的てきにバグっていきなりシステムダウン状態に陥おちいるかもねえ。いわゆるメンテ失敗による唐とう突とつなサービス終しゆう了りようというやつさ♪」

「うええええ。ダメじゃん許劭！　どーすればいいのさあ？」

「とりあえず、秀一くんの話から侵入経路は特定できた。今後は、犯人が入手している一台目の移動召喚台からの再侵入は防げるよ♪　なにしろほとんど壊れている召喚台だからね、侵入経路も限られているんだ。でも──」

　泰山の「本体」と、下邳の「二台目の移動召喚台」。

　完動品であるこのいずれかをハッカーに奪うばわれれば、再びシステムに侵入されるということか。しかもこれまでよりも深い階層に？

　そして奇くしくも泰山と下邳のいずれも、今、青州黄巾賊に攻せめられている。

「そういうことになるね。移動召喚台は、ハッキングできないように改造すれば問題ないんだけど、手て許もとにないし……なにより、泰山の本体を奪われたら万事休すだ。ともかく、青州黄巾賊に召喚台を奪われないことだ♪」

「まさか青州黄巾賊の内部に、ハッカーが？　外からは黄巾賊が、内からはハッカーが同時に攻こう撃げきを仕掛けているというのか？」

「いやいや、それはないと思うよ♪　だって、青州黄巾賊のリーダーは絶ぜつ滅めつ派亜あ人じんだそうだよ。かつて穏おん健けん派亜人は、封神英傑を召喚する泰山を占せん領りようして人間陣営の戦力増強を止めようとしていたけれど、絶滅派亜人は逆に召喚台を用いて自ら異世界へ進しん撃げきしようとしているそうだからね♪　システムを壊しちゃったら、異世界へ移動できなくなるからねえ～♪」

　うえええ。それじゃ敵は「二系統」存在するってこと？　と那波が震ふるえている。ガワが俺なのがまだ慣れないなあ。

「ともあれ曹操くんに報告しておくよ。でも、単なる偶ぐう然ぜんとは思いにくいよ。青州黄巾賊が泰山と下邳を攻撃していることと、謎なぞのシステム侵入者の存在とは、無関係ではなさそうだね♪　二つの召喚台がともに狙ねらわれていることは確かだ。これは守り難い事態だなあ～」

　ううむ。侵入者とは、いったい何者なのだ。その目的は？　沮授のおっさんはチート呼符をどこから入手した？　そもそも、なぜおっさんがあれを持っていたんだ？

　わからないことだらけだが、ともかく食糧問題の解決に乗り出さねばならない。今のところ、泰山の麓ふもとに展開している青州黄巾賊は活動を小休止しているが、彼らは曹操軍の疲ひ弊へいを待っているのだ。いつ何時総攻撃を仕掛けてくるかわからない。民の集まりのはずなのに、統制が取れているんだよなあ。リーダーの絶滅派亜人はそうとう「できる」奴やつだぞ。

「那波！　雪乃！　ともかく俺たちに今やれることをやろう！　泰山の兵士たちを飢うえから救うのだ！　カレーの炊たきだしをやるぞーっ！」

「おーっ！」

「はいっ、兄さん！」








第三回　粛しゆく清せい万ばん里り、狼ろう顧この相






【河か北ほく・鄴ぎよう】




　河北。

　冀き州しゆうと幽ゆう州しゆうの国境において、袁えん紹しよう軍と公こう孫そん瓚さん軍が睨にらみ合っていた。袁紹政権は冀州最大の都市「鄴」を本ほん拠きよ地ちと定めているが、公孫瓚軍はその鄴から百里という距きよ離りにまで迫せまっていた。

　幽州は、騎き馬ば民族の世界と万ばん里りの長ちよう城じようを隔へだてて接せつ触しよくしている。故に、大量の「白馬」を産出する土と地ち柄がらだった。このため、公孫瓚軍は「白はく馬ば義ぎ従じゆう」という白馬のみで編制された強力な弓騎馬隊を誇ほこり、冀州への侵入以後、あたかもチンギス・ハーン軍団の如ごとき略りやく奪だつと破壊を繰くり広げていたのである。

　しかも……公孫瓚軍の将兵たちはは……民度が……低いっ……！　ほぼほぼ、世紀末の拳けん王おう軍団……！

「ヒャッハー！　勝てばいいと思っている公孫瓚軍の参上だあ！」

「俺たちゃ北きた埼さい玉たまのドン公孫瓚さんをヘッドに担ぎ上げた、群ぐん馬ま・栃とち木ぎ・埼玉連合軍！」

「おうとも！　泣く子も黙だまる山さん賊ぞく集団、ミラクル元年奇き跡せきの北関東軍だーっ！」

「フフフ。われらこそは、南関東にまつろわぬ民。北関東の裏ク●リディア・コードよ！」

「東京・横よこ浜はまを根城とするオサレな袁えん帝ていグループなんぞに屈くつするかーっ！」

「せっかく真世界に召しよう喚かんされていながら、ブラック企き業ぎようで社しや畜ちくとして生きるくらいなら！」

「この真世界まるごと、秩ちつ序じよも法もない世紀末の世界にしてやるぜーっ！」

「そうでなきゃよう、異世界転生した意味がねえよなーっ！」

「どうせ元の世界に帰るつもりはねえ！　所ところ沢ざわ暮らしなんて二度とご免めんだぜーっ！」

「埼玉県人にはそこらへんの草でも食わせておけ！　と嘲ちよう笑しようされてきた屈くつ辱じよくは忘れねえーっ！」

　嗚呼ああ。馬を駆かけさせて峠とうげをギリギリで攻める白馬義従は、まさしくオークかゴブリンか。

　西せい武ぶ線・東とう武ぶ線から副ふく都と心しん線・東とう急きゆう東とう横よこ線への直通運転が開始されたっぺ！　湘しよう南なん新しん宿じゆくラインは実は群馬栃木から乗れるっぺ！　電車一本で憧あこがれのオサレタウン横浜へ行けば、伝説の「海」が観みられるべえっぺよ！　とドキドキワクワク、大挙して「夢の観光都市」横浜中ちゆう華か街がいを訪れた際にうっかりパンダゲートを潜って真世界のデスゲームに巻き込こまれたことで「おのれ横浜めがああああ！」「海があるからっていい気になりやがってええええ！」と理性蒸発した北関東ヤンキー珍ちん走そう団だん連合は、「公孫瓚軍団」を結成して後ご漢かん帝てい国こく最北の地・幽州に割かつ拠きよ。ちなみに、北に根城を置きたがるのは習性であった。

　彼らは袁紹陣じん営えいへの帰順を拒きよ絶ぜつし、青せい州しゆう黄こう巾きん賊ぞくに呼応して冀州への南下を開始していた。

　その容よう赦しやなさは、まさに蛮ばん族ぞく。渋しぶ谷やハロウィンパレードの如き民意の低さは、とても日本人観光客（観光客ではないが）とは思えない。「統一に失敗すれば帰れなくなるリアルデスゲーム」という真世界の過か酷こくな環かん境きようが、彼らを気のいいヤンキー軍団からほんものの蛮族に変えてしまったといえる。乱世に適応した、といえばしたのだろうが。




　袁紹VS袁えん術じゆつの派は閥ばつ抗こう争そうに直面しながらも統一事業を推し進めていた袁紹陣営にとっては、公孫瓚軍の蛮族ぶりは冗じよう談だんではなかった。

　かつて異世界では「錦にしきの御み旗はた」として有効だった「巨きよ大だいグループ企業」の威い光こうも、すっかり幽州土着の蛮族集団と化した公孫瓚軍団には通用しない。

　しかも、袁紹軍は呂りよ布ふが洛らく陽ようから連れ出した天子の奪だつ回かいにも失敗した。分派して独自に天子を追っていた袁術軍も、劉りゆう備び玄げん徳とくが誇る謎の人徳パワーに敗れ、虎とらの子の孫そん堅けんにも独立され、ほうほうのていで下か邳ひから敗走。天子は、泰たい山ざんの曹そう操そうのもとへ転がり込んでいた。今もしも「乱世の奸かん雄ゆう」曹操が「天下」への野心を剝むき出しにすれば、南北に分断されている袁帝グループは危機的な状況に陥る。

　さらに、青州黄巾賊や白はく波は黄巾賊といった地方反乱軍が日に日に強大になっている。これは、記録的な飢き饉きんと、「袁帝グループ内ない紛ふん」を目にした真世界の民たちの、異世界人への不信感が重なったためであった。袁帝グループは真世界の「袁家」とは違ちがうと失望した飢えた民たちが、黄巾賊に加わり、食を求めて城と町を襲しゆう撃げきするのだ。生き延びるために。

　これらあらゆる問題に対処すべく、鄴の大本営において、いよいよ幹部クラスを集めての大軍議が開かれたのである。

　状況はまさしく内ない憂ゆう外がい患かん。もはや、焼きそばを焼いている余よ裕ゆうはなかった。

　しかし、袁紹は妹・袁術の分派以後、政権運営を家臣団に委ねていた。そもそも、社長は君臨すれども統治せず。それが袁帝グループの帝てい王おう学がくなのだが、妹の魚と魚と子こ（袁術）との派閥抗争に姉としてかかわりたくない、できれば平和裏に魚魚子との再合流を果たしたい、独立してしまった幼なじみの曹操をも「袁家の家臣」として再帰順させたい、それが袁紹の個人的な願いだった。

（あの皇帝即そく位いイベントさえ発生しなければ、魚魚子や怜れい香かたちと離はなれ離ばなれになることもなく、真世界を統一できていたはずなのに。この真世界で英えい傑けつに封ほう神しんされた者には、その英傑の「運命」が被かぶさってくる──いけない。わたくしが毅き然ぜんとしていなければ。王者として。弱気になればいずれ、袁紹の「運命」に吞のまれてしまう。たしか、袁紹は……）

　グループ内で唯ゆい一いつ「三国志」に精通していた曹操がいない今、袁紹こと本もと屋や敷しき英え里り子こは自分自身に被せられた「運命」の詳しよう細さいを知ることができない。だが、彼女とて「三国志」にまるきり無知ではない。田でん豊ほうや沮そ授じゆから聞き知った断片的な知識から、薄うす々うす想像はつく。「正史」での袁紹はおそらく、「乱世の奸雄」曹操と「対決」する運命にあるのだ、と。

　それだけは、どうしても避さけたかった。袁術に封神されてニセ皇帝になってしまった妹・魚魚子に至っては、どう考えても悲ひ惨さんな末路が待っているとしか思えない。帝位からは降りることができたらしいとはいえ、真世界に生きる百万千万の民。さらに、真世界の「上流階級」とも言うべき多くの貴族・名士たち。彼らが袁術の唐突な即位事件を認めるはずがなく、あのイベント発生によって袁帝グループは真世界人からの支持を大おお幅はばに失っていたのである。

（魚魚子。怜香。わたくしは、妹たちと戦いたくはない。もういちど、一いつ緒しよに紅茶を……あの、劉備玄徳とも）

　だが、ここで「私情」に奔はしれば、真世界に召喚された袁帝グループ社員たち全員を破は滅めつさせかねない。そんな失態は、「王者」として許されない。

　いまや袁紹こと本屋敷英里子は、「公」の立場と「私」の立場との間で板いた挟ばさみになっていたのである。

　故に、袁紹は会議には出席していたが、開かい催さい前に自分自身の意向を田豊たちに伝えたあとは沈ちん黙もくを保つことにした。袁帝グループに忠実な田豊と沮授ならば、わたくしの意志を尊重した戦略を立ててくれる、と信しん頼らいしていたのだ。

　ここで袁紹が社長としての「強権」を振ふるわず、さりとて「私情」を捨てきれなかった優ゆう柔じゆう不ふ断だんさが、袁帝グループにさらなる混乱を招くことになるのだが──。

　日本を代表する大だい富ふ豪ごうの孫まご娘むすめとして「王者に相応ふさわしい寛かん容ようの精神」を持つように育てられてきた女子高生社長の彼女に、「どちらかを選べ」と迫ることは酷こくというものだろう。




　会議は、「袁帝理り研けん」の冲うぶ方かた研究員の調査報告からはじまった。

　袁帝理研は、袁帝グループの理系スタッフによって編制されている研究機関で、召喚以後、ずっと真世界についての調査研究を続けている。ちなみに袁帝理研を率いる眼鏡めがねっ娘こ女性科学者・冲方研究員は、弱じやつ冠かん十八歳ながら袁紹のクラスメイトにして有能な科学者で、「郭かく図と」に封神されていた。

「私たちはぁ、悪質な道士の左さ慈じに謀はかられてフェリーごと真世界に召喚されましたあ！　フェリーそのものはもちろん、スマホやパソコンをはじめとする二十一世紀の工業製品の多くを、真世界に持ち込んでおりまあす！　さすがにＬＳＩの製造は無理としても、銃じゆう火か器きやエンジンをはじめとする工業製品の開発製造は可能でえす！　二十一世紀の科学力をもってすれば、古代世界の統一はできまあす！　ジャパンの科学力は世界イチイイイイイイ！　勝ったなガハハ！　と信じて、理研では研究を続けてきましたが──」

　郭図の意外な報告は、幹部たちを「ざわっ……ざわっ……」とざわつかせるものだった。

「結論から言いますと、この時代に存在しないオーパーツの製造・稼か働どうは困難です！　エンジンや銃火器の製造はもちろん、火薬ですら製造できませえん！　袁帝大会議場で孫そん策さくの爆ばく竹ちくが暴発した現場を調べましたところ、この世界ではわれらの世界とは『物理法則』がほんのわずかに異なるのです！　ミクロの世界において、未来由来のオーバーテクノロジーを無効化するなんらかの『処理』が施ほどこされていまあす！」

　郭図は、つまり、現代科学が真世界ではまったく役に立たないことを突つき止めたのだった。内燃機関や外燃機関の製造・稼働も不可能。真世界に持ち込んだフェリーやスマホなどが正常に動作しない理由は、ミクロの世界にあるという。

「郭図、せめて火薬くらい作れんのか？　ウ●コを使えば、こういう異世界でも火薬を生産できるはず……そうとも。電子機器もエンジンも搭とう載さいしていない種たね子が島しま程度の原始的な火器ならば造れるはずだ！　種子島を三千丁も揃そろえれば、埼玉群馬栃木の蛮族どもが率いる騎馬隊など『三段撃うち』で一いつ掃そうできるはず！　今の世の中、その手の異世界無む双そうもので溢あふれておるではないかっ……！」

　田豊が迫るが、郭図は首を振った。

「試行錯さく誤ごしましたが、真世界では純度の高い火薬は造れませえええん！　故に真世界での合戦では、真世界にもとから存在する武具を改良する以外に戦力を補強する方法はありません！　ですが、だいじょうぶです！　ご覧ください。こちらがわが理研が開発した『袁帝強きよう弩ど』でえす！　公孫瓚軍が誇る白馬義従に対して、種子島並みの強力な武器となります！　勝ったなガハハ！」

　弩で戦うだと？　完全に紀元二世紀の合戦ではないか、うぐぐ……と田豊は歯がみした。チート兵器で無双できんとは、なんのための召喚なのか！　そもそも、なぜそんな厄やつ介かいな「制限」がこの世界に存在するのか、誰だれがそんな面めん倒どうな仕組みを作ったのか？

　異世界側の社員たちと連れん絡らくさえ取れれば、左慈を捕とらえてゲートを再び開かせ、軍ぐん艦かんと戦せん闘とう機きと戦車と潜せん水すい艦かんを片かたっ端ぱしから真世界に送り込ませ、問答無用で中ちゆう原げんを武力制圧し亜あ人じんをことごとく討とう伐ばつすることも辞さず、「時間切れ」が迫せまった最悪の場合は野や蛮ばんな方法ではあるが袁帝グループの「権力」と「財力」を総動員して現代兵器で無双する他はない、と田豊は考えていたのである。むろんそんな蛮行は可能な限り避けたいが、社長を無事に帰き還かんさせるためならばやむを得ん、と。

「とてつもない武力と堅かたさを誇ほこる亜人どもがうようよしているのに、現代兵器は無効だとっ？　今まで暴れていた亜人とはレベルが違う絶ぜつ滅めつ派亜人がすでに青州黄巾賊を掌しよう握あくしているのだぞ！　しかもこの鄴には、下げ克こく上じようを唱える公孫瓚軍が迫っている！　ワシらに対たい抗こうする術すべはあるのか？　なんのための真世界召喚なのだっ……！　封ほう神しん英えい傑けつに与あたえられた能力だけで勝ち残れというのかっ……!?　無理だっ……！」

　ざわっ……ざわっ……幹部たちの顔がいよいよ曇くもる。

　田豊が頭を抱かかえている隙すきに、ライバルの沮授が口を開いた。この二人、慶けい應おう閥ばつと早わ稲せ田だ閥ばつを率いる派閥のトップ同士なのだ。

「ククク……落ち着くんや田豊はん。このデスゲーム、決してクリア不可能やない。袁帝グループには多数の『封神英傑』が揃っとるやないか。軍師はオレとあんた。武官としては、一いつ騎き当とう千せんの顔がん良りように文ぶん醜しゆう、さらに皆かい勤きん賞の張ちよう郃こうもおる」

「しかし、封神英傑は数が少ない！　封神されなかった社員を含ふくめても、真世界における袁帝グループメンバーは数百人……！　しかも例の分派騒そう動どうのために民の支持を失っておる！　われら袁紹軍に参加を志願してくる新規兵の数は減少の一いつ途と！　契けい約やくを破は棄きして除隊する兵士も続々と！　対して、黄巾賊に入る流民は増える一方！　百万を誇る青州黄巾賊に、勝てるかっ……！　強弩なんかでっ……！」

「青州黄巾賊はしばし捨ておけばええんや。泰山の曹操、下邳の呂布・孫堅と嚙かみ合わせておけばええ。オレらはその隙に目の前の公孫瓚軍を倒たおして、土地が肥ひ沃よくで生産力の高い河北を固めてしまうべきや」

　沮授が提案した戦略は、青州黄巾賊と戦っている曹操たちは当面放置して、敵を公孫瓚に絞しぼる、というものだった。今は公孫瓚戦で手て一いつ杯ぱいだという口実のもとに、曹操たちの力を青州黄巾賊の手で削けずらせてしまおうということである。

「天子を手に入れた曹操の勢力がこれ以上膨ふくらめば、天下盗とりの野望に目覚めんとも限らん。それは社長のご意志に反する展開や。曹操にはここらで弱体化してもろたほうがええ。孫堅も同じこっちゃ。孫堅が弱体化すれば、分派した袁術派の社しや畜ちく連中も、再びわれら袁帝グループ主流派に帰参する他はなくなるがな。むろん、連中が弱体化すればするほど、再合流する際にはわれらに有利な条件を吞ませることができる、ちゅうわけや」

　汚きたないさすが沮授汚い、と張郃をはじめとする慶應閥の面々が口々に沮授を非難するが、面の皮が厚い沮授は「勝てば官軍なんやでククク」としれっとしている。

「しかし沮授よ。曹操が青州黄巾賊に負けて滅ほろびてしまったら、社長のご友人を失うことになるではないか。ましてや袁術さまが滅びるなど論外。社長のお心を鑑かんがみるに、お前の策は社畜の策にあらず……ワシはあくまでも、社長に殉じゆんじる覚かく悟ごっ……！　だいいち、『真世界の覇は者しやに必要な大義名分たる天子を呂布から奪回すべし』と唱えたお前の強きよう攻こう策さくがことごとく空から振ぶりに終わって呂布に野戦で負け続けたために、袁紹軍の兵力は大幅に減っておるのだぞっ！　今の戦力では、公孫瓚軍にすら対抗できん！　味方の弱体化を願っているような余裕は……」

「呂布に負けたのは、田豊はん、あんたが『今は天子を隠かくしているのかどうか判然としない呂布よりも目の前の公孫瓚でございます』と社長に進言して、兵力を対公孫瓚と対呂布に二分させたせいや。しかも、呂布に負けた武将はあんたんところの張郃やないか。結果を見てみい。兵力二分はアカンのや。ワシの策自体は間ま違ちがっとらんかったで、ククク。だいいち、劉備との同盟を一方的に破は棄きすることで社長の威い信しんを大幅に下げる、というオレの裏技のほうは成功しとるやないか？」

「くうっ……ああ言えばこう言う……おのれっ……！」

　郭図が「白馬義従には、強弩で勝てまあす！」と主張するが、紀元二世紀の兵器なんぞで必勝などありえん、ワシは石橋を叩たたいて渡わたらぬ男、今の荒あれ狂くるっている公孫瓚軍と正面からやり合うのは次々と甲斐かいキャノンめがけて特とつ攻こうする広ひろ島しまカープ並みに愚おろかなことだ、特攻隊よろしくの玉ぎよく砕さい戦術なぞ組織の参さん謀ぼうとして許されんと慎しん重ちような田豊はかぶりを振った。

　常に対立する田豊と沮授の意見を、袁紹は最終的に「両取り」してしまう。貴族的な袁紹らしく両りよう派は閥ばつのリーダーの面子メンツをおもんぱかってのことだが、これが袁紹陣じん営えいにとってはマイナスになっていた。対呂布戦にすべての兵力を一点集中していれば、天子を捕らえるチャンスはあったのだ。

「……しかし……実際問題、泰山や下邳へ援えん軍ぐんや補給を送る余力はゼロっ……！　やむを得ん……ともかく公孫瓚に勝たねば、鄴を奪うばわれてしまう。そうなれば詰つみ……最悪の場合、社長は消しよう滅めつっ……われら社畜一同は、前ぜん方ぽう後こう円えん墳ふんを築き自ら生き埋うめとなって社長の後を追うしかないっ……だ、だが、ワシも異世界に妻と娘を残している身……まだ死ねん……ここで死んだら、法的には『行方不明』で処理されてしまい、退職金が出ないではないか！　袁帝グループのブラックぶりはワシがいちばん知っておる、断言できる！　絶対に支し払はらわれないと！」

「ククク。戦力増強策はないんか、田豊はん？　あんたが減らしたんや。自力でどないかせんとな。そろそろ、地下帝てい国こくへ送られるで？」

「黙だまれ！　沮授よ、博ばく打ちのような危険な策ばかり打ってしくじっている貴様こそ地下帝国へ送られるべきだっ！　やむを得ん！　『ゲートから現代兵器を調達してチート無双』という最終手段が封ふうじられている今、郭図係長にはこの問題を解決する方法を研究してもらうとして──今は、紀元二世紀の兵器のみでこの危機を脱だつ出しゆつする策を取る他はない！　フフフ……そうとも。ワシは瘦やせても枯かれても袁帝グループ慶應閥のトップよ……貴様の思い通りにはいかんぞ、沮授……！」

「な、なんやと？　策がある、ちゅうんか？」

「あるとも。それは、『人事』だ──！　ただちに袁帝グループ真世界支社における新規人材募ぼ集しゆうを行う！　社員最優先、学歴最優先だったこれまでの企き業ぎよう方針を捨て去り、画期的な改革を断行するっ！」

　沮授は、田豊を甘あまく見ていたかもしれない。目先の「利」を得る策においては、損得勘かん定じように細かい沮授のほうがめざとい。しかし、「人事」においては、田豊のほうが勝っていた。

「ククク……沮授よ。ワシは学生時代、千人規模のオールラウンドサークルを運営しておった、生まれついての派閥のリーダー……当時の慶應はバブルの絶頂期でな。スポーツカーを所持せぬ者は学生にあらずという、早稲田卒の貴様にはわからぬ世界であったのよ……夏は軽かる井い沢ざわでテニス！　冬は苗なえ場ばで彼女をスキーに連れて行く！　そんなバブル時代の慶應において人脈の頂点を極めていたのが、このワシ……！　『フリーダム！　ウェーイ！』と騒さわぎながら飲み会で女子の酒に目薬を入れていた貴様らとは、人間としての質が違ちがうのだよ！」

「オレは、そんなことしとらんで！　学生時代は高たか田だの馬ば場ばで雀じやん荘そうとパチ屋三ざん昧まいっ、まさしく女日照りっ……！　冬は、苗場のペンションで時給五百円で掃そう除じと皿洗い……凄すさまじい重労働で、スキーになんぞ行く暇ひまあらへん！　騙だまされたっ……！　夜は遊びに来た学生客どもと相部屋で、二段ベッドの隅すみっこで雑ざ魚こ寝ね……！　ギャーギャー五月蠅うるさいクソガキどものせいで眠ねむれんから、ヘッドホン被かぶってＣＤウォークマンかけてニルヴァーナの『ネヴァーマインド』ばかり聞いとったわ！　あまりにも時給が安すぎる！　かっぱいだる！　と店長たちを誘さそって夜中に麻まー雀じやんやって勝ち続けたら、あいつら、金を支払わずにごまかしおったーっ！　クソがああああ！　バブルなんて知らんわーっ！　早稲田文系の貧びん乏ぼう学生にそんなもん関係あるかーっ！　失われた二十年だけを押しつけおって……！」

「……フ……バブル時代にグランジとは笑止……ワシがオープンカーのカーステレオでオサレなユーミンを流しておったその頃ころに……これぞまさしく、バブル時代の言葉で言えば、負け組と勝ち組……！　負け犬よな、ルーザーよな、沮授。灰色の青春を送った者は、決して勝ち組にはなれんのだ……青春は、二度と帰らない……！」

「えーい、黙らんかーっ！　オレのトラウマをほじくり返すなやーっ！」

「沮授よ。ワシら袁帝グループは、たしかに真世界の民たちの支持を失った！　だが！」

　だ、だが？　と沮授が生なま唾つばを吞のみ込こむ。

「ワシはここに、『正史英えい傑けつ、真世界の名士、異民族、亜人の大量雇こ用よう』を献けん策さくする！　名付けて！　『正史英傑登用キャンペーン』！」

「せ……正史英傑？　異民族？　亜人っ？」

「そうとも！　ククク……思いだしたまえ。万人の王者たる資質を持たれる社長が、降こう伏ふくした黄巾賊の亜人どもを寛かん大だいにも登用して万里の長城を守らせたことがあったではないか。あの時、社長の威信は上じよう昇しようしなかった！　あれ以来、考えていたのだ……！　消滅していない正史英傑たち！　万里の長城の外で亜人と戦っている異民族たち！　過激な絶滅派に同調できない穏おん健けん派の亜人たち！　彼らをことごとく社長のもとに集結せしめ、ともに真世界統一のために一丸となって戦えば、漢全土の再統一達成はもちろん、圧あつ倒とう的な武力を誇る絶滅派亜人にも勝てるのではないかと！　しかも、彼らは封神英傑ではないから、どれほど登用しても社長の威信は上昇しない！　一石二鳥ではないか！」

「そやけど、田豊はん？　オレら異世界人は少数派！　組織に大量の真世界人や亜人を登用すれば、オレらの組織は袁帝グループではなくなる可能性が！　圧倒的に数で勝る真世界人に乗っ取られて追い出されたら、どないするんや？」

「……そうだ。ある意味、危険な策ではある。ワシもそれ故に、今までこの策は封ふう印いんしておったのだ。だが今日、真世界ではチート現代兵器が使えないと知って、覚悟を固めた！　われらが本屋敷英里子社長ならば必ずや、正史英傑も異民族も亜あ人じんも『王者』の貫かん禄ろくと徳をもってして心服せしめることが可能だと、ワシは信じる！」

　アカン。反対すればオレは社長を信じていないことに、うぐぐ、と沮授が呻うめいた。

　悪い予感がびんびんと来る。沮授には、ある種のカンがある。麻雀で言えば、対面がダマで待っている大三元の当たり牌はいをツモってきた時のように、背筋に電流が走っている。

　だが、社長を信じるか否かという「社畜への踏ふみ絵」とも言うべき理り屈くつを持ち出された以上、田豊に反論できない。

「効果は多数ある！　まず、真世界の名士たちを優ゆう遇ぐうすることによって、失われた民の支持率をＶ字回復せしめる！　次に、名士たちとのコネを作ることで、財源や食しよく糧りようを確保できる！　さらに、兵力不足問題の解決！　とりわけ、亜人に押し出されて万里の長城近辺まで南下してきている異民族は戦力として使える！　彼らは遊牧の民、精強な騎き馬ば民族だ！　シャコタンから馬に乗り換かえたばかりの白馬義従よりも、はるかに馬の扱あつかいに長たけておるっ！」

　とりわけ、幽州に割かつ拠きよしている烏う桓がん族だ、彼らと手を結べば公孫瓚軍を南北から挟きよう撃げきできる、と田豊は地図を広げながら訴うつたえていた。

「ククク……異民族は、中原の民、いわゆる漢民族とは異なる。異世界から来たわれらに対して、自然と『お互たがいに漢の外に生きる似た者同士』という親しみを感じているはず……南みなみ匈きよう奴どの連中がスウェーデン人の呂布に懐なついているのを見ても、これは明白っ……！　しかし！　公孫瓚軍団は異世界人どもが結成した軍団でありながら、なにも考えずにこの烏桓とも戦っておる……『どっちが強いのか勝負じゃワレエ！』というヤンキーノリでなっ……！　まさに愚おろかっ……！　背後の烏桓と揉もめつつ、この冀州へ南下してくるとは、まさに脳筋っ……！」

「異民族を中原に続々と呼び寄せるんか？　統一を果たしてオレらが異世界に帰ったあと、真世界はどないなるんや？　なんやったかな、ええと……そうそう。異民族がいっせいに中原に乱入してきて大戦乱が続いた『五ご胡こ十じゆう六ろつ国こく時代』が来てしまうんちゃうか？」

「そのようなことは、社長が無事に帰き還かんされたあと、真世界人たち自身がなんとかすればよいっ！　ワシらはあくまでも封神英傑として雇やとわれた臨時アルバイトではないか！　統一と亜人撃げき破はという本来の仕事を果たせばよいのだっ！　もちろん、チート現代兵器の使用さえ可能なら、組織を多数派の真世界人に乗っ取られるリスクを冒おかす『正史英傑登用キャンペーン』は不要だったがな……」

　袁紹社長のカンスト回かい避ひ人事。地に落ちた袁帝グループのイメージアップ。兵力確保。財源と食糧の確保。これだけの「メリット」があれば、リスクを冒してでも決行するべきか、と博打好きの沮授も折れた。

「ほな、毒を食らわば皿までと言う。ガンガン登用するで、ガンガンな！　烏桓だけやあらへん。匈奴も鮮せん卑ぴも片かたっ端ぱしから登用や！　正史英傑も、集められるだけ集めるでーっ！」

　天子が曹操陣じん営えいに逃にげ込んだ今、「正史英傑」や真世界の名士たちがどれだけはせ参じてくれるのかは不ふ透とう明めいだったが、それでも「統一後の政権移い譲じようと高い地位」を約束すればある程度は集まるだろう、と田豊は踏んでいた。諸君は誤解している、われら異世界人の目的は「帰還」であって「真世界簒さん奪だつ」ではない、袁術皇こう帝てい即そく位いは「事故」だった、しかもあの即位はすでに取り消された、と大々的にプロパガンダを行えば必ず人材は集まる。

「……まずは『隗かいよりはじめよ』だ、沮授。参戦一番乗りを果たした正史英傑を、破格の待たい遇ぐうで召めし抱かかえる。一人目を優遇すれば、あとは早い者勝ちとばかりに次々と集まる。ククク……」

「なら、オレに心当たりがある。オレの知り合いの正史英傑が、漢王朝での宮仕えはイヤや言うて引きこもっとるんや。出しゆつ世せ欲よくのかけらもない酔すい狂きような変人やが、あいつを無む理り矢や理り連れてきて仕官させよう。なんせ、名士中の名士やで！　先祖は楚そ漢かん戦争以前の戦国時代から秦しんで将軍をやっとったっちゅう名門貴族や！　一族もぎょうさんおって、みな揃そろって優ゆう秀しゆうで裕ゆう福ふくなんや！」

「な、なんだと？　沮授、貴様？　いったいどこで、そんなコネをっ？」

「ククク……！　オレは早稲田閥ばつのトップやで。在野人との交流なら、ボンボンのあんたよりずっと上うわ手てや……そうとも、市し井せいの酒場で知り合おうたんや。変わり者やったが、麻雀を教えたったら、たちまち意気投合してな。ククク……」

「……中毒性の高い麻雀を現地人に教えると、ある種の文化破は壊かいにならんか？　まあ、いいか……いずれは流行するのだ……いかがいたしましょう、社長？」

「そうね。採用しましょう。真世界の人々との、融ゆう和わ政策を──」

「袁帝グループによる真世界簒奪」という疑ぎ惑わくを晴らすためにも、この人事改革は有効なはず、と袁紹は信じた。故に、田豊の献策をただちに採用し、「正史英傑登用キャンペーン」の告知を開始させたのだった。それに、孫堅が、封神英傑でありながら「魯ろ家の大親分」としてすっかり真世界に馴な染じんでいる大だい俠きよう客かくの「魯ろ粛しゆく」を得て食糧を確保したように、袁紹軍団もただちに地元の人材と食糧を確保せねばならない。

　食糧を確保できれば、泰山の曹操への補給も再開できるからだ。

　鷹おう揚ような袁紹は、「真世界に生きる者たちすべてとの融和」を大戦略として採用したわけである。

　だが──袁紹はもちろん、田豊も、そしてその者を推挙した沮授すらも気づいていない。

　その一見無む欲よくそうな「正史英傑」が、どれほど危険な存在であるかを──。




【界かい橋きよう】




　公孫瓚軍は、「白馬義従」の機動力を活いかした速戦によって冀州の半ばを制圧している。

　最終防衛ラインとも言うべき界橋を落とされれば、袁紹軍の本ほん拠きよ地ち・鄴まではあと百里だ。

　その界橋に、五万をはるかに超こえる大軍となった公孫瓚軍が襲しゆう来らいした。

　対する袁紹軍は、呂布戦での敗北、天子失しつ陥かん、なによりも派は閥ばつ争いの悪評がたたっており、兵士の頭数こそどうにか現地調達で三万まで増やしたが、どうにも士気はあげられなかった。数百人の異世界人＝袁帝グループ社員だけで現地調達した兵士たちを統率するのは、困難な状じよう況きように。

　田豊、沮授たち袁帝グループ幹部は、「公孫瓚軍は北関東由来の蛮ばん族ぞくども。危険すぎます」と袁紹社長を護衛の兵士たちとともに本拠地の鄴に残らせ、君主不在のまま界橋に進しん撃げきした──総大将不在。これがまた士気を下げる原因になっているのだが、袁帝グループの社しや畜ちくたちにとって社長の命は宇宙よりも重いのである。

　そんな苦しい状況の中で決戦を控ひかえた袁紹軍──。

　野戦テント内で開かれた軍議の席に、一人の「正史英傑」が招かれていた。

　そう。沮授が田豊に推挙した者、「袁紹軍史上最初に登用された正史英傑」。「正史英傑登用キャンペーン」の広こう告こく塔とうとも言える存在である。

　この「一人目の正史英傑」の待遇によって、袁紹軍の今後が決まると言っていい。故に、軍議の席でいの一番に「策」をプレゼンすることを許可したのだった。

　とはいえ、沮授が推挙した者だから、「早稲田閥」の息がかかっていると言えなくもない。すべてを派閥抗こう争そうの火種にしたがる習性を持つ社畜たち、とりわけ慶應閥の面々にとってはライバル出現であった。

　しかし、派閥抗争問題はすぐに吹ふき飛んだ。会議に現れた「正史英傑」が、予想外の「異形」の持ち主だったからである。みな、度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　漆しつ黒こくの道士服に身を包んだ彼女は、人間の少女の顔を持ちながら、狼おおかみの耳を持っていた。そして、瞳ひとみは右と左とで色が異なるオッドアイ。諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいの瞳とはちょうど左右で色が逆になっているのだが、孔明と会ったことがない社畜たちにはそこまではわからない。

「どうも～袁帝グループの諸君♥　ボクの名は司し馬ば懿い。字あざなは仲ちゆう達たつさ♥　ああ。一応は女の子だよ？　でも、どうにも『私』というおしとやかな一いち人にん称しようは苦手でね。贅ぜい沢たくな豪ごう邸ていで何不自由なく自由奔ほん放ぽうに育てられたから、かな♥」

　奇き怪かいな狼の耳さえ見なかったことにすれば、「うおおおおおお」と社畜たちが思わず盛り上がらずにはおられない端たん正せいな顔立ちの美少女である。ただし、常に道化師じみた薄うす笑わらいを浮うかべていて、腹の底ではなにを考えているのかどうにも読めない。

　司馬懿を推挙した沮授が、「どやあ！」と彼女の素性についてとくとくと説明開始。司馬懿を「早稲田閥」の一員ということにしてしまいたいのだ。

「彼女とは洛陽の酒場で知り合おうたんや。なんやけったいな獣けもの耳みみの持ち主やが、かの殷いん王司し馬ば卬ごうの直系の子孫。司馬家言うたら、漢の建国以前から有名な名門中の名門貴族やそうや。司馬懿のみならず、八人の兄弟全員が有能で、『司し馬ば八はつ達たつ』と称しようされとる。財力、名声、すべてを兼かね備えている名家やで！　こたびはその司馬家より袁紹軍に多大な寄進をしてもろうた！　遠えん征せいの予算も、半ばは司馬家に出してもろたんや！」

「兄上たちと違ちがって、ボクは定職についたことのない放ほう蕩とう娘むすめだけれどね♥　沮授サンとの交際も、酒場での麻まー雀じやんが縁えんなのさ♥　いやあ～異世界にこんな面白い遊ゆう戯ぎがあっただなんて、正直驚おどろいたかな♥　どこにも仕官するつもりはなかったんだけれどね♥　麻雀やりたさに釣つられてしまったかな♥」

　し、しかし、その狼耳は？　と思わず田豊が尋たずねる。

　司馬懿は「ああ、これ？」と薄笑いを浮かべると、淡たん々たんと語った。

「ボクは生まれた頃ころから道楽娘で、『気』を練る仙せん術じゆつ、道術の修行にかまけていてね♥　あやかしの世界に近づきすぎたせいか、こんなものが生えてきちゃった♥　ま、ここは亜人もいる世界なんだし、この程度の怪かい異いはよくあることさ♥　これはね、特別な才能を持つ仙人、道士としての『格』を示している印のようなものだよ♥　隠かくそうと思えば、隠せる♥　でも、かっこいいから隠さない♥」

　シャア専用ザクのツノみたいなものか……と宇宙世紀世代の田豊が納得する。

「名士だということはわかった。多大な寄進については感謝している司馬懿くん。しかし、その仙術だの道術だのというものは、科学文明社会を生きてきたワシら二十一世紀の異世界人にはよくわからん……！　きみは具体的になにができるのかね？　ワシも沮授も、『三国志』については多少かじった程度。司馬懿という名は、多少聞いたことはあるが、どのような人物かまでは把は握あくしておらんのだ」

「ま、本来ならばボクは登場時期が遅おそいからね♥　知名度では曹操や劉備、孔明に劣おとるよね♥　ボクは正史英えい傑けつだ。正史英傑は、本来は封神英傑のようにデジタル化・概がい念ねん化された能力データの持ち主ではないのだけれど、ボクは違う♥　ボクの能力値は統率95、武力53、知力99、政治94、固有スキルは名付けて『粛しゆく清せい万ばん里り』というところかな♥」

　司馬懿は、自らのステータスウィンドウを開いてみせた。ざわっ……と社員たちがまたどよめく。なんだとおおお？　統率95？　知力99？　政治94？　ゆっ、優秀すぎる！　しかも、真世界を代表する名士の一族とは！　よもや司馬懿に袁帝グループを乗っ取られるのでは……という恐きよう怖ふ心が湧わいてきたのである。

「『粛清万里』は、諸葛孔明が基き礎そシステムを造り上げて許きよ劭しようたちに運営を委ねた『封神英傑システム』をハッキングする特とく殊しゆ能力さ♥　ボクしか持っていない♥　この通り、ボク自身も『封神英傑システム』に入り込こまなくちゃいけなかったから、自分の能力を数値化する羽目になったんだけれどもね♥　能力を隠しておけないのは辛つらいなあ♥　やだなあ～。ちょっとばかりボクが有能だからって、野心家だと疑われるのは困るなあ～♥　だから出仕したくなかったんだよね♥　帰ろうかな♥」

　ああああ、帰らんといてくれーっ！　と沮授が司馬懿を慌あわてて引き留める。

「真世界攻こう略りやくにこの者は欠かせへん！　『封神英傑システム』をハックしてあの『チート呼こ符ふ』を造ったのは、この司馬懿なんやーっ！」

　な、なんだと……？　われわれを苦しめている難なん攻こう不ふ落らくの「封神英傑システム」に潜せん入にゆうしたハッカー……!?　何度回してもスカばかりの極悪非道の英傑召しよう喚かんガチャを、確率操作っ!?　そ、そうか、許劭が構築しているシステムは「仙術、道術」の原理で作動している！　司馬懿もまた、有能な術士！　「司馬懿専用狼耳」を立てているほどの！　ならば、システムのルールを「書き換かえる」ことも可能なのか！

　ざわっ……！

　ルール無視……！　違い法ほうチート……！

　このデスゲームそのものを操れる「裏のゲームマスター」……！

　つ、強い……！　司馬懿こそは、まさしく真のチート英傑……！

　できる……攻略できる、この真世界のデスゲームを！　司馬懿がいれば！　たとえ統一後に司馬懿が野心を剝むき出しにして漢王朝を簒奪しようが、われらは統一を果たして元の世界に帰き還かんできればそれでいいのだ。いっこうに構わん！

「ただし、沮授サンが誰だれかさんに気前よくチート呼符をあげちゃった結果、すでにチート呼符の密造が許劭にバレちゃった。彼はあれでシステムの絶対防衛を誓ちかっている律りち儀ぎな番人だからね、もう対策されちゃったよ♥　だから、新たなチート呼符はもう造れないし使えない。でも、『封神英傑システム』の本体を完全に乗っ取ってしまえば、自由自在に操作できるよ♥　召喚ガチャの確率操作なんて、スーパーハッカーのボクにとっては初歩中の初歩さ♥　たとえばボクは、こんなものも造れる──」

　司馬懿が胸元から取り出したその「お札」は、呼符と似ていた。しかし、いつもの召喚呼符とは異なる文字と紋もん様ようが描えがかれていた。

「これは『免めん罪ざい符ふ』と言ってね。ボクが考案したお札だよ♥　製造コストに応じて、金の免罪符、銀の免罪符、銅の免罪符の三種類がある♥　それぞれ、使用すれば使用者の『威い信しん』を下げることができるかな♥　銅の免罪符でマイナス５。銀の免罪符でマイナス10。金の免罪符でマイナス30♥　これは未使用だから、まだ対策されていないよ♥」

　沮授も免罪符の存在は知らなかったらしい。「な、なんやて─────っ!?」と素すっ頓とん狂きような声をあげていた。

　田豊に至っては「社長の威信カンストを回かい避ひできるというのか───っ!?　採用っ！　司馬懿くん、きみは採用だーっ！　即そく、袁帝グループの重職に採用っ！　張郃のポストをきみに譲ゆずろうっ！　もちろんその免罪符は、わが社長に寄き贈ぞうしてくれるねっ？」と早くも司馬懿を慶應閥へ取り込むべく非情の人事異動を開始していた。

「で、田豊専務っ？　それはお許し願いたいっ！　不ふ肖しようこの社畜張郃、通勤ラッシュ地じ獄ごくの武蔵むさし小こ杉すぎ住まいのまま定年を迎むかえたくはないのですーっ！　今までずっと、憧あこがれの山やまの手て線の内側に──高たか輪なわ台だいのタワマンに引っ越したい一心で戦場に立ち続けてきたのですぞーっ！　あの地獄の通勤ラッシュを脱だつ出しゆつすれば、時間も体力もたっぷりと温存可能に！　さらなる社畜魂だましいを燃やして従来の三倍働くことが可能になるのですぞーっ！」

「わかっておる、わかっておる張郃！　帰還したら出世させてやる。今だけだ、今だけ！　帰還できねば、出世も武蔵小杉も高輪台もないではないかっ！」

　ただし、こいつを使ったらまた許劭に対策されるから、今のところ免罪符は追い詰つめられた時に一度使えるだけの「奥の手」にすぎないよ、と司馬懿は目を細めながら笑った。

「ボクがシステムに潜入する経路も、塞ふさがれちゃった♥　ボクならば新たな裏道を見つけることも不可能じゃないけれど、それじゃあ許劭との追いかけっこ。永遠に堂どう々どう巡めぐりになる♥　やっぱり、泰山の召喚台本体を占せん領りようしなくちゃあね♥　ボク自身がシステムの管理人権限を手に入れれば、社長の威信数値の操作も、封神英傑の新たな召喚も、自由自在かな♥　もちろん、今はできない高度なシステム改造だって可能になるよ♥」

「……し、司馬懿くん。そもそも真世界とはなんなのだ。『封神英傑システム』とはいったい？　ここはゲーム世界なのか、それとも現実の世界なのか？　Is this the real life?　Is this just fantasy?　ワシら年寄りには、いまいちわからんのだよ」

「オレもそこが疑問やった。スキルだのパラメーターだの、ゲーム臭くさいギミック満まん載さいのわりには、世界そのものはやけにリアルやしな。この時代に存在せんオーバーテクノロジーが使えないちゅうのも、わけがわからん。中原の統一と亜あ人じんの南下阻そ止しが目的なら、銃じゆう火か器きや爆ばく弾だん、電子機器の使用を禁止する意味なんかあらへんがな。異世界から現代兵器を持ち込めば、即そく座ざに目的を達成できるはずや」

　司馬懿は「へええ。何ヶ月も暮らしていて、まだその程度の認識なの？　キミたちはみんな、おバカさんなのかな♥」とまた薄笑いを浮かべた。

「真世界は、リアル世界の上に『封神英傑システム』が築いた仮想世界が『重ね合わされた』二重構造になっている♥　キミたちの世界での用語で言えば、『封神英傑システム』とは高度に発達したＭミツクスドＲリアリテイ技術さ。ええと。高度に発達した魔ま法ほうは科学と区別がつかない、って誰の格言だったっけ？　仙術を極めた天下の奇き才さい・諸葛孔明は、世界が『陰いん陽よう二極』というデジタル原理によって成立しているというその構造を細部まで解明し、大破局によって喪そう失しつしてしまった正史英傑の能力をデジタル化してヴァーチャルなデータにしたのさ♥　その正史英傑のデータを、『封神英傑システム』を用いて異世界から召喚したキミたちの身体からだに貼はり付けて造り上げたものが、封神英傑。リアルとヴァーチャル、異なる二枚のレイヤーを同一世界上で『融ゆう合ごう共存』させることに、孔明は成功した──封神英傑が持つ能力値やスキルは、正史英傑が持っていたナマの能力を『概念化』したものさ♥　もともとは、目に見えるパラメーターやデータとしては、存在しなかった♥」

　リアルとヴァーチャル。二つの世界の混合……融合……孔明とは、神か魔か。

　そして、その孔明が構築したシステムを平然とハックしてしまう司馬懿とはいったい。

「ただし。『封神英傑システム』が生成する英傑データは、異世界人には貼り付けられない♥　『気』の力が強い真世界に生まれ育った彼らには、耐たい性せいがあるんだ♥　例外は、システムを自らハッキングしたボクだけ♥　ああ。曹操の宝パオ貝ペエ・七しち星せい宝ほう刀とうはその耐性を解除できるんだっけかな？　ま、厄やつ介かいな英傑だよ曹操はね♥　さすがだね♥」

　え、ＭＲ技術……オレらをフェリーごと真世界に召喚した左慈は、「SANGOKU大戦争オンライン」とは「ＭＲゲーム」やとプレゼンしとったけど、結局なんのことかようわからんかった。ＶＲゲームとはどう違うんや？　今もまだわからん、結局この世界は現実なんかヴァーチャル世界なんかどっちなんや？　と沮授が頭を抱かかえる。

「つまり今の真世界は、リアルとヴァーチャル、現実と仮想とがシームレスに融合した世界ということかね、司馬懿くん？　そして両者を融合させるためには、『封神英傑システム』のデータ貼り付けに耐性を持たない異世界人がどうしても必要だったと？」

「そうそう。そういうこと♥　田豊サンのほうが頭脳明めい晰せきだねえ♥」

「ならばオーバーテクノロジーを封ふう印いんしているのも、『封神英傑システム』の力かね？」

「ご名答♥　人間って、ほら、未知の世界を発見するとすぐに兵器を持ち込んで征せい服ふくしたくなるよねえ？　人間の本性って野や蛮ばんだからぁ♥　孔明はそこまで読んでいて、万が一キミたちが真世界に戦車だのマシンガンだの核かくミサイルだのを持ち込んでも正常に作動させないように、『システム』によって常にキャップをかけているんだ♥　でもそれも、ボクが泰山のシステム本体を占領すれば、解除できる♥」

「もうひとつ質問や！　正史英傑が大量に消しよう滅めつした大破局とか大異変とかいう『事件』が過去に発生したという話はよく聞くが、いったいなにが起きたんや？　誰も、具体的になにが起きたかを覚えておらんのや！　まるで、ビッグバン以前の宇宙がどうなっとったんか、物理学者にもさっぱりわからんのと同じに！」

　司馬懿は、その沮授の質問に対して、舌なめずりしながらこう答えた。

「……知らないなあ～。『記き憶おくにない』。ボクは、運良く消し飛ばされなかっただけさ♥　仙術を学んでいたおかげかなあ～♥」

　怪あやしい。

　この笑顔は、絶対に「ウソをついている笑顔」だ！

　田豊も沮授も張郃も、軍議に出席している全員が、司馬懿はなにか重大な秘密を隠している、と直感した。なんやねんな秘密を喋しやべりたくてうずうずしとるがなと沮授は思い、自分自身を重用させるためのブラフかもしれんと田豊は疑った。

　だが、どのみち──袁帝グループ本流の社畜軍団にとっては、「袁紹＝本屋敷英里子社長の帰還」が最優先事じ項こうである。今は分派しているが、「袁術＝本屋敷家の嫡ちやく子し・魚魚子の帰還」も同等に優先される。本屋敷家の姉妹を生還させねば、社員どころかその家族にまで咎とがが及およぶのだ。手段を選んでいる場合ではない。

　正史英傑・司馬懿と名士・司馬家がどれほどの「毒」であろうとも、司馬懿が「さあボクを疑っておくれ♥」と言いたげにずっと怪しげに微笑ほほえんでいる信用ならない人物であろうとも、この窮きゆう地ちを打開できるならば用いるしかない。

「威信カンスト・全領地失しつ陥かんにより発生する『消滅』。これも孔明が導入したキャップなのかね？　このペナルティの存在意義がわからんのだが……あれさえなければ、社長による統一事業をノーリスクで推し進められるというのに。邪じや魔まなのだっ……！　司馬懿くん謹きん製せいの免罪符という保険は手に入ったが、やはり泰山を占せん拠きよして封神英傑システムそのものを乗っ取る以外に、社長の威信を守りきる方法はないのかね？」

「ああ。『消滅』。システムの運営側は、悪用されないために『英傑の統一への覚かく悟ごがどーのこーの』と理り屈くつをこねているけれど、あれはシステムが内包する一種のバグだよ。バグというか、システム上避さけられない『等価交こう換かん』のリスクってやつさ♥　『威信』とは封神英傑自身が集めた『気』ではなく、封神英傑を支持する民衆が捧ささげた『気』の集積体だ。こいつがなければ、生身の身体にデータを貼り付けているという無茶な状態にある封神英傑は活動能力を維い持じできない。ところが、威信数値が上がれば民衆から提供される『気』も膨ぼう大だいな量になる。とりわけ『君主』はね。なにしろ、家臣たちが持つ威信分の『気』までぜんぶ一身に背負うんだから♥　これを封ほう神しん英傑の体内にすべて留とどめておくことはできないよね♥　だから、君主となった封神英傑は、支配権を持つ土地を『結界』に用いて『気』を溜ため込こむことで、肉体の消滅を防いでいるワケ♥　逆にいくら威信を稼かせいでも、在野で通すか、あるいは家臣の地位に留まっていれば、君主に『気』を押しつけられる♥　たとえ途と中ちゆうで下野してもね♥　在野英傑の場合は、近場の君主が自動的に肩かた代がわりさ♥　このルールは、本来ならば君主のもとに人材が集積していくから、統一に有利なはずなんだけどね♥」

「……つまり、威信カンストした状態の封神英傑君主が支配権を持つ土地をすべて失うと、威信経由で集まった『気』が結界から溢あふれ出して、封神英傑自身の肉体に際限なく入り込む。その負荷に耐たえられなくなって、結果として封神が解除され、肉体までが消滅してしまうということかね？」

「うん、ご名答♥　君主が領地を失陥した時点で不要になった『気』を捨てて解放してしまえばいいものを。ま、結界を壊こわしたらちょっとばかり天変地異が起きて大勢の人が死ぬだろうけれどさ♥　孔明が人命尊重主義を採ったために、英傑に消滅のリスクを背負わせてしまったわけ♥　いやあ、糞くそシステムだよね♥　ボクなら、もっとスマートにデザインできたのに♥　でもまあ、人間なんて最後はどうせみんな死んじゃうんだし、別に気にしなくていいんじゃない♥」

「しょ、消滅した後、封神英傑は……どうなるんや？」

「さあー。どうかなあー。『ボクは消滅したことがない』から、わからないな♥」

　ともかく、と司馬懿は言った。

「泰山の召喚台を占領すれば、すべて解決さ♥　曹操孟もう徳とくは乱世の奸かん雄ゆう。ボクの特技のひとつ『天文』によれば、曹操はいずれ自ら真世界の覇は者しやになるという野望を顕あらわにして、袁帝グループを裏切る。そういう『運命』を曹操は背負っているのさ。正史英傑であろうとも封神英傑であろうとも、『運命』の力からは逃のがれられない♥　天・地・人のみっつの要素が絡からまった『運命』って奴やつは、孔明の管かん轄かつ外がいでね。『封神英傑システム』さえもすり抜ぬけて、容よう赦しやなく真世界に干かん渉しようしてくる。こればかりはまさに天命ってやつで、ボクにも改かい竄ざんできない♥　公孫瓚を倒たおしたら、ただちに曹操から泰山を接収しよう♥　おまけで、天子も手に入るかな♥」

　裏切る……？　曹操が……？　ざわっ……！

　この軍議に袁紹が出席していれば「それはありえないわ」と司馬懿の意見を否定しただろうが、その袁紹は後方の鄴で待機している。界橋の戦せん況きようが厳しいからだ。

　そして、田豊たち慶應閥ばつも、沮授たち早稲田閥も、「社長の妹分で幼なじみ」という理由で出世街道をひた走っている曹操の存在をもともと疎うとましく思っている。座していれば曹操は真世界統一の最大の功労者となり、帰き還かん後は袁帝グループにおいても社長の秘書的なポジションを得るだろう。つまりは社内のナンバーツーに。故に、彼らが派閥を超こえて洛陽での「ドワーフ玉たま置おき疑ぎ惑わく騒そう動どう」の際に曹操の失しつ脚きやく・地下帝てい国こく送りを図ったことは記憶に新しい。

「……気がつけば召しよう喚かん台だいも天子も、曹操のもとに……なるほど……曹操がわが社に反旗を翻ひるがえす条件が揃そろいつつあるというわけだな。彼女をこれ以上『独立』させておくのは危険だ……幸い、こちらには免めん罪ざい符ふがある。袁帝グループに帰参させねばな……」

「青州黄巾賊に戦力を削けずられれば、曹操のほうから帰参を申し出てくるんと違ちがうか？」

「そうだな。しかし沮授よ、曹操軍が撃げき破はされて青州黄巾賊に泰山の召喚台を破は壊かいされてしまっては本ほん末まつ転てん倒とう。都合よく両者痛み分けで長期戦化してくれれば理想的と言えるが……ともかく、今は目の前の公孫瓚軍だ！　社長をお守りするために、なんとしても倒さねばならん……！　しかも、速戦で決着せねば！　烏桓からの使者は、返事はまだか……！」




　　　　※




　その、烏桓からの使者が本ほん陣じんにやって来た。

　袁紹陣営が送りだした使者とともに。

　田豊、沮授、司馬懿の三人が、烏桓の使者に謁えつ見けんした。

　てっきりカラスと人間が融合した亜あ人じんもどきかと思いきや、烏桓の使者は精せい悍かんな人間の戦士だった。

「われら烏桓は、『勝てばいいと思っている』公孫瓚軍にさんざん草原を荒あらされ、まことに迷めい惑わく千万でありました。袁帝グループも、真世界に自分たちの派閥抗こう争そうを持ち込んだと悪評が立っておりましたが、あの名門の司馬一族が傘さん下かに入り協力するというのであれば話は別。同盟を組み、ともに公孫瓚軍を討とうと、われら烏桓の盟主・蹋とう頓とんさまは仰おおせです」

　司馬懿の袁帝グループにおける地位が、早々と田豊・沮授の想定を超こえたのは、この瞬しゆん間かんだった。田豊と沮授は顔を見合わせた。名門に生まれた正史英傑の「威い名めい」は異民族に対してもこれほど強力だったのか！　ならば袁帝グループは、曹操以前に、この司馬懿に乗っ取られるのでは……やはり司馬懿がナンバーツーになるのでは……と二人は危き惧ぐしたのである。

「あっそう。ありがとう♥　対価は？　奴ど隷れい三千人とかでいいかな？」

「万里の長城の外は──北は亜人の力が強まり、大地が冷えております。幽州への定住の許可を。その証あかしとして、漢の天子から『単ぜん于う』の地位をいただきたい」

「ああ。わかった♥　そう言うだろうと思って、あらかじめ天子から印いん綬じゆをもらっておいたよ♥　はい。これで今日から蹋頓クンは単于だ♥　それじゃあ、後方支し援えんを頼たのむね～♥　ボクが袁紹軍を指揮してさくっと公孫瓚軍を蹴け散ちらすから、公孫瓚軍の背後を脅おびやかしてほしいかな♥」

　単于の印綬？　そんなもの準備しておらん！　偽ぎ造ぞうではないか！　作り物だとバレたらまた袁帝グループの評判が下がる！　と田豊は慌あわてたが、司馬懿は素知らぬ顔。どうやら、なんらかの特技を用いて「ほんものそっくりの印綬」を作ったらしい。

　烏桓の使者は「かたじけない。ただちに公孫瓚軍の本ほん拠きよ地ちを背後から襲おそいましょう。われら烏桓が誇ほこる騎き馬ば兵の力をご覧あれ」と頷うなずいて立ち上がっていた。

　その間、司馬懿は顔色ひとつ変えない。

　こやつ、いったいいくつ特技を持っているのだ？　それ以上に、こやつは「平気でウソをつく人間」だ、人間は利害によってウソをつく生き物ではあるが、いっさい良心のとがめも不安も感じないで平然とウソをつけるような類たぐいの人間は万人に一人もいない、と田豊は司馬懿が空そら恐おそろしくなった。明らかに真世界にまつわるなんらかの「秘密」を握にぎっていることといい、どうにも底知れない。

「……し、司馬懿くんよ。きみのほんとうの目的は、なにかね……？」

「いやだなあ。真世界の統一に決まっているじゃないですか♥　田豊サン♥　ボクだって、この真世界が滅ほろびたら生きてはいられなくなるんだから♥　さあ、さっさと公孫瓚軍を片付けましょうよ♥　烏桓が背後から進しん撃げきを開始すれば、退路が危うくなった公孫瓚軍は慌てて袁紹軍に突つっ込こんでくる♥　そこを、袁帝グループが改良した新型強きよう弩どで、ズドーン♥　とね♥　あれはいい。あれは、孔明のキャップに引っかからない。この時代の兵器を適度に改造したものだから♥　殺傷能力は高まっているけれど、孔明自身が発明したチート兵器の連弩よりはずっとマシかな♥」

「そ、そうか。ならばよし。きみを軍師に任命しよう、三万の将兵を自在に采さい配はいしてくれたまえ！　だが、強弩兵を見せつければ、公孫瓚軍は誘さそいに乗ってこないのではないかね？」

「うふ♥　だいじょうぶ、だいじょうぶ♥　ボクに任せて♥」

　あ、あれれ。司馬懿の奴、田豊の家臣みたいに振ふる舞まいはじめとる。しもた。田豊め！　人事権を行使して、司馬懿を派閥に取り込みおった！　アカン。オレの影かげが薄うすく……？

　と気づいた沮授が、

「司馬懿の地位が予定よりも上じよう昇しようした分、落ちるのはオレなんか？　ちょい待ち。オレが司馬懿を推挙したんやないかい！」

　と慌てたが、司馬懿は、

「あっ、そうそう。忘れてた。沮授サンは後方で補給係でもやっといて♥」

　と、どこ吹ふく風。

　思わずかっとなって、

「な、なんやと？　断わる！　オレは補給係なんぞやったことないんやー！」

　と抗こう議ぎした沮授の運命は、この瞬間に暗転した。

「あ、そう。ならキミは左さ遷せん。戦場で軍師の命令に逆らった罪で、地下帝国行き♥」

「な、なんやてえええええええ？　オレは、おどれを推挙した恩人やぞおおお？」

「えーでも、この火急の時に派閥争いなんて百害あって一利なしだよ、要いらないでしょ♥　面めん倒どうだし効率悪いし♥　どちらに味方しようか決めかねていたけれど、ボクはこれから、キミよりも頭のいい田豊サンと組むよ。袁帝グループを揺ゆるがしていた派閥問題はこれで解消かな。いやーめでたいねえ♥　それじゃあね♥」

「しっ、司馬懿いいいいいっ～！　なんちゅうやっちゃ、おどれはあ！　で、田豊はんっ……！　まさか……」

「……ククク……そういうことらしいな、沮授よ……いきなりの展開でワシも少々驚おどろいてはいるが、このチャンスは逃せん！　軍師どのの決定である。地下帝国送りを命ずる！」

「うっ、うおおおおおおお～っ!?　なんやてええええええ？　せめて社長に、社長に弁明の機会を～！」

「なに、死にはせん。地下帝国での低賃金重労働という奴ど隷れい待たい遇ぐうが待っているだけだ沮授よ。ワシも鬼おにではない、折を見て復帰させてやろう。統一が成った暁あかつきには必ずな。むろん、早稲田閥は解体するがね。ククク……」

「またねー沮授サン。そのうち、麻まー雀じやん打ちに地下帝国に遊びに行くよ♥」

　連行されていく沮授を底そこ抜ぬけの笑顔で見送る司馬懿はどうやら、「恩」も「義理」も「人情」も持ち合わせていないらしい。罪悪感というものがすっぽりと抜け落ちているかのようだ。

　だがその一方で、「合戦」は好きでたまらないらしい。

「さあさあ。これで最大の懸け念ねん事じ項こうだった指揮系統の一本化を達成できたかな♥　界橋の地形はすでに調査済み。強弩部隊を伏ふく兵へい伏兵。ボクはちょっとばかり抜けていて、罠わなに引っかかりやすいたちなんだけれど、逆に敵兵を罠にはめるのも得意でね♥　駆かけ引きと騙だまし合いこそが合戦の醍だい醐ご味みかな♥　武ぶ辺へん者もの同士が一いつ騎き打うちで片を付けるような野や蛮ばんな合戦は、ボクが軍師として参戦したからにはもう終わりかな♥」

　騙し騙されの頭脳戦こそが真の合戦。もう、脳筋封神英傑の一点突とつ破ぱの武力で勝負がつくステージは終わる。

　そして──ボクが真世界の「××」になる♥

　司馬懿仲達が胸に秘めている真の目的に気づいている者は、この時、まだいない。




　　　　※




「憧あこがれの大都会・鄴まであと百里だーっ！」

「諸君！　目指す鄴はいわば『真世界の池いけ袋ぶくろ』だーっ！　もう北方の蛮ばん族ぞくとは言わせない！」

「ヒャッハーッ！　下げ克こく上じようだーっ！」

「うおおおおおおお！」

「『白馬義従』、突とつ撃げきイイイイイイ！」

　いよいよ界橋の野戦場において、公孫瓚軍と袁紹軍の大会戦が勃ぼつ発ぱつした。

　両軍ともに万を超こえる大軍で、封神英傑同士が率いるこれほどの規模の野戦は、真世界はじまって以来と言っていい。

　勝者は、「河北の覇は者しや」への道を切り開くことができる。広大で肥ひ沃よくな河北を支配下に置ければ、中原制覇がぐっと近づくのだ。

　公孫瓚軍のほうから決戦を仕し掛かけてきた一因は、もちろん、背後で異民族の烏桓が動きはじめたことにあった。公孫瓚軍の本拠地、幽州の州都・易えき京きよう（北関東における大おお宮みやもしくは浦うら和わに相当する、幽州最大の都市）に、烏桓の騎馬兵が迫せまっていると知った公孫瓚軍は、慌てた。しかし士気は落ちず、むしろ今こそ「背はい水すいの陣じん」だとばかりにアドレナリン噴ふん出しゆつ状態に。「数に劣おとる袁紹軍を白馬義従の突進力で撃破してくれるわっ！」と持久戦術を捨てて一撃決戦に出たのである。

「あーあー、来ちゃったねえ♥　騎馬隊の総勢は五千かな、一万かな？　幽州は良馬の産地とはいえ、短期間にあれだけの白馬を集めてくるとは、さすがは猛もう将しよう・公孫瓚に封ほう神しんされた英えい傑けつだけのことはある♥　兵士個々の乗馬技術も高いし、凄すさまじい勢いだ♥　サイタマ人やグンマー人って、騎馬民族よりも恐おそろしいんだねえ♥　異世界の北関東って、どれほどの世紀末地帯なんだろう？　行ってみたいかな♥」

　沮授をさりげなく更こう迭てつさせ、軍師として実戦を采配することになった正史英傑・司馬懿は、数に劣る袁紹軍を率いて界橋の戦場へと馬を進めていた。司馬懿の昇しよう格かくと連動して降格された社しや畜ちく英傑・張郃が、司馬懿の副官として渋しぶ々しぶ付き従っている。

　袁紹軍が誇る「強キャラ」武将としては、顔良と文醜という二枚看板がいるが、この二人は今回の戦いでは最前線に投入されていない。鄴に留とどまって仁王の如ごとく袁紹社長を守っていた。今の戦場で、蛮族・公孫瓚軍の荒あらぶる猛もう攻こうに対たい抗こうできる武将は張郃くらいである。このあたり、「社長一人の命は全社員よりも重い」という袁帝グループらしさが界橋戦で不利に働いていた。

「どうするのだ司馬懿ッ！　烏桓を動かしたのはいいが、北関東の蛮族どもは鋭えい気きますますさかん！　当たらざるべき勢いで白馬義従が突進してくるではないかーっ！　まるで通勤ラッシュ時間帯の武蔵小杉駅の如き地じ獄ごくの修しゆ羅ら場ばだ……！」

「ふふふ♥　兵法の常道では、ここはわが軍も突撃あるのみかな♥　ということで張郃クン。軍師として、キミに八百の兵を与あたえて白馬義従への正面突撃を命じるよ♥」

「わっ、私を殺す気かーっ！　司馬懿、そんなにも出世競争のライバルを蹴け落おとしたいのか、貴様あああああっ！　そんな兵法の常道があるかーっ！　不ふ肖しようこの社畜張郃、社長のご命令とあらば粉ふん骨こつ砕さい身しん、二に百ひやく三さん高こう地ちにでもスターリングラードにでもためらいなく突撃するが、お前の出世のために死地に送られるつもりはないぞーっ！」

「えー。そんなんじゃないよ？　袁帝グループの社畜サンたちは、疑い深いなあ♥」

「お前は、沮授を地下帝てい国こくに送ったばかりではないかーっ！　信じられるかっ！　だいいち、いくら真世界の名士とはいえ、お前はそもそも沮授と酒場で麻雀を打っていた自宅警備員！　つまりニート！　軍勢を率いて采配した経験などあるまい！　素人の無む謀ぼうな突撃命令など、私は聞かんぞーっ！　これでも異世界では袁帝グループの社畜として二十四時間戦い、真世界では洛陽戦で奮戦し、袁帝大会議で百人前の焼きそばを焼ききった歴戦の勇将なのだーっ！」

「んー。わかったよ♥　それじゃ、今回だけ特別にボクも一いつ緒しよに突撃してあげようかな♥　ほんとうは、軍師たるもの本ほん陣じんにどっしり構えて戦せん況きようを逐ちく一いち把は握あくしているべきなんだけれどもね♥　ま、相手は孔明じゃないし、最前線に出てもだいたいの戦況は読めるかな♥」

　かくして張郃軍八百は、軍師・司馬懿とともに丘おかを駆け下りて、殺さつ到とうしてくるモヒカン軍団──公孫瓚軍騎馬隊「白馬義従」との無謀な激げき突とつを開始した。

　張郃軍の主力は歩兵。機動力に圧あつ倒とう的な差がある。その上、兵力的にもまさしく多勢に無勢。

「げーっ、たちまち包囲されただとーっ？　えーい、もうヤケだーっ！　くははははは！　社畜張郃、ここにありいいいいっ！　朝晩の通勤地獄もブラック企き業ぎようでの胃を痛める神経戦もグループ会長の圧倒的独裁力に恐きよう怖ふする経験も知らぬ珍ちん走そう団だんどもに、社会の厳しさを叩たたき込こんでやるわーっ！　貴様ら、二十歳はたちを超えたら働けーっ！　真面目まじめにやれっ！　ちゃんとiPhone使えっ！　Androidは認めん！　あと、ケータイのガラスを割ったまま使うなっ、ビジネスマナーに反する！　ちゃんとAppleCareに入って修理しろーっ馬ば鹿か者ものがっ！　制裁っ……！　社会人による制裁っ……！」

「なんだ、あのポマード野や郎ろうは！　ちょっとばかりエリート企業でリーマンやってたからって、上級ぶってつけあがってんじゃねえええ！」

「ここは世紀末の真世界だぜええええ！　力こそパワー！　下克上なんだよ、下克上！」

「満員電車に揺られて通勤することしか知らない社畜ふぜいが、シャコタンで死の峠とうげを爆ばく走そうしてきたオレたち北関東ヤンキー軍団の度胸に勝てるかあああ！」

「群馬は、通行人無視の完全な車社会！　専用歩道ナニソレ？　迂う闊かつな歩行者には『死』あるのみ！　自転車なしでは小学校にも通えない群馬人の機動力、見せちゃる！」

「そうとも！　われら群馬人は、子供の頃ころから自転車こそが脚あしよーっ！　十五になればバイク、シャコタンを脚とする珍走団！　われらは現代日本が生んだ騎き馬ば民族よ、わはははは！」

「白馬義従の野郎ども！　いっせいに馬上から射しや撃げきっ！　あのポマード野郎を討ち取れええええ！」

　包囲された張郃めがけて、いっせいに矢が飛んでくる。

「ぬおおおおっ？　こんな時はどうすればいいんだ、司馬懿ーっ!?　ぐわーっ！」

　張郃、額に矢を受けて馬上から転落。

　そのまま針はり鼠ねずみのように全身に矢を受け、あえなく戦死。

　これを見た張郃軍は、「ヒエ～ッ」「張郃将軍がやられた～」と大だい壊かい乱らん。

「見たかヒャッハー！　行け、行け、行け～っ！」と白馬義従はいよいよ勢いづく。

　だが──。

「……フフ……フハーハハハハハハハ！　復活ッ！　張郃、復活ッ！　わが固有スキル『魔ま界かい転てん生しよう』は、死んでもなお再生するという奇き跡せきのチートスキルなのだーっ！　私が洛陽で討ち取られても焼きそばの鉄板を頭に落として自じ滅めつしても呂布に斬きられても蘇よみがえってきたのは、この固有スキルのおかげなのだーっ！　どうして張郃がこんな山やま田だ風ふう太た郎ろう作品の忍にん者じやみたいなスキルを持っているのかは、『三国志』に疎うとい私は知らんがなっ！　真世界の天は、社畜の鑑かがみたる私に最強の加護を与あたえ給たもうたのだーっ！」

　張郃は、ゾンビの如く蘇った！

　げーっ？　と公孫瓚軍の面々が顔色を変えた。が、怯ひるまない。こ、これが社畜道を極めた社畜英傑の力だというのかっ？　死してなお会社のために働くとは……ウォーキング社畜デッドめ！　だ、だがさしもの社畜デッドもまことの不死ではあるまい、撃うて撃て撃て！　と猛もう然ぜんと「第二矢」を放つ。

「あー。やっぱり張郃は張郃だ、簡単には死なないんだね♥　吉よし川かわ英えい治じに作中何度も殺されては再登場を繰くり返しただけのことはある、さすがかな♥　正史英傑の張郃は『戦場で重傷を負うたびに再起してきた』のだけれど、この性質と経験が固有スキルとして概がい念ねん化されると『不死身の再生力』になるのかな♥」

「なにをわけのわからんことを言って笑っているのだ司馬懿、戦況は悪化の一いつ途とではないかーっ！　これ以上矢の束を浴び続けていれば私といえどもいずれ再生が追いつかなくなる。軍師ならばなんとかしろーっ！」

「だいじょうぶだいじょうぶ♥　味方もいい具合に壊乱したし、白馬義従は調子づいてどんどん突進してくる。そろそろ、ボクが仕掛けておいた伏ふく兵へいの罠が炸さく裂れつする頃ころ合あいかな♥　ジャーンジャーンと銅ど鑼らが鳴ったその時に……あれっ？」

　ぶすっ。

　司馬懿の首を、埼さい玉たま兵が放った一本の矢が見事に貫つらぬいていた。

「あれ。あれ。あれれれ……油断だったかな……だから最前線は苦手なのさ……ああ、この絶望っぷり。いいねえ。いいねえ……ああ～……♥」

　どさっ。

　致ち命めい傷しようを浴びた司馬懿の身体からだが、馬上から滑すべり落ちる。

「ぐっ、軍師どのおおおおおおーっ!?　なにをぼんやりしておられたのだーっ！　これだから実戦経験がない人間は……わが軍は指揮官を失ってしまった！　こ、困った？　いったいどうすればいいのだ、私は指示待ち人間なのだ！」

　白馬義従は張郃率いる先せん鋒ぽう隊を蹴け散ちらすと、丘の上に陣を張っている袁紹軍本隊へと一気に突撃を開始した──！

　しかしその時だった。

　ジャーン、ジャーン！

　銅鑼がかき鳴らされ、白馬義従が突つき進む街道の左右に生おい茂しげっていた森から、いっせいに袁術軍の伏兵──「強きよう弩ど部隊」が出現したのである。

　司馬懿の罠わなに、白馬義従はまんまと塡はまったのだった。なにしろ司馬懿を討ち取ったのだから、「これで勝てる！」と勢いづいたのは仕方がない。

　矢をはるかに上回る射程距きよ離りと殺傷力を誇ほこる弩が、白馬義従めがけて雨あられと降ってくる。

「うおおおおおおおおお？」

「なんだこの弩は？　速い！　重い！　違ちがう！　今までオレたちが相手にしてきた弩とは桁けたが違うっ！」

「ちっくしょおおおお！　強弩を魔ま改かい造ぞうしやがったな、袁帝グループめえええ！」

「非人道的な違い法ほう改造だぞ、栃とち木ぎ県警にチクってやる～！」

「やべええええ！　一方的にフルボッコにされている！　逃にげろ、逃げろおおおおお！」

「な、なにいいいいっ？　白馬義従が壊乱したああっ？　一発逆転の勝ち戦いくさだとっ？　こ、これが初うい陣じんだというのに、司馬懿は天才軍師だったというのかっ？　なおさら司馬懿の死が悔くやまれる、袁帝グループにとって！」

　白馬義従が壊乱していく中、張郃は「せめて亡なき骸がらだけでも」と乱戦の中で見失った司馬懿の死体を拾いに向かった。

　ところが。

「いやあ。ボクはうっかりやられることが多くてさ。死ぬかと思ったかな♥」

　首を矢に貫かれたまま、司馬懿がしれっと歩いて近寄ってきたものだから、思わず張郃は「悪あく霊りよう退散！」と十字を切っていた。

「あ。いや。ボクは死んでいないよ？　この程度の矢で死ぬようなボクじゃない♥　ほら」

　ずぼっ。

　司馬懿は首に刺ささっていた矢を無造作に抜ぬき取ると、ぽい、と捨ててみせた。

　その勢いで、司馬懿の首が百八十度「ぐるん」と回転したが、司馬懿は両手で自分の頭を押さえて角度調整。

「ええと。これで元の角度に戻もどったかな？　首を前後反転したまま固定しちゃうと、生活しづらくなるからね～♥」

「ま、待てーい！　いったいどうなっているのだ、お前の身体はーっ!?　『エクソシスト』じゃあるまいしっ！　化け物かーっ!?」

「あれ、知らないの。司馬懿といえば、首を一回転させられる狼ろう顧この相の持ち主でしょ♥　矢を受ける際に、微び妙みように首を回して急所を外しておいたわけ♥　ボクの数多い特技のひとつ『狼顧』ってやつ♥　おかげで白馬義従の面々も慢まん心しんして思う壺つぼに塡まったから、ま、怪け我がの功名かな♥　もっとも、キミみたく頭に矢を喰くらっていたら即そく死しだったかな♥」

　狼おおかみ耳みみといい、狼顧の相といい、こやつ、もしかして人間ではないのでは……？　と張郃はもう司馬懿が薄うす気き味み悪わるくてたまらない。首に矢を喰らった際の歓かん喜き絶頂っぷりといい、常人とは感覚が異なるらしい。

「と、ともかく、ご無事ならば……公孫瓚軍を追つい撃げきだ、軍師っ！　この機に乗じて公孫瓚軍本隊を殲せん滅めつすれば、一日で決着できるーっ！」

「いやいやここは待とうよ張郃クン。ここで安易に追撃すれば公孫瓚軍の罠に塡まる♥　『げーっ公孫瓚』と叫さけぶことになるかな♥　戦場には無数の罠が待ち構えているのさ。こちらが一勝すれば後はヤドカリのように堅かたく守るのが戦術の鉄則♥　今日はもう、撤てつ収しゆう、撤収♥」

「ちょ。軍師。それは……白馬義従を壊かい滅めつさせておきながら、いくらなんでも消極的っ……慎しん重ちようすぎるううっ！　公孫瓚軍は、勇ゆう猛もうなだけの北関東蛮ばん族ぞく！　奴やつらにはそんな知略などなーい！　あと一押しで勝てる戦をわざわざ膠こう着ちやくさせるつもりかーっ!?」

「これは軍師命令だよ張郃クン。逆らったら沮授サン同様、地下帝てい国こく送りかな♥」

「う、うぐぐ……」

「では、ボクは一足先に本陣に帰るかな♥　首の傷きず痕あとを手当てしておかなくちゃ♥　えい。『縮しゆく地ち』♥」

　張郃はさらに衝しよう撃げき的な「光景」を目の当たりにする。

　司馬懿が指を突き立てて「くるり」と宙に弧こを描えがくと同時に、空間が切り裂さかれて、別の空間へと繫つながったのだ。そこは、司馬懿の本陣だった。
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「それじゃあね～♥　今日のキミの働きは田豊サンに報告しておくよ張郃クン、これで再びキミは出世コースかな♥　いやあ、不死スキル持ちのキミは囮おとり役やくに最適だ」

　司馬懿は道術系の特技「縮地」を用いて空けた穴から、「異なる空間」──自らの本陣へと飛び込み、そして穴を塞ふさいでいた。

　やっぱり司馬懿はただの人間ではない……まさしく魔ま性しようだ、と張郃は震ふるえあがった。ほんとうに、あの司馬懿を軍師として用いていいのだろうか？　袁帝グループは危険な方向に進んでいるのではないか？




　　　　※




　司馬懿はなぜ、敗走する公孫瓚軍を追撃せず、持久戦に切り替かえたのか？

　実は彼女は、泰山の陥かん落らくを待っている。

　自らの本ほん陣じんテントに戻った司馬懿は、寝しん台だいの上に脚を伸のばし、「そろそろ約束の刻限かな♥　『縮地』♥」と呟つぶやきながら空間に弧を描えがき、異なる空間を「繫げた」。

　その切り開かれた空間内には、巨きよ大だいな「亜あ人じん」が立っていた──。

　そう。絶ぜつ滅めつ派亜人のリーダー。「亜人四し凶きよう」を率いる最強の亜人、饕とう餮てつである。

「相変わらず怖こわい顔してるかな、饕餮♥　こっちは予定通りだよ♥　ボクは公孫瓚軍との戦いを適当に膠着させておくから、キミも急ぐんだね♥　田豊サンにはその気はないが、袁紹は公孫瓚軍を敗走させたら泰山に援えん軍ぐんと補給を送るつもりだ。袁帝グループは功績を稼かせぎたくてたまらない社しや畜ちく揃ぞろいだから、点数稼ぎ目的で袁紹の命令を聞くだろう。『待て、これは公孫瓚の罠だ』論法を用いての時間稼ぎにも、限界があるかな♥」

「承知した、司馬懿よ。琅ろう邪やに建てられていた孔明の祠ほこらは完全に破は壊かいした。これでもう孔明は琅邪からは出しゆつ盧ろできない。われら亜人は、青州黄巾賊百万を率いてこれより泰山と下邳を攻せめ落とす──泰山には陰いん陽よう召しよう喚かん台だいを核かくとする『封神英傑システム』本体があり、下邳には完動品の移動召喚台がある。いずれもわれらの手で奪だつ取しゆする」

「えー。兵力を二手に分散するのは悪手かな♥　泰山には曹操と劉備がいるし、下邳には孫堅と呂布がいるからね。ともかく急いだほうがいいよ♥　時間を与あたえれば、それだけ彼らも対策してくるだろうから♥」

「……私が最初に倒たおすと定めている相手は、呂布だ。彼女は正史英えい傑けつ・呂布の能力を引き継つぎ、しかも異世界以来の豊富な実戦経験を誇っている。あの封神英傑・呂布は、『亜人四凶』ことごとくを打ち倒せる潜在能力を秘めている。故に、緒しよ戦せんでは私自身が下邳攻略軍を率いる」

　呂布は本来、下邳落城の際に死んでいたはずの英傑。「運命」ではそう定まっていた。なのに、生きている。たしかに呂布はダークホースで、気がかりな存在だが、饕餮は呂布にこだわりすぎる♥　司馬懿はそう思ったが、口にするのはやめた。死の「運命」を乗り切った呂布を確実に仕留めるには、大陸最強といえる饕餮の圧あつ倒とう的な武力が必要なのだ。それに、言っても無む駄だかな。無駄なことを言うのは嫌きらいかな。無駄無駄無駄。

「それでは──これより、我らは死地に入る。だがなぜ、お前はわれら絶滅派亜人を『縮地』を用いて万里の長城の内側へ──漢の大地へと誘さそった？　どうして青州黄巾賊とわれらを結びつけた？　なぜその血の半ば以上は人間でありながら、亜人の肩かたを持つ？」

「ああ。ボクは亜人とか人間とか、そういうの気にしない性格かな♥　どちらも母なるこの星の表層に這はいつくばって生きている虫けら同然の存在だという意味では同じかな？　キミたちと組んだ理由はただひとつ。目的が、同じだから♥　ボクはね、どうしても封神英傑システムが欲しいんだ。あんなに楽しい玩具おもちやは他にないもんね。孔明から横取りしたいかな。それだけ♥　簡単でしょ？」

「……よかろう。われら亜人は、これ以上の異世界人の召喚を阻そ止しし、異世界へ侵しん攻こうするための『門』として用いるためにあのシステムを接収する。私が貴様に望むことは、システムを改造してこちらから異世界へ入るルートを繫ぐ、それだけだ。あとは貴様の好きに改造すればよい。孔明が構築した封神英傑システムの新たな管理人として」

「うん。そうさせてもらうかな♥　そちらこそ、『人間皆みな殺ごろし』という絶滅派亜人の『目的』をキミが捨ててないことを、青州黄巾賊百万に気取られないようにね♥　封神英傑システムを占せん拠きよして異世界侵しん略りやくを開始するまでは♥　ま、過か酷こくな戦乱と飢き饉きんに苦しむ彼らは漢王朝も袁帝グループも信用できなくなっているから、扇せん動どうするのは簡単かな♥」

「……種族間の生存競争とは辛つらいものだな、司馬懿よ」

「いや、別に？　なんで？」

「亜人の私ですら心を痛めているというのに、貴様という奴はわからん」

「へええ。亜人に、心があるの？　なんだか奇き妙みような話かな。あは、あははははは♥」

「……たしかにな。私に心と言えるものが、あるかどうか……では定刻に、定めた場所で待つ」

　唐とう突とつに、開いていた空間が閉じた。

　二人の「密談」は、ここで終わった。




　再び一人になった司馬懿は、寝台の上に仰あお向むけに転がりながら、述じゆつ懐かいする。

「……諸葛亮、孔明……どうしても劉備の『運命』を変えられないと知ってなおも諦あきらめず、この真世界に異世界人を召喚して、二つの世界を弄もてあそぶ究極の『天下の奇き才さい』……思えば、どれほど長い時間、ボクとキミは戦場で遊んできたのかな♥　だが、いまや圧倒的にボクが有利だ♥　なぜなら『三さん顧この礼』が起きないと、キミは出盧できない♥　そんな自分の『運命』を、キミは克こく服ふくできない♥　『運命』は、われら仙せん人にん道士の管かん轄かつ外がいだからね♥　だからボクは、『三顧の礼』を起こさせない。このままボクの不戦勝。完かん封ぷう勝ちかな♥」

　目を閉じると、瞼まぶたの裏に孔明の姿が浮うかんでくる。

　常にもの哀がなしそうな表情を見せつつも、容よう赦しやのない毒舌で近づく者を攻こう撃げきしていた隠いん遁とん時代の孔明と、「劉備玄徳の軍師」「蜀しよく漢かんの丞じよう相しよう」として誠心誠意、漢の民のためにその心身をすり潰つぶすかのように奉ほう仕しし続けてきた政治家・軍人としての孔明。この世界には、あたかも二人の孔明がいるかのようだった。毒舌の孔明は「私」の顔で、滅めつ私し奉ほう公こうを続けた孔明は「公」の顔なのだろう。

　だがいずれにしても、司馬懿にとっては、「倒さずにはいられない」存在であったことに変わりはない。

　孔明と司馬懿は、お互たがいに仙術・道術の才能に長たけた「天才術士」同士だった。

　だが、その術士としての性質が、決定的に違ちがう。まさに真逆。

　人間の生命活動を維い持じするために用いられる「気」は、その体内で「魂こん」と「魄はく」とに分ぶん離りする。真世界のあらゆる事象は、すべて陰いん陽よう二極によって構成されるのだ。

　孔明が「魂」を操る「陽」の術士ならば、司馬懿は「魄」を操る「陰」の術士である。

「魂」を操る孔明であればこそ、正史英傑・劉備玄徳の「魂」を贄にえとして、封神英傑システムを構築できた。

「魄」を操る司馬懿だからこそ、亜人に対して圧倒的な影えい響きよう力りよくと政治力を発揮できる。

　なぜならば、亜人の正体とは──。

「……かつての真世界の漢王朝は、名門貴族たち『清せい流りゆう』と宦かん官がんたち『濁だく流りゆう』の洛陽宮きゆう廷てい内での派は閥ばつ抗こう争そうによって崩ほう壊かいし、天下大乱を招いた♥　今の真世界では、彼らの多くは『北ほく斗と五ご丈じよう』の破は綻たんによって消し飛び、残った者のうちの半ばも無む慈じ悲ひな封神英傑・董とう卓たくによって容赦なく始末された♥　それなのに、孔明が築いた『門』から召喚された異世界人たちは、袁帝グループの派閥争いを持ち込こんで結局同じ道を辿たどっている。異世界人に期待をかけたキミは間ま違ちがっていた。どこの世界であっても、人間の本質は同じさ♥　彼らは、どこまでも愚おろかなんだ♥　そう。『運命』はすでに定まっている。漢王朝の崩壊、三国の鼎てい立りつ、そして司馬氏によるつかの間の天下統一から異民族の大量流入による『五胡十六国時代』なる大混乱の時代へとまっしぐらだ♥　なぜって、大地が長い寒冷期に入った。北方の異民族は、生きるために南下する他ない。だから、漢王朝もローマ帝国も北から侵しん入にゆうする異民族の大移動によって滅ほろびる♥　キミにだって、地球そのものの営みは止められないさ、孔明──すべては、無駄な努力だ。それどころか♥」

　司馬懿は、笑いを禁じ得ない。「陽」が動けば、「陰」も動く。簡単な原理だ。

「それどころかキミの悪あがきのおかげで、むしろ『五胡十六国時代』の到とう来らいが一気に早まった。漢王朝の命運はあと数年、いや、あと数日だ♥　本来は人間の歴史に干かん渉しようしないはずだった存在、『亜人』の力が飛ひ躍やく的に増大したために──亜人によって、人間そのものが滅ぼされる。五胡十六国時代にはじまる大だい分ぶん裂れつの後に訪れる隋ずい唐とうの黄金時代はもう来ない♥　作用・反作用の法則だよ孔明。キミが『歴史』を自分に望ましいものにするべく操作すればするほど、本来は弱かった『亜人』の力が強化されていき、人類史そのものが『本来の運命』よりもずっと早く行き止まりを迎むかえることになった♥」

　歴史は──物語は、反復する。どれほど繰くり返しても。「人間の本性」が変わらぬ限り。

「すでに一度起きた歴史」は、「運命」として固定されている。いかなる術士も、確定した「運命」を変えることはできない。孔明は禁断の「北斗五丈」を用いて何度も何度も「歴史」を巻き戻もどした。そして、ことごとく失敗した。痛ましいほどに。最後には、ついに「北斗五丈」が破綻して、輪りん廻ねを繰り返してきた多くの正史英傑の「魂」が天上の太極へと吸い上げられていった──。

　それでも孔明は「運命」を変えるために、初代劉備玄徳とともに封神英傑システムを築きあげ、まだ見ぬ異世界人に「夢」を託たくした。

　だが、その「夢」の影かげには、「陽」の裏には、「陰」が生まれるのだ。

　そう。

　司馬懿仲達は、「巻き戻された時間の記き憶おく」を「持っている」。

　なぜならば、彼女こそが──孔明が秘ひ匿とくしてきた「北斗五丈」の秘密を解き明かし、「北斗五丈」を破綻させて「大異変」を発生させた張本人なのだから。

　司馬懿が、「大異変」の引き金を引いた。それも、「確信犯」として。彼女は、何度も何度も「歴史」のループを繰り返してきた多くの正史英傑を容赦なく消し飛ばしたのだ。

「ねえ孔明。キミが地下で眠ねむっている間に人間の歴史を終わらせてあげるよ、ボクが♥　この『永遠に終わらない無限循じゆん環かんの夢』をね──キミの夢は、永遠に叶かなわない。なぜなら、キミが目指している『結末』を、『五胡十六国の動乱という犠ぎ牲せいなき多民族の融ゆう合ごう、漢王朝・漢文明という旗のもとでの平和な世界の実現』を、人間たちが迎える可能性はないからさ♥　悲劇は、世界が『ある』限り、続くんだよ♥　孔明、キミも『人間の性、悪也なり』という真理を悟さとっただろう。漢民族と異民族の平和な融合共存だなんて、実現不可能な夢物語にすぎない♥　悟ったからこそ、第三の存在、異世界人に望みを託したのだろう？　この世界の『漢』の限界をも超こえ得る、万人のための『大義』を掲かかげられる英えい雄ゆうの召喚を、祈いのったのだろう？　だから、封神英傑システムを築いた♥」

　ボクは「北斗五丈」を破綻させればキミが繰り返し続けている輪廻を終わらせ、時間を「前」へ進められると信じていた。だが、それでもキミは諦めず、異世界への扉まで開いた。

　ああ、キミは間違っている、孔明。

　人間は、どの世界においても、等しく人間だ♥

　だから、彼らは共存できない。戦争を止められない。永遠に過ちを繰り返す♥

　孔明。キミは、人間を信じすぎている。

　人間に、憧あこがれすぎている。

　初代劉備玄徳こそが自分の「父親」だという「物語」を、真っ赤なウソを、「ほんとう」にするために、キミは無駄どころか有害な「努力」を続けているのさ♥

　人ならざるあやかしの血を引き、決して純血の人間にはなれないキミだからこそ、かな──。

　でもボクは違う。ボクは、「夢」を見ないからね。キミの本質は人間だけれども、ボクの本質は亜あ人じんだからさ。だからボクは──。

「そうさ。同じ種族同士でありながら永遠に共存できない人間に、滅めつ亡ぼうするその時まで争い合う愚ぐ行こうを止められない人間に、この星で生きる資格はない♥　だからもう、いっそここで滅ぼしちゃおうかな♥　異世界人も真世界人も、極限状態に陥おちいったら容赦なく殺し合うさ。どうせ、いずれも滅びる運命なんだ。ならばさっさと滅びを前倒ししてあげるのが慈悲というものかな、孔明♥」

「北斗五丈」という無限循環は、悪夢は、ここでボクが断ち切る、と司馬懿はうそぶいていた。戯おどけた口笛を吹ふきながら。








第四回　青せい州しゆう黄こう巾きん賊ぞく、来たる






【泰たい山ざん】




　ううむ。

　那な波なみと俺の身体が入れ替かわってから数日経過したが、いっこうに元に戻る気配がない！

　それどころか、むしろだんだんこの身体が馴な染じんできているっ……!?　ンッン～！　慣れてくると、女の子の身体って、いいかも！　もう、妹のおっぱいにぐらりときて「アイ・アム・ユア・ブラザー！　ノーウ！」と護身の呪じゆ文もんを唱える必要もなくなった。

　逆説的だが、自らが妹になった今こそ、俺は理想とする心清らかな「兄貴道の騎き士し」として生きていけるのではないだろうか!?　最高にハイってやつだああ！　アーハハハ！

「なに、わけのわからないことを叫さけびながら、あたしのおっぱい摑つかんでんのよう！　やめてよう、触さわらないでって言ってるじゃんっ！　それは、ほんものなのっ！　雷らい撃げきブリブリマガジンの付録についてくる『おっぱいマウスパッド』じゃないんだからっ！」

「あ。いや。これはその、梱こん包ぽう材ざいのプチプチを潰すとか猫ねこの肉球をつつくのと同じ感覚でだな、その、癒いやしを求めて……手が落ち着くというか……爽さわやか青春アニメ『俺の名は』でも、ヒロインの身体と入れ替わった主人公が毎朝揉もんでただろうが！　あのシーン、映画館でドッカン大だい爆ばく笑しようだったろ？　だから気にするな那波！」

「気にするっつーの！　ああもう。恥はずかしくてアニキと顔合わせられないよう……い、妹の身体を玩具おもちやにするなぁ……ううう」

　朝っぱらから、関かん張ちよう飯はん店てんの食堂で俺と那波は薄うすめた味噌みそ汁しるを飲みながらギャーギャー相手を罵ば倒とうし合っていた。なんだか幼いガキの頃ころに戻ったかのような。互いに身体が成長してからいつの間にか二人を隔へだてていた男女の「壁かべ」が取っ払ぱらわれたかのような……。

　ちなみに、味噌の材料となる大豆が底を尽つきつつあるから、薄くても味噌汁は貴重である。

　今のところ、泰山の麓ふもとに展開している青州黄巾賊には新しい動きがない。

　このまま、こちらの兵ひよう糧ろう切れを待つつもりだろうか？

　向こうも向こうで、食しよく糧りよう難なんで困っているはずなのだが、かなり統率が取れているな。むしろ、泰山の籠ろう城じよう軍＝曹そう操そう軍のほうが士気が落ちていてまずい。なにしろ兵士のほとんどは真世界で徴ちよう用ようした現地民だ。同じ現地民が大挙して集まっている青州黄巾賊のほうにシンパシーを感じているらしい。

「それよりアニキ。最近、ゆきのんが落ち込んでるみたいなんだけど。あたしとアニキの身体が入れ替わってからだよ。ゆきのんだけ、入れ替わり組から外れてるじゃん？　仲間はずれ感が強いんじゃないかなあ？　可能ならば、あたしは今すぐこのアニキのくっさい身体をゆきのんの身体と交こう換かんしてほしいんだけどお！」

「失礼な！　俺はミスタみたいにワキガじゃないぞ、那波っ！　むしろ男子としては体たい臭しゆうが薄いのだ。体毛も薄いしな。お前もすっかり兄の身体の虜とりこなのだろう？」

「ま、まあ、たしかに、アニキの身体がくっさい筋肉ゴリマッチョじゃなくて助かったかも……でもさー。仮にも男なんだからさー、思春期のうちにもうちょっと鍛きたえておいたほうがいいよ？　あたしが鍛えて筋肉つけておこっか？」

「い、いかん！　男子が筋力体力をつけると、男性ホルモンの分ぶん泌ぴつが促そく進しんされて精力も旺おう盛せいになるのだぞ那波！　思春期男子の精力を甘あまく見てはならん、ややこしいことになるぞ！」

「……うえええ……そーなの……？　たしかに最近、毎晩、エロい夢を……うう……」

「え、エロい夢だとっ？　ま……まさか那波。お前、女の子を押し倒たおして『んほ』っている淫いん夢むに魘うなされているのかーっ？　相手はロリっ子曹操か、それともＨカップの趙ちよう雲うんかっ？　『んほぉ～この趙雲たまんねえ～』と？　い、いかん！　那波の男の子化が進んでいる!?」

「ちーがーうー！　なんであたしが女の子を押し倒すのさっ！　そんな夢見るかっ！　ゆ、夢の中では、その……あ、あ、あ」

　あ、なんだ？　なにを照れている？　「あ」からはじまる三国志武将って、誰だれだ？

「まさか……阿あ会かい喃なんを押し倒しているのか、那波っ!?　なんというマニアックな！」

「違ちがうよっ！　誰なのさ阿会喃って！」

「『諸しよ葛かつ孔こう明めいの南なん蛮ばん征せい伐ばつ』のエピソードに出てくる南蛮武将の一人ではないか。ほれ。三国志ＳＬＧで毎月『阿会喃に計略を仕し掛かけましょう』と軍師が進言してくる『阿会喃システム』を忘れたか？」

「ああ～。武将を五十音順でソートすると最初に出てくるから、いつも計略対象にされる阿会喃かあ！　思いだした～！　あれは、ナンバリングいくつのタイトルだったっけかなあ～？　って、阿会喃じゃないってばーっ！　アニキのアホっ！　難なん聴ちよう主人公！」

「なんだと那波。俺は南朝よりも北朝派だ、んほぉ～足あし利かが尊たか氏うじたまんね～！　失敬な！」

「……もういいよう。わざと言ってるなら死し刑けいだけどさあ。最近すぐ『んほ』ってるけど、アニキ、諸しよ懐かい成分入ってきてない？　あたしの身体に亜人エキスを混ぜちゃダメだよ？」

　うーむ。青州黄巾賊の99％は青州の民とはいえ、諸懐部隊もあるからな。あいつら、夜な夜な「んほーんほー」とどこぞのゲームプロデューサーみたいな雄お叫たけびをあげるから、耳にこびりついて伝染うつってきたのかもしれん。

「……あっ……兄さん……ななちゃん……お、おはようございます……わ、私は、その、今朝は食しよく欲よくがないので、これで……」

　ああっ！

　食堂に入ってきた雪ゆき乃のが、俺と那波がお互たがいの頰ほおを引っ張って戦っている姿を見て、涙なみだ目めになって走り去っていってしまった!?

　思えば「那波、邢けい道どう栄えいに再さい封ほう神しんされる」事件以来、俺と那波の距きよ離りばかりが詰つまっていって、今では身体からだまで交換してるからな。三さん兄きよう妹だいのうち、一人だけはみ出している雪乃の気持ちをもっと考えてやるべきだった……！

「アニキ！　追いかけて！　ゆきのんを元気づけてあげて！　今朝の軍務はあたしが処理しておくから！」

「わかった！　妹は！　すべてに優先するぜ！」




　雪乃は泰山の階段をどんどん上り、世界滅亡時計が置かれている広場にお尻しりを下ろして体操座りしていた。

　うう……俺はどうにも照れ屋というか、こういう時、自分自身の言葉で素直に話せない。つい、茶化してしまう。しかし、今は勇気を出して雪乃と話し合わなければ。

「ゆ、雪乃。お前を忘れていたわけではないんだ。ただ、那波と身体が入れ替わってしまっている以上、どうしてもフォローし合う必要があってだな……寂さびしい思いをさせて、すまない」

　雪乃の隣となりに俺も座って、一いつ緒しよに泰山の麓を見下ろしてみた。本来ならば、美しい農村の光景が広がっているはずなのだが、今は青州黄巾賊の大軍がひしめいている。しばらく膠こう着ちやくしていたが、やはり「戦争中」なのだな……。

「ご、ごめんなさい、兄さん。こんなたいへんな時に、感情を抑おさえられなくなるだなんて。私は関かん羽う失格ですね……私、なんだか兄さんとななちゃんに一人だけ置いていかれるような気分になってしまって……また、一人に戻もどってしまうんじゃないかと思うと……胸が苦しくなって」

「気持ちはわかる。雪乃は、何年もの間、俺と再会できず離はなれ離れだったんだ。やっと真世界で再会できたのに、那波のフォローで精せい一いつ杯ぱいで、すまなかった」

　邢道栄に二度も封神されたり、呪のろいの泉に落ちて俺と身体が入れ替わったりと、那波はほんとうに手が掛かかる妹だ。アホの子だしな。それに引き換かえ、雪乃は実に優等生でほとんど完かん璧ぺき超ちよう人じんと言っていい。手が掛からない妹なのだ。

　だから、どうしても那波と過ごす時間が多くなってしまうわけだが、雪乃は……俺と別べつ離りしてからの長い長い「失われた時間」が、今でも傷になって癒えていないのだろう。

　俺は、雪乃の肩かたをそっと抱だいていた。今の俺は那波の身体に入っているから、いつものように（雪乃は、実の兄の俺と本気で結けつ婚こんするつもりなのか……？　あ、あまり、くっつかないほうが……？）と妙みように遠えん慮りよする必要もない。

「兄さん。何度もゲームや映画やコミックで物語を繰くり返し見てきた『三国志』でいちばん疑問なのが、関公──関羽の晩年なんです。劉りゆう備びが孔明を得て蜀しよくに本ほん拠きよ地ちを構え、曹操軍と直接対決して漢かん中ちゆうを奪うばい、長ちよう安あんへの進軍目前となったその頃、荊けい州しゆうで留守番をしていた関羽は、どんどん傲ごう慢まんになっていき、呉ごの孫そん権けんからの縁えん談だんを蹴けって呉を怒おこらせてしまいますよね？　だから、曹操に仕えていた司し馬ば懿いが、呉と手を組んで関羽を挟きよう撃げきするという策を進言して、成功させてしまったんです」

「……え？　あ、ああ。その結果、関羽は曹操軍と戦っている隙すきに、荊州を呉軍に奪い取られてしまい、最後は曹操軍と呉軍に挟撃されて呉に討ち取られた……関羽のことを恐おそれながらも敬愛していた曹操は、丁重に関羽を弔とむらったが、劉備と孔明の『天下三分の計』戦略は関羽が荊州を失った時点で破は綻たんしたんだ。でも雪乃、それがなにか？」

「……荊州を守っていた関羽があれほど傲慢にならなければ。呉の孫権と仲良くしていれば。『天下三分の計』は成功したはずなんです。劉備が長安を攻せめ、関羽が荊州から北上し、曹操軍を挟撃するという策が。曹操は関羽が攻めて来たと慌あわてふためいていて、遷せん都として北へ逃にげようとしていたくらいなんです。でも関羽が孫権を怒らせたばかりに、呉に裏切られ、『天下三分の計』のすべてが台無しに。どうして曹操にも尊敬されていたほどの忠義の士だった関羽が、ああも人変わりしてしまったんでしょう？　新参者の黄こう忠ちゆうが高い地位を与あたえられた時にも、関羽は激しく嫉しつ妬としていたと言います」

「……それは……歳としを取って頑がん固こになったからかな……あまりにも名将、名将とちやほやされすぎて調子に乗ったのかも……いや、関羽は目上の者に対しては決してへりくだらなかったが、目下の部下たちには優しかったというし、全身が『義ぎ俠きよう』の塊のような英えい雄ゆうだ。そんな人物じゃないな……」

　でも、どうして今、そんなことを？　雪乃？

「……私……関羽に封神されて、わかった気がします……」

「わかった？」

「劉備と張ちよう飛ひが蜀を平定するために入蜀したのが、西せい暦れき二一一年、後ご漢かんの建けん安あん十六年です。以後、関羽は荊州を守り続け、劉備と張飛は蜀平定戦に続いて曹操との漢中争そう奪だつ戦を繰り広げたため、両者は長い間再会できませんでした。劉備が漢中を奪い漢中王に即そく位いしたその年、関羽は最後まで劉備に再会することなく呉に敗れて処しよ刑けいされました。これが西暦二一九年、建安二十四年です。八年の間──関羽は、劉備にも張飛にも会えず、一人で孤こ独どくに戦っていたんです。途と中ちゆうまでは孔明が関羽に参さん謀ぼうとしてついていましたが、その孔明も入蜀してしまいましたから」

　八年、か……関羽はいちど曹操に降こう伏ふくし、人材マニアの曹操に「義将にして猛もう将しよう」と愛されて破格の厚こう遇ぐうを受けていながら、袁えん紹しよう軍の顔がん良りようを討つや否や「曹操への義理は果たした」と告げて、落ちぶれていた劉備のもとに舞まい戻った。いわゆる「五関に六将を斬きる」という演義のエピソードは、この正史での関羽の「義俠」ぶりを脚きやく色しよくして作られたもので、真っ赤な噓うそというわけじゃない。正史では、曹操は劉備への忠義を貫つらぬいていた関羽に惚ほれ込こんでいたから「追つい撃げきはするな」と家臣団を止めたというが、みんながみんな言うことを聞いたとも思えない。

「その八年の孤独が、関羽の……関公の心を侵しん食しよくしていったんだと思うんです、兄さん。曹操軍を打ち破って中ちゆう原げんへと兵を進めれば、劉備と張飛に再会できる。早く北上して劉備に会いたい。その焦あせりが関公を苛いら立だたせ、『荊州を守る』という大役を失敗に終わらせる結果に繫つながったのではないかと思うんです。荊州の同どう僚りようたちとうまくいかなかったのも、孫権との関係が破綻したのも、なにもかもが……『失われた八年』、そして日々老いて死に近づいていく自分自身への怒いかりと焦り、孤独故に……」

　……雪乃……お前……。

「兄さん。私も、兄さんと八年の間、会えませんでしたから。新しい家族は優しくしてくれましたけれど、私は……ずっとずっと……孤独、でした……ずっと……寂しかった、です……兄さんに会えないというたったひとつの理由で……血が繫がった双ふた子ごの兄さんと結婚したい、だなんておかしなことを言いだす妹になってしまったのも……八年という失われた時間が……私の、心を……きっと、蝕むしばんで……私は毎晩毎晩、兄さんのことばかり考えていましたから……でも、兄さんに直接会いに行く勇気が、どうしてもなくて。お互いの今の家族を壊こわしてしまうと思ったから。だから……」

　雪乃。

　もういい。お前が言いたいことは、お前の心を傷つけているその哀かなしみは、わかった。雪乃。俺が悪かった。どんな手段を使ってでも、八年の間にお前を捜さがし出すべきだったんだ。たとえ、両家の家族関係がそれでぎくしゃくすることになったとしても。家族が再び崩ほう壊かいしたとしても。それでも。

　俺は、那波という深く傷ついた「妹」にかかりきりだった。でも、兄ならば、千里万里の道を踏ふみ越こえてでも、お前を迎むかえに行くべきだったんだ。

　この真世界でだって。俺は、お前を迎えに来たのではなかったんだ、雪乃。ほんとうは……偶ぐう然ぜん、再会したんだ……すまない……。

　俺は、やっぱり……ずっと、雪乃を恐れていたのかもしれない。幼い雪乃が病気で苦しんでいる間、目を背けて心を閉じて自分を守っていたことを……ずっと……。

「私みたいな子が畏おそれ多くも関公に封神されたのは、もしかしたら、『兄さんに会えなかった八年間』という共通点が、関公と私の間にあったからかもしれません。なんとなく覚えています。あの手術の時、私は、夢の中で関公と出会ったような……」

　そういえば。横よこ浜はまで一緒に暮らしていた頃ころ。二人で中ちゆう華か街がいの関かん帝てい廟びようにお参りに行ったことがあったな、雪乃。

　どうか雪乃の病気を治してくれますように、と俺はあの時、関公に祈いのったのだった。

　その後も──雪乃が東京へ去った後も、俺は──。

　あの祈りは、もしかしたら届いたのだろうか。

「俺の身体がいつ戻るかはわからないが、雪乃。約束する。劉備と関羽のように八年間離れ離れになるなんてことは、もう、ない。これからは、ずっと一緒だ。だから……正史英えい傑けつ・関羽が辿たどった『運命』には、お前は陥おちいらない。俺が、ずっと隣にいる。どんな『運命』だって、俺が阻そ止しする。だから……」

　ああ。ヤバい。泣いてしまった。那波の奴やつ、俺より涙るい腺せんが弱いな。妹の前で泣くなど、兄として恥ち辱じよく……でも、今はいい。今の俺の身体は、那波の身体なのだから。

「……はいっ！　ありがとうございます、兄さん！　ご心配をおかけして、すみませんでしたっ！　心臓の病気も治って、兄さんにも再会できたのに、私、わがままでしたね！　もう、焼き餅もち焼いたりしませんから。二人で、兄さんと身体が入れ替かわっちゃったななちゃんを精一杯フォローしましょう！」

　雪乃は、元気いっぱいに微笑ほほえんでくれた。

　お前は優等生すぎるんだ。良い子すぎるんだ。雪乃。いつだって、自分を犠ぎ牲せいにして、俺や那波のために尽つくし続ける。それが、俺には辛つらい……いずれ、正史英傑・関羽と同じ「運命」に陥りそうで。

「フ……もっと俺に甘あまえていいのだぞ、雪乃。遠慮するな。今の俺は那波の身体だからな、どれだけいちゃこらしても妹同士のスキンシップだ、問題ない！」

「はいっ！　それではお言葉に甘えて、ぱ、ぱ、ぱふぱふを……頭を差し出してください！　なななななちゃんの身体ですからノープロブレムですよねっ？　きりり！」

「ぱ、ぱふぱふっ？　いや、それは、ちょっと……姉妹同士でも普ふ通つうやらないのではないかっ？」

「うう。兄さんがななちゃんの身体からだに入っている今しかできないんです、お願いします！」

　ゆゆゆ雪乃。お前、やっぱりちょっと頭のネジが一本か二本抜ぬけて……八年間の孤独は、雪乃をこれほどまでに……えーい！　そうだそうだ、那波の身体だから問題ないなっ！　全世界に生きる男の子の憧あこがれ！　「ぱふぱふ」をしてもらおうではないかーっ！　それで雪乃の心の傷が少しでも癒いやされるのならば！

「そそそそれでは、いきますっ！　はあ、はあ、はあ……ぱふっ……！」

　ふはあああ～っ？　い、いかん！　これは……俺のほうが圧あつ倒とう的に癒やされる……！　ゆゆゆ百合ゆりの暗黒面に堕おちそうだ……！　もうこのままずっと那波の身体でいたいンゴとか思ってしまう自分が恐ろしい……！　っていうか那波に見られたら「まーたあたしの身体を悪用してっ！」と殺されるぞ。

「ふふっ。ななちゃんはかわいいから、私も得した気分ですっ！　罪悪感も半減ですし！」

「あ。あわわ。ゆ、雪乃？　も、もう、そろそろ、このあたりで……おおおお俺たちは双子の兄きよう妹だいなんだぞっ？　こんな習慣を覚えたら、やばいよやばいよ～」

「覚えましょう兄さんっ！　心は拒きよ否ひしても身体は正直ですよっ！」

「あ～れ～」
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　すっかり頭がフットーした俺と雪乃が馬ば鹿か騒さわぎしている、その時だった。

　ざーっ！

　俺たちの目の前で、「世界滅めつ亡ぼう時計」の砂が、いきなり激しい速度で落下しはじめたのだった。

「むむむ。に、兄さん。これは？」

「たしか亜あ人じんの侵しん攻こうペースに合わせて、砂の落下速度もアップするんだ！　砂が落ちきった時が、真世界の終わり、人類史の終わりの時だ……！　と、いうことは！」

　そう。

　しばらく泰山を包囲して静観していた青州黄巾賊が、ついに動きはじめたのである。

　泰山めがけて、「んほ～！」「蒼そう天てん已すで死にしす！」と口々に唱えながら、総勢三十万の大軍勢が……！　兵士は実質十万というところか？　いずれにしても、泰山に籠こもっている曹操軍とは比ひ較かくにならない大軍だ！　しかも、こちらの兵士たちはすっかり飢うえていて、士気はガタガタ！

　泰山の陥かん落らく危機だ！

「アニキっ！　ゆきのん？　抱だき合ってなにやってんのさっ？　とうとう青州黄巾賊が攻めてきたよう～！」

「頭痛もすっかり治まったし、第二巻の初しよ稿こうもあがったし！　泰山を守る曹操孟もう徳とく、ここに見参よ！　麓ふもとに構築した『防ぼう護ご壁へき』を突とつ破ぱされる前に、打てるだけ手を打ってしまうわよ、那波ちゃん！　じゃなかった、秀しゆう一いち！　ああもう、面めん倒どうだから早く元に戻もどってよー！」

「第二巻の校正・イラスト制作にかかる猶ゆう予よはなくなりましたね。イキリいも太た郎ろう、われらはただちに泰山の陰いん陽よう召しよう喚かん台だいエリアへ向かいます！　『防護壁』がしばし青州黄巾賊の侵攻を止めてくれますが、あまり時間はありません！　急ぎましょう！」

「「「「曹操従姉妹いとこ軍団四人衆、ここに見参！」」」」

　曹操こと怜れい香かと荀じゆん彧いくお姉さん率いる曹操軍幹部がずらりと勢せい揃ぞろい。俺たちは一路、召喚台エリアへ。

　だが、召喚台エリアへと移動して、いったいなにをするつもりだ？

「最悪の場合を想定して、召喚台を破は壊かいする任務を誰だれかが背負わなくちゃならないのよ、秀一！　重すぎる任務だから、くじででも決めましょう！」

「は、破壊？」

「程てい昱いくと郭かく嘉かが命いのち懸がけで敵てき陣じんに潜せん入にゆうして手に入れた情報によれば、青州黄巾賊のリーダーはとてつもなく強力な絶ぜつ滅めつ派亜人よ。まだ泰山には姿を見せていないけれど、今日合流する予定なの！　彼らが泰山を狙ねらう目的は、召喚台の占せん拠きよと改造。そして、異世界への軍事侵攻！　召喚台を奪うばわれれば、真世界だけでなく私たちの世界にまで亜人がなだれ込むの！　だから、敗戦した場合は召喚台を破壊！　今から破壊する準備をしておくのっ！」

　俺たちが召喚台エリアに到とう着ちやくすると、すでに許きよ劭しようが待ち構えていた。

　極ごく楽らく蜻蛉とんぼみたいなヒョロ眼鏡めがねの許劭も、今日ばかりはいつもより深刻である。

「やあやあ。来ると思っていたよ♪　でもねえ、完かん璧ぺきにこの陰陽召喚台を破壊すれば──下か邳ひのほうの移動召喚台も壊さなきゃいけないけど──『封ほう神しん英えい傑けつシステム』そのものが永久に停止してしまうんだよ、曹操くん？　そこのところをよく考えておくれ。『システムを一時的に停止する』ことは、できないんだ。僕ぼくにも詳しよう細さいはわからないけれど、これはそういうシステムなんだよ。完全に壊すか、稼か働どうさせ続けるかの二に択たくなんだよ♪」

「なにそれ許劭？　いちど召喚台を壊したら、もう修復できないってこと？」

「その通り♪　きみたち封神英傑は、英傑の能力をすべて失しつ陥かんし、『ただの異世界人』に戻ってしまう。しかも、異世界へ帰き還かんする門も永遠に閉ざされる。新たにシステムを構築する方法は、孔明しか知らない♪　その孔明は行方不明♪　つまり、召喚台破壊はまさしく最終手段だ♪　願わくば、青州黄巾賊を破ってほしいところなんだけれどもね」

　俺は知っている……孔明は、初代劉備玄げん徳とくの「魂たましい」を贄にえとしてシステムを構築したのだ。つまり、孔明を「三さん顧この礼」で引っ張り出し、その上で誰かの「魂」を捧ささげねば、再構築は不可能……いや、待てよ？　その場合、贄になる資格を持つ者は十中八九、劉備となった俺だろうが、システムが停止すれば俺は劉備ではなくなるではないか！　じゃあ再構築は不可能なのか？　いやいやいや、それどころじゃないっ！　まずいぞ……今、劉備に封神されているのは、俺じゃない！

「訳わかんないよう。とりあえず稼働しているうちにじゃんじゃん召喚ガチャを回して、戦力となる英傑を増やそうよう？　まだ呼こ符ふのストックはあるんでしょ～？　ほら。シーズンオフに阪はん神しんあたりがよくやる『助すけっ人と外国人ガチャ』ってやつだよ。だいたいはメンチみたいなハズレだろうけれど、限界まで回し続ければどれか当たるよ！　マートン二世やバース二世を引き当てたら大逆転だって！」

　そう！　那波だーっ！　那波が、劉備玄徳の能力を引き継ついでいるんだったーっ！　な、なんてことだ……！　もしも、システム停止によっていったん封神が解除されてもなお、贄を用いた「再稼働」が可能だとしても、那波を贄にすることになってしまうではないか!?　冗じよう談だんではない！　させるかあ！

「そそそそうだ那波！　最初から敗れることを考えてはダメだ、勝つためにギリギリまで努力するのだーっ！　回せっ！　召喚ガチャを回しまくれーっ！　最後の一枚まで呼符をくべまくるのだーっ！」

「兄さん、召喚ガチャでしたらこの雪乃にお任せください！　爆ばく死しを重ねた結果、雪乃は新たなオカルトガチャ教団に入信いたしました！　『触しよく媒ばい教』ですっ！　欲しい英傑に縁えんが深い触媒を準備して召喚すれば、きっと当たりますっ！　今回は、商売の神さまであらせられる関公が発明したと言われている『そろばん』を触媒に用います！」

　いや、雪乃。お前がすでに関羽に封神されているんだから、そろばんは無意味……まあいいか。関かん平ぺいとか関かん索さくとか周しゆう倉そうとか、関羽絡がらみの英傑が来てくれるかもしれんからな。封神英傑の能力傾けい向こうを見ると、「正史」よりもむしろ「演義」寄りだから、みな即そく戦せん力りよくだ。

「ちょっとちょっと！　秀一、曹操軍の貴重な呼符を勝手にくべないでよーっ！　袁紹軍からの補給が途と絶だえている以上、もう補ほ充じゆうはできないんだからーっ！　許劭、今ピックアップ確率がアップしている英傑は誰なのっ？　役に立たなさそうな塩英傑だったらスルーよ！」

「えーと。あいにく今は、ピックアップ召喚はしていなくてねえ。いわゆる虚きよ無むタイムというやつだよ、曹操くん♪　緊急メンテナンス作業で手一杯だったんだ♪」

「なにそれっ？　少しは仕事しなさいよ許劭ーっ！　この塩しお漬づけ管理人っ！」

「怜香。嫌いやなら、お前が自前のスキル『乱らん世せ奸かん雄ゆう』で志願者を直接封神すればいいではないか。曹そう真しんとか曹そう否ひとかに」

「できるなら、とっくにやっているわよ！　泰山には適格者がいないのよっ！　誰でも一族英えい傑けつに封神できるわけじゃないの！」

　雪乃が「敵軍の攻こう撃げきが激しいです、急いで十連スキップで回しまくりますっ！」とかわいく叫さけびながら、召喚ガチャを稼働させた！　ピカッ、チュウウウウ～！　スキップしまくりなので光の演出を味わっている暇ひまもないが、悪いことに──ハズレだ！　この時間帯はハズレだっ！　出ない！　ひとつ星英傑すら出ない！

　これは……「ドッカンテーブル」だーっ！

「むむむ兄さん！　『孔こう子し謹きん製せいの文明礼節アイテム』の『そろばん』ばかりが天から落ちてきますっ！　触媒と同じアイテムが、続々と！　触媒教は正しかったようですっ！」

「そろばんしか出てこな～い！　ダメじゃんゆきのん、ちょっと待ってーっ！　貴重な呼符がなくなっちゃうっ！　こういう時は少し時間を空けて、テーブルが変わるのを待ってから……できれば日付が変わるまで……」

「いいえ！　そんな猶予はもうありません！　触媒教の教義は真実でした、ななちゃん！　ならば！　必ずや、関羽絡みの英傑が召喚されるはず……！　そう。召喚ガチャには絶対に正しい教えがあるではないですか！　『出るまで回す教』です！」

　雪乃。それはただの「ガチャ依い存ぞん症しよう」だぞ。俺は趙雲を召喚してともに戦い「真の仲間」となったことで不毛な依存症を完治させたが、雪乃はまだ治っていないらしく、整った顔が急激にいもいもしてきた。

　ええい。ここが現代中国なら「ガチャは一日一回まで」と規制できるものを……！

「みぎゃー！　関羽ちゃん、やめてええええ！」と怜香がまた憐あわれな悲鳴をあげた。

　そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの爆ばく死し地じ獄ごくの中、「あれ？　この『そろばん』、経験値アイテムじゃん！」と夏か侯こう惇とんが気づいて、「うええ不味まずいなあ。でも、チョコっぽい。食えるぞー！　みんな、レベルマするまで食おうっ！」と大量に積まれたハズレアイテムのそろばんをかじりはじめた。

「劉備とのキスで上じよう昇しようし損ねたレベルがＭＡＸに？　夏か侯こう淵えんもいただきますわっ！」

「おらたちもいただきますだ～。あむあむ」

「タダで食べていいっぺ？　ぱくぱく」

「……それでは、呼符があまりに惜おしいので、私も……戦せん闘とう要員ではない軍師が基き礎そレベルを上げてもあまり意味はないのですが、山中での白兵戦に備えて、一応」

　曹そう仁じんと曹そう洪こうは食ったほうがいいが、荀彧お姉さんはもう充じゆう分ぶんに強いと思うが……英傑の強さって、数値だけじゃないんだよなあ。

「むむむ。皆みなさん、申し訳ありませんっ！　貴重な曹操軍の呼符が、ぜんぶそろばんになってしまいましたっ……！　これが、最後の一枚ですっ！　当然ここは回しますっ！」

　召喚ガチャあるある！　歴史的大爆死のあと、最後の悪あがきの一枚で当たりが出る！　まさしく中毒患かん者じやを増やすためにテーブルが作動しているとしか思えない怪かい現象！

　ピカッ、チュウウウウウ～！

　おおお、ほんとうに来たっ……！　四つ星英傑だっ！　槍そう兵へいだ！　即戦力だっ！

　あ、あれれ？

　虎とら皮がわを頭から被かぶった、ちびっこい女の子？

「って、孫権じゃないか、お前？　なんで二重召喚されているんだ？　下邳はどうした？　バグか？　システムのバグなのか？」

「……違ちがう。孫権じゃない。わが名は、前まえ田だ犬いぬ千ち代よ……お腹なかすいた」




「英傑名：許きよ褚ちよ　統率62　武力95　知力34　政治23　固有スキル・虎こ痴ち東とう風ふう」




　おっそうだな。髪かみの毛の色も違うし、よく見ると別人だ。顔に歌か舞ぶ伎きの隈くま取どりみたいな化け粧しようまで入ってるし、見るからに気が強そうだ。まるで野生のどうぶつ。孫権ちゃんは、やきうのお姉ちゃん孫そん策さくに毎日「虎党になるんやー」と棄き教きようを迫せまられていじられているせいか、気が弱いからな。

「やりました兄さん！　触媒教に入信してよかったですっ……ううっ……！」

「いいけどさ、ゆきのん？　どのへんがそろばん繫つながりなのさ～？」

「……お腹すいた……船団ごとマカオに寄港していたら……関かん帝てい廟びようが急に光って、巻き込こまれた……ここはいったい……？」

「おお、はじめまして許褚よ！　ようこそ『三国志』世界こと真世界へ！　わが名は劉備玄徳！　じゃなかった、張飛益えき徳とくだ！」

「……許褚？　違う。前田犬千代……」

「本名とは別に用いる真世界でのお前の名前だ！　いきなりで悪いが、俺たち曹操軍は壊かい滅めつ危機なんだ！　戦ってくれるな？　見た目はちっちゃい子だが、お前は明らかに実戦経験豊富だ、『気』でわかる！　スカウターがあったら一発で吹ふっ飛んでる数値だ！」

「……傭よう兵へい仕事？　ういろう……餌えさをくれるなら、戦う」

「ういろうはないが、そこに積み上がっているそろばんが食えるぞ！　あと、俺は香こう辛しん料りようを錬れん成せいし放題なのだーっ！　カレーでも麻まー婆ぼー豆どう腐ふ（豆腐抜ぬき）でも、なんでも調理できる！」

「……わかった。餌のために戦う。餌、ちょうだい」
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　よしっ、餌え付づけに成功した！　よほど腹が減っているのかな、この子。しかし……この槍やりさばき……この身体からだ、この眼光……明らかに戦国時代の「武士」にしか見えないのだが、いったい？　絶対に現代の日本人じゃないぞ。

「……むっ……この胸……このガサツさ。勝かつ家いえを思いだして、むかつく。えい。ぎりぎりぎり」

「ギャ─────！　痛い痛い痛いっ!?　いきなりなにするんだ、お前ーっ!?　なんちゅう剛ごう力りきだああああっ!?」

「ちょ。やめてよーう！　あたしのおっぱいを握にぎり潰つぶさないでーっ！」

　こ、この子、大きなおっぱいになにか恨うらみでもあるのか？　たしかにつるぺただが。しかし、凄すさまじい指の力だ！　数値以上に強いぞ！　こりゃええの引いたわ。

「キターッ！　さすが関羽ちゃん、信じていたわよ！　ついに曹操の頼たよれるボディガード、許褚が召しよう喚かんされたわ！　ただちに私の親衛隊長に任命！　夏侯惇はクビ！　野戦将軍に配置転てん換かん！」

　怜香がガッツポーズで叫ぶ。掌てのひらはもうクルックル。現金なやつだなー。

「うえええ、そろばん、まずい……で、でも、これでレベルマできた……完全体夏侯惇の武力を今こそ手に入れた……」と呻うめいていた夏侯惇が、「そ、そんなああ～？」と突つっ伏ぷして屍しかばねのように動かなくなったが、いいのか、これ？

「呼符の在庫は切れたようだねえ。一いつ騎き打うち特化型の四つ星英傑を一人補充、食しよく糧りようにもなる経験値アイテムを大量補充かあ。彼ひ我がの戦力差を考えると、まだ補強が足りないなあ♪　気は進まないが、ここは禁断の隠かくしシステムを解放するしかないかもねえ♪」

　なんだとおお？　そんなものがあるなら、さっさと出さんかぁヒョロ眼鏡めがねっ！

「緊急メンテで解放しておいたんだよ。封神英傑の戦闘力を無む理り矢や理り増強するドーピングみたいな裏技さ。対人間での使用は禁止されている『対亜あ人じん最終兵器』だ。『招しよう魂こん』といってね。ひとつの合戦フィールドでは一人しか使えない。心臓に負担がかかるから、関羽ちゃんは使用ＮＧだよ♪　いいね？♪」

　雪乃が「はいっ」と頷うなずく。

　しかし。

　最大の危機が、「内側」から発生した。

「もう嫌だああっ！　腹が減って動けねえ！　これ以上曹操軍として戦うのは懲こり懲りだあ！」

「俺たち一兵卒は、兗えん州しゆうから徴ちよう兵へいされた農民や町人だ！　袁えん帝ていグループの人間たちのために死ぬ義理はない！」

「そうだそうだ！　青州黄巾賊に降こう伏ふくしちまおうぜ！　あいつらの大部分は俺たちと同じ真世界の民だ、仲間だ！」

「中原は、袁帝グループの派は閥ばつ抗こう争そうの舞ぶ台たいなんかじゃない！　真世界の人間の手に取り戻もどそう！」

「造反だ─────っ！」

　圧あつ倒とう的な不利。この絶望的な戦局を前にして、ついに兵卒たちが「造反」したのである。

　袁紹軍からの補給が途絶えていたことが最大の原因だが、やはり袁帝グループの派閥抗争に業ごうを煮にやしたのだろう。

「兄さん！　たいへんですっ！　籠城どころか、内側から門を開かれてしまいます……！」

「召喚システムを壊こわすことになっちゃうよ、アニキ！　そうなったら、あたしたちもう横浜に帰れないの？」

「秀一！　得意のハッタリ演説でなんとかならないっ？　劉備はフハハハと高笑いすればするほど民衆に愛されるんでしょっ？　あたしは常に『乱世奸雄』のデバフがかかってるから、特に理由もなく民衆にヘイト買ってるのっ！　それがこの造反の一因なのっ！　お願い、みんなを鎮しずめて！」

　い、いや。曹操……怜香。すまん、今の俺は見ての通り、張飛なのだ！　俺には、彼らに唐とう辛がら子しを錬成して進しん呈ていすることくらいしか……！　そんなことでこの造反を抑おさえ込めるはずがない！

「……犬千代にお任せ。合戦中に主君に造反するとは、士し道どう不ふ覚かく悟ご。全員、成敗する。チェスト関せきヶが原はら！」

「「「成敗しちゃダメ────っ！」」」

　くっ……！　これは水みず城き秀一、最大の危機だ！　どうする、どうする……？




【徐じよ州しゆう・下邳】




　孫そん堅けん、周しゆう瑜ゆ、呂りよ布ふ、趙雲たち下邳防衛組は、敢あえて淮わい水系の沂ぎ水すい・泗し水すいを氾はん濫らんさせることで青州黄巾賊の南下を足止めしていた。下邳城を自ら水みず攻ぜめするというリスクの大きすぎる防衛策ではあったが、数日の時間を稼かせぐことができた。

　しかし、「水」の流れを操る周瑜と「雨」を降らせる孫堅の能力も、連日使用し続けることはできない。徐じよ々じよに水が引きはじめ、ついにこの日、青州黄巾賊の大軍が下邳へと進しん撃げきを開始したのだった。

「下邳の諸君！　いずれ劉備くんが曹操の援えん軍ぐんを率いて戻ってくるはずだ、それまでは耐たえてくれ！　真世界人は『気』を練る素養が高い。カンフーを修得するのだ！」

　孫堅は政庁前の広場に、下邳に籠ろう城じようする住民たちを集めて、神こう戸べ猛もう虎こ組ぐみ直じき伝でんの拳けん法ぽうを教えていたが、「青州黄巾賊、進撃を開始」の一報が入ると、住民たちはついに音をあげた。

「頼たのみの劉備さまは戻ってこない！　先に黄巾賊が攻めてきた！」

「もうダメだああああ！　勝ち目はない、降伏するしかない！」

「抵てい抗こうすれば殺すが、降伏すれば命は助ける、と勧かん告こくが来た！　青州黄巾賊を率いる絶ぜつ滅めつ派亜人は、人間を絶滅させるという計画を捨てて共存の道を選んだらしい！　それで両者は合流したのだという！」

「今なら間に合う！　水攻めで城もガタガタだし、抵抗すれば皆みな殺ごろしにされるううう！」




　下邳の長老が、住民代表二十余名を引き連れて孫堅に、そして徐州牧の呂布に「退去」を乞こうたのは、この日の正午である。

「劉備さまご一党は別じゃが、どうか異世界人のあなた方は下邳から退去してくれんか。袁帝グループのために死にたくはない、青州黄巾賊に降伏するほうがましじゃ、それがわれらの共通意見なのじゃ」

　袁えん術じゆつ軍は、下邳を荒あらすだけ荒らして寿じゆ春しゆん方面へと逃にげ去さってしまった。

　袁紹軍は、劉備からの援えん軍ぐん要よう請せいを受けていながら、いまだに援軍をよこさない。

　そして呂布は、義兄と呼んで仕えていた劉備を裏切って徐州を混乱させた張本人で、異民族・匈きよう奴どの於お夫ふ羅らたちを引き連れている「裏切りの将」であり、自身も異世界人だ。

　政庁の会議室で長老たちから「総大将は亜人とはいえ、同じ真世界人の青州黄巾賊のほうがまだ信用できる」と切々と訴うつたえられた孫堅は、孫策、周瑜、孫権とともに「結局われら孫ファミリーは、真世界にも居場所はないのか……」と歯がみするしかなかった。

　洛らく陽ようを解放した時には、真世界に受け入れられたと信じた。希望に満ちていた。だが、「真世界統一」を一刻も早く推し進めるために袁帝グループ袁術派の下した請うけ傭兵軍団となったことが、孫ファミリーを天下の孤こ児じとした。

「今の私たちは袁術軍から独立しています。派閥抗争をはじめて統一を遅おくらせている袁帝グループを信しん頼らいできない皆さんのお気持ちはわかります。ですがそれは、真世界を新たな故郷と定めた私たちも同じです。どうか劉備玄徳が援えん兵ぺいを率いて戻ってくるまで、ともに耐えてくださいませんか？」

　周瑜が言葉を尽つくして長老たちを説得するが、二つの世界の人々の架かけ橋とも言える存在だった劉備が不在となった今、「真世界人はもう信用できない」という下邳の民の思いは強かった。先に諸懐たちが率いていた黄巾賊本隊が降伏解散したにもかかわらず、後発の青州黄巾賊が百万の大軍に膨ふくれあがったのも、洛陽での袁帝グループ大だい分ぶん裂れつがきっかけだったのだ。

　孫堅姉妹と周瑜は、異世界の神戸でも同じ経験をしてきた。彼女たちはいったい中国人なのか。日本人なのか。西洋人なのか。カタギなのか。ヤクザなのか。孤児なのか。

　先祖の代、終戦後の一時期まではたしかに機能していた「港こう湾わん地帯の治安を守る任にん俠きよう」の道を貫つらぬける古き良き時代はすでに過ぎ去り、孫堅たちは神戸市民──カタギとなるために激しい抗こう争そうを経験し、父を失った。あらゆる意味で、孫ファミリーは放ほう浪ろう者しやだった。真世界にやっと馴な染じめると思っていた矢先に、袁帝グループ分裂騒そう動どうが起こり、孫ファミリーは「徐州に騒乱を巻き起こす厄やつ介かいな『異い邦ほう人じん』」として今また下邳から追放されようとしている。

「……だ、旦だん那なさまは、か、必ず帰ってくる。そ、それまで……独りとなっても戦う……」

　呂布ことヒルデガルドは、「絶滅派亜人が人間との共存を認めるはずがない、そ、それは噓うそだ。彼らは、われらとは根本的に違ちがう」と取り合わない。方ほう天てん画が戟げきを手に、仏頂面で長老たちを睨にらんでいる。

「……私は、北の大地で絶滅派亜人たちと遭そう遇ぐうし、戦ったこともある。共存路線への転向などは、青州黄巾賊百万を丸め込こんで自軍に組み込むための方便だ……生きるなら、戦い、勝つしかない……」

「呂布どの！　あなたさまはお強いからそれでいいでしょうが、われら力なき民は……！」

「まあまあ。長老の爺じいさんも、町のみんなも落ち着けって！　足並みを乱しちゃ自じ滅めつするだけだぜ！　今日はこの陶とう謙けんさまが無礼講、飲み放題食い放題の大サービスだーっ！　腹が減っちゃ戦いくさはできねーからな！　俺俺！　関張飯店徐州店店長の陶謙をよろしく！」

「ちょっと待ってくださーい！　その食糧もお酒も、調達したのはこの麋び竺じくですよっ！」

「いえいえ、劉備さまのお仲間はいつまでも下邳に留とどまってくださって結構でございますよ」

「爺さん！　んなことできるかっつーの！　開城された下邳に封神英傑が居残ってたら、亜人にブッ殺されるだろっ！　俺は強きを助け弱きをくじく陶謙さまよ！　孫ファミリーも呂布も追い出すっつーなら、俺たちも逃げるぜーっ！」

　簡かん雍ようが「アア……住民に見捨てられた、もう終わりだ……ウィウィ」とやけ酒に浸ひたり、孫そん乾けんが「ボクが亡命先を探しましょう。男の娘こ好きの君主はいないかなあ」と亡命経路の準備に奔ほん走そうする中。

　下邳を守る二人の将──孫堅と呂布までが、呂布が不意に漏もらした「一言」から対立しはじめたのである。

「うん？　ところで呂布くん。その『旦那さま』というのは、劉備くんのことか？」

「……そ、そうだ。他に誰だれが？」

「すまないが、劉備くんに最初に求きゆう婚こんしたのはこの私だ！　きみはその頃ころ、虎こ牢ろう関かんで劉備くんたち三さん兄きよう妹だいと戦っていたではないか。劉備くんがきみを妻つま枠わくに登録したのは、あくまでもきみの威い信しんカンストを防ぐためだ、つまり劉備くんの海よりも深い仁愛の心故だ！　劉備くんの正妻はこの私だぞ！」

「……いや、貴様は嫁よめ枠わくには登録されていない……貴様は旦那さまの『妹』ではないか……すでに、勝負はついた……私の勝ちだ、孫堅」

「ななななんだとっ!?　それは違うぞ！　私の威信がカンスト寸前になっていたら、劉備くんは迷わず私を妻にしていたはずだっ！　そもそも、妻よりも妹のほうが劉備くんにとっては『上』！　妹はすべてに優先するのだぞっ！」

「あ、あのう。二人とも、そこまでに……ご主人さまはこの麋竺を、公の場では麋夫人と呼んでやろう、妻扱あつかいしてやろうと……つまりご主人さまの正妻はこの麋竺……」

「「それは、お前の財産目当てだーっ!!」」

「ああ～っ!?　やっぱりですかーっ！　私ってご主人さまにいいように利用されているだけっ？　劉備さまはつまり私のヒモっ？　決定的な事実を突つきつけられるこの快感！　たまりませんね！」

　長老と住民代表の面々が、「三つ巴どもえで劉備さまの奪うばい合いがはじまった」「こりゃ下邳の封神英傑軍団も分裂だな」「ダメだこりゃ」「降こう伏ふくするしかあるまいのう」とため息をつく。

「あーあー。結局人間ってのは男女の仲からいつだって揉もめるんだよ。もう下邳は終わりだ」

　と、簡雍お姉さんが飲み干す酒の量はどんどん増えていく。

　この騒さわぎを聞き付け、揃そろいも揃って血の気が多い張ちよう遼りよう・於夫羅たち呂布軍団と黄こう蓋がい・程てい普ふたち孫ファミリーのオジキ軍団が急いで会議室に詰つめかけてきて、「劉備玄徳の妻はわれらのご主君だーっ！　どさくさ紛まぎれに劉備玄徳と徐じよ州しゆう牧ぼくの座を乗っ取るつもりかっ！」「なんじゃとう、ワレぇ！　劉備玄徳の嫁よめは姐あねさんじゃいっ！　ほんまは洛陽で挙式するはずだったんじゃーっ！　ガタガタ抜ぬかすとケツから手ぇ突っ込こんで奥歯ガタガタ言わすぞボケェ！」と会議室は一いつ触しよく即そく発はつ。

　これでは青州黄巾賊と戦う前に、呂布軍団と孫ファミリーの内戦がはじまってしまう！

　まさに、内ない憂ゆう外がい患かん！

　だが！

　この窮きゆう地ちに、ど派手な赤い衣装に全身を包んだ一人の封神英傑少女が、驢ろ馬ばに乗ってはせ参じた！

　その名を魯ろ粛しゆく。




「英えい傑けつ名：魯粛　統率88　武力62　知力90　政治93　固有スキル・魯ろ家か狂きよう児じ」




　行軍中に魯家に立ち寄った周瑜と意気投合して、莫ばく大だいな財産の半ばを孫堅に差し出した「大俠」の女の子である。

　出身は、広ひろ島しま。戦後の混乱期、広島復興の希望の星だった広島カープに「和製ジョー・ディマジオ」小こ鶴づる誠まことを招しよう聘へいするために「樽たる募ぼ金きん」の音頭を取ったという伝説の任俠一家の娘だった。

「おうおう。おどれら、なにをごちゃごちゃ揉めとるんじゃ、ああ？　やっと水が引いたので食しよく糧りようと武具を補給しに来てやったら、劉備玄徳の奪い合いで内部崩ほう壊かいとは。情けないのう。公こう瑾きん、おどれがしっかりせんで、どうする！」

「ああ、子し敬けいちゃん！　来てくれたのね、ありがとう！　でも、もうたっぷりと財産を寄進してもらったのに、これ以上は」

「自分は異世界人じゃが、真世界で魯家の面々に家長と認められて正式に魯家を相続したけぇの。魯家の財産は残らずおどれら孫ファミリーにやる！　自分は孫堅、孫策、孫権の三姉妹、そして公瑾、おどれらに真世界統一の夢を賭かけた！　『真世界を滅めつ亡ぼうから救う』ちゅう、おどれらの夢に全額ベットじゃけえ！　それなのに、なんじゃこりゃあ。男の奪い合いで仲間割れなんぞ、乙おと女めの恥はじじゃけえ！　孫堅も呂布も、やめんかあああ～っ！」

　おお。なんということであろう。

　武ぶ闘とう派は・孫堅も、三度の飯より戦いが好きな純じゆん粋すい戦士の呂布も、魯粛に一いつ喝かつされると「……すまない」「……そうだった……」としょんぼり肩かたを落として「手打ちだ」と握あく手しゆしてしまったではないか。

「長老！　住民代表ども！　おどれらもおどれらじゃ～っ！　異世界人は絶滅派亜あ人じんよりも信用ならんとは、どういう了りよう見けんじゃ！　公瑾らはのう、真世界統一のために命を張っとるんじゃ～っ！　生まれた世界が違うからちゅうて、みな同じ『人間』じゃろうが！　今は同じ漢王朝のもとで生きる者同士じゃろうが！　それをなんじゃあ、色いろ眼鏡めがねで見よったら承知せんぞ！　ああん？」

　魯粛の固有スキル「魯家狂児」は、スキルとも言えないものだった。彼女は、生まれながらの外交の達人なのだ。目を血走らせ、義ぎ憤ふんに燃えながら広島弁交じりのマシンガントークを繰くり出して、交こう渉しよう相手を問答無用で黙だまらせてしまう。しのごの抜ぬかす奴やつはタダじゃおかん、しごうしたるけぇの、という凄すさまじい「説得力」、いや「殺気」の持ち主だった。

　魯粛は召しよう喚かんされた直後からすっかり真世界に馴染んでいて、魯家の一族から絶大な信頼を得ているが、「この娘はどうかしている。魯家も魯粛の代で潰つぶれるだろうが、召喚してしまったのはわれら自身。もう来てしまったんだからしょうがない」という一種の諦てい念ねんをもって迎むかえられたと言っていい。

「お言葉、もっともでございます。われら下邳の住民一同、皆さまとともに戦いまする！」

　長老たちは、慌あわてて魯粛にひれ伏ふしていた。亜人や黄巾賊よりも、目の前の魯粛のほうがよほど恐おそろしい。

「ありがとう子敬ちゃん！　なんだかよくわからないけれどとにかく言葉の勢いが凄まじい、という子敬ちゃんの暴力的説得はさすがだわ！　でも、その驢馬は？」

「ああ。道すがら、拾ってきたけえ。額に『諸葛子し瑜ゆ之の驢馬』と書かれたお札を貼はっとったのが、物もの珍めずらしかったんじゃ」

「ええ？　それって、諸葛子瑜さんの飼い驢馬じゃないの？」

「移動中に諸葛子瑜ちゅう奴を捜さがしたが、見つからんかった」

　ブルルルッ……と魯粛を乗せた驢馬がいななく。なにか言いたげだが、驢馬なのでわからない。

「魯家の子分衆も全員引き連れてきたけえ！　徹てつ底てい抗こう戦せんじゃ～っ！　腰こしの座っとらん袁帝グループなんぞ、捨てておけばええんじゃ！　河か北ほくは袁帝グループにくれてやれ！　孫堅と劉備玄徳が結けつ婚こんし、孫ファミリーと劉備一家が共きよう闘とうして江こう南なん一帯を──揚よう州しゆうと荊州を制せい覇はすれば、天下を奪える！　統一は成るっ！　天子さまは袁帝グループのもとに行ってしもうたが、奪い返せなかった時は劉備か孫堅を皇こう帝ていにすればええ！　われら封神英傑の使命はあくまでも『統一』じゃ、異世界に帰き還かんする際に天子さまに帝位を返せばええじゃろ！」

　魯粛はここに「天下二分の計」を開かい陳ちんし、「漢」を北と南に分割してしまうという奇き想そう天てん外がいな戦略を唱えたのだった。袁帝グループはすでに民の信しん頼らいを失っている。青州黄巾賊の急拡大もそのためだ。故に、孫堅と劉備とで江南（漢の領土の南半分）を統一して割かつ拠きよし、絶ぜつ滅めつ派亜人ともども袁帝グループも倒たおしてしまえ、というのだった。

　周瑜は（相変わらず無茶苦茶言ってるわね。さすがは魯家の狂児……でも、民心を失った袁帝グループによる統一はもう望み薄うす。舞まい子こも、劉備玄徳と結婚したがっているし。それがいちばんの早道かも）と呟つぶやいていた。

　下邳の住民を代表して会議室を訪れていた長老たちも、

「おおお。それがよい。袁帝グループよりも劉備玄徳さまのほうを、われらは信頼しておりますぞ！」

「わかった！　降伏はやめだーっ！　劉備さまが帰還するまで、住民一丸となって下邳を守り抜くぞーっ！」

「孫堅さまが劉備さまの奥方になるのならば、孫ファミリーも劉備一家だーっ！」

「そういえば呂布さまも、劉備さまの奥方ではないか！　呂夫人、徐州へようこそ！」

　と、魯粛の博ばく打ちじみた「戦略」に乗ったのだった。

　魯粛の「外交」は、常に理り屈くつよりも勢いであるが、誰よりも真世界に馴な染じんでいた魯粛は知っていた。真世界の民がどれほど「劉備玄徳」という存在に見果てぬ夢を見ているのかを、希望を見み出いだしていたのかを。その圧あつ倒とう的な感情の力は、すでに劉備の固有スキルがどう、というレベルを超こえていることを。「漢王朝を復興する英傑は劉備玄徳」と、人々が信じてやまないことを。劉備玄徳が、他の英傑とは異なる特別な「英えい雄ゆう」だということを。故に、魯粛には「劉備」を押し出せば下邳の民を説得できるという勝算があったのだ。

「おお、話がわかる連中じゃけえ！　抗戦と決まればさっそく、樽募金じゃ～っ！」




　魯粛が周瑜とともに政庁前の広場に姿を現して、万人の前で「天下二分」の大演説を開始しているその間に。

　呂布は、張遼たちを引き連れて戦せん闘とう準備に。下邳へ迫せまり来る青州黄巾賊の大軍に対して、一いつ騎き当とう千せんの騎馬隊をもって一当たりし、進しん撃げきをしばし食い止める、という危険な先せん鋒ぽうの任務を買って出たのである。呂布は籠ろう城じようよりも野戦、全軍の統とう括かつよりも最前線での戦闘のほうが得意である。下邳全体の指揮権を、一時的に孫堅に譲ゆずったのだ。魯粛が現れなければ実現不可能な「権利譲じよう渡と」だった。

　緒しよ戦せんでは後方支し援えんを担当することになった孫ファミリーのほうは、黄蓋のオジキが指揮を執とり、総員がこぞってそれぞれの持ち場につきつつある。

　陶謙・麋竺・簡雍たち劉備一家は、関張飯店に陣じん取どって炊たきだしを開始。腹を空すかしていた兵卒たちの食事の補給にあたることに。不足分の食材は魯粛の補給によって賄まかなわれた。

　魯粛の大おお風呂ぶろ敷しきとも言える勢い任せの演説と、豊富な食糧供給。「劉備玄徳を押し頂いて袁帝グループ抜きで真世界の統一を果たす」という魯粛の雄ゆう大だいな構想は、人々の琴きん線せんに触ふれた。ここに、揺ゆれていた下邳の民心は「抗戦」で一いつ致ちしたのである。




　そして、孫堅・孫策・孫権の三姉妹は。

　政庁の倉庫に一台だけしまい込こまれていた「移動召喚台」を大広間に引っ張り出してきて、「最後の召喚ガチャ」にチャレンジしようとしていた。

　移動召喚台は泰山の本体に比べれば耐たい久きゆう力りよくが低いため一気に何百連も回せないが、手て許もとにある呼符の数はわずか三枚。召喚台が壊こわれる心配はなさそうだった。

「よいか伯はく符ふ、仲ちゆう謀ぼう！　魯粛から寄進された呼符一枚と、麋竺から巻き上げ……げふんげふん、進しん呈ていされた呼符二枚。これを開戦する前にすべて回してしまって、少しでも戦力を増強する！」

「よーし！　ボクに回させて、姉さんっ！　必ずや即そく戦せん力りよくを引き当てるぞーっ！　ボクってさ、とってもガチャ運がいい子だと思うんだよねっ！」

「ええ……三枚って……ずいぶん減っちゃったね伯符お姉ちゃん。魯粛さんは好き好んで全財産を使い果たそうとしているからいいけど、麋竺さんはかわいそうだよう。劉備お兄ちゃん抜きで麋竺さんの呼符をくべちゃっていいのかなあ～」

「敵の戦力は圧倒的だ、やむを得ない！　洛陽で劉備くんが麋竺の呼符を数千枚浪ろう費ひしたのが痛かったが、劉備くんが大だい爆ばく死ししてくれたおかげで四つ星以上の即戦力英えい傑けつが召喚される確率は上がっているはず！　確率は収束するからな！　私と伯符と仲謀とで、一人一枚ずつ回そう！」

「「おーっ！」」

　かくしてここに、下邳と孫ファミリーの運命がかかった召喚が行われたのである。

　そして、奇き跡せきは起きた！

　ピカッ、チュウウウウ～！

　ピカッ、チュウウウウ～！

　ピカッ、チュウウウウ～！

　なんと、三連続で即戦力の「四つ星英傑」が召喚されたではないか！

　これが、孫ファミリーの「ヒキの強さ」か！

　秀一がこの場にいれば「俺は大爆死したのに、なんでなんだよ」と地じ団だん駄だを踏ふんだに違ちがいない。

「ふぉっふぉっふぉっ。このおばばを引き当てるとは、さすがは孫堅どの。そのお顔、何度も甲こう子し園えんで観みたことがございます。『わらし』と呼ばれるかわいい妹お二人を引き連れてタイガース応おう援えん団だん『神戸猛もう虎こ組ぐみ』の団長を務めておられる名物ファン、孫あび子こどのですな？　わが真名は青あお木き右う京きよう。英傑名は『張ちよう昭しよう』でござりますぞ。屈くつ指しの政治力97を誇ほこりますじゃ」

　孫権が引き当てた第一の英傑、張昭。「あーっ！　テレビで観たーっ！　ノーベル賞を受賞した偉えらい学者のお婆ばあさんだ───っ！　しかも、有名な虎とら党とう！　タイガースの元監かん督とく・新しん在ざい家けあ彰きらの後こう援えん会かい会長だーっ！　すっごーい！」と孫策が黄色い声をあげた。

「ふぉっふぉっふぉっ。ノーベル賞を取るのは並なみ大たい抵ていのことではなくてのう。知力に加えて政治力と天運と長い寿じゆ命みようが必要じゃ。わしが長寿を保っておるのは、生きているうちにもういちど、もういちどだけタイガースの日本一が観たいからじゃよ、わらしのお嬢じようちゃん。今日も、新在家さんたちとゴルフをしておったのじゃ。まだまだバリバリの現役じゃぞい」

　孫堅は「なんという奇き縁えん！　タイガースが、われらを真世界で引き合わせてくれたのですねっ！　張昭どの、どうかうちの仲謀の家庭教師役をお願いしますっ！　仲謀には政治家の才能があります。しかし気が弱くて、しかも鯉こい党とうなのです！　阪神史上最強のタニマチと呼ばれるあなたなら、仲謀の家庭教師として理想的です！　なにしろノーベル賞を受賞した阪神ファンは宇宙広しといえどもあなただけです！」と張昭を伏し拝おがんだ。

　まあ、うっかりテレビで「タイガースを強くする方法？　指揮官の交代ですじゃ」と口を滑すべらせて監督の首を飛ばしてしもうた毒舌のおばばですがのう、どうもわしは正直すぎていかん、ふぉっふぉっふぉっ、と張昭が口をすぼめて微笑ほほえんだ。孫権は（あうう。棄き教きようさせられる……）と頭を抱かかえたが、張昭はもう孫権の襟えり首くびを「がしっ」と摑つかんで放さない。

「市民球団カープもよろしいが、神戸に生まれたからにはタイガースを応援せねばならんのじゃ、わらしのお嬢ちゃん。それが神戸人の運命──！　そもそも日本のプロ野球の歴史は、にっくき巨きよ人じん軍ぐんと大おお阪さかタイガースとの宿命の戦いからはじまっておるのじゃ！」

「え～？　昔は大阪タイガースって球団名だったの？　神戸関係ないよう～」

「だまらっしゃい！　タイガースの聖地甲子園は大阪府ではなく兵庫県におわす！　故に球団名も大阪から阪神に改かい称しようしたのじゃ！　神戸人はみな、虎党として生きる定め！」

　大学者・張昭の「講義」は怒ど濤とうの如ごとく続く。耳を塞ふさぐ孫権だったが、その言葉は頭の中まで呪じゆ文もんの如く流れ込んでくる。

「巨人軍に、ベーブ・ルースやルー・ゲーリックから三さん振しんを奪うばった不世出の大投手・沢さわ村むら栄えい治じがおれば、タイガースには投打二刀流の天才にして『あぷさん』のモデルとなった景かげ浦うら將まさるあり。沢村と景浦という天才二人がアムロとシャアの如く鎬しのぎを削けずって戦い、数々の名勝負を作ったからこそ、日本にプロ野球文化が根付いたのじゃ──戦前、日本プロ野球界最強は間ま違ちがいなくタイガースであったのじゃ。景浦が猛もう打だを振ふるっていた時代はのう。じゃが……オロロオオオオン！」

「わっ？　いきなり泣かなくても……ど、どうしたの、お婆ちゃん？　ううう」

「沢村も……景浦も……野球選手としての全盛期はわずか数年で終わった……二人は戦争に召しよう集しゆうされて、肩かたを壊してしもうた……ベーブ・ルースから三振を奪った剛ごう速そつ球きゆうと魔ま球きゆう『懸けん河がのドロップ』を投げてきた沢村も、二刀流の豪ごう傑けつ景浦も、超ちよう人じん的に肩が強いことに目をつけられて、戦場で手しゆ榴りゆう弾だんを投げさせられ続けたのじゃ、手榴弾を……！　それで黄金の肩が壊れた……！　それでもなお投球フォームを変え、あるいは守備位置を変えて愛する野球を続けようとした二人じゃったが……戦せん況きようが悪化の一いつ途とを辿たどる中またしても徴ちよう兵へいされ、揃そろって最前線に送られて戦死してしもうたのじゃ……！　沢村は二十七歳、景浦は三十歳じゃった……！　平和な世界であれば、これからプロ野球選手としての絶頂期・円熟期に入る年ねん齢れいであったというのに……オロロオオン！」

「お、お婆ちゃん……手榴弾を投げさせられて肩を壊して……最後は戦死って……そんなの……酷ひどいよ、うう……」

「おばばは政治力の怪かい物ぶつ・張昭に封ほう神しんされた！　すでに真世界の状じよう況きようはおおむねわかった！　わらしも神戸人であれば、姉上とともに真世界を統一せねばならぬ。この戦乱の世に平和をもたらし、人々が笑って『野球』を楽しめる世界を実現せねばならぬ！　故にわらしよ、そなたが学ばねばならぬものはただひとつ！」

「うん、わかったよ、お婆ちゃん！　私に、仲謀に政治学を教えて！　みんなが平和に生きられる世界を実現するために、真世界を統べる政治家になるよ！」

「違うわーっ！　学ぶべきは『猛もう虎こ魂だましい』じゃーっ！　しのごの言わずに虎党に転向せんかーっ！」

「うわああああああん！　やっぱり虎党の人っておかしいよう！」

　そして孫堅が引き当てた第二の英えい傑けつは、張ちよう紘こう。

「俺が張紘に封神された、やて？　あっ、ホンマ……（絶句）　これはたいへんなことやと思うよ」

　三姉妹ともに、一目見てわかった！　張紘に封神されたその人こそ、かつてタイガースで伝説の「バックスクリーン三連発」を放った大スター選手、後に監督としてもタイガースをリーグ優勝に導いた（けれども日本シリーズでは33─４という悪夢的大敗を喫きつした）新在家彰ではないか！

「うおおおおおおおお！　サインくださああああああい！」と孫策が咆ほう吼こうし、孫権は緊きん張ちようのあまり失禁寸前となり、孫堅まで「ひいいいっ!?　噓うそっ!?」と震ふるえたものだから、ペットの虎の晋しん太た郎ろうが慌あわてて「がるるるるっ！」と張紘に襲おそいかかったくらいだった。

　だが、張紘こと新在家彰は、泰たい然ぜん自じ若じやく。晋太郎に「最後がお前でホンマによかったよ」と微笑みかけると、晋太郎のほうが「ちーん」とおとなしくなって張紘に懐なついてしまったのである。

「おかしなことやっとる。友達の青木さんたちと六ろつ甲こう山さんでゴルフ打った帰りに南なん京きん町まちに寄ってみたら、そらもうアレよ」

「で……出たっ……プロ野球選手としては破格のＩＱを誇る故、頭が良すぎて言葉を省略しまくる『新在家語』……！　わわわ私は、ししし私設応援団『神戸猛虎組』の組長、いえ団長を務める孫堅と申しますっ……！」

「わらし二人を連れとるアレやな。そらもう、知っとるよ」

「な、なんと！　おおおおお会いできて光栄至極！　そ、そ、『そらもうアレ』とは？　もしかして、『SANGOKU大戦争オンライン』のゲートを潜くぐってしまったのですかっ？」

「そんなもん、オマエ……そらそうよ」

「ももも申し訳ございませんっ！　詳しよう細さいは張昭どのよりお聞きください！　真世界ではただいま人類滅めつ亡ぼうの危機が迫っておりまして、われらは義士・封神英傑として召しよう喚かんされ、正史英傑の代わりに戦っております！　ああ……ほんとうは、あなたのユニフォーム姿を再び見たかった……！　ですが英傑姿もお似合いですっ！」

「要は『三国志』の世界なんやな。張紘は外交特化の英傑やね。戦場で役に立てるんかなあ？」

「伝説のカリスマのあなたがその勇姿を孫ファミリーの構成員の前にお見せくだされば、それだけでわれらは勇気百倍増ですっ！　うおおおおおおお！　われらは全員、猛虎魂の持ち主！　青州黄巾賊の大軍も蹴け散ちらせましょう！」

「敵軍はなんぼおるん？」

「はいっ！　観たところ、甲子園十個分強です！　六十万ほどかと！」

「……おお、もう……」

　そして孫策が引き当てた第三の英傑、太たい史し慈じ。

　妙みよう齢れいの女性だった。

　しかも、とてつもなく派手な美人である。女優にしか見えない。というか女優だった。

「ちょっと～！　これから南京町で新在家さんたちと会食する予定だったのに、ここはどこっ？　どうして私が中国ロケに駆かり出されているのっ？　マネージャーはどこっ？　聞いてないんですけど、こんなハードな仕事っ？　あれ？　私、いつ甲かつ冑ちゆうを着せられたのっ？」

　孫策は口から泡あわを吹ふいて突つっ伏ぷしていた。もう緊きん張ちよう感かんで身体からだが保もたない。

「ギャー！　ハリウッド女優の深ふか江え冴さえ子こだーっ！　とととと虎党で有名な……！　日本に帰ってきた隙すきを見ては甲子園のバックスクリーン裏に陣じん取どってtweetしまくっている、あの！　ぼぼぼボクは、神戸猛虎組の孫策だよっ！　深江さんが出演されたハリウッド映画はあ、『バッドマン』も『スターウォーク』もぜんぶ観てるよ～！　『スターウォーク』での目にも止まらぬカンフーアクションは超ちよう最高だったねー！　サインちょーだい！」

「マネージャーを通してよねーって言いたいところだけれど、あなた、甲子園名物のわらしちゃんじゃない？　まあまあ。最近見ないと思ってたら、ずいぶん大きくなったわね～。はい、猛虎党の同志として特別にサインしてあげる♪」

「それじゃこの剣けんの鞘さやにっ！　今、戦争中なんで！　これから戦いがはじまるんだよっ！」

「ええええ？　これ、映画のロケじゃないの？　実戦っ？　私はハリウッドでカンフーも剣術もマスターしているけれど、実戦経験はないからっ！　あれ、でも……なんだか全身の『気』が充じゆう実じつしている……スーパーサイカ人になったかのような……？」

　それはあなたが「三国志」で孫策と一いつ騎き打うちしたことで有名な太史慈に封神されたからです、と孫堅がフォロー。

「ステータスウィンドウを見て！　太史慈は、一騎打ち特化英傑だね！　武力90だよ！」

「……ほんとうだわ。この、私の固有スキル『七しち尺しやく天てん階かい』ってなにかしら？　ええと……一騎打ち専用スキルで、一騎打ちをするたびに自分自身と対戦相手の経験値が大おお幅はばアップ？　なにこれ。いかにも剣術の師し匠しようが持っていそうな能力ね？」

　まもなく開戦となる、あなたには孫策を──伯符を「一騎打ち特訓」で鍛きたえてレベルをあげていただきたい、と孫堅は緊張しながら太史慈の手を握にぎっていた。

「申し遅おくれましたが、私が長姉の孫堅です。ご存じの通り、正史での孫堅の寿命は短い。いつどうなるかわかりません。この戦いくさで命を落とす可能性は大きい。万が一の時のために、伯符には武力の師匠を、仲謀には政治の師匠をつけたかったのです。今、その願いが叶かないました──まさか、われらの猛虎魂が天に通じて、虎とら党とう最強を誇ほこるお三方を英傑として召喚することになるとは……だ、だが、お三方を真世界に呼んでしまった責任は重大……！　必ずや統一を果たし、お三方を無事に元の世界に帰き還かんさせます！」

　孫堅は、「勝てる！　われら猛もう虎こ党とうと劉備くんが力を合わせれば、真世界を統一できる！　救える！」と確信していた。やはり、あの予言は正しかった！　「黃こう天てんまさ當にたつ立べし！　[image: ]在ときは甲こう子しにあり　天下大だい吉きち！」

　いまや、下邳城は真世界に出現した「第二の聖地甲子園」と化していたのである。




　　　　※




　下邳周辺から水が退いていき、足止めされていた青州黄巾賊が進軍を開始するとほぼ同時に、水城秀一の「真の仲間」、夢女子・趙雲子し龍りゆうは白はく龍りゆう駒くを駆って城外へ飛び出し、単たん騎き強行偵てい察さつを敢かん行こうしていた。趙雲にとって「一騎駆け」は散歩のようなもので、袁術軍に帰属していた時も趙雲は常に自ら斥せつ候こうとして一騎駆けを行っていた。

　だが、さすがに今回はさしもの趙雲も決死の覚かく悟ごだった──青州黄巾賊の圧あつ倒とう的な数もさることながら、青州黄巾賊を率いる「絶ぜつ滅めつ派亜あ人じん」の力量を測らねばならない。また、人間を滅ほろぼすと豪ごう語ごしていたはずの彼らが、なぜ青州の民百万と結びついたのかも。

「ふむ。彼らは、以前の黄巾賊とは違ちがう。今回の亜人は民を催さい眠みん術じゆつで操っているんじゃない。関羽得意の『一いつ喝かつ』でも止められないな。ならば──泰山も危機的状況だ」

　その絶滅派亜人「四し凶きよう」のうち、下邳の軍勢を率いている亜人は二体。

　単騎で青州黄巾賊六十万の軍勢の目の前を横断していた趙雲の前に、そのうちの一体が出現した。

「……封神英傑の娘むすめっ子か。ワシらの前に単騎で現れるとは、全身これ胆たんじゃな。ほっほっほ」

　全身がぶよぶよの「肉につ塊かい」、混こん沌とん。

「なんだ、こいつは？　『亜人』とは言うが、人間の形を留とどめていない……？　これじゃ亜人というよりもゴッドバンドじゃないか!?」

「人間の英えい雄ゆうとしては勇敢ではあるが、『亜人四凶』の前でその胆力は『無む謀ぼう』じゃよ、お嬢じようちゃん」

　ズンッ……！

　混沌の「射程範はん囲い内」に入るや否や、白龍駒の脚あしが突とつ如じよとして進まなくなった。

「し、しまった？　重力系の攻こう撃げき!?　封神英傑には持ち得ないチート能力だ……！」

　さしもの趙雲の首筋にも、冷や汗あせが吹きだす。

　固有スキル「子し龍りゆう一いつ身しん都すべ是てこ膽れた也んなり」発動。双そう眸ぼうから、白い光を放つ。混沌には手も足もない。移動速度は極度に遅おそい。趙雲の身体の動きも、重力によって制限を喰くらっているが、混沌自身の動作も「ゆっくり」としている。光を避よけきれない──だが、趙雲のスキルをもってしても、混沌の重力操作を解除できない！

「封神英傑には効いても、お嬢さんのその目力は、亜人には通じぬ。ほっほっほ。だがワシの攻撃を受けながらもそれほどに動けるとは、さすが五つ星じゃ」

「……呂布にも『相性』の悪さのために通じなかったが、これは『相性』ではなく、亜人と人間の封神英傑との根本的な違い故か！　いったい亜人とはなんだ!?　なんのために漢を、真世界の人間社会を破は壊かいしようとする!?　なにが目的なんだ!?」

　白龍駒が混沌の「射程範囲」から主君を離り脱だつさせるべく、渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって高々と跳はね上がった。ほう、離脱したか、見事じゃと混沌が感心したかのように声をあげた。

「……絶滅派亜人は、封神英傑の固有スキルも汎はん用ようスキルも受け付けない！　兵士たちも『状態異常』に陥おちいってはいない、みな正気だ！　正気で、封神英傑を見切って亜人と手を組んでいる！　急ぎ下邳に帰還して報告を……」

　だが。

　その趙雲を絶対に生かしては戻もどさぬ、と一体の巨きよ漢かんが猛もう然ぜんと突とつ進しんしてきた。

　全身が筋肉の塊かたまりでありながら、白龍駒よりも速く大地を駆け、高々と宙を舞まい、趙雲の正面へと着地して立ち塞ふさがっていた。その巨漢の亜人が大地に着地した瞬しゆん間かんに放たれる衝しよう撃げき波はが、白龍駒を竿さお立だちにさせる。

「私が、『亜人四凶』を率いる饕とう餮てつ。青州黄巾賊の長。貴様らが『絶滅派亜人』と呼んでいる忌いまわしき種族の頂点に立つ者だ──混沌よ、わが『一騎打ち』を邪じや魔まするでないぞ」

　目を上げていられなくなるほどに、饕餮は凄すさまじい「気」を放っていた。こんな怪かい物ぶつが人間の歴史の物語である「三国志」に登場したなど聞いたことがない。存在するはずのない魔ま獣じゆうが、ここに存在している。そもそも亜人の諸懐族が黄巾賊を率いていた時から、おかしかったのだ。この真世界は、なにかが壊れている！　世界のバランスそのものが崩ほう壊かいしつつある！　これが、「真世界が滅亡へ向かっている」ということなのか。

　趙雲は（単騎では勝てない）と直感した。

　だが！

　この怪物を突とつ破ぱしなければ、下邳へ帰還することは叶わない！

「──宝パオ貝ペエ、涯がい角かく槍そう──！」

　趙雲は、宝貝である自らの槍やりを惜おしげもなく饕餮めがけて「投とう擲てき」した。その直後、白龍駒の胴どうを脚で締しめて、全速で離脱を試みる。宝貝を捨てることに一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもない。饕餮の意表を突いた、はずだった。

　しかし、饕餮はその涯角槍を右の掌てのひらで「受けた」。

　貫かん通つうしない！

　同時に左ひだり腕うでを伸のばしてきて、真横を通過しようとしていた趙雲の鎧よろいを殴なぐりつけていた。

「……あぐっ……!?」

　趙雲の身体が、白龍駒から振り落とされる。

　ぎりぎりのところで身体を捻ひねって急所を逸そらすことで、即そく死しだけは免まぬかれた。もしも恐きよう怖ふで身体を硬こう直ちよくさせていたら、即死だった。この亜人は、強い。呂布も強かったが、強さのレベルがまるで違う！　やはり亜人は、人間とは違うんだ……！　大地に転がりながら、趙雲は呻うめいていた。肋ろつ骨こつを何本も砕くだかれたらしい。封神英傑の肉体は常人よりもはるかに強化されている。この程度の怪け我がなら「気」を用いれば自然再生するはずだが、それまで、饕餮が待ってくれるか。

「趙雲子龍よ。よくぞわが必殺の一いち撃げきを最後まで見切った。うぬの桁けた外はずれの勇気に免めんじて、われら亜人とはなにか、教えてやろう。真世界は『気』によって構成されている。人間の体内に『気』が取り込こまれた際、『気』は陰いんと陽の二種に分かたれる。陽の気は『魂こん』となって、人間の精神を司つかさどる。陰の気は『魄はく』となって、人間の肉体を司る──」

　饕餮は、涯角槍を投げて趙雲の足下へと突き立てていた。

（回復するまで待つ、宝貝も返してやるというのか!?　私を、まるで赤子扱あつかい……！　だ、だが、この饕餮は慢まん心しんも油断もしていない！　冷静に彼ひ我がの武力の差を見切って……）

　饕餮は、ゆっくりと趙雲目指して歩を進めながら、語る。

　巨漢だが、単なる野や獣じゆうではない。その目は、知性に満ちている。あるいは、哀かなしみにも。

「人間が死ぬと、その『魂』は天上の太極へと上じよう昇しようし、太極へと融ゆう合ごうする。しかし魂を失った『魄』は地下へと潜もぐるのだ。『魄』とはすなわち、魂を失った『かつて人間だったもの、魂なき肉体の残存物』だ。志を果たし、大往生を遂とげた者の魄はそのまま大地の底で眠ねむり続ける。しかし」

「……しかし？」

「怨おん念ねんを抱いだき、己の人生に後こう悔かいを残した者の魄は、大地の底で『鬼き』になる。鬼となって、大地の底から再び地上へと這はい上がってくる。生きている人間への圧倒的な殺意と敵意に突つき動かされて。その鬼こそが『亜人』だ。より無念の死を遂げた『魄』ほど、より強大な悪あつ鬼きとなる。すなわち、人間を滅ぼさずにはいられない『絶滅派亜人』に。われら亜人には、人間だった時代の記き憶おくはない。それはすべて、『魂』が持っていってしまったからだ。人間時代に手に入れた能力も運命も、残されてない。それらの『情報』は、うぬら封神英傑が引き継ついでいる。われらに残されたものは、この人間を凌りよう駕がする肉体と、そして人間への激しい『怨念』だけだ──」

　絶滅派亜人とは「反人間」なのだ、存在そのものが「人間を排はい除じよするために生じたもの」なのだ、と饕餮は叫さけんでいた。

「『鬼』そのものは太古の時代より真世界に存在していた。それを、孔こう子しども儒じゆ学がく者しやが封ふうじた。『礼れい楽がく』などという怨おん霊りよう調ちよう伏ふくのシステムを構築してな。祖先の霊れいを祀まつるとは、つまりは鬼を封じるということだ──『魄』の怨念を鎮しずめることで、『鬼』を、『亜人』を発生させぬ。それが孔子が構築した儒学システムよ」

「……儒学が？　儒学はこの真世界ではいまだ健在だ、滅びてはいない！　それなのに、なぜ亜人が増ぞう殖しよくしている!?　私が知っている『三国志』の世界には、亜人などはいなかった！　人間の世界、人間の歴史だった……！　なぜだ!?」

「趙雲子龍よ。うぬにならば、わかるはずだ。諸しよ葛かつ亮りよう孔明の『北ほく斗と五ご丈じよう』が原因よ。孔明が時間を巻き戻すたびに、正史英えい傑けつは再び生きてかつ死んだ。彼らの『魂』は常に一いつ貫かんして継けい承しようされたが、『魄』は死者が時間の逆流とともに蘇よみがえるごとに、廃はい棄きされたのだ。陰の気である『魄』とはそういうものだ。一度死ねば、使い捨てられる定め。廃棄されざるを得ないのだ。孔明が時間を巻き戻して再生できるものは、『陽』の気、すなわち『魂』のみなのだ──もっとも、うぬら封神英傑の場合は、時間を巻き戻された後に『魄』がどうなっているのか、私にもわからぬがな」

「……じゃあ……『北斗五丈』が発動するごとに、膨ぼう大だいな量の『魄』が大地に増殖して、大量の亜人を生みだすことになったというのか？」

「そうだ。孔明はたしかに、歴史を書き換かえようとした。事実、何度も時間を巻き戻し続けた。しかし、死んだはずの人間の『魂』を復活させるごとに、『魄』もまた増え続けたのだ──『陰』と『陽』とは常に等価交こう換かんだ、趙雲子龍よ。代だい償しようなしに時間を巻き戻すことなど、自らの技術を神しん仙せんの領域にまで高めた天下の奇き才さい・孔明をもってしてもできぬ。孔明は、劉備玄徳と漢王朝を愛するあまり、人間の悲劇の歴史を惜しむあまり、禁断の領域に踏ふみ込んだのだ」

　趙雲は息を吞のんだ。秀一と趙雲だけが、「北斗五丈」の存在を知っている。「北斗五丈」そのものが、亜人増殖の原因だったのか！　孔明は知っているのだろうか？　きっと全ぜん貌ぼうは知らないんだ！　「陰」の気は、孔明の専門外。感知できないのかもしれない！

「そして、決定的な事件が起きた。『北斗五丈』が破れて因果律が崩壊した『大異変』により、多くの正史英傑の『魂』が消し飛んで太極へと戻った──『魂』は己の人間としての生しよう涯がいに満足して悔くいなく昇しよう天てんしたのだろう。だが、何度も人生を繰くり返しながらもついに三国時代を統一できなかった英傑たちの怨念はどこへ消えた？　消えるはずがない！　この時、『魂』を失った桁外れの『魄』が、無念が、怨念が、大地に残存することとなった。もはや、孔子をもってしても封じられない強大な力を持つ鬼がな！　それが、われら絶滅派亜人なのだ──！」

　饕餮は咆ほう吼こうしていた。諸懐たち、人間との共存を目指す穏おん健けん派亜人とわれらの違いは、「魄」の質の違い。諸懐たちはかつて黄巾族や魏ぎ・呉・蜀ら三国志時代を兵卒として戦った者たちの「魄」。絶滅派亜人は、「英傑」だった者の「魄」だ。無数の民の期待を背負い「威い信しん」を背負って「人間の世界を救うために」無限の輪りん廻ねの中を生きてきた者たちなのだ。それだけ、怨念も強い──！　己の「魂」が太極に昇天して「救われた」こともまた、「魄」にとっては忌いま忌ましく度しがたい事態！　三国時代を統一できぬまま散っていた英傑たちの「魂」が、なぜ救済されねばならぬ？　なぜ天上の太極に迎むかえられる？　われら「魄」が犠ぎ牲せいとなったからだ！　太極の根源に帰るためには邪魔になる「怨念」が、地下へと廃棄されたからだ！

「故にわれらは、人間を滅ほろぼさずにはいられぬ！　『反人間』としてこの地上に生まれたからには！　『反人間』であることが、われらの存在意義なのだ！　すでに人間だった時代の記憶などはない！　人間性は、『魂』に奪うばわれた！　人間だった時代の能力も運命も失った！　だが、人間性と引き換えに、われらは人間を超こえる絶大な力を得た──！　人間を滅ぼし得る力を！　しかも、これより亜あ人じんが生まれいずる北の大地は、冷え続ける。氷の世界となる。われら亜人が生存するためには、南下し温暖な中原一帯を奪うしかない。この大地は『強者』のもの！　故に、われらが奪い取る……！」

「……人間を消しよう滅めつさせるためだけに、生まれてきた……？　ならばなぜ、青州黄巾賊と手を組み、彼らを率いている!?」

「亜人は、数が少ない。そして北の大地はまもなく凍こおりつく。われらには時間がなかった。そこに、効率的に真世界と異世界から人間を消し去る方法を、具申してきた者がいた。『棄き民みん』システムを構築せよ、と。私はこの棄民システム構築という戦略に乗った。青州黄巾賊百万の兵力を用いて泰山の封神英傑システムを乗っ取り、真世界から異世界への『逆ぎやく召しよう喚かん』ルートを開く！　飢き饉きんと漢王朝の崩壊によって困こん窮きゆうしている真世界の人間どもを、数千万の民を、ことごとく異世界へと送り込む！　『新天地への入植』と称しようしてな！　私が、青州百万の民を説得したのだ！　真世界は、異世界から召喚された封神英傑によって復興できぬほどに乱された。その一方で、異世界は寒冷期に入った真世界よりもはるかに豊ほう穣じような世界であり、誰だれもが飢饉や内乱に苦しむことなく生きられる楽園だと吹ふき込こんだのだ。すべてが噓うそというわけではあるまい？　真世界とは異なる方向に進化した『物質文明』社会とやらを、うぬらは享きよう受じゆしていたのだろう？　もっとも、繁はん栄えいを謳おう歌かしていたのは、一部の『国』だけだったらしいがな？」

　数千万の民を、いきなり異世界へ入植？　そんなことは不可能だ！　とても受け入れられる人数じゃない！　途と方ほうもない大混乱が起こる！　彼らにとっては、真世界こそが「異世界」！　異世界からおびただしい移民が殺さつ到とうすれば、既き存そんの社会秩ちつ序じよは完全に崩壊する！　世界大戦よりも酷ひどい事態になる！　趙雲は青ざめていた。饕餮自身が考え出した策ではないのなら、誰がこんな悪あく魔まのような計略を思いついたというんだ!?

「むろん、棄民どもは実質、異世界侵しん攻こうの『尖せん兵ぺい』にすぎん。どうせ、異なる世界同士の人間が邂かい逅こうすれば、互たがいを『蛮ばん族ぞく』と呼び、殺し合いをはじめるに決まっている。しかも真世界人には帰る場所がない、そこにはわれら亜人が居座っている。生きたければ、異世界で戦うしかないのだ。中原の漢人たちと周辺の異民族は、何千年も戦い続けてきた。同様の悲劇が、地球規模で起こる！　両者が死し闘とうを繰り広げて疲ひ弊へいしきったその時こそ、亜人軍団の精せい鋭えいが異世界へと侵攻する──異世界の人間が開発した兵器のコピー品を製造してな。孔明は、封神英傑システムを構築した際、真世界で異世界の兵器が作動しないように『封ふう印いん』を施ほどこしている。それも解除する──核かく兵器であろうと、細さい菌きん兵器であろうと、自在に開発製造できるようになる。異世界人の科学者を捕とらえれば、容易だ」

「核兵器だって!?　なにを意味しているのか、わかっているのかっ？」

「わかっているとも。異世界に転移した道士・左さ慈じから知らされている。あれを用いれば、数十億の異世界人も、真世界人も、全員を殺し尽つくせる。われら亜人は『放射線』に耐たい性せいがある。死ぬのは、惰だ弱じやくな人間だけだ」

　それほどに「憎にくんでいる」のか、人間を……。

「そうだ。しかも、感情だけが残っている。記憶はいっさいない。かつて人間だったという実感もない。それが亜人よ。記憶がない以上、怨念を消すことはできぬ。中原を奪い人間を駆く逐ちくせねば、結局は亜人が滅び去る。北の大地は、あらゆる生命を滅ぼし尽くす氷の魔ま境きようと化しつつあるのだ。座して氷の中で滅びるつもりはない。この怨念を昇しよう華かするためには、中原征せい服ふくを成し遂げる他ない。われら亜人の手で『三国志』の分ぶん裂れつの物語に幕を引くことができれば、あるいは太極に呼ばれることをはじめから拒こばまれている『反人間』の亜人ですら、『魂』なき『魄』ですら、救われるかもしれぬ──」

　饕餮のその表情は、哀しみに満ちていた。この戦いは、逃のがれられぬ「生存競争」なのだ。

「これよりわれらは青州黄巾賊を率いて泰山を、そして下邳に残る移動召喚台を奪い取る！　封神英傑システムのすべてを掌しよう握あくする！　立て、趙雲子龍！　槍やりを取れ！　そろそろ傷は癒いえただろう。私にかかってこい……私と戦い、私を撃うち倒たおせ！　それ以外に、貴様が二つの世界に生きる人間どもを護まもる道はないぞ！　強者だけが、この真世界の大地に生きる権利を持つのだ。弱者には、『生きる資格がない』！」

　趙雲子龍は、涯角槍を──手に取った。

　勝てるはずがない。大人と子供、いや、獅し子しと赤ん坊ぼうほどに「力」の差がある。折られた肋ろつ骨こつは対話をしている間に治ち癒ゆしたが、趙雲子龍の武力と宝貝・涯角槍をもってしても、この饕餮にはかすり傷ひとつつけられまい。

　それでも、なお。

「……ゲラ子の世界まで……壊こわさせない……異世界人と真世界人を争わせようだなんて、絶対に私は認めない！　亜人が！　どれほど悲劇的な宿命を背負った存在だとしても！　そんな真似まねをした先に『救い』などあるものか！　救われるはずがない！　私は、趙雲としてお前と戦う！　『弱者には生きる資格がない』というその言葉を、取り消せ……！」

「私が言葉を撤てつ回かいしようとも、事実は取り消せん。それが『現実』なのだ、趙雲子龍よ」

　趙雲が渾こん身しんの力を込め、饕餮の胸板めがけて突き入れた涯角槍の穂ほ先さきは──砕くだけ散った。

　そして、趙雲の脇わき腹ばらに、饕餮の拳こぶしが叩たたき込こまれていた──その拳は、鎧よろいを貫かん通つうした。肉が裂さけ、血が噴ふき出す。

「……あ……あ……う、ぐ……」

　さすが封神英傑、よくぞ逃にげずに向かってきた。私の本気の一いち撃げきを喰くらってまだ生きているとは、見事だ。だが、次が最後の一撃だ。お前はここで死ぬ、と饕餮が囁ささやく声。

　趙雲は、薄うすれていく意識の中で、（劉備くん。もう、きみに繫つながらないよ。ごめん）と呟つぶやいていた──。




【泰山】




　泰山の麓ふもとの「防ぼう護ご壁へき」に押し寄せてくる青州黄巾賊を率いる「亜人四凶」は、翼つばさを持つ窮きゆう奇きと、外見はもっとも人間の「紳しん士し」に似ている梼とう杌こつの二体だった。四凶は二体ずつ泰山と下邳とに分散し、それぞれの部隊を指揮していたのだ。

「うけけけけ！　あたいは、空を飛べるんだもんね～！　直接、上空から召喚台を狙ねらってやるもんね～！　あの糞くそうぜぇガチャ台をブッ壊してやる！　急降下爆ばく撃げきだーっ！　人間どもの指揮はてめーに任せるぜ、梼杌！」
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「お待ちください、窮奇。饕餮さまの命令を理解していないようですね？　召喚台を破は壊かいしてしまっては元も子もありません。無傷で占せん領りようしなければ意味がないのですよ？　わたくしと行動をともにしていただきます」

「ケッ！　しち面めん倒どうくさい作戦を立てやがってよう！　わかったよ、さっさと防護壁を壊しな！　手間取ってたら、曹操軍の連中が召喚台を壊しちまうぜ？」

「できるでしょうかね、彼らに？　封ほう神しん状態を解除すれば、生き延びられないとわかっていて？　ですが人間という種族は、感傷的な自己犠牲に浸ひたりたがるもの。ありえますね……彼らは弱い。弱い故に、自己犠牲などという無意味な観念を尊重したがる……」

　梼杌は、窮奇の背中に乗るとともに天空へと上じよう昇しようし、眼下を進軍する青州黄巾賊三十万に向けて朗ろう々ろうと演説した。

「青州の人民諸君！　泰山システムを奪だつ取しゆすれば、あなた方は物質文明の頂点を極めた夢の異世界へと入植できるのです！　さあ、この混迷と飢き餓がと腐ふ敗はいに満ちた真世界から旅立つ時が来たのですよ！　先に真世界を乱したのは異世界から乗り込んできた袁帝グループです。あなた方には異世界に入植する当然の権利がある！　権利という概がい念ねんは、異世界から学んだものですがね──行きましょう、理想郷へ！」

　泰山から異世界へ入植せねば、亜人に滅ぼされる。梼杌は言こと葉ば巧たくみに「共存しましょう」と言ってはくるが、恐おそるべき力を持つ「絶ぜつ滅めつ派亜人」である。要は、真世界から出て行くのならば生きることを許す、と言われているのだ。体ていのいい厄やつ介かい払ばらいだと薄うす々うすわかってはいても、泰山攻めに狩り出された青州黄巾賊三十万の民は必死であった。あの「亜人四凶」の頂点に立つ饕餮ならば、青州黄巾賊百万を皆みな殺ごろしにすることもできる。曹操軍と戦って泰山を奪うほうが、はるかに生き延びる可能性が高い。




　　　　※




「むむむ兄さん！　内ない憂ゆう外がい患かんです！　いっせいに三十万の青州黄巾賊が防護壁に！　こちらの兵士は造反開始！　彼らは自発的に行動しています！　『状態異常』に陥おちいってはいませんから、私の『一いつ喝かつ』では解除できません！」

「案ずるな雪乃！　この劉備玄徳が大演説をかまして、造反兵士たちを説得してみせよう！　って、しまったーっ!?　今の俺は張飛だったーっ！　と、とりあえず唐とう辛がら子しを錬れん成せいして『スパイス爆ばく弾だん』を放ち、造反兵たちを無力化するかっ？」

「なにを言ってるのよ秀一！　わが曹操軍の数少ない兵士たちを無力化したら、もう防衛は不可能！　なにもかも終わりじゃないのっ！」

　標高およそ千五百メートルを誇ほこる泰山の中腹──召喚台エリアに集まっていた俺たちは、続々と造反をはじめる諸隊の兵士たちに囲まれつつあった。「召喚台を奪って異世界に入植しましょう！」という梼杌の演説が、上空から聞こえてくる。催さい眠みん術じゆつではない。その巧たくみな演説力が、曹操軍の兵士の心をも揺ゆさぶっているのだ。

「うおおおお！　自軍の兵士に手をかけたら終わりだっ！　この夏侯惇が、孟徳の絶体絶命の危機に戦えないとはーっ！　どうする、どうすればいい、夏侯淵？」

「彼らは、お腹なかが減って気が立っているのですわ。紅茶でもお出しすれば……って、袁帝グループから補給された紅茶の在庫も尽きていましたわーっ！」

「曹操さま。このままでは召喚台を破壊するしかありません。武装した青州黄巾賊が異世界にいっせいになだれ込んだら、異世界は取り返しがつかないカオス状態に陥ります。人間と人間との同士討ちがはじまります……どうやら敵には恐るべき軍師がいるようです」

「……荀彧。私たちが真世界に来たことが、間ま違ちがいだったのかしら……真世界の運命は、真世界人の手によって切り開くべきものだったのに、私たちは異世界から召喚されて、あまつさえ正史英えい傑けつに成り代わって真世界の運命に介かい入にゆうしようとした……私は『三国志』に精通していながら、袁紹と袁術の派は閥ばつ抗こう争そうを止めることもできなかった……この先の歴史を知っているからって、ほんものの曹操になれると思い上がっていたんだわ……もともと真世界に生きる資格なんて、私たちにはなかったのかも……召しよう喚かん台だいを破壊し、武器を捨てて降こう伏ふくして……真世界の人々に、真世界を委ねるべきなのかも……」

　曹操の、怜香の心は折れかかっていた。ついさっきまで一いつ緒しよに戦っていた兵士たちに武器を向けることはできない。怜香はそういう奴やつだ。

「はじめから、すべて間違いだったかも……だって私は、ほんものの曹操孟徳じゃない。ただの女子高生ラノベ作家だもの……偽にせ者ものなんだもの……曹操になったつもりで真世界で兵を率いた結果が、これ……当然の報いなんだわ……」

「いいえ。あなたはこの世界に選ばれたのです、曹操さま。百万の青州黄巾賊を『討とう伐ばつ』するのではなく、真世界統一のために彼らと手を結び、共存共きよう闘とうできる英傑は、儒じゆ教きよう道徳や血統主義に縛しばられていない異世界人・曹操孟徳しかおりません。黄巾賊を賊ぞく軍ぐんとして扱あつかう以外に道がない正史英傑には困難ですし、人心を失った袁帝グループにも無理です。ですが、真世界の民とともに笑い、泣き、生きることができるあなたならできます。曹操さまの『三国姉妹コレクション』は、青州黄巾賊の陣じん中ちゆうでも好評です──彼らを指揮している絶滅派亜あ人じんさえ倒せば、きっと話し合えます。その機会を摑つかんだら、私が使者として青州黄巾賊の旧指導者たちと交こう渉しよういたします」

「でも、荀彧……そんな危険な役目を、あなたに命じられない……」

「構いません、交渉は編集者と軍師の仕事ですから。あなたになら、できます。曹操さま、あなたは『最優の英傑』。もっと自信を持つべきです」

「そうだぞ、ドワーフ玉たま置おきっ！　お前は間違いなく曹操だっ！　俺だって、われこそは二代目劉備玄徳だと胸を張って言えるぞーっ！　初代劉備も二代目劉備も、いずれも劉備玄徳という英傑なのだーっ！　正史も封神もないっ！　同じ志を抱いだけば、同じ英傑だっ！」

「あんたは張飛じゃんっ！　張飛になってんじゃんっ！　封神英傑ってやっぱりそーゆーものなのよっ、偽者なんだわ！」

　ああっ！　那波の身体からだに入ったままでは、劉備を名乗ってもまったく説得力がないっ！

　次々と造反兵たちが召喚台エリアへ集結し、包ほう囲い網もうを完成させていく。

「あ、アニキ……どうしよう……どうしよう!?　禁じ手だけど、天子さまにお出ましいただく？」

「いや、天子ちゃんさまは安全のため砦とりでの最奥部に！　今からここには連れてこられない！　お前が劉備として造反兵を説得してくれ、那波！　フハハハハ！　と中二病演説をかませば、必ず通じる！　劉備のカリスマ固有スキル『俠きよう絶ぜつ大だい徳とく』はいまだ有効だ！」

「そそそそんなの無理だよおおお、中二台詞ぜりふなんて思いつかないしぃ！　フハハ笑いは絶対に無理無理無理無理い！」

　まあ、俺もそうとう無理してやってるからな、あのフハハ笑いは。約八年に及およぶ中二病兄貴キャラ修行の賜たま物ものだし。那波にいきなり「やれ」と言っても難しいか。おどおどしながら「……ふはは？」とかわいく笑っても、劉備のカリスマ性はバフらないだろうしな……万事休すか!?

　そんな中。

　もくもくとそろばんを食べ続けていた孫権、じゃなかった許褚が、「三十個食べた。レベルマ完かん了りようした」と呟いてすっくと立ち上がっていた。手には長大な朱しゆ槍やりを持っている。それ、古代中国の武具じゃないよな？

「……曹操。異世界から来た『召喚者』が、この世界に干かん渉しようすることの、なにがいけないの……？」

「許褚？　だって、それは」

「……異世界も真世界も関係ない。ほんものも偽者もない。どこの時空にいようとも、どこの時代に生きようとも、われらは同じ『人間』……人種も……民族も……時代さえも……なにも関係ない。ただ一人の勝者もなく、ただ一人の夢も叶かなわなかった、そんな『三国志』の悲劇的な結末を知っているからこそ、曹操は『運命』に抗あらがおうと立ち上がったはず……曹操孟徳として生きる、と定めたはず……ならば、なにも迷うことはない」

　えっ？　さっき召喚されたばかりなのに、許褚の奴、なんだか……「召喚者」を昔から知っているかのような……？　どういうことだ？

「……結果は、行動のあとについてくるものにすぎない。たとえ覆くつがえせなくてもいい。『運命』に抗って戦ったというその過程にこそ、人間が生きる意味がある……もしも、この『三国志』の世界を愛しているのなら。この世界の人々を愛しているのなら。曹操。彼方かなたの世界から来た召喚者であろうが、歴史に、『運命』に介入してもいい。犬千代は、そんな『召喚者』を、異い邦ほう人じんの志を全ぜん肯こう定ていする。許褚として呼ばれた以上は、曹操を護まもるために戦う。ともに真世界の『運命』を覆すために戦う。一人の、もののふとして」

「……許褚……あなた……」

「……犬千代も、『三国志』の愛読者。曹操が許褚を呼ぶ時は、あだ名の『虎こ痴ち』でいい」

　主従契けい約やく。許褚が、怜香の前にひざまずいて、掌てのひらに唇くちびるを押し当てていた。あれ？　それって、西洋式の……？

「ありがとう、許褚！　あなた、いったい何者なの？　私たちのような『召喚者』を以前から知っているの？」

「……一気に一年分喋しやべって、お腹なかすいた……犬千代は、ほんとうは無口」

　そして。

　この、無口で長台詞が苦手な許褚の「言葉」によって、那波が突つき動かされた。

　続々と迫せまってくる造反兵たちに向かって、那波は猛もうダッシュ。

　造反兵たちが、「劉備さまっ？」「劉りゆう皇こう叔しゆくには槍やりは向けられん！」とたじろぐ。

「そうだ。なにを迷ってたんだろ、あたし！　今は、あたしが劉備玄徳なんだ！　ならば！　アニキに代わってあたしがみんなを説得するしかないじゃん！　諸君、亜人の佞ねい言げんに惑まどわされるでなーい！　この劉備玄徳の言葉を聞けーっ！　フハハハハハハ！」

　な……那波っ!?　お前？

「ファ～ハハハハハ！　誇り高き曹操軍の諸君っ！　狼狽うろたえるな、わが同どう胞ほうよ！　われらが異世界から召喚された異邦人であろうとも、ほんものの正史英傑でなかろうとも、そんなことはいっさい関係ないっ！」

　あれ。この声。その言葉。アレンジされているけれど、どこかで……昔、どこかで……聞いたような……？

「この俺がお前たちを、『劉備玄徳』として護まもってやる！　必要ならば天才シェフにだって、真世界を救う英えい雄ゆうにだって、なんにだってなってやるとお前たちに約束する！　なぜって？　俺は、この『三国志』世界を愛しているからだーっ！　だから──真世界を護るために俺たちとともに戦おう！　戦ってくれるなっ！　フハハハハハハ！」

　那波。

　その言葉。

　それは──「俺の言葉」だ──。

　かつて、はじめて那波と出会った時、俺が那波に誓ちかった約束の言葉を、那波が即そつ興きようでアレンジしたのだ。自分で中二台詞を思いつかないので、俺の台詞をオマージュしたのだ。しかも、勝手に「愛している」だなんてベタベタな恥はずかしい台詞まで付け足しやがって……！　荀彧お姉さんなら容よう赦しやなく赤入れするぞ！

　それにしても那波。アホだな、お前。「天才シェフ」は別の言葉に差し替かえろよ。だって、天才シェフのスキルを持っているのは劉備じゃなくて張飛じゃないか。

　だが、やりきった！

「二代目劉備玄徳」を、那波は完かん璧ぺきに演じてみせた！　まるっきり、俺自身だった！　ほんとうの俺が乗り移っているかのように！

　那波は──ずっと──あの日の俺との出会いの記き憶おくを、俺の言葉を、何度も心の中で反はん芻すうしてくれていたのだ──。

　造反兵たちは──「うおおおおおおおお！」と絶ぜつ叫きようしながら、拳こぶしを突き上げていた。

「そうだ……劉備さまの言葉で、目が覚めた！　初代も二代目もない……異世界も真世界もない……俺たちは、異なる世界に生まれてこようとも」

「同胞だ。同じ、人間だ……！」

「異世界から訳もわからぬままに召喚されたにもかかわらず、真世界統一のために歯を食いしばって戦っている曹操さまに造反するとは」

「われらは、飢うえのあまり血迷っておりました！　お許しください！」

　今ここに、造反騒そう動どうは終わったのだ。

　ううう、乱世の奸かん雄ゆう曹操にはこの人徳がないのよね……とまーた怜れい香かが落ち込こんでいるが、お前は民人気以外の能力ぜんぶ持ちの最優英傑じゃないか。総大将として指揮を頼たのむぞ！

「よくやった那波！　俺は張飛スキルを駆く使しして炊たきだし係をやる！　みんな、新開発した激げき辛からカレースープを飲んで腹を満たしてくれ！　あと、不味まずいがそろばんが食えるぞ！　許褚たちが大量に食ったが、まだまだいっぱいある！」

「「「うおおおおおおおおお！」」」

「……あああああ……やっちゃった……やっちゃった……フハハハ笑いを……もう、お嫁よめに行けなああああい……うえええええん」

「な、ななちゃん。お見事でしたよ？　私でも、あれほど兄さんの物もの真似まねを完璧にこなせるかどうか。ああ……もう、ななちゃんが兄さんにしか見えません！」

　那波が頭を抱かかえてゴロゴロ転がっている。しばらく復活できなさそうだな。メンタルケアを頼むぞ雪乃。

「いやあ～那波ちゃん、そっくりさん大会優勝だねえ♪　おめでとう。亜人も出現したし、『招しよう魂こん』コマンドの使い方をきみたちに伝授しよう♪」

　あっ。許劭め。隠かくれていやがったくせに、事態が収まったら戻もどってきやがった。招魂だか闘とう魂こんだか知らんが、さっさと伝授せんか！

「怜香、これで防戦体制は整った！　いよいよ反はん撃げき開始だああっ！」

「なんだか秀一が二人に増えたみたいで、頭が痛いたあい……あんたがほんものなのよね？」

「いーや、ほんものも偽者もないっ！」




【下邳】




「ち、趙雲。劉備玄徳の『真の仲間』を、散らせはしない……劉備には、旦だん那なさまには、趙雲子龍の武が必要だ──！　五ご原げん騎き馬ば隊、匈奴騎馬隊！　全速突とつ撃げき──！」

　趙雲の危機を救った者は、呂布だった。赤せき兎と馬ばを関羽に貸しているために、天を飛ひ翔しようする「飛将軍」の機動力はない。それでもなお、英えい傑けつ最強の「人中の呂布」であることに変わりはなかった。

「敵は六十万。ご主君を単たん騎き駆がけさせるな。匈奴騎馬隊、行くぞ」

　南匈奴単ぜん于うの、於夫羅が。

「五原騎馬隊も突とつ貫かん──固有スキル『遼りよう来らい遼来』発動！　この張遼は、『一定時間武力五倍・防ぼう御ぎよ力りよく十倍』となる！　わが『気』が防ぼう壁へきとなって、あらゆる攻こう撃げきをはねのけるっ……！」

　呂布軍の副将、張遼が。

「劉備くんの自じ称しよう嫁よめに負けるなーっ！　孫ファミリーも特攻っ！　趙雲子龍を救出し、青州黄巾賊の進軍を野戦で阻はばむっ！」

「戦術はかねての予定通りよ、みんな！　孫ファミリーは方ほう円えん陣じんを組んで、青州黄巾賊の正面に！」

　そして、孫堅と周瑜率いる孫ファミリーが。

　趙雲の危機を見ていっせいに、下邳城から打って出てきたのだ。

　饕餮は、趙雲にとどめの一撃を与あたえることができなかった。

　青州黄巾賊の厚い「壁かべ」を、於夫羅と張遼が断ち割った中から。

　呂布が方天画戟を召しよう喚かんして、饕餮の正面に突とつ進しんしてきたからである。

　冷静そのものだったはずの饕餮が、目を血走らせ、瀕ひん死しの趙雲を放りだして呂布へと突進していた。

「と、饕餮とか言ったな──！　あ、亜あ人じんよ！　き、共存を乞こうならば認めよう。だが、人間を絶ぜつ滅めつはさせぬ！」

「……奉ほう先せん、か……！　私の前に立ちはだかるのは、やはり貴様か！　大義もなく志もなく、ただその武を振ふるうことしか知らぬ痴しれ犬め……！」

「た、大義は、ある……！　り、劉備玄徳が……与えてくれた！　真世界の、た、民を、護る……！」

「笑わせるでない！　空理空論！　それは人間の病、『感傷』というものよ、奉先っ！　その『感傷』こそが、われら絶滅派亜人を北の大地から生みだしたと知れい！」

　方天画戟の「突き」。呂布渾こん身しんのその必殺の一撃を、饕餮は両手を十字に組んで受けていた。凄すさまじい「闘気」。饕餮の身体からだが、その「気」に押されて後退する。

「ぐっ……ぐおおおおおおおっ！　貫つらぬけぬ！　この程度の『闘気』ではわが鋼の肉体は貫けぬぞ、呂奉先っ！」




「ほっほっほ。饕餮さま。ワシにお任せあれ。しょせんは人間。いかに『闘気』を操る封神英傑といえど、『重力』攻撃には耐たい性せいがない」

　混沌が後方支し援えんに出ようとするが、その混沌に対して、張遼が斬きり込みをかけてきた。

「『重力』が通じないっ？　『闘気』の壁ではねのけているだとっ？　貴様っ……化け物かっ？　ほんとうに人間なのかっ？」

「……わが英傑名は、張遼文ぶん遠えん……！　真しん名めいは東とう郷ごう好こう古こ！　防衛大学校本科生である！　現代戦において、『騎き兵へい』はその存在価値をほぼ失った！　だが！　アレクサンドロスの例を引くまでもなく、古代世界においては、騎兵は最強の兵科である！　その速度と突進力と機動力によって、眼下の十倍の敵をも粉ふん砕さいしうる！　於夫羅率いる匈奴騎兵隊と五原騎兵隊は、それぞれ青州黄巾賊の左右へと側面迂う回かいし、正面を守る孫ファミリー率いる槍兵と連れん携けいして包囲攻撃へ！　青州黄巾賊を壊かい乱らんさせる！　そして、この亜人は私が倒たおす！」

　ありえない英傑が人間の世界にもいる！　正史英傑・張遼の鬼き神しんじみた武功が、この奇き跡せきのような固有スキルを具現化したか！　しかし！　ワシの「全力」を出せば突とつ破ぱできるかもしれん。だが、それでは政庁内での決戦を前に、ワシの「闘気」のストックが尽つきてしまう──ならば、張遼の「遼来遼来」の効力が切れるまで「他の手」でわが身を守るのみ！

　混沌は、青州黄巾賊の兵士──飢き饉きんに苦しみ、黄巾賊に入った民兵たち──を続々と呼び寄せ、「ワシを守る肉の壁となれい！」と命じた。生きる希望を失っている民兵たちは、混沌に言われるがままに「我先に」とばかりに張遼の前に立ちはだかる。

「きっ、貴様っ！　卑ひ劣れつな……！」

「ほっほっほ。甘あまい甘い。民兵は殺せぬのか。それで張遼かっ？　どうやら……異世界の軍人は、生ぬるいらしいのう……後漢の官軍であれば、容赦なく皆みな殺ごろしにするところであるのにのう……」

「黙だまれ！　封神英傑の武をもってすれば、『不殺』を貫きつつ民兵を倒せるっ！　行くぞ……！」

　手ぬるい！　瞬しゆん殺さつすればいいものを、この雲うん霞かの如ごとき「肉の壁」を相手に手加減攻撃など！　結局はワシを斬る前に時間が切れる、ワシの思う壺つぼよ、しょせんは軍人のなりそこないか──と混沌はほくそ笑んでいた。もっとも、混沌には目も口もないのであるが──。




「……はあ、はあ、はあ……傷口が塞ふさがるまでは、まだしばらく時間がかかりそうだ……す、すまない……」

　趙雲を拾い上げて馬に乗せた者は、周瑜だった。袁術のもとでともに戦ってきた同志だ。

「あの饕餮という亜人の強さは、桁けた外はずれだわ。単たん騎き偵てい察さつなんてもうやっちゃダメよ、趙雲？　で、でも、騎馬隊と槍やり隊による包囲殲せん滅めつ攻こう撃げきで互ご角かくに持ち込めると思っていたけれど、饕餮と混沌の強さは想定外すぎる……！　呂布と文ぶん台だいをもってしても……！」

「このままじゃ、呂布も孫堅も倒されてしまう。饕餮の武を防ぎ止める方法は……あいつはシンプルに強い。故に、スキルのような小細工はいっさい通用しない」

　すでに呂布に加えて、孫堅が饕餮との戦いに加わっていた。しかし、饕餮には傷ひとつつけることができない。呂布渾身の方天画戟による「突つき」も、饕餮の巨きよ体たいを数十メートル後退させただけに終わったのだ。剛ごうの呂布と技の孫堅が、息もつかせぬ連撃を繰くり出して前後から饕餮を攻せめ立てるが、饕餮にはダメージがいっさい通らない。諸懐族とは「堅かたさ」のレベルが違ちがいすぎる。

　この時。

　趙雲の目の前に不意にウィンドウが開いて、張飛の姿が浮うかびあがった。

「……繫つながったっ？　劉備くんっ？　下邳では青州黄巾賊との決戦がはじまった！　泰山はどうだいっ？」

「えっ、劉備玄徳なのっ？　どう見ても張飛……あなた、妹マニアの病が進行してとうとう自分自身が妹にっ？　『妹転てん換かん』しちゃったのっ？　なにそれ、サイテーっ！」

『違う違う！　泰山でも青州黄巾賊との激戦中だ！　なかなか繫がらなかったが、だいじょうぶなのか趙雲!?　怪け我がしてるんじゃないのかっ？』

「だいじょうぶだよ、かろうじてね。だが、絶滅派亜人の長・饕餮はとてつもなく強い！　呂布と孫堅が揃そろって挑いどんでもまるで勝ち筋が見えない！　奴やつ一人のために、周瑜が立てた包囲殲せん滅めつ戦術は瓦が解かいする！　下邳陥かん落らくは時間の問題だ！」

『な、なんだってえええ？　二箇か所しよで同時に侵しん攻こうを開始したというのかっ？』

「饕餮は、泰山と下邳の召喚台を奪うばってシステムを改造し、異世界に真世界数千万の民を片かたっ端ぱしから『入植』させるつもりだ、劉備くん！　実質的な棄き民みんだ！　真世界人を異世界に追い立て、二つの世界の人間を互たがいに戦わせようとしている！　そしてもうひとつ！　奴はシステムを乗っ取って現代兵器使用禁止のキャップを外し、核かく兵器や細さい菌きん兵器をはじめとする現代兵器を製造するつもりなんだ！　人間を滅ほろぼすことを躊ちゆう躇ちよしない絶滅派亜人に現代兵器を与えれば、どちらの世界の人間も容よう赦しやなく滅ぼされる！　だから……」

『そこまで計画的なのかっ？　泰山も下邳も……もしも敗れれば、やはり占せん領りようされる前に召喚台を破は壊かいしなければならないということだな、趙雲!?　たとえ俺たちが帰き還かんする道を失い、封ほう神しん状態を解除されて真世界に難民同然の境きよう遇ぐうとなって放りだされることになるとしても!?』

「そうだ！　しかし饕餮は強い、強すぎる！　とても勝てない！」

『待て趙雲、まだ勝ち筋は残されている！　許劭が、禁断の対亜人最終兵器を解放した！　ひとつの戦せん闘とうフィールドにおいて一人しか使えないが、〝招しよう魂こん〟という隠しコマンドを有効化した！　ステータスウィンドウの階層深くに表示されているはずだ、探せ！』

「『招魂』!?」

『封神英傑は、正史英えい傑けつの能力と運命を引き継ついでいる！　だが、正史英傑の〝魂こん〟は天上の太極に眠ねむっている！　この〝魂〟を封神英傑の肉体に一時的に憑ひよう依いさせることで、全身の〝気〟を増大させ、能力を亜人レベルに強化する！　それで、饕餮とかいう奴とも互角に戦えるはずだ！』

「正史英傑の魂を憑依だって？　だいじょうぶなのかい？　明らかに、心身に与える負担が大きすぎる！」

『ああ。反則ドーピングみたいな禁じ手だ。だから、心臓が弱い雪乃には使えない。制限時間を超こえてなお招魂状態を解除しなければ、封神英傑の身体のほうがガタガタになり死に至る！　だが、その饕餮とかいう奴を倒すには、他に方法がない！　招魂状態を維い持じできる時間は、およそ五分から十分！　太極から正史英傑の魂を降ろす道筋は細い。ひとつの戦場で招魂を実行できる英傑は一人のみだ！　人選を間ま違ちがえるな趙雲、そして周瑜！』

　見つけた、ステータスウィンドウに「招魂」コマンドが出現しているわ、と周瑜が頷うなずく。

「わかった、劉備くん。この趙雲子龍が──と、言いたいところだが……傷口が塞がるまで、しばらく時間がかかる……回復を待っている時間はない。周瑜。ここは、孫堅か、呂布、それとも張遼……この三人のうちの誰だれを選べばいい？」

「三者それぞれが『三国志』を代表する強者。判断は難しいところだけれど、絶対に負けられないとなれば、やはり封神英傑最強を誇ほこる呂布が──パラメーター上でも最強だし、異世界での実戦経験も豊富、さらに攻撃型宝貝『方天画戟』を所持している分、一歩抜ぬけているはずよ」

『……ヒルデガルドが招魂を？　で、でも、あいつは……洛陽で董とう卓たくに命じられて皇こう帝てい陵りよう暴あばきをやって以来、呂布の運命に取り込こまれかけていて……聞いてくれ周瑜、趙雲。数値的にはヒルデガルドが最強だが、真世界には運命という見えない力が作動している。俺が思うに──』

　そこで唐とう突とつに、秀一との「通話」は切れてしまった。時間切れだ、と趙雲が呟つぶやく。

「劉備くんはなにを言いたかったのだろうか？　彼は呂布と親しい。なにしろ彼女の威い信しんカンストを防ぐために、孫堅を差し置いて嫁よめ枠わくに登録したくらいなんだ。なにか、私たちが知らない呂布の事情を知っているのかも……」

「ならば、文台と張遼のうちのどちらかを!?　でも張遼は今、混沌と戦っている……では、文台を……？」

　しかし。

　周瑜と趙雲が結論を出す前に。

　饕餮との激しい戦闘中でありながら、呂布は──ヒルデガルドは、二人と秀一との会話を「聞いていた」のだ。

　肩かたで息をしていた孫堅が饕餮の拳こぶしを受けて「あぐっ……！」と突っ伏ぷし、その身体が大地にめり込むのと同時に。

　迷いなく、呂布は自らのステータスウィンドウを開いて、そして、「招魂」コマンドを「押した」。

「……りょ、呂布奉先の『魂』よ……つ、使え……わ、わが肉体を用いよ……！　呂布の『運命』に完全に取り込まれることになろうとも、構わぬ……！　異世界への侵攻など、やらせぬ……！　りゅ、劉備玄徳が帰るべき道を閉ざさせぬ……！　と、饕餮……！」

　天からの、稲いな光びかり。

　ヒルデガルドの瞳ひとみが、紅あかく染まる。

　五体が砕くだけ散りそうな大量の「闘気」が、ヒルデガルドの全身を満たしていた。

　心臓の鼓こ動どうが激しくなる。

　目からも、鼻からも、血が噴ふき出す。

　趙雲と周瑜が「あっ」と叫さけんだ時にはもう、ヒルデガルドは──呂布は「招魂」を終えていた。その身体からだに、正史英傑・呂布奉先の「魂」を降ろし終えていた。

　とてつもない「闘気」だ。圧が激しすぎて、近寄れない！　吹ふき飛ばされる！　と趙雲は呻うめいた。

　事実、青州黄巾賊の大軍勢も、方ほう円えん陣じんを敷しいて青州黄巾賊と戦っていた孫堅軍も、そして迂回進軍を続けていた騎き馬ば隊も、ことごとくがその風圧を受けて大きく揺ゆらいでいた。人も馬も、立っていられない！

　対亜あ人じん限定の禁じ手のはずだわ、これは人間が用いていいものじゃない、と周瑜は固かた唾ずを吞のんで「招魂」モードに入った呂布と饕餮との一騎打ちを凝ぎよう視ししていた。援えん護ごしたくとも、呂布が発動させた「闘気」の「球」の中に誰も踏ふみ込めない。混沌や張遼ですら！

　ただ一人──あるいは、ただ一体。

「亜人四凶」最強を誇る饕餮だけが、呂布の「闘気」の中で屹きつ立りつしている。

「……ほう……命を捨てて私に挑むか、奉先……ずいぶんと簡単に招魂に応じたものよ。長期戦はできぬぞ。私を葬ほうむる前に、貴様の心臓が止まる。答えよ。今、その身体に入っているものはどちらの意識なのか。作り話に描えがかれた呂布の虚像にかぶれた異世界の娘むすめか、それとも太極で惰だ眠みんをむさぼっていた奉先か？」
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「う……うおおおおおおおっ……！　答える必要などない！　わ、私が、呂布奉先だ……！　饕餮……！　貴様は、無差別に人類を滅ぼそうとしている最悪のテロリストだ……！　絶対に、貴様を認めぬ……！　たとえ、どのような理由があろうとも……貴様は……『悪』だ……！」

　娘のほうか。意識は手放さず、「魂」から「気」だけを借用する。そういう「技」か、と饕餮は拳を固めて構えながら笑った。

　しかしいずれにしても、饕餮には関係ない。

「なぜならばっ！　意識がなくとも、『魂』を降ろした時点でその肉体には正史英傑・奉先の『記き憶おく』が、『業ごう』が張り付いているからだっ！　その記憶をうぬの意識は想起できなくとも、身体の細さい胞ぼうには確実に伝わっているのだっ！　すなわち……！」

　この一騎打ちを凝視していた誰もが、呂布の勝利を確信していた。「方天画戟」が放つ「闘気」のレベルが、桁外れの膨ぼう大だいなものに跳はね上がっていたからだ。正史英傑・呂布の「魂」がヒルデガルドと融ゆう合ごうしたことで、亜人をも超える究極の武を誇る呂布が地上に降臨した、と誰もが思った。混沌ですら「し、しまった！　饕餮さま……！　その宝貝を素手で受けてはなりませぬ……！　貫つらぬかれますぞ！」と主君の敗北を予想していた。

　だが。

　呂布が「わ、わが命を賭として、貴様を貫く……！」と咆ほう吼こうしながら投げた方天画戟は。

「奉先──貴様は、判断を誤ったあああああっ！　『正史英傑』奉先の魂を持ちその記憶を背負った貴様には、私を殺せぬ！　なぜならばっ！」

　饕餮が十字型に組んだ「腕うで」の壁かべによって、その突とつ進しんを阻はばまれていた──！

　そんなっ？　どうしてっ？　わずかに急所を外したというのっ？　呂布に限って、そんなことが……？　と周瑜が叫ぶ。

「やはり外したなああああ、奉先っ！」

「……!?　馬ば鹿かな……なぜ……っ!?」

「なぜならばこの私が、董卓の『魄はく』だからだ！　正史英傑・奉先は、わが一いつ喝かつに怯ひるんだのだっ！　かつて長安で董卓を暗殺した時と同じになああああああ！　単なる肉体の成れの果てである『魄』には人間だった時代の記憶などない、私はあくまでも知識として董卓の過去を知ったにすぎぬ。故に私には奉先への恐きよう怖ふなど皆かい無む！　しかし『魂こん』は違ちがうっ！　『魂』には、『記憶』がある……！　人間性とやらを保持しているからだっ！　それが、『魂』とともに貴様の身体に入り込んでいたっ！　貴様の身体が、董卓の『魄』に、在ありし日の董卓を勝手に見み出いだし、そして恐怖したのだああああっ！」

　呂布は──ヒルデガルドは、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。ほんの一いつ瞬しゆんだった。かつて正史英傑・呂布は、長安で義父・董卓を暗殺した。「儒じゆ」とは無む縁えんな草原の戦士だった呂布には「忠誠心」というものがなかった。故に、董卓の帝てい位い簒さん奪だつの野心を阻そ止しせんとした宮きゆう廷ていの貴族たちに操られたのだ。だが、さしもの呂布も、漢帝国史上に残る凶きよう悪あくな暴君・董卓を殺す時には、一瞬であったが、言葉では言い尽つくせない恐怖心を感じていたのだった。その恐怖心をも乗り越こえて、正史英傑・呂布は董卓を斬きったのだが──。

「奉先っ！　無様にも同じ真似まねを繰くり返しおって、やはり貴様は救いがたい痴しれ犬よおおおおおっ！　ぬけぬけと正義漢面づらするでないわあああっ！　この、『父殺し』があああああっ！」

　父殺し。

　その言葉が、ヒルデガルドの反応をわずかに鈍にぶらせた。

　ドオオオオオオンッ！

　懐ふところに入り込んできた饕餮の拳を、ヒルデガルドは避よけられなかった。まともに、受けた。

　招魂状態が、強制解除される。

　ヒルデガルドは口からおびただしい血を吐はきながら、吹き飛ばされていた──。




　この瞬しゆん間かんに、下邳での野戦は決着したと言っていい。

　壊かい乱らんしたのは、青州黄巾賊側ではなく、すでに陣じん形けいを崩くずされつつあった孫堅軍、そして騎馬隊のほうだった。

　青州黄巾賊六十万の兵士たちは、

「あの最強の呂布が、一いち撃げきで倒たおされたあああああっ！」

「やはりもう、人間の時代は終わったんだ！」

「饕餮さまのご命令に従って異世界に移住する以外、われらに生きる道は残されてないい！」

「召しよう喚かん台だいを奪うばえええええええっ！」

　と口々に叫びながら、未完成だった包ほう囲い網もうを突とつ破ぱし、下邳城へと殺さつ到とうしてきたのである。

　もはや周瑜にできることは、大ダメージを負って大地に倒れ伏ふしていた孫堅を捜さがして収容することだけだった。

　そして趙雲は、視界から瞬時に消えた呂布を救うべく、白龍駒に乗って駆かけだしていた。




　下邳の政庁では、孫権と張昭・張紘の「二に張ちよう」が「あああ……そ、そんな……あう、あうあうあう……」「指揮官の交代ですじゃ。孫権どの、指揮官役を！」「これは、たいへんなことやと思うよ」と緊きん急きゆう会議を開き、そして、「召喚台を破は壊かいする」と決断していた。

「すでに城内に青州黄巾賊の兵士たちが突入しておりますぞ。迷ってはなりませぬじゃ！」

「まだ、（泰山が）あるで。（移動召喚台を）奪われれば（泰山のシステムに）入り込まれるがな。そら、壊こわすしかあらへんよ」

「う、うんっ！　わかった！」




　孫策と太史慈の二人は、この時、政庁前の広場において「死」と隣となり合わせの一騎打ち修行をひたすら続けている。互たがいに、命を懸かけての真しん剣けんでの勝負だった。真剣を用い、「死線」に身を浸ひたして戦うことで、孫策の経験値は上じよう昇しようしていく。すでにその華きや奢しやな身体は傷だらけだった。だが、太史慈は手を休めない。

「はあ、はあ、はあ……う、う、う。げほっ、げほっ……うぐっ……」

「まだよ、まだですわよ孫策！　孫堅も呂布も饕餮に倒された！　いまや、あなたこそが下邳を守る『盾たて』！　われらにとっての最後の希望！　『小しよう覇は王おう』の名に相応ふさわしい超ちよう絶ぜつの武に覚かく醒せいしなさいっ！　あなたならば、できるはずっ！　その身体に流れる猛もう虎こ魂だましいでっ！」

「……は、はいっ！　猛虎魂でっ……！」




　関張飯店徐州店にも、青州黄巾賊の兵士たちが殺到してきた。しかも、亜人の諸懐たちが主体となっている精せい鋭えい軍である。饕餮よりも、そう、彼の「裏軍師」を務めている司馬懿が劉備玄徳を徹てつ底てい的に警けい戒かいしている故だった。

「「「んほぉ～！　この飯店、たまんねぇ～！」」」

「ギャー！　ようやくこの店も形になってきたな！　と言っているうちに囲まれちまったあ～！　すまねえ秀一！　泥どろ棒ぼうスキルしか武器がない俺には、徐州店の防衛はとても無理だ～！　せめて亜人キラーの雪乃ちゃんがいればなあ～！」

「あああああ。ついにこの諸しよ侯こうとかいうオークみたいな亜人たちにレイプされて種付けされちゃうんですね、私!?　ごっ、ご主人さまあ～！」

「ヒック。こいつは詰つんだね。なんか知らねーけど突とつ然ぜんギアチェンジしてクッソ反則チート技まで使った呂布が瞬しゆん殺さつじゃあ、こちとらの兵士はもう士気がガタガタだ。心を折られたってやつさ。潔く諦あきらめようぜ、孫乾」

「そそそそんなこと言わずに簡雍さ～ん！　最後まで抵てい抗こうしましょうよう！　突入してきた諸懐は殿との方がた揃ぞろいです、僕ぼくが男の娘の魅み力りよくで……『恋こい姫ひめ美び人じん』で足止めしてみせますよう！　ほ～ら！　ひらひら～♪」

「「「んほぉ～！　この看板娘、たまんねぇ～！」」」

「残念！　男の娘でした、ひらひら～♪」

「「「んほぉ～！　男の娘？　だがそれがいい！　そうそう、こういうのでいいんだよ！　アッ────！」」」

「エッッッッッッッッッ？　あーれー、おーたーすーけー！　秀一くーんっ！」




　政庁内では、孫権が剣けんを抜ぬいて、移動召喚台を叩たたき割ろうとしていた。

「で、できるかなあ？　私は武力63しかないし、経験値も……」

「できますとも！　孫権と言えば、戦場での武勇伝などろくにありませぬが、机を斬ったり岩を斬ったりと、据すえ物ものを斬ることだけは得意な英えい傑けつですじゃーっ！」

「そらそうよ」

「褒ほめられてないけど、そうなんだー！　じゃ、じゃあ、頑がん張ばるっ！　劉備お兄ちゃん。ごめんね。移動召喚台は壊しちゃうけど……どうか泰山を守って……！　えいっ……！」

　しかし。

　ズンッ！

　突然、孫権の小さな身体に、恐おそるべき「重力」が加わっていた。

　振ふりあげた剣を移動召喚台めがけて振り下ろせない。それどころか、剣を構えたまま仰のけ反って背中から倒れてしまった。

「なっ、何者じゃーっ、こののっぺらぼうはあああっ？　孫権さまになにをするかーっ！」

「……アッ……（絶句）」

「ほっほっほっ。ワシの名は『混沌』。乱暴者だった孫策に殺された許きよ貢こうとかいう英傑の『魄』だそうじゃ。張遼には手こずったが、移動召喚台の接収がワシのお役目でな。貴様ら程度の腕では、肉の塊かたまりであるわが身体からだは斬れぬぞ？」

　張昭と張紘の固有スキルはそれぞれ内政・外交のスキルである。「亜あ人じん四し凶きよう」に対たい抗こうできるスキルを持たない。唯ゆい一いつ可能性を持つ孫権の才能はまだ開花しておらず、「重力」攻こう撃げきによって床ゆかから起き上がることもできない。

「せめてわれらの手で召喚台を破壊じゃっ！」

「そらそうよ！」

　だが。

　ズンッ！

「わが攻撃の有効対象がただ一人だと、誰だれが言った？　これは『範はん囲い攻撃』なのじゃよ」

　張昭も、張紘も、混沌によって「重力」を加えられ、押しつぶされるかのように床の上に突つっ伏ぷしていた。

「ほっほっほ。武官にあらずといえど、さすがは封神英傑じゃのう。これだけの圧をかけられながら死なぬとは、人間ふぜいがずいぶんと頑がん丈じようなもの。じゃが、この召喚台は無傷でいただいたわい。さて。残るは泰山の本体のみじゃな」

　万事休す！




「……奉先を捜さがし出してとどめを刺さしたかったが……フン。司馬懿と約束していた『刻限』が来てしまったか。ならば、指定されていた『場所』へ向かうしかあるまい」

　饕餮はこの時、自らの拳こぶしで吹ふき飛ばした呂布ことヒルデガルドの身体を捜して戦場を駆けていたが、天空に輝かがやく太陽の位置から「刻限が来た」と判断し、自らの手による「呂布殺し」を断念した。いずれにせよ、敵の兵士たちはみな心が折れている。城門もすでに破壊した。下邳はもう堕おちる。私が去っても勝利は確定している、と呟つぶやきながら──。

　その「場所」とは、戦場からやや東に外れた草原であった。

　戦略的に価値のない土地で、周囲は、無人。

　そこに──司馬懿の「縮しゆく地ち」スキルによる「空間の裂さけ目」が発生していた。

　司馬懿は、自らが不在であろうとも、遠えん隔かく距きよ離りから「縮地」スキルを用いることができる。ただしその場合、「発動時間」と「座標」をあらかじめ指定してセットしておかねばならない。この饕餮の「移動」は、あらかじめ決められていた行動なのだ。

「下邳はすでに片付いた。これより予定通り、泰山へと向かう。劉備玄徳と曹操孟徳を討ち、陰いん陽よう召しよう喚かん台だいを奪だつ取しゆし、封神英傑システムを制圧する。劉備よ。曹操よ。貴様らにはもう、どこにも逃にげ場はない。泰山で死ぬのだ。もう、私に『刻限』はないぞ──」

　饕餮は──「空間の裂け目」を──潜くぐり抜けた。

　潜ったその先は、三十万の青州黄巾賊が倒されても倒されても味方の身体を踏ふみ台にして「防ぼう護ご壁へき」へと突とつ撃げきし続けている、地じ獄ごくと化した泰山の戦場だった。








第五回　泰たい山ざん、鳴動す






【泰山】




「泰山麓ふもとに張はり巡めぐらせている防護壁へ向かって進軍してくる青せい州しゆう黄こう巾きん賊ぞくは総勢三十万。うち、戦せん闘とう員いんは十万。一部に諸しよ懐かい部隊もあるが、これは意外と数が少ねー。諸懐の多くは下か邳ひ攻ぜめに参加してるよーだ」

「諸懐とは桁けた外はずれに強い絶ぜつ滅めつ派亜人『亜あ人じん四し凶きよう』のうち二体が、泰山攻めの大将格ですぅ。一体は翼つばさを持ち空を飛ぶ窮きゆう奇き。もう一体は人間の男性に似ている梼とう杌こつ。四凶を束ねる青州黄巾賊の総大将・饕とう餮てつは、残る亜人四凶の一体・混こん沌とんとともに下邳で賊ぞくを率いていますぅ」

　すでに泰山防衛戦ははじまっていた。総力戦だ。まもなく防護壁は突破される。俺たち指揮官も、泰山内部でこれから繰くり広げられる白兵戦に備えて中腹から麓近くまで下りていた。そんな中、からくも青州黄巾賊の陣じんから舞まい戻もどった郭かく嘉かと程てい昱いくが、怜れい香かに敵軍の内訳を報告した。

　この報告を聞いた荀じゆん彧いくお姉さんが、

「総大将の饕餮が、泰山でなく、下邳に？　妙みようですね。下邳の移動召喚台はあくまでも封ほう神しん英えい傑けつシステムの『端たん末まつ』にすぎません。それに、『玉』である漢かん王朝の天子さまはこの泰山におわします。どう考えても、泰山こそ本命のはずですが──」

　と首を捻ひねる。

「この峻しゆん厳げんな泰山では、大軍を展開しづらい。平地に立っている下邳の攻こう略りやくに兵の六割を割いたことまでは理解できますが……」

　荀彧お姉さんも、俺が趙ちよう雲うんから入手した情報をすでに伝えられている。饕餮は青州黄巾賊百万をそのまま泰山から異世界へと送り込こみ、侵しん略りやくの尖せん兵ぺいにするつもりなのだ。外交交こう渉しようなどはない。問答無用で、飢うえた死兵を大量に転送し、異世界に「侵略拠きよ点てん」を設けさせるのだ。異世界は当然、大混乱する。そうなった場合、青州黄巾賊や亜人が出現するポイントは、例の「ゲート」だ。つまり、日本ならば横よこ浜はま、神こう戸べ、長なが崎さきなどにある中ちゆう華か街がい──本場・中国や台たい湾わんにもゲートはたくさんあるだろう。チャイナタウンを持つ他の国にも。たとえば、アメリカ本土に武装した青州黄巾賊と亜人の軍団が出現したら、どうなるか──考えただけで鳥とり肌はだが立つ。しかも、饕餮は青州黄巾賊百万を異世界に転移させた後、生かしておくつもりはない。二つの世界の人間同士を争わせ、人間たちが疲ひ弊へいしきったところに乗り込んで滅ほろぼすつもりだ。

　いずれにせよ、泰山の封神英傑システムを饕餮たち「亜人四凶」に絶対に奪うばわれてはならない。

「孟もう徳とくっ！　西の防護壁が突とつ破ぱされたぞっ！　これより曹そう操そう従姉妹いとこ四人衆は、白兵戦を陣じん頭とう指揮するっ！　みんな、怯ひるむなあああっ！　夏か侯こう惇とん元げん譲じよう見参っ！　固有スキル『隻せき眼がん不ふ臣しん』発動っ！　わが軍の将兵の士気と『気』を底上げするっ！　やはり孟徳の護衛役よりも将兵を束ねる大将軍役が適任だなっ私は！」

「夏か侯こう淵えん妙みよう才さいも最前線に参戦ですわっ！　ああっでも山さん岳がく戦せんでは、私のスキルは役に立ちませんの！　野戦に持ち込めませんことっ？」

　そりゃ無理だ夏侯淵。打って出るにも、泰山の出入り口となる道はすべて青州黄巾賊に包囲されている。脱だつ出しゆつできない。

「曹そう仁じんも、曹そう洪こうとともに参戦すっど～。おらも、籠ろう城じよう戦では固有スキル使えないだ～」

「この曹洪はいつでも曹操さまを泰山から逃がし、自ら曹操さまの影かげ武む者しやに化けて囮おとりとして散っていく覚かく悟ごだべさ！　他にうちにはできることがないべさ！　お駄だ賃ちんはおいくらだべさ？」

　あなたを囮にして逃げるなんてことはしないわ、曹洪！　と怜香が荀彧お姉さんの肩かたに担がれながら剣を振りあげる。

「みんな！　西の一点を突破されたわ！　青州黄巾賊がなだれ込んでくる……！　応戦よ！　中腹の召しよう喚かん台だいを奪われれば、真世界も異世界も滅びる！　二つの世界の命運がかかっているのよ！」

　朱しゆ槍やりを担いだ許きよ褚ちよが、荀彧お姉さんの隣となりに立ち、「ご主君の護衛はこの犬いぬ千ち代よにお任せ」と眠ねむそうに頷うなずいている。これは乱戦になるぞ……！

「兄さん。青州黄巾賊の兵卒はみな一いつ般ぱん人じん。真世界の民です。亜人以外の敵兵は峰みね打うちで鎮ちん圧あつしなければなりません。ですが、数が多すぎて……！　私の『一いつ喝かつ』で押し勝てる諸懐も、ほとんど見当たりません！」

「俺も張ちよう飛ひの身体で戦うことには慣れていないが、やるしかない！　雪ゆき乃の、那な波なみ！　俺から離はなれるな！　兄きよう妹だい三さん位み一いつ体たいとなって、召喚台を守り抜く！　『蛇じや矛ぼう』、召喚っ！　あと、豚ぶたまんまんは前線には出るな。地下へ潜り、天子ちゃんさまと許きよ劭しようのもとに隠かくれていろ！　青州黄巾賊も飢えている、捕つかまったら焼き豚にされるぞ！」

「ぶぶぶ、ぶっき～（汗あせ）」

「青州黄巾賊の兵士たちも、みんな瘦やせこけているよ。今年の飢き饉きんってよっぽどだったんだね、アニキ……とにかくっ！　劉りゆう備び玄げん徳とくとして戦うんだから！　『雌し雄ゆう一いつ対つい剣けん』召喚！」

　わが駄だ馬ば・的てき盧ろも、この山中では駆かけられんな。豚まんまんとともに、許劭が隠れている塹ざん壕ごうに待機させておこう。護ご衛えい役はシスマゲドン先生コンビな。もしも青州黄巾賊を敗走させられたら、その時は的盧の出番だが──で、できるだろうか？

「行くぞ、雪乃！　那波！　夏侯惇たちを死なせるなっ！」

「はいっ！」

「おおーっ！」

「怜香！　お前は荀彧お姉さんとともに、急いで封ほう神しん台だいエリアへ戻れ！　万一のことがあったら、躊ちゆう躇ちよせず召喚システムを停止させろ！　いいなっ！　たとえ俺たち全員が封神状態を解除されるとしても、『世界間戦争』の勃ぼつ発ぱつだけは絶対に阻そ止ししなければならない！」

「わかってる！　死なないでね、秀しゆう一いち！」

　封神台エリアは、いわば泰山の本丸。俺たちが乱戦を開始している麓は、二の丸といったところか。今となっては手て遅おくれだが──俺たちの手にはあまる話でも、許劭にシステムを改造させてでも世界間通信を可能とし、真世界と異世界との間で「国交」とも言うべき関係を樹立しておくべきだったのかもしれない。こんど師し匠しようが夢にアクセスしてきたら、提案してみよう。

　俺は、なぜ封神英傑たち「召喚者」が真世界を統一して亜人に勝つまでは異世界に帰き還かんできないのか、やっとわかった。それは孔こう明めいの本意ではなかった。今はまだ帰還するルートを解放できないのだ。解放すれば、絶滅派亜あ人じんが異世界へ侵しん攻こうしてくるのだから。これは異世界を守るための措そ置ちだったのだ。

　だから！　この戦いに勝つしかない……！

「アニキっ！　蛇矛の構え方が違ちがうってば！　横に薙なぐんじゃないのっ！　『気』を溜ためて、大上段から振ふり下ろすんだって！」

「那波こそ、雌雄一対剣の構え方がおかしいぞ!?　同時に繰り出すな、片方は『盾たて』として用いるんだ！　守りががら空きになるだろうが！　危ないぞっ！」

「むむむ。兄さんとななちゃんの距きよ離りがますます近く……わ、私は青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうの扱あつかいに慣れていますから……大技で周囲を吹き飛ばす際には、蛇矛とは逆に、下から振りあげます！　し、しかし、手加減しての峰打ち縛しばりには限界が……突とつ入にゆうしてくる黄巾兵がどんどん増え続けていますっ！　とても追いつきません！」

　雪乃の言う通りだった……！　一点を突破されれば、あとは脆もろい。至るところ、雲うん霞かの如ごとき敵兵……！　俺たち三人は背中を寄せ合いながら、四方から攻めかかってくる黄巾兵たちに死なない程度のダメージを与あたえつつ薙ぎ倒たおしていくが、これではキリがない！

　いくら武力に圧あつ倒とう的な差があっても──「戦争は数」なのだ。とりわけ、このような狭せまい山岳戦では！　武人の切り札とも言うべき騎き馬ば隊を用いることができない！　しかも「亜人四凶」は、黄巾兵を使い捨ての駒こまだとしか思っていない。地獄のような消しよう耗もう戦せんだ……！

「ギャー！　倒しても倒しても攻め寄よせてくるっ！　私から離れるなっ、夏侯淵っ！」

「わかっていますわよ夏侯惇っ！　きゃーっ、また新手がああっ？　あーれー！」

　夏侯惇たちも無限に湧わき続ける敵兵相手に消耗おびただしいらしいが、なにしろこれだけの人数が狭い山中で戦っているのだから、彼女たちの姿を目視で確認することもできない。

　うっ？　い、息が……あがってきた……！　やはり那波の身体で戦うことに慣れていないためか!?　「気」の消耗が、予想していたよりも早い……！　はあ、はあ、はあ。

　そして。

　来た……来やがった……！　「亜人四凶」の二体！

　意外な場所から──「上空」から舞い降おりてきたっ！　急降下だ！

「うけけけけ！　空を見ろっ！　鳥か？　コウモリか？　いやっ、窮奇さまだーっ！　防護壁なんて、空を飛べるあたいには関係ねえ！　人間ってのは不自由だなあ。どれほど武力があろうとも、あたいには傷一つつけられねーぜ！　あたいは北の果てまで遠えん征せいに出てきた曹操にブチ殺された烏う桓がん族の大将・蹋とう頓とんの『魄はく』らしーからよう。人さまのことカラス呼ばわりすっから、空飛ぶ亜人になっちまったじゃねーか！　自業自得だな！　蹋頓時代のことなんざ覚えてねーが、曹操と聞いただけでムカつくんだよ！　おっ死ね！」

　蹋頓は幽ゆう州しゆうで烏桓族を率いて公こう孫そん瓚さんと戦っているはずです、と雪乃。俺は「魄」と「人間」とは別物だ！　と勢いで話を流す。

　たしか「三国志」では、曹操が袁えん紹しようを天下分け目の決戦「官かん渡との戦い」で撃げき破はしたあと、袁紹の一族を北の果てまで追いかけ続けて、ついに袁一族を庇かばっていた烏桓族と戦って撃破した。だとすれば、漢の人々が異民族に「烏からす」と名付けたことが、空を飛ぶチート亜人・窮奇を生みだしたことになるのか!?

「いえ。烏桓は地名です、兄さん！　前漢の時代、全盛期を誇ほこった匈きよう奴どに追われた騎馬民族の一部が烏桓地方に移住したことから、そう呼ばれるように！　鮮せん卑ぴも同じです！」

　相変わらず雪乃は物知り三国志博士だな！　異民族の出自の詳しよう細さいまで知らんぞ、俺は！　「三国志演義」では異民族の出番はだいたいカットされているからな。孔明と戦う南なん蛮ばんだけは詳細に描えがかれていたが……木ぼく鹿ろく大だい王おうとか、あんなの実際にはいないよなあ……。

　さらに、見た目からは出自がわからない亜人が、窮奇の背中に屹きつ立りつしていた。

　紳しん士し然ぜんとした普ふ通つうの「人間男性」にしか見えない、身なりの正しいその亜人は──。

「わたくしは梼杌。亜人四凶のうち戦闘力は最弱ですが、武器として『言葉』を用います。どうやらわたくしは、かのいにしえの聖人にして『鬼き』を封ふうじる儒じゆ学がくシステムを構築した孔こう子しの二十代目の子孫、青州を治めていた正史英えい傑けつ・孔こう融ゆうの『魄』らしいですね。儒学を軽んじ、『唯ゆい才ざい』を唱えて家いえ柄がらや血筋を尊重した漢王朝の伝統を破は壊かいしようとした曹操にもの申して、首を刎はねられたようです。ええ。孔子直系の血筋は、曹操が絶やしたのです。さすがは帝てい位い簒さん奪だつを目もく論ろんでいた宦かん官がんの孫。よほど、高貴な血が憎にくかったのでしょうねえ。故に、わたくしは亜人となった今も、曹操と聞くと戦わずにはおられないのですよ──」

　那波が「いつのことっ？　曹操が孔融を処しよ刑けいしたなんて聞いてないよっ？」と言いだしたが、えーい気にするな那波！　「大異変」以前の「旧・真世界」での話だっ！　どうやら梼杌と窮奇は「北ほく斗と五ご丈じよう」についてはなにも知らないらしい。旧・真世界の記き憶おくがなく、すべては「知識」として亜人となってから得たものだからか。では、その「知識」はどこから手に入れた？　妙みようだな。

　だが、そんなことを考えている余よ裕ゆうはなかった！

　大空を舞まう窮奇の背中という「絶対安全圏けん」から繰くり出された梼杌の「攻こう撃げき」は、俺の想像を超こえていた──。

「三兄妹のうち、長兄である『劉備玄徳』の心を壊こわせば、あなた方は戦せん闘とう不能に陥おちいりましょう。人間には、武力攻撃よりも『精神』攻撃のほうが有効なのです。ふむ──なるほど。わたくしは、人間の『頭の中』をある程度透とう視しすることができます。これは面白い！　あなたはそもそも、劉備玄徳ではなく張飛だったのですね！　血が繫つながらない兄と妹とが、入れ替かわっているとは！　まさに喜劇！」

　ちょっ？　やめてええっ、なにすんのさあああっ!?　と那波が頭を押さえて悲鳴をあげていた。精神に侵しん入にゆうされているっ？　劉備のスキル「写しや心しん眼がん」のような力か？　い、いや、もっと邪じや悪あくでおぞましいものだ、これは！

「ははは。なるほど！　あなたの本来の姿は、邢けい道どう栄えい──『大異変』によって消し飛ばされた本来の正史には存在しない、劉備一家に倒されるためだけに造り上げられた虚きよ構こうの英傑──！　ただ殺されるために生みだされた憐あわれで非力な存在、いえ、『非存在』だったとは！　不思議だ！　どうやってあなたのような役立たずの屑くずが、張飛に成り仰おおせたのです？」

「ちっ、違ちがうっ！　あたしはもともと張飛で……邢道栄になっちゃったのは、召喚されたばかりだった趙雲の不安定なスキルが暴走した結果で……」

「『真の仲間』趙雲のせいにするとは、よくありませんねえ。ヒロイン失格ですよ。つまり、あなたは屑なのです。はじめから要いらない子です、ニセ劉備玄徳。いえ、邢道栄さん。ははあ。呂りよ布ふに裏切られて徐じよ州しゆうを失しつ陥かんしたのも、『道どう栄えい即そく斬ざん』などという厄やつ介かいな死にスキルを持っていたあなたのせいですね？　なんという手の掛かかる穀ごく潰つぶしだ。兄と姉にとって、負担にしかなってない。そのあげく、自ら劉備に成り仰せるとは」

「あ……あ、う、ううっ……!?　ち、違う……あたし……あたしは……」

「こいつの言葉に反応するな、那波いいいいっ！　これは言葉による攻撃だっ、受け流せ、耳を塞ふさげ！」

「そうです、ななちゃん！　ななちゃんを混乱させようだなんて、許しませんよっ！」

　雪乃が青龍偃月刀を天へと投とう擲てきするが、窮奇には当たらない！　刀は弧こを描いて、雪乃の足下に舞い戻もどってきてしまった！　窮奇は、空では自由自在なのだ！

「邢道栄さん。あなたは、要らない子です。誰だれにも生まれてくることを望まれていなかった。なぜなら、あなたは誰の役にも立てない無能な子供だから──しかし、そこの『三国志』かぶれの『元劉備玄徳』が、あなたを兄として護まもるなどと誓ちかいを立てたばかりに、あなたは兄に寄生することで『生きる場所』を見み出いだしたのです。ああ、ですが哀かなしいことに、兄に寄生するためには、あなたはいつまでも役立たずでなければなりません。自立してしまえば、寄生させてもらえなくなりますからねえ。故に、真世界では邢道栄という最弱にして最悪の英傑にわざわざ封神され、二十四時間兄に保護してもらわねば生きられない寄生虫にまで身を落としたのです。手て錠じようで兄に繫がれた時、ほんとうにあなたは嬉うれしかったのですねえ。ずっと、兄に寄生していられると──今もまた、兄の身体からだを返すつもりなどありません。ずっとこのまま、兄と身体を交こう換かんしていたい、ずっと兄と繫がっていたいと──悪い妹だ、あなたは。どれほど、兄にとって自分がお荷物となっているか。あなたの兄は、あなたのために死ぬことになるでしょうね。それすら、あなたの願い通りだ。兄があなたのために死んでくれれば、兄の愛情は永遠にあなたのものだ──」

　黙だまれっ！　黙れえええっ！　那波！　聞くんじゃない！　俺と雪乃とで、那波の耳を塞ぐ！　だが、ダメだ！　塞いでもなお、那波の耳に梼杌の「声」が入り込こんでくる！

「違う、違う、違う……！　やめてええええええっ！　ごめんなさい……ごめんなさい……！　やだ、やだ……！　アニキ……見捨て……ないで……！　ひぐっ……」

「違うぞ、那波！　こいつが覗のぞけるのは断片的な記憶だけだ、ほんとうのことじゃない！　お前を傷つけるために、最悪の物語を捏ねつ造ぞうしているだけだっ！　お前が『要らない子』のはずがない……！　俺は、那波、お前がいてくれたからこそ……あの亜人ではなく、俺の言葉を信じてくれ、那波！」

　ダメだ。俺の言葉は那波の耳に、心に入らない。那波は耳を塞いだまましゃがみ込んで、泣き止やまない。くそっ……どう説得すればいい？　「北斗五丈」について明かせないだなんて！　だが、たとえ明かせたとしても、俺が那波のために孔明に魂たましいを売ったという事実を知れば、今の那波にとってはそれも「ダメージ」になってしまうのか!?

「兄さん！　ななちゃんのステータスウィンドウが開きません！　ななちゃんの精神が、梼杌の言葉に蝕むしばまれています！　これはただの言葉ではありません！　明らかに『攻撃』です！　一種の音波攻撃だと思われます！　梼杌の攻撃有効範はん囲い、つまり『声』が聞こえるエリアから離り脱だつしなければ、状態異常を解除できません！」

　ダメだ！　那波の心が砕くだけてしまう！

　俺たちが撤てつ退たいすれば、前線が崩ほう壊かいする……夏侯惇たちが危機に……しかし……！

「行けっ、劉備！　いや張飛っ！　あたしたちだけでもしばらく持ちこたえられるっ！　『妹はすべてに優先する』のだろう、孟徳だって同じだ！　迷うなっ！　私がもういちど『隻眼不臣』を用いて自軍の将兵の士気をかさ上げすれば、まだ粘ねばれるっ！　行けーっ！」

　夏侯惇！　すまない……！

「雪乃、撤退だ！　これ以上前線に留とどまっていれば、那波が精神崩壊する！　召しよう喚かん台だいエリアまで撤退するっ！　窮奇を沈ちん黙もくさせるには、梼杌を撃破する方法を考えねば……！」

「はいっ！　背負って行きます、ななちゃんを！」

　しかし──。

　しかし、しかし、しかし。

　俺たちの撤退すら許さない事態が、この時、起きた。

「なんだってえええっ？　空間に裂さけ目がっ!?」

　目の前に──唐とう突とつに空間の裂け目が発生して、そして。

　絶対にこんな化け物に人間が勝てるはずがない、と一見しただけで「本能」が悟さとってしまう、巨きよ体たいが──！　巨人が──！

　な、なんだああああっ？

　こいつは……こいつは、まさかあああっ!?




「私が『亜あ人じん四し凶きよう』の長、饕餮だ。梼杌の『言葉』如ごときで、戦線を離脱しようとは。惰だ弱じやくな。そして、無様な。劉備玄徳。関かん羽う雲うん長ちよう。張飛益えき徳とく。貴様らはしょせん『偽にせ者もの』にすぎなかった！　貴様らには、弱肉強食の真世界に生きる資格がない──！」




　グオオオオオオオオオオオオッ！




　饕餮の、咆ほう吼こう。

　その「音」の衝しよう撃げきを喰くらっただけで、周囲で戦っていた敵も味方も、一いつ瞬しゆん、聴ちよう覚かくを失ってよろめいていた。「音波攻撃」でも、梼杌とは違ちがう！　饕餮はその「咆吼」が持つ物理的な破壊力をもって、敵味方構わず、三半規管に大ダメージを……！

　不意を打たれたっ……！　やっ……ヤバいっ……た、体勢を整えねばっ……ダメだっ！　饕餮の拳こぶしが、俺めがけて振ふり下ろされる……！　殺されるっ！　俺も、那波も、雪乃もっ！　封神英傑の肉体をもってすればおそらく、再び身体の自由を取り戻せるまで、わずか数秒！　だがその数秒が、この怪かい物ぶつ相手では致ち命めい的てきな「隙すき」……！　「北斗五丈」は使えないっ！　す、ステータスウィンドウを開いて、「招しよう魂こん」コマンドを押すしかない……！

　俺たちの背後でもこの時、夏侯惇や夏侯淵たちが、「那波ちゃんが危ない！　窮奇を討ち取るには『招魂』しかない！」と自らのステータスウィンドウを開いていた。心臓及および肉体に莫ばく大だいな負荷がかかる危険な「禁断のコマンド」を、躊ちゆう躇ちよなく那波のために用いようとしていた。しかしその夏侯惇たちの身体も、三半規管をやられて固まっていた──。

　あ。あああああ……？　ゆ、指先の感覚を失っているうちに……俺のステータスウィンドウが消しよう滅めつしていくっ？　「招魂」コマンドを「押す」前にっ！　消えてしまったっ！　夏侯惇たちも悲鳴をあげている、同じ事態に陥ったらしい！　「咆吼」の衝撃による、一時的な機能停止だ！

　と、饕餮……こいつは……ほんものの、怪物だ……！　「生物」のレベルを超えている……！




　　　　※




「前線に饕餮が出現！　秀一たちも夏侯惇たちも、至近距きよ離りから音波攻撃を浴びて動けないっ！　防衛戦は敗北だわ！　封ほう神しん台だいを奪うばわれる！　荀彧！　虎こ痴ち！　召喚台を破は壊かいしてっ！　封神英傑システムを停止させる以外に、もう、異世界への『道』を塞ぐ方法はない……！」

　泰山中腹の召喚台エリアから全軍の総指揮を続けていた曹操は、この時、三半規管を麻ま痺ひ状態に陥らせてはいなかった。「距離」の問題であった。「亜人四凶」が参戦していた前線では、どのような事態が発生するかわからない。故に、曹操は秀一に言われた通り、召喚台エリアに戻って戦せん況きようを俯ふ瞰かんしていた。そして、その選せん択たくは不幸にも「正解」だったのだ。

「壊せば、誰ももう帰れなくなります、曹操さま。封神状態も解除されてしまいます。すなわち、異世界人全員がただの人間となり、亜人に殺されます。もっとも、封神英傑であってもあの饕餮に勝ち目はありませんが」

「……荀彧……異世界まで滅ほろぼすわけには、いかないもの……ごめんね。ほんものの曹操ならば、青州黄巾賊に勝てるはずだったのに。『亜人四凶』の力は想定外だったわ……」

「……曹操さま……あなたの罪では……あのような規格外の存在は、『三国志』にはなかったのです。ですが、絶ぜつ滅めつ派亜人の存在は以前より知られていたこと。軍師として、私が至りませんでした」

「……犬千代が『招魂』する。正史英えい傑けつ・許褚の『魂』を降ろして、亜人四凶を倒たおす……」

「ダメよ虎痴！　あなたはまだ、許褚の能力に馴な染じんでいないでしょう？　それに、『宝パオ貝ペエ』が必要だわ！　あの饕餮という『闘気』の固まりのような怪物を倒すためには！　たとえ招魂しても、普ふ通つうの得物じゃダメージが通らないっ！」

　宝貝。それも、そう……と許褚は即そく座ざに納得した。戦い慣れている、と曹操は思った。

「それじゃ虎痴。あなたまで巻き込んでごめんね。召喚台を──」

「……承った」

　だが。

　その許褚の「召喚台破壊」を阻そ止しする者が、いた。

「壊こわさせるかあああっ！　うけけけけけけ！　召喚台、もーらいっ！　急降下っ！　振り落とされんなよ、梼杌ううう！　曹操の精神をブチ壊してやれええ！　あいつ、ニセ劉備よりも心が豆とう腐ふだぜええええ！」

「了りよう解かいです、窮奇。おやおや。これはまた、惨みじめな過去だ。幼い頃ころに両親を事故で失い、現実と妄もう想そうの区別がつかなくなった憐れな少女ですか──いくら、ママ、と泣いてもママは戻ってきません。どれほど妄想の駄だ文ぶんを書き連ねても、あなたの現実は変わることはありません。どれほどの読者の心を動かしても、あなたは救われません。あなたは、永遠に、孤こ独どく。妄想と現実の落差が大きくなればなるほど、惨めになるだけ。読み物など……物語など……しょせんは、実体なき幻まぼろし。現実に帰る時が来たのですよ──『逃のがれられぬ死』という現実に。あなたがずっと望んでいたものです。ですが、死んでも、あなたがあなたのご両親と再会することはありません。われらは、あなたを逃にがしませんよ。あなたの無念は強きよう烈れつな怨おん念ねんとなり、素晴らしい亜人を生みだすでしょう。『魄』におなりなさい、ともに人間を滅ぼしましょう。あなたを救わなかった人間の世界を。曹操孟徳」

　荀彧も、許褚も、梼杌の「言葉」がそのまま「武器」になることまでは、まだ把は握あくできていなかった。曹操は、震ふるえながら嘔おう吐とした。立っていられなくなり、うずくまった──。

「そ、曹操さまっ!?　これはっ？」

「……この攻こう撃げきは……卑ひ劣れつな……うぬは、もののふにあらず……！」

「ああ。呼吸すらできませんか。すぐに死にそうですね、ははは。わが『言葉』を受けて即そく死しに至る人間も珍めずらしい」

「おーし！　召喚台に着陸ううううっ！　おいこらニセ許褚、勝負だーっ！　あたしは地上でも超ちよう超超強いっ！　封神英傑如ごときじゃ、あたしは倒せないぜえ？」

「……わかっている……『招魂』……！」

　しかし、許褚が開いた自らのステータスウィンドウに「招魂」コマンドはなかった。正確に言えば、アイコンが灰色化して、選択不可能となっていた。

　なぜならば──！




　　　　※




「雪乃っ!?　雪乃おおおおっ!?　お前……」

「……兄さん。ななちゃんをお願いします。私は饕餮が咆吼をあげる前に、すでに──『招魂』コマンドを押していました。饕餮が出現したその瞬しゆん間かんに、決断していました。他に、饕餮に勝つすべはない、と。一瞬の差でしたが、間に合いました──！」

「俺の役目だ、それはあああっ！　お前は、心臓が……」

「短時間ならば、問題ありません！　兄さんは張飛として戦うスタイルに不慣れです！　一瞬反応が遅おくれて『招魂』コマンドを押し損じたのも、ななちゃんの身体からだに慣れていないためです。ですが、私ならば──関羽雲長として、関公の全力を引き出せますっ！　三体の『亜人四凶』すべてを、打ち倒します！」

「やめろおおおっ！　死んじまうぞおおおっ！」

「いいえ！　やめません！　兄さんとななちゃんのために。曹操師し匠しようたちのために。二つの世界の人々のために。そして、私自身のために！　私は、関羽雲長として最後まで戦います！　私も、ななちゃんも、自分の力で戦えます！　自分の意志で、運命に抗あらがえます！　こんどは！　私が、兄さんを護まもります！」




　沢さわ渡たり雪乃、「招魂」。

　正史英傑・関羽雲長の「魂こん」を、太極より自らの体内に憑ひよう依い。融ゆう合ごう。

　三半規管が受けたダメージも、瞬しゆん時じに回復する。

　そして。

　ありえないレベルの「闘気」を宝貝に込こめて、投とう擲てきしていた。




「──お、おおおおお……！　青龍偃月刀──！　唸うなれっ……唸れ……！」




　はるか彼方かなたの、召喚台めがけて。

　その一いち撃げきは。




「ギャーッ!?　なんだあああ、こりゃあああ？　ははは反則だぜえええええ……そ、空に飛んで逃げ……ま、間に合わ……ごふっ……!?」

「ば……馬ば鹿かな……饕餮さまを前に、恐きよう怖ふで居すくまなかったのですか、あの娘こはっ？　し、しまった……かの関公に封神されたほどの者を……甘あまく……見た……ぐふっ……！」




　窮奇と梼杌の身体を、続けざまに貫つらぬいていた。

「亜人四凶」二体、瞬しゆん殺さつ……！

　なおも「再生」しようとあがく窮奇と梼杌の「心臓」を、許褚が「……固有スキル、『虎こ痴ち東とう風ふう』！」と朱しゆ槍やりで貫いて消し飛ばす。しかし亜人は「魄」である。肉体の消滅は、死ではない。再び「魄」となって大地に還かえる。許褚は「……手て応ごたえがない。北の大地に、逃がした」と呟つぶやくと、「……使って」と青龍偃月刀を雪乃めがけて投げ返していた。




　那波の身体を背負いながら、水みず城き秀一は。

　何度も何度も、「やめろ。やめてくれ、雪乃」と叫さけんでいた。

　無理だ。

　無理だ。無理だ無理だ無理だ！

　饕餮は、違ちがうんだああっ！　こいつは他の亜人とは違うっ！

　見ればわかるっ……！

　強さの、桁けたが違う……こいつは……俺たちとは、レベルが違う……！

　勝てないっ！　たとえ、招魂したとしても、正史英傑・関羽の「魂」を降ろしたとしても、それでも雪乃は絶対に勝てないっ……！　それなのに、俺は雪乃に一歩も近づけない！

　ゆ、雪乃!?　お前、自らの「闘気」を張り巡めぐらせて、俺と那波を死地から、一いつ騎き打うちのフィールドから排はい除じよしたのかっ？　やめろっ！　お前の、心臓は……病気が完治したとはいえ、もともと弱いんだ！　こんな無茶な真似まねをしたら、長くは保もたない！




「ほう。私が咆ほう吼こうするよりも早く『招魂』を終えていたか、関羽雲長よ。よかろう。貴様にだけは、私と一騎打ちする資格があるらしい。封神英傑と人間が異世界に生き残るか、それともわれら亜人が生き残るか。この一戦で決めようではないか──勝負だ」

「私だけではありません。ななちゃんにも、兄さんにも、その資格はありました！　身体が入れ替かわっていたために、反応が遅れただけです。訂てい正せいしていただきたい──！」




　沢渡雪乃は青龍偃月刀を下段に構えながら──亜人四凶最強の饕餮と、相対した。

　ふむ。さすがに奉ほう先せんとは違ちがう。関羽には「董とう卓たくの魄」に怯ひるむ要素はないからな、そして私を前にしながらいっさい躊ちゆう躇ちよせず瞬時に関羽の「魂」を降ろした貴様は恐おそろしく強い精神力の持ち主だ、貴様は何度も何度も「生」と「死」の狭はざ間まを潜くぐり抜ぬけてかつ生き延びてきたらしい、と饕餮が笑みを浮うかべる。

「だが、哀かなしいかな、心臓が弱い。『招しよう魂こん』状態の負荷に耐たえられまい。私が持久戦術を取れば、すぐに死ぬ」

「取らせませんっ！　うおおおおおおおっ！」

「よかろう。貴様の、兄きよう妹だいに対するその想おもいに免めんじて、正面からの一騎打ちに応じてやろう。真世界の終しゆう焉えんに相応ふさわしい最期を与あたえてやる。来るがいい、関羽雲長──！　だが！　私に一ひと太た刀ち浴びせるというのならば！　わが咆吼を突とつ破ぱせねばならぬぞ！」

　饕餮は、再びあの「咆吼」を発した。

　沢渡雪乃の「耳」を破壊するために。

　だが、下段の構えから雪乃が青龍偃月刀を振ふりあげると、その「音波」は断ち切られる。超ちよう速そくで跳はね上げられた青龍偃月刀自身が発する轟ごう音おんが、「咆吼」を相殺したのだ。

　むろん──饕餮にはわかっている。仮にも関羽雲長に封神された者に対して、「二度」の奇き襲しゆうは通じない、と。

　青龍偃月刀を跳ね上げさせることそのものが、饕餮の「誘さそい」であり、必勝の一手だった。

　亜あ人じん四し凶きようのうちの最強を誇ほこる饕餮をもってしても、関羽雲長との「速戦」はそれほどの「危機」であったのだ。

　だが。

　哀しいことに。

　沢渡雪乃には、時間がなかった。この「咆吼」を青龍偃月刀で断ち切れば、その瞬間に饕餮が「死の間合い」に滑すべり込んでくることを知っていながら、これは罠わなだと予測できていながら、青龍偃月刀を跳ね上げずにはいられなかった──。

　饕餮を「死の間合い」に引き込むために。

　一撃で、決着をつけるために。

「よくぞ迷いなくわが咆吼を断ち切った！　だが！　その宝貝を振り下ろせるか、関羽よ！　わが渾こん身しんの拳こぶしを急所に受ける前に……！」

「やります！　やるしか……！　うああああああっ！」

　兄さん。

　ななちゃん。

　必ず、護ります。

　そのために私は、畏おそれ多くも関公の「力」を得て、この世界に──！

　ずっと、私は護られてきました。こんどは──私が──兄さんたちを、護ります！

　どうか保ってください！　私の、心臓──！

　沢渡雪乃が、電光石火の勢いで青龍偃月刀を振り下ろす。

　饕餮が、突とつ進しんする。

　水城秀一は、そして梼杌消しよう滅めつとともに意識を回復した水城那波と早さ乙おと女め怜香は、祈いのった。あの「武神」正史英えい傑けつ・関羽雲長ならば、文字通り「返す刀」で間合いに踏ふみ込んだ饕餮の拳を断ち切れる！　どうか、沢渡雪乃に、関公の「力」を──加護を──！

　しかし。

　饕餮の用いた「渾身の一撃」は、ストレートでもアッパーでもなく。

　想定外の、打撃技だった。




　ドンッ！




「「「なにいいいいいっ？　……まさか……『寸すん勁けい』……!?」」」




　誰だれもが想像もできなかった「高速移動」。饕餮の巨きよ体たいは、沢渡雪乃にほぼ密着していた。本来ならば、相手に有効な打撃が入らない至近距きよ離りに。青龍偃月刀は、「本来ならばそこにいるはずの饕餮の身体」めがけて振り下ろされていた。空を、切った──！

「私の勝ちだったな、娘むすめよ。敢あえて密着して貴様の間合いを外し、寸勁を叩たたき込こんだ。貴様の心臓へと──私が、力任せに豪ごう腕わんを振りあげると思ったか？　関羽雲長に対して、そのような無む謀ぼうな賭かけなどせぬ。一騎打ちとは、駆かけ引き。『初見殺しの切り札』をいかに土ど壇たん場ばまで隠かくし通すかが、勝敗を決める──惜おしかったぞ、娘よ。持久戦であれば、貴様は、その優ゆう秀しゆうな頭脳をもって私の切り札をことごとく解かい析せきし、私を斬きれていたものを」

「あ……う……うっ……げほっ……！　こほっ……」

　沢渡雪乃の視界が、暗くなっていく。

　心臓の鼓こ動どうの音が、弱まっていく。

　まだ死んでいないのは、関羽雲長に封ほう神しんされているおかげだった。本来ならば、饕餮の寸勁が直ちよく撃げきした瞬間に、心臓が爆はぜていた。封神英傑の肉体は、膨ぼう大だいな「気」によって強化されている──それでも。

　饕餮渾身の一撃は、元来脆ぜい弱じやくだった沢渡雪乃の心臓を停止させるのに、十分すぎる「ダメージ」だった。

「……ごめんな、さい……兄さん……ななちゃん……私……」

　私、ほんものの関公には、なれませんでした。

　桃とう園えん結けつ義ぎ……守れなくて……。

　沢渡雪乃は、その手から青龍偃月刀を落とすと、前のめりに崩くずれ落ちていった。




　　　　※




「うわああああああああああああああっ!?　雪乃っ……雪乃おおおおおおっ！」

「闘気」の「壁かべ」が、俺の前進を阻はばんでいる。雪乃のもとに、辿たどり着けない……！

　雪乃はもう、倒たおれているのに？　なぜ、「闘気」の「壁」が崩れないっ？　なぜ、なおも俺の侵しん入にゆうを阻むっ？　雪乃……！　お前……もう、意識もなく、心臓も止まっているのに……最後の生命力を振り絞しぼって、俺たちを饕餮から護まもろうと……！

「あっ……アニキっ……！　ゆきのんが、ゆきのんが……！　そんな……噓うそだあああっ！　こんなの、いやだよ……！　ゆきのん……！」

　十分前の世界へと戻もどることはできない。

　俺は今、那波の身体からだに入っている。俺に使えるスキルは、張飛のスキルだけだ。今の俺には、「北斗五丈」を発動させることができない……！

　なんてことだ。

　なんてことだ。

　孔明。どこに行ってしまったんだ。彭ほう侯こうの身体に憑ひよう依いして、俺を導いてくれよ。どうすればいい。どうすれば。

「那波……！　張飛益徳の『魂こん』を『招魂』して、俺が饕餮を殺すっ……！　雪乃の命は、まだ完全に消えてはいないっ！　封神英傑の生命力は、伊達だてじゃない！　今ならば、まだ間に合うっ……！」

「待って！　待って、アニキ！　『招魂』するなら、あたしがっ！」

「いやっ！　劉備よりも張飛のほうが戦せん闘とう力りよくが高い！　そして俺には、宝貝・蛇矛があるっ！　『招魂』すれば、あの『闘気』の壁だって、蛇矛で破は壊かいできるっ！」

　だが。

　復活した俺のステータスウィンドウに「招魂」コマンドは表示されない！　いや、表示はされているが、灰色になったままだ！　選せん択たくできない！　そ、そうか、雪乃がまだかろうじて生きているから……！　雪乃はなおも、関羽雲長との「招魂」状態にいるのだ！　と、いうことは……！

「ニセ張飛よ。この娘の息の根が止まれば、『魂』が肉体から抜ければ、貴様は張飛の『魂』を降ろすことができる。どうする。この場でこの娘の頭を踏み潰つぶして、貴様を相手にしてやってもいい──どのみち、娘はわが寸勁の直撃を受けた。心臓は、停止した。もう、助からん」

　饕餮が、大地に突つっ伏ぷして倒れている雪乃の後頭部に、足をかける。

　雪乃。雪乃。頼たのむ。息を吹ふき返してくれ！

「祈っても無む駄だだ。感じるか、絶望を。私を憎にくめ。憎むがいい。それこそが、人間よ──人間が永遠に戦い続ける理由よ──その、情というものがな。劉備玄徳。張飛益徳。関羽雲長。貴様らのその情こそが、真世界に無限循じゆん環かんの悪夢を呼び込こんだのだ。私は、『亜人四凶』は、貴様らの情を霧む散さんさせ永久に断ち切るために地上に這はい出てきた。私は、『反人間』なのだよ。ニセ張飛よ、貴様ならわかるな？　私の言葉の意味が」

　こいつ……！　ちっ……ちくしょおおおおおおおおっ……！

「破壊してやりたいが、亜人の私が貴様の謎なぞを知っても、因果律は破壊できん。だが、物理的に貴様らを殺し尽つくせば、そこで輪りん廻ねは終わる。関羽雲長に封神されたこの娘むすめ、どれほど関羽に憧あこがれてきたのかは知らんが、しょせんは弱者よ。弱肉強食の真世界に生まれていれば、子供のうちに死んでいた『生まれ損ない』にすぎん。真世界に生きる資格など、なかったのだ。このような小娘が関羽雲長になりきろうなど、笑止。私を倒す体力など、この者にははじめからなかった。こやつが関羽に封神されていた時点で、うぬらは詰つんでいたのだ」

「やめてえええええっ！　ゆきのんの頭を踏み潰さないでっ……！　お願い……！」

　那波……。

「自じ刃じんせよ、ニセ劉備玄徳よ！　自己犠ぎ牲せいの精神とやらを見せてみろ！　桃園結義の誓ちかいを守れ！　三人ともに、今ここで死ね。死んでみせよ！　人間特有の薄うすっぺらい自己満足のうちに死んでいけ……！　私は、大だい嫌きらいなのだよ！　生存競争がすべての世界に、貴様ら『文』に汚お染せんされた人間は仁だの義だの俠きようだの情だの愛だのといった不必要な感情を次々と持ち込み、単純素そ朴ぼくな真世界をドロドロに搔かき乱す……！　その結果が、この混乱した世界だ！　『力』こそがすべて、強者のみが生き残り、弱者には生きる資格がない！　それが世界の真理だ！　私がかつて『魂』と一体化していた時から──私は、今と同じ信念を抱いだいていた気がする。おそらくは、生命に対して苛か烈れつな北の大地で真理に目覚めたのだ──そうとも。中ちゆう原げんという生ぬるい肥ひ沃よくなゆりかごが、貴様ら人間を堕だ落らくさせたのだ！　故に私は中原を、人間を、ことごとく焼き尽くす……！」

「あう、う、うううっ……アニキ……どうしよう……アニキ……自刃するから。だから。ゆきのんを、ゆきのんを助けて……」

「待て、那波！　三人一いつ緒しよに死ね、とこいつは言っているんだ！　お前が自刃しても、雪乃は救えない！」

「だって……だって……！　うあああああっ……！」

　饕餮……！

　てめえ……てめえ。よくも。よくも。よくもおおおおおおっ！

　殺してやる。殺してやる。殺して……！

　しかし、饕餮はなおも冷血なまでに「計算尽ずく」だったのだ。

　気がつけば、俺と那波は夏侯惇たちから分断され、無数の青州黄巾賊に包囲されていた。しかも、兵士たちの主力は、雪乃が戦っていた時には姿を見せなかった諸懐たちだ。中原に移住して人間と共存しようと目もく論ろみ、最初に黄巾賊を組織した連中だった。そうか。諸懐たちは「女神」の加護を持つ雪乃には敵かなわないから、今まで前線に投入せず隠していやがったのか！

　饕餮、こいつ……俺と那波を討ち取るために……俺たちの意識を自分に引きつけていやがった……！　「死んでみせろ」という挑ちよう発はつの言葉すらも……罠……！

　俺は間ま違ちがっていた！　「亜あ人じん」という種族名の響ひびきから、勝手に、亜人は人間よりも体力はあるが知力では劣おとる、と勝手に思い込んでいた！　諸懐にはたしかに、そういう面があった！　だが、違った！　饕餮は……俺なんかよりも……はるかに知性が高い……！

　勝てない……！　武力でも！　知力勝負でも！　こいつは、真世界の生物界においてまさしく「最強」なのだ……！

　真世界の頂点に立つ者だ……！

「闘気」の壁の向こうから、饕餮は、告げた。

「『招しよう魂こん』すれば、諸懐どもを打ち払はらえるぞ、ニセ張飛よ。選べ。私がこの娘の頭を踏み潰して破は裂れつさせるか、それとも貴様らが諸懐軍団に八つ裂ざきにされるか、二に択たくだ。いずれにせよ、もう、この娘は助からん。『魂』が離り脱だつするまで、貴様らの時間単位で言えば、あと数分か。さあ、どうする。張飛。お前に、選ばせてやる」

　雪乃を殺せ、だなんて選せん択たく肢しを選べるかあああああっ！　だが！　もはや、このままでは……那波まで……ちくしょう……ちくしょう……！

　俺は……結局、初代劉備玄徳と孔明の力を借りなければ……妹を護れないのか……！

　俺自身は……結局……雪乃との約束も、那波との約束も、護れない「弱者」なのか……！

「……アニキ……！　ゆきのんを助けよう！　まだ時間はあるよ！　二人で、最後まで……！　背中を、預け合って……！　『桃園結義』の約束を果たそう！　たとえ、その結果が敗北であっても……生きている限り。心臓が動いている限り。あたしたちはまだ、ゆきのんのために戦えるよ！　戦わなくちゃ！　それが『光の兄貴道』じゃんっ！」

　那波。

「そうだな──俺は、戦う！　たとえわずかでも、雪乃を救うチャンスが残されているのならば……１％でもその可能性があるのならば……唸うなれ……蛇矛っ！　諸懐たちを吹き飛ばせ……！」

「雌し雄ゆう一いつ対つい剣けん、再さい召しよう喚かんっ！　亜人ども、かかってこいっ！」

　遠くから、怜香の悲鳴が聞こえる。「やめてえええええ！　雪乃ちゃんたちを殺さないでええええ！」と怜香が泣いている。お前、豆とう腐ふメンタルをやられて「召喚台を明け渡わたします」なんて言うなよ？　お前は、乱世の奸かん雄ゆう・曹操孟徳だ。青州黄巾賊戦に勝利できる可能性を持つ、唯ゆい一いつの英えい傑けつだ。俺たちは、どうやら、ここで……後は頼むぞ、怜香……！

　俺は──殺さつ到とうしてくる諸懐たちめがけて、蛇矛を上段から振ふり降ろしていた。

　那波は、慣れない「二刀流」に苦心しながらも、俺の背中を必死に守る。

　多勢に無勢。夏侯惇たちも、無限に湧わいてくる青州黄巾賊兵との激げき闘とうを続けていて、諸懐に包囲された俺と那波の救きゆう援えんに向かう余よ裕ゆうなどない。

　こうしている間にも、雪乃は──雪乃の残された命は──！

　諸懐は、強い。薙なぎ払っても薙ぎ払っても、次の諸懐が襲おそいかかってくる。饕餮に殺されるくらいならば、俺たちと戦ったほうが、まだ「生き残る可能性」があるからだ。

　ああ。もう、息ができない。全身の「気」が、萎しおれていく。

　すまない。那波の身体からだに、傷がついちまった。無傷で返さないといけないのに。

　那波。生きているか。無事か。

　お互たがいにもう、言葉を発する暇ひまもなかった。終わりなき戦いだった。無言で、斬きり続ける。全身に、一いち撃げき、また一撃と亜人からの打撃を受ける。ダメだ。人間の兵士とは武力も固さも違いすぎる。この不利を覆くつがえすには、「招魂」を用いるしかない。しかし「招魂」コマンドが選択可能になった時。それは「雪乃の死」を意味する──！

「……う、う……ごめん……アニキ……ゆき、のん……」

　那波っ!?

　俺の背中にもたれかかってきた那波の身体から、不意に、力が抜ぬけていく。

　そうか、劉備は張飛よりも武力が低い！　しかも那波は劉備の能力に不慣れだ！　その分、俺よりも早く那波の体力に限界が……！

「うおおおおおおおおっ!?　と、饕餮っ……てめえだけは……！」

　失神した那波を片かた腕うでに抱かかえながら、俺は蛇矛を振り続けた。もう、蛇矛に宿る「気」のストックも尽きた。「亜人戦」がどれほど過か酷こくなものか、俺ははじめて知った。今の俺たちの戦力では、饕餮率いる軍団には絶対に勝てないという残ざん酷こくな現実を。身をもって、理解した。乱れた中原を統一して、周辺の異民族たちとも大同盟を結成し、全人類が一丸となって戦わねば、とても無理だ。この泰山防衛戦は、はじめから無む謀ぼうだった。だが、なぜだ。なぜ饕餮は急激に南下し、青州黄巾賊を乗っ取れた？　早すぎる……万ばん里りの長ちよう城じようの彼方かなたから、どうやって青州に急行した……？　あの「空間を切り裂さく」技を用いたのか？

（……下邳は。趙雲たちは無事なのか。俺が思うに、袁えん術じゆつから独立した今、「天の時」と「地の利」の条件は揃そろっている。後は「人」を得れば、孫そん策さくがそろそろ「小しよう覇は王おう」として覚かく醒せいする、はずだ、が……）

　もう。

　立っていられない。

　雪乃のもとに、辿たどり着けない。

　あのクリスマスの夜と、同じだ。

　足が、動かない。追いつけない。雪乃が、行ってしまう……！

　俺は……なにも……成長できて、いない……！　足りていない……！

　最後は、せめて。那波を庇かばいながら。




　ごめんな……雪乃……俺は……強い兄には、なれな……かった……な……。




　その時──泰山の山頂から、妖よう精せいのように清らかな、少女の声が──。




「劉りゆう皇こう叔しゆく。曹操孟徳。張飛益徳。そして関羽雲長。朕ちんと真世界のために、よく戦ってくれた。真世界の人間を代表して、礼を──そして、どうか、彼らに、真世界に、救いを……」




　天子ちゃんさまの、声……郭かく嘉かと程てい昱いくのスキルを用いて、出てきてしまったのか……饕餮に殺されるとわかって、天子ちゃんさまは……ああ。この泰山は、あらゆる神々への信しん仰こうの場。中原を代表する霊れい山ざんなのだったな……。




「朕は至らねども、この泰山において漢の天子として『封ふう禅ぜん』の儀ぎ式しきを行い、天と地をともに祀まつる。かつて武ぶ帝ていが、そして光こう武ぶ帝ていが行ったように。どうか、この世界を、そしてあの三さん兄きよう妹だいをお護まもりください──『関かん聖せい帝てい君くん』」




　泰山にも──関かん帝てい廟びようが──あった──関公の無念を偲しのび、その怨おん念ねんを鎮しずめ、神として崇あがめた民衆が築きあげた関帝廟が、「消し飛ばされた」時間軸じくの中で人々が築いていった関帝廟が、この真世界には「残っている」。奇き跡せきのように。

　そして。

　この時。

　戦場で戦っていたすべての将兵たちが、その動きを止めていた。

　雪乃の張り巡めぐらせた「闘気」のフィールド内に。

　饕餮に匹ひつ敵てきする「巨きよ人じん」が、顕けん現げんしたからだった。

　饕餮の正面に、突とつ如じよとして出現したからだった。

　あの黒く長い髭ひげ。

　あの赤ら顔。
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　肉体は、人間離ばなれした「巨人」となっていても。

　俺には、一目でわかった。

　その「巨人」の真名は──人間だった時代の、名前は──。




「泰山でなければ、『肉体』を持って顕現することはできなかった。わが名は関聖帝君。かつては関羽、字を雲長と名乗っていた者だ──沢渡雪乃が『魂こん』を降ろし、天子の封禅が仮初めの『肉体』を与あたえた。この健けな気げな娘むすめが生きている間だけは──私は、娘の『生命力』を代だい償しように、地上に顕現できるらしい」




　饕餮が、「そのような者が現れるはずがない！」と叫さけんでいた。

　はじめて、饕餮が狼ろう狽ばいする。

「正史英傑・関羽雲長だとっ？　ありえない！　貴様はすでに『大異変』において消え去った者！　たとえ『魂』を太極から降ろされていようとも、失った肉体を得られるはずがない！　この娘の『気』を用いているとしても、実体化できるはずがない！　そのような奇跡は、人間の範はん疇ちゆうを超こえている……！」

「娘より足を放せ、饕餮よ。『封神英傑・関羽雲長』に対して、非礼は許さぬ」

　凄すさまじい眼光。そして、煮にえたぎるように紅潮した顔面。激げき怒どしている。

　饕餮ほどの怪かい物ぶつが、恐きよう怖ふを感じた。雪乃の頭から足を外して、後退する。

　雪乃が落とした青龍偃月刀が、巨人・「正史英傑」関羽雲長の手て許もとに、吸い寄せられていく。

「関羽よ！　すでに人間としての生を終えた貴様の『魄はく』は、北の大地に怨念とともに埋うもれているはずだ！　私がそうであったように！　たとえ貴様が蘇よみがえるとしても、それは『反人間』、すなわち鬼き、亜人としてだ！　『魂こん』と融ゆう合ごうできるはずがない！　そのようなことは、いかなる者にも不可能だ……！　そもそも！　貴様は『桃園結義』の誓ちかいを守れずに孫そん呉ごに裏切られて斬ざん首しゆされ、劉備玄徳と諸しよ葛かつ孔明の『天下三分の計』を失敗に終わらせた敗北者ではないかあああっ！　巨きよ大だいな怨念をもって死するや否や鬼と化し、貴様を討った呉ごの呂りよ蒙もうを呪じゆ殺さつした！　そして、貴様を諸しよ侯こうの礼をもって弔とむらった曹操をも！　貴様の『魄』こそ、董卓すら及およばぬ『鬼』そのものではないか……！」

「そうだ、饕餮。私の『魄』は、わが意志を離はなれ、死後『鬼』となって荒あらぶった。武人として恥はずべきことである。呂蒙にも曹公にも、申し訳のないことをした。『魄』はただ、呪のろうことしかできない。故に、兄者をも、益徳をも、孔明をも護れなかった……だが、饕餮よ。私はかつて人間だったが、今の私はそうではない。私はこの世界のみならず、異世界においても千八百年の長きにわたり、私の死を惜おしんでくれた名もなき無数の民衆たちから『関聖帝君』としてその義を崇められ、その無念を調ちよう伏ふくされ、多くの関帝廟に祀られ続けてきた。その結果──人を呪うことしかできなかったわが『魄』の怨念は真っ白に浄じよう化かされ、鎮ちん魂こんされ、鬼は神となった。呪うものから、『護るもの』へと。誰だれでもない、戦乱に苦しむ人々の祈いのりが、私を『神』に引き上げたのだ。わが『魄』は、彼らによって大地から天上へと引き上げられたのだ」

　饕餮が、「馬ば鹿かな」と叫んでいた。

「戯たわ言ごとを……異世界で辿った漢民族の歴史は、知っておるわ……！　うぬが救い損ねた漢王朝は、滅めつ亡ぼうする！　中原に異民族が流入し、五ご胡こ十じゆう六ろつ国こくの大乱世がはじまる！　以後も同じだ！　この国は、いや、人間は、同じ悲劇を繰くり返す！　永遠の平和など来ぬ！　一時的に統一されようとも、必ず乱れる！　次々と王朝が生まれては滅ほろびて行く！　いつの世も、民は塗と炭たんの苦しみを味わう！　人間が存在する限り、同じ悲劇がいつまでも繰り返される！　異世界の中原に建てられた関帝廟も、その多くが破は壊かいされたはず！」

「たしかにそうだ、饕餮よ。だが、破壊されなかった関帝廟もあった。この大陸から船に乗って海の彼方かなたへと繰り出していった人々が、異国に建てた関帝廟が──この娘は、倭わ人じんである。漢人ではない。だが、この娘の故郷の倭わに、いや、日本に、街を築いた華か僑きようが建てた関帝廟が──地じ震しんによって破壊されても、戦乱によって焼き尽つくされても、そのたびに復興され続けた関帝廟が、あった。『三国志』の物語は、関帝信しん仰こうとともに、漢という国の外へと飛び出し、海の彼方にも息づいていたのだ。故に、私はかくして神として今もなおある。沢渡雪乃が、私を神として信じてくれた故に。私に、祈りを捧ささげてくれた故に」

「……ふざけるなっ……！　私は異世界の歴史を知らされている！　倭人はいずれこの中原に侵しん攻こうしてくるのだぞ……！　異民族やわれら亜あ人じんと変わらぬ……！　中原の、中ちゆう華かの『武神』たるうぬが、なぜ倭人の娘などの祈りを……」

「中原も倭も異民族もない。この娘は、名もなき『民』である。はるか千八百年の昔、遠い異国で繰り広げられた『三国志』の物語に涙なみだしてくれた、民である。故に私は──かつてこの娘と契けい約やくを結んだ。死すべき定めだったこの娘の心臓に『気』を吹ふき込こみ、寿じゆ命みようを延長した。娘の願いはただひとつ。死よりも過酷な運命が待っていようとも、再び兄のもとに戻もどりたい、それだけだった。それはかつて人間だった時代に、この私が願い続けていた祈りと、同じもの──」

「……『波長が合った』から救えた、とでも……抜かすのか……!?」

「異世界風に言えば、そうなろう。兄者が、二代目玄徳に志を託たくしたのと、同じに。ただ妹を護りたいというその願いが、荊けい州しゆうの麦ばく城じように追い詰つめられた私を救いたいという兄者の祈りと同じであった故に」

　関公は──正史英えい傑けつ・関羽雲長は。

　雪乃の身体からだを、そっと抱だき上げていた。

「孔明よ。軍師どのよ。『漢を護る』という兄者の志を、『世界を護る』という途と方ほうもない大おお法ぼ螺らへと昇しよう華かさせたか。二つの世界をことごとく救うというのか。あくまでもそなたは人間を信じたか。国を閉ざすどころか、二つの世界を繫つなげたか。無限の輪りん廻ねを経て、『あらゆる人間は等しく人間である』という結論に到とう達たつしたか。なんという大おお風呂ぶろ敷しき。なんという清すが々すがしさ。そして、なんという明快さ。この関羽雲長、はじめて迷いなく全力で己の『武』を発揮できる時を得た」

　ああ。

　強い。

　この武神は、とてつもなく強い。

　腕わん力りよくとか筋力とか技術とか、そういうことではなく。

　絶対に揺ゆるがぬ「意志」を、武神は胸に抱いている。それはおそらく、関羽雲長一人の「意志」ではなく。

　関公を関帝廟に祀り、「三国志」の物語に涙し、祈りを捧げてきた全世界の人々の、億おく兆ちようの民の「意志」だ。

「急ぐぞ、益徳。いや、二代目玄徳よ。娘の心臓はこれ以上保もたぬ。私が顕現していられる時間はあとわずか──一いち撃げきで、決着をつける」

　雪乃が……!?　し、しかし、雪乃を片かた腕うでに抱いている状態で？　饕餮を相手に、一撃で決着って、それは──!?

「私は亜人だ、関羽よ！　『魄』は、決して滅びぬ！　うぬが神になろうとも、暴ぼう虐ぎやくを尽くした董卓が神になる日は決して来ない！　故に、私は倒たおせぬ！　歴史の時間を進めねばならぬ、今の真世界は堂どう々どう巡めぐりの迷宮にすぎぬ……！　人間の苦く悩のうは、絶ぜつ滅めつによってのみ最終解決する！　千八百年間、民がうぬを神として祀り祈り続けてきたという事実こそ、人間の不幸が永遠に終わらぬことの証あかしではないか！　情などは迷めい妄もうだと、神格化されてなお理解せぬか！　輪廻から解げ脱だつせよ、関羽雲長！」

「ふはっ。浮ふ屠とのようなことを言う、饕餮。だが、その言葉、佞ねい言げん也なり──！　釈しや迦かは、人間の絶滅などを法として説いてはおらぬぞ！　真世界は、終わらない悪夢にあらず！　『三国志』の物語を愛し続けた者たちが、異世界より召しよう喚かんされし封神英傑たちが──二代目玄徳が、関羽雲長が、益徳が、曹操が、真世界の民とともに『運命』を乗り越こえていく新たな夢であり道程である！　二つの世界の人間は、『三国志』という物語を絆きずなとして、共存できる……！」

「世迷よまい言を……貴様を護国の武神として祀った唐とうも！　宋そうも！　明みんも、清しんも！　すべて滅亡したではないかああっ！　すでに死人となったうぬには、なにも護れぬ！　私とともに人間を絶滅させぬというのならば──潔く消え去れ、関羽の亡ぼう霊れいめがあああああっ！」

「否！　私が護るものは『王朝』にあらず、万国の民である。『人間』である──！　去れい、饕餮！　董卓の『魄』よ！　北の大地に還かえるがよい！」

　咆ほう吼こうしながら繰り出される饕餮の拳こぶしと、正史英傑・関羽雲長が片腕で振ふりあげる青龍偃月刀。

　その二つが、激げき突とつする。

　勝負は、その一撃で決した。

　圧あつ倒とう的だった。

　あの最強にして無敵を誇ほこっていた饕餮の拳が、粉こな微み塵じんに砕くだけ散り。

「うお……おおおおおおおっ!?　かっ……関羽っ……貴様……！　おおおおおおお……！」

　拳を砕かれた饕餮の全身が。

　砂のように、崩ほう壊かいしていった。

「……関羽よ……！　私は……また戻ってくるっ……『亜人四凶』は、決して浄化されぬ！　その娘の命を贄にえとして顕けん現げんせねばならない貴様は、もう二度と出てこられまい……！　この戦い……最後には、私が勝つ……！」
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「いや、そなたは勝てぬ。この私が再び顕現せずとも。次は二代目玄徳たちが、人間が勝つ」

　饕餮が。

　消えた。

　正史英傑・関羽雲長が放ったただ一ひと太た刀ちで、あの最強の亜人が、敗れ去って消滅したのだった。

「んほおおおお～!?　大将がやられたんほー？」

「かっ……関羽さまっ？　男の関羽さまとはっ!?　関羽さまが男女二人いたっ？」

「お、お、おおおおお……なんと、雄お々おしく、神々しい……！　なぜだ、涙が止まらぬ……！」

　俺と那波を包囲していた諸懐たちは、いっせいに武具を捨てて、地上に顕現した武神に。「正史英傑・関羽雲長」に。関かん聖せい帝てい君くんに、ひれ伏ふしていた──。

　むろん、飢き餓がから逃のがれるために青州黄巾賊に加わって泰山を攻せめていた、青州の民たちも。

　怜香をはじめとする、曹操軍の将兵たちも。

　そして、泰山の山頂へと登って封ふう禅ぜんの儀ぎ式しきを成し遂とげた天子ちゃんさまも。

　誰もが、滅び行く真世界の大地に降臨した「武神」の勇姿を、ただ凝ぎよう視ししていた。

　泰山の戦いは、終わった──。




「二代目玄徳よ。二度と私を顕現させてはならぬ。この娘むすめの心臓にさらなる負荷がかかる──私は、神として鬼を祓はらった。だが、人間とは戦えぬ。これより先は、そなたたち『人間の戦い』だ。堂々と蒼そう天てんの下を駆かけよ。真世界に『人間の歴史』を刻め、劉備玄徳──！」




　正史英傑・関羽雲長が、そっと、雪乃の身体を地上に横たえていた。「闘気」の「壁かべ」はすでに消えている。俺は回復した那波とともに、雪乃のもとへまっしぐらに駆けた。

　武神の姿が、ゆっくりと消えはじめる。

「よき夢の続きであった。軍師どのに会ったら伝えてくれ。軍師どのが荊州に留とどまっておれば、私の晩年の醜しゆう態たいはなかったであろう。だが、二代目関羽雲長ならば必ずや成し遂げられる、と。真世界での労苦、痛み入る。軍師どの、兄者、そして万民に成り代わって、礼を申しあげる。新しき『未来』を、どうか──」

「ま、待って……！　雪乃ちゃんは、雪乃ちゃんは助かるのっ？　止まってしまった心臓を、もういちど動かせるの……？　お願い……雪乃ちゃんを蘇らせて、関公……！　神さまなら、できるでしょう!?　私の心臓と交こう換かんしても、構わない……！」

　召喚台エリアから山道を駆け下りてきた怜香のちっちゃな姿を見つけた武神は、「あの威い厳げんのない娘が二代目曹操どのか。初代よりも小さい。フフッ」と微び笑しようを浮うかべながら、怜香に一言。

「そなた、私たち『三国志』の英傑を次々と女体化しまくっておるようだが、どうにもむずがゆい。戯たわむれも、たいがいにしておくのだぞ」

「ひいいいっ？　ごごごごごめんなさいいいっ！　ででででも！　日本文学においては、男女入れ替かわりは『とりかへばや物語』以来の伝統、ハーレムは『源氏物語』以来の伝統、そして『三国志』の女体化は滝たき沢ざわ馬ば琴きん以来の伝統だからああっ！　わわわ私の発明じゃないからあああ！　それに私は、日本の戦国武将も片かたっ端ぱしから女体化しているからっ！　日本の偉い人じん女体化文化は！　世界万国が対象！　そこに区別も差別も他意もないのっ！　すべては『愛』故なのおおお！　だから、許してください関公さまあああ！」

　怜香は、おしっこ漏もらしそうな泣き顔でへたり込んでしまった。

「ふはっ。冗じよう談だんだ。二代目玄徳よ──今のそなたは、益徳だが──兄きよう妹だい二人で、その娘の丹たん田でんへとそなたたちの『気』を口移しで送り込め。幸いにも、ここは泰山である。そして娘の心臓には、わが加護がある。八年前のあの手術の時以来。だから、まだ蘇そ生せいできる。沢渡雪乃の、二代目関羽雲長の心臓を、こんどはそなたたちが動かすのだ」

　八年前。手術の時。関公が……雪乃に……加護を……？　そんなことが。どうして？

　雪乃は、関公に──関聖帝君に、救われていたのか？

「ふはっ。横浜の関かん帝てい廟びようにともに参ってくれたではないか。そなたは妹の手術の成功と病の治ち癒ゆを祈いのって毎夜、関帝廟にお百度参りをしたではないか。妹と別べつ離りしてからの八年もの間も、一日も欠かさず、願を掛かけ続けたではないか。さらばだ、玄徳よ。負けるでないぞ、『運命』に──」

　……

　……

　……




　　　　※




　私は、また、夢の中に落ちている。いったい何度、同じ夢を見ただろう。

　幼い頃ころの記き憶おく。体調が良かった休日。兄さんに連れられて、中ちゆう華か街がいの関帝廟に参拝に行った思い出。

「うう……爆ばく竹ちくが凄すごい……耳が……」

「雪乃。今日は、関帝誕なんだよ。関帝こと『三国志』の関羽の誕生日なんだ。お線せん香こうを香こう炉ろに供えて、本ほん殿でんの関羽フィギュア、じゃなかった関帝像を参拝したあと、金紙を金炉で燃やすんだ」

　兄さんは、ずいぶんと関帝廟のお参り方法に詳くわしいみたい。もしかしたら、何度も……。

「……『三国志』の武将の関羽が……神さまとして祀まつられているの……？　主人公の劉備や孔明でなくて、どうして関羽なの、兄さん？」

「え、ええと。どうしてだろう。よくわからない。中華街には必ず関帝廟があるらしい。きっと本国では『三国志』随ずい一いちの人気者なんじゃないかな？　だから神さまになったんだよ」

「……願い事、叶かなうかな……？」

「うん。さんざん三国志ゲームをやり尽つくしてきたんだから、きっと関帝にも雪乃の願いは伝わるよ。だから──」

　だから生きろ雪乃。生きてくれ。兄さんは照れ屋だから最後まで言ってくれないけれど、私には伝わる。双ふた子ごの兄さんだから。それとも。それとも──。

　ああ。

「死」が、迫せまってくる。夢の世界が、ぼんやりと暗くなっていく。

　あの手術室でも、同じ夢を……。

　私は、もういちど、関羽さまに祈った。私は、何度でも、祈る。同じ願いを。

　もしも、ひとつだけ願いが叶うならば。もしも、この残ざん酷こくな世界に神さまがいるのならば。

　やっぱり私は、生きたい。生きて。兄さんに、もういちど……。




（娘よ。お前の祈りは、届いた。たとえ死よりも辛つらい苦難が待っているとしても、過か酷こくな「運命」が待っているとしても、それでもお前は兄のもとに帰りたいと願うのか）




　ああ。そうだった。どうして、記憶から消えていたのだろう。私はあの手術室で、肉体から魂たましいが分ぶん離りしはじめていたその時に、「関公」の影かげに出会ったのだった。




「はい。何度この身を炎ほのおで焦こがされても構いません。兄さんと一いつ緒しよに生きたい、兄さんのために尽くしたいです、それが私のたったひとつの願いです」




　八年前と、同じ願い。命ある限り、永遠に変わらない願い。




（八年間、兄と会うことなく、孤こ独どくに耐たえられるか。誓ちかえるか。八年という時間を失ってなお、兄への思し慕ぼが、情が、変わらぬのならば、そなたと兄とを再会させて進ぜよう──かつて私は、そなたとそう約束したな。よくぞ、耐えた。そなたを、いまいちど兄のもとに戻もどそう。そなたにはこれより、関羽雲長が辿たどった悲劇的な「運命」が襲おそいかかる。私と同じ結末を、迎むかえるでないぞ──八年の孤独を耐え抜ぬいたそなたにならば、できる──生きよ。沢渡雪乃として。そして、真世界の関羽雲長として。私は、いつもそなたを見守っている）




　……

　……

　……

　光が……。

　ああ。眩まぶしい。

　私は……戻って、きた……。

　心臓の鼓こ動どうが、聞こえる。

　私は、生きている。

　兄さんと、ななちゃんのもとに。

　二人の身体からだは、入れ替わっているけれど。

　二人が、私をこの地上の世界に留とどめてくれたことが、わかる。

　私の「丹田」の中で、兄さんとななちゃんの「気」が、熱く燃えている。

「……雪乃……雪乃。お帰り。俺は……やっと……お前を、迎えに来ることが、できた……八年の間、待たせてごめんな……」

　兄さん。

「ゆきのん！　よかった……ゆきのんが、目を覚ましてくれた……！　うああああん！」

　ななちゃん。

「ぐすっ。ぐすぐすっ。よかったあああ……雪乃ちゃん……関公が……あの関公が、雪乃ちゃんを護まもってくれたのよ！　あなたを、真世界の関羽雲長だと、関公が認めてくれたのよ！　あなたは名実ともに、真世界に降臨した『女神』よ！　青州黄巾賊の兵士たちはみな、あなたに、関公に、帰き依えしたわ！　泰山は、救われたわ……！」

　曹操師し匠しよう。

「これから私は、残された青州黄巾賊首脳陣じんとの交こう渉しように入ります。骨が折れる重大な外交ですが、必ず成功させます。曹操さまだけではアレでしたが、こちらには真世界の『女神』関羽雲長がおりますから」

　荀彧さん。

「……関羽雲長。朕ちんからも、感謝の言葉を──この日この泰山で、みなとともに見た夢を、朕は、生しよう涯がい、忘れぬ」

　天子さま。

「「「「「「うわあああああああん！　兄妹愛の勝利だああああ！」」」」」」

　夏侯惇さんたち。そして、シスマゲドン先生コンビ。

「……お腹なかすいた」

　許褚さん。たしか真名は、前まえ田だ犬千代……もしかして、戦国武将の前田利とし家いえさん……？　日本最古のそろばんの使い手の？　それで……そろばんを触しよく媒ばいとして召しよう喚かんガチャを回した時に、封ほう神しんされて……？

「見て、秀一！　那波ちゃん！　雪乃ちゃん！　日が落ちて、オーロラが舞まい降おりてきたわ！　すっごーい！　真世界の夜景って、ほんとうに美しい……！　大地が冷えはじめているということの証しよう拠こだから、単純に喜んでもいられないけれど。でも、美しいわ！」

[image: ]

「……はい。師し匠しよう。でも、下邳は。徐州の皆みなさんはどうなったのでしょうか」

「この泰山で、饕餮たち『亜あ人じん四し凶きよう』のうち三体を、雪乃と関公が倒たおした。下邳に残るは一体だけだ。『亜人四凶』さえ倒せば、青州黄巾賊の民たちと孫そん堅けんたちは必ず和解できる！　俺の予感が正しければ、趙雲たちは必ず残された『亜人四凶』に勝つ。下邳には『三国志』を代表する勇将たちが！　趙雲！　孫堅！　周しゆう瑜ゆ！　呂布ことヒルデガルド！　そして、『小しよう覇は王おう』孫策がいるではないか！　心配するな雪乃、この兄の直感に間ま違ちがいはなーい！」

　そうですね、兄さん。

　雪乃は──兄さんを、そして兄さんの友たちを、信じています。




【下邳】




　下邳城内に、青州黄巾賊の大軍が続々と突とつ入にゆうしてくる中。

　政庁の一室では、孫そん権けんと二張（張ちよう昭しよう・張ちよう紘こう）が「亜人四凶」の一体・混沌の重力攻こう撃げきを受けて床ゆかに這はいつくばっていた。正史英えい傑けつにも、封神英傑にも、このような能力はない。絶ぜつ滅めつ派亜人のうち最強をうたわれる「亜人四凶」の混沌のみが持つ、「人間の世界観を度外視した能力」だった。

「う、動けない！　い、移動召喚台を破は壊かいできない……うう……お姉ちゃん……！」

「おお……これはたいへんなことやと思うよ」

「うおおおおおっ！　まだ孫堅さまは城外から戻られぬかーっ!?　つ、詰つんでしまう……指揮官、城内の守備兵を束ねる指揮官が必要ですぞ～っ！」

　混沌は「いやはや。封神英傑の肉体は硬かたい。なかなか粘ねばるのう。召喚台を先に壊こわすほうが、貴様らを圧死させるよりも早そうじゃな」と笑う。もっとも、口がないので、全身から「笑い声」が全方向へと響ひびいてくるのだが──。

　徐州牧の呂布も、孫ファミリーの長姉・孫堅も、参さん謀ぼうの周瑜も、そして劉備一家のリーダー代行者趙雲も、騎き馬ば隊を率いて城外で青州黄巾賊六十万の大軍を相手に戦っている。彼女たちが戦場で相まみえている相手は、まさしく、「人の津つ波なみ」である。下邳城への再入城は困難だった。城内も、次々と突入してくる黄巾賊兵士に圧あつ倒とうされて混乱している。陶とう謙けん（太た一いち）たちは「関かん張ちよう飯はん店てん」に籠ろう城じようして包囲攻撃を受けている。他の英傑たちも同様だった。みな、各個撃げき破はされつつある。

　政庁への救きゆう援えんは望めない！

　万事休すかと思われていた、下邳城内の廏うまやにおいて。




「ブルルッ……ああっ？　『早く人間になりたい！』という私の祈いのりがついに？　やっと戻ったっ！　諸葛瑾きん子し瑜ゆ、ただいま驢ろ馬ばから人間の娘むすめとして復活っ！　復活しましたよっ！　孔明ちゃん、ここはお姉ちゃんに任せなさいっ！」




　小こ柄がらで戦せん闘とうには適さないということで廏に繫つながれていた例の「諸葛子瑜之驢馬」が。

　呪のろいの泉の効果を消しよう滅めつさせて、人間の少女の身体を取り戻したのだった。

「もともと、比ひ較かく的てき弱い呪いだったみたい。それに、薄うすくとも私にも孔明ちゃんと同じあやかしの、人外の血が流れているから……普ふ通つうの人間よりも、呪いへの耐たい性せいが強かったのね！　防衛戦の指揮なら、お姉ちゃんに任せてっ！　私には武勇はないけれど、亀かめの如ごとき守りの戦いくさをやらせれば天下一品なんだからっ！」

　諸葛家の一族は、人間ではあるが、亜人、あるいは妖よう怪かいとも言うべきあやかしの種族の血をも引いている。諸葛瑾は呪いの泉で「驢馬に変化する菌きん」に冒おかされたが、人間離ばなれした自己治ち癒ゆ能力を発揮して自力でこの菌を体内から死し滅めつさせたのだった。

　その廏に、甲かつ冑ちゆうに針はり鼠ねずみの如く矢の束を受けて全身傷だらけになっていた魯ろ粛しゆくが飛び込こんできた。魯粛は魯家の子分たちとともに城内で奮戦していたが多勢に無勢、ついに撃破されて単身で廏に飛び込んできたのだった。

「こんなところで志半ばに倒れてなるかあっ！　じゃが、敵が多すぎて戦にならん！　ともかく亜人じゃ、亜人が政庁に侵しん入にゆうしたんじゃ！　あの亜人をしごうしたる～っ！　一人一殺じゃ～っ！　だが、この身体では……潔く切腹か？　切腹するかっ？」

「魯家の狂きよう児じ」と呼ばれてきた苛か烈れつな魯粛は、思わず辞世の句を口走っていた。とはいえ、魯粛には歌など詠よめないから、幕末の長ちよう州しゆう藩はんの志士・吉よし田だ松しよう陰いんの歌を本歌取りしたものである。




　──かくすれば　かくなるものと知りながら　やむにやまれぬ　カープ魂だましい（魯粛）




　いや、これは辞世の句じゃないけぇ。ちゃんと辞世の句を詠んでおこう、と魯粛。




　──身はたとひ　下邳の野辺に朽くちぬとも　留め置かまし　カープ魂（魯粛）




　これまで、広島市民のために男気を、「俠きよう」の精神を見せてくれたカープ戦士たち──樽たる募ぼ金きんに応じて市民球団カープに来てくれた小こ鶴づる──メジャーリーグの高額オファーを蹴けってカープに戻ってきてくれた黒くろ田だ──そして「辛つらいです。カープが好きだから」という言葉通りに甲子園から帰き還かんしてくれた新あら井いさん──異世界と真世界。プロ野球界と三国志世界。フィールドは異なれども、自分も最後まで「俠」としての道を貫つらぬくのみ！

　自分は正史英傑・魯粛が果たせなかった夢、真世界統一という「志」を引き継ついだんじゃ！　いわば、自分は栄光の魯粛の背番号６４９を受うけ継いだ二代目魯粛！　わが異世界での真名は、芦あし屋や依い乃の里り。好きな三国志勢力は、孫呉。ゲームでは孫呉のカラーは「赤」じゃけぇの。カープの赤じゃけえ！　広島の片かた隅すみで時じ代だい遅おくれとなり、廃はい業ぎよう同然となっていた任にん俠きよう一家の娘が、ヤ●ザな家に生まれたばかりにもはや居場所すら失っていた自分が、真世界で「三国志」の歴史に携たずさわれた。「魯粛」として、天下統一のために奔ほん走そうする役目を与あたえられた。「助すけっ人と英傑」として。ならば、「魯粛」に与えられた使命を遂とげるべく、最後の最後までお役目をやりきるけえ！

「これで死ぬ準備は終わった！　じゃが、政庁には鯉こい党とうの同志が！　そう、孫権のお嬢じようがおるけえ！　勝手に切腹しては公こう瑾きんたちに顔向けできんっ！　勝ち目はなくとも、かくなる上は驢馬で政庁に突入して亜人と刺さし違ちがえたるけぇの！」

「ろ、魯粛！　いいところに！」

「って、誰だれじゃあ、お前は～っ？　驢馬はっ？　驢馬はどこへやった？　食ってしもうたんか～っ？」

「その驢馬は私よ！　泰山の呪いの泉に落ちて、驢馬になっていたの！　私の名は諸葛瑾！　正史英傑よ！　諸しよ葛かつ亮りよう孔明の実の姉！　防衛戦の指揮が得意なの、私に守備兵の指揮権を委ねて！　このままじゃ各個撃破されちゃう！　私があなたとともに、全軍を指揮して守りを固めれば、まだ下邳城は耐たえられる！」

「な、なんじゃとっ？　では……驢馬の顔にくっついとった『諸葛子瑜之驢馬』という張り紙は……あれは……」

「驢馬になっちゃう直前に、私が自分でしたためて顔に貼はっておいたのっ！」

「知ち恵え者しやじゃな！　さすがは孔明の姉じゃ！　わかったっ！　しかし政庁はどうするっ？」

「太たい史し慈じが孫策を特訓している！　私たちが時間を稼かせげば、きっと孫策が覚かく醒せいしてくれる！　孫堅をも凌りよう駕がする圧倒的な武を誇ほこる『小覇王』孫策がレベルマすれば──『丹たん田でん』を開けば──！」

「そうじゃったな！　では行くぞ、諸葛子瑜之驢馬！　敗残の兵士たちを集めて、再び守りを固めるんじゃ～っ！」

「だから、驢馬じゃないから！　でも、下邳の誰も私の顔を知らない……兵士たちが言うことを聞いてくれなかったら……どうしよう？」

「この魯粛に任せえ！　強引に説得して、押し切っちゃる！」

　魯粛が諸葛瑾の手を引いて廏を飛び出し、激げき闘とう中の市街地に再び舞い戻もどる。

「おどれら、諦あきらめるなああ！　樽募金の成果が出たんじゃ～っ！　諸葛亮孔明の姉あね御ごを助っ人として招しよう聘へいできたんじゃ、真世界生はえ抜ぬきの『正史英傑』諸葛瑾が孫堅軍に緊きん急きゆう参戦じゃ～っ！　彼女こそ『三国志』でも名高い防衛戦の天才！　まことの救世主じゃっ！　バンザーイ！　バンザーイ！」

　魯粛の「押し」の強さは異常。説得スキル「魯ろ家か狂きよう児じ」も、正史英傑から受け継いだものか、もともと彼女自身が持っている説得力なのか、判然としない。

　苦戦して戦意を喪そう失しつしつつあった守備兵たちの目に、再び闘とう志しの炎ほのおが宿った。魯粛の激げき励れいとともに。

　せせせ正史英傑ううううっ!?

　ああああの伝説の孔明の姉っ？

　姉ということはもしや、孔明よりも戦いくさに強いのではっ？

　まさに「バースの再来」獲かく得とくに匹ひつ敵てきする快挙っ！

　諸葛瑾、速い！　殺人驢馬走法に虎とら将しよう仰ぎよう天てん！

　虎将も合格点！　諸葛瑾、防衛戦イケるやん！

　ドドドドドッ虎・諸葛瑾、走る凶きよう器きや！

「孔明以上の大物」という魯粛の強引な触ふれ込こみに、「正史英傑」と聞いただけで「同郷の英傑が味方に……」と魂たましいが震ふるえる真世界出身の兵士も、そして「バースの再来、大物助っ人入団」と聞いただけでもう優勝したと錯さつ覚かくしてしまう孫ファミリーの猛もう虎こ軍団たちも、煽あおりに煽られた。

　魯粛は人情の機き微びを知っている。真世界人が同郷の「正史英傑」に焦こがれていることも。そして、虎党の「助っ人が来たらバースの再来だと思い込んで浮うかれてしまう病」とも言うべき習性も。故に、諸葛瑾を「孔明を凌しのぐ天才将軍」と大々的に宣伝しながら城内を駆かけ回って、分断されていた守備兵の指揮系統を彼女のもとに統合してしまったのである。

　正史英傑の諸葛瑾にはパラメーターがないが、実は武力換かん算さんで推定30から50くらい、その戦闘能力はメンチレベルだということは幸いにも誰にもわからないのである。もっとも、統率力──指揮能力は優れて高い。防衛戦の指揮に長たけていることは、事実だった。瞬しゆん時じに「死守すべきポイント」を見定め、的確に兵力を配置し、手て堅がたく防衛線を再構築していく。そうでなければ、さすがに魯粛のハッタリだけで壊かい滅めつ寸前だった戦せん況きようを立て直すことは不可能だったろう。




　そして──。

　魯粛が大声で怒ど鳴なりながら奔走し、諸葛瑾のもとに守備兵が続々と集結して形勢を五分五分にまで立て直していく間に。

　ついに、広場で太史慈と「一いつ騎き打うち」の修行を続けていた孫策が、レベルマに到とう達たつした──途と中ちゆうからは広間に乱入してきた黄巾賊兵士との実戦に突とつ入にゆうしていたが、太史慈との一騎打ち訓練によって大おお幅はばに経験値を積み上げた状態で「実戦」を戦ったことが、孫策の武力を一足飛びに強化していたのだ。

「孫策！　わらしちゃん！　私との修行はこれで完成よ！　魯粛たちが驚きよう異い的な粘りで踏ふみとどまってくれている。市街地での防衛戦は私たちに任せなさい！　でも、時間はもう残されてない！　孫堅たちが城外で六十万の黄巾賊兵を足止めしている間に──」

「政庁に突入した亜あ人じんを倒たおすんだね、ボクが！　それで戦局は一変する！　わかったよ、師し匠しよう！　仲ちゆう謀ぼうがピンチなんだ、必ず亜人をやっつけるっ！」

「やりなさい！　真世界の命運はあなたの剣けんにかかってるわ、孫策伯はく符ふ！　ほんものの英えい雄ゆうになるのよ！　次の私の出演映画のクランクインまでに統一しなさいよね！」

「はいっ！　行ってきますっ！」

　孫策は、奔はしった。

　単たん騎き、政庁へと乗り込んでいく──。

　次々と襲しゆう撃げきしてくる諸懐たちをその長剣で薙なぎ払はらいながら。

「孫策の固有スキル『少しよう女じよ覇は王おう』発動！　ボクは一定時間、無敵状態になる！　臍へその下の『丹田』が開いたのがわかる、今までは三秒しか保もたなかった無敵状態が、三十秒、ううん、三分は保つ……！　月見……月見、待っていて！」

　とんでもなく強いのが出てきたんほー！　と、政庁の占せん領りように取りかかっていた諸懐たちが慌あわてて潰かい走そうしていく。

　孫策は、小柄ながら全身が闘とう争そう心しんの固まりである。今、孫策の脳裏に浮かぶ光景は、記き憶おくは、感情は──「集金」至上主義に走って任俠とは言えなくなってしまったヤ●ザの組織から抜けると決め、「家族の居場所」を求めて戦い、凶きよう弾だんに倒れて死んでいった父。残された一家を率いてなおも妹たちのために父の志を継けい承しようし、ついにカタギに戻ってみせた姉の舞まい子こ。そして、シチリア人の血をひいていたために一家の中でももっとも周囲から異い端たん視しされてきた妹の月つき見み。

（お姉ちゃん。私って、日本人でも中国人でもイタリア人でもないのかなあ。神戸は好きだけれど。どこに行けば、私は受け入れられるのかなあ……私の故郷って、どこなんだろう？　もしかして、この世界のどこにも、ないのかな……）

　どこにも行かなくてもいい、月見。

　姉さんも……ボクも……マリーも……いるだろう……！

　ボクたちのいるところが、お前の故郷だ、帰るべき場所だ、月見。

　おやっさんたちも……みんな、優しい月見のことが大好きだ……！　お前を虎党に入れたがるのも、好きだから……！

　必ず、この真世界でお前は受け入れられる！　受け入れさせてみせる！　信じてもらう！　ボクたちが、真世界人と同じ「人間」だということを……！

　亜人から、真世界を護まもり抜くことで！

　ボクたちは、英雄になる。

　この、真世界で。

　たとえボクが道半ばで倒れたとしても、月見、お前の居場所を──。

「どけどけどけどけえええっ！　孫策伯符がまかり通るっ！　道を空けろおおおおっ！　うおおおお、おおおおおおおっ……！」

　諸懐たちが立ち塞ふさがる階段を、孫策は破竹の勢いで駆け上がり──。

　ついに。

　突入した。

　移動召しよう喚かん台だいを設置していた、その部屋へ。

　孫権たちが混沌の「重力」攻こう撃げきによって押しつぶされようとしていた、その現場へ。

　間に合った！

「……お姉ちゃん！　危ない、混沌に近づいちゃダメだよ！」

「おお、もう……」

「いやっ！　あなたさまなら、勝てまするぞっ！　進みなされ、孫策伯符どのっ！」

　ノーベル賞学者の張昭は、その慧けい眼がんでもって瞬時に見み抜ぬいていた。

　もはや、時間切れまであと十秒を切っているだろう。だが、孫策の放つ「闘気」が今、封神英傑の能力の限界を超こえていることに。まさしく、「小覇王」。史上最強の武人・項羽に匹敵する超ちよう絶ぜつの武を、孫策は、一定時間、その身に帯びることができる。

「亜人は倒されてもなおその『魄はく』は北の大地に戻りまする！　迷わず斬きりなされよ！」

「おおおおおっ！　混沌とか言ったな……！　月見を殺そうとする奴やつは……ボクが許さない……！　北の大地に、還かえれっ……！」

「ほっほっほ。封神英傑といえど、わが重力攻撃を突とつ破ぱすることは……今、ワシが用いておる重力は、わが『闘気』のすべてを込こめた『全力』での攻撃。張ちよう遼りように加えた重力の十倍増じゃて……って、な、なんじゃああああっ？　きっ……貴様っ……!?　な、なぜ、動けるっ!?　ありえぬ！」

　孫策の全身に凄すさまじい「重力」がかけられる。だが、歩みを止めない。目から赤い血を流しながら、孫策はなおも前進した。止まらない。混沌は亜人として北の大地から這はい上がって以来、はじめて「恐きよう怖ふ」を感じていた。

「ば、馬ば鹿かな？　全開したわが能力に抗あらがえる強者は、饕餮さまのみ……！　人間如ごときに……脆ぜい弱じやくな人間如きに……し、しかし、その宝貝でもないただの粗そ末まつな長剣で、あらゆる攻撃ダメージを吸収するわが肉体を破は壊かいすることは……！」

「──『少女覇王』は一定時間無敵となるスキル。そして『丹田』が開いた今、『少女覇王』発動中にボクが握にぎった武具はすべて宝貝になるッ！　ボクは怒おこっているんだあああっ！　混沌！　覚かく悟ごっ！　月見を襲おそった暴挙の愚ぐを知れっ……！」

「そんな。そんな能力が、人間如きにっ？　おのれ……封神英傑っ……と、饕餮さまさえおられれば……うおおおおおおおおおっ!?」

「月見！　お前の居場所はここだっ！　ボクたちがいる場所が、お前の『世界』だ！」

「……お姉ちゃん……！」




　ドンッ！




　小覇王孫策が振ふり下ろした長剣が──混沌を、消しよう滅めつさせていた。




　この瞬しゆん間かん、下邳防衛戦の戦況は一変した。饕餮が泰山へ移動し、混沌が撃げき破はされた。人間の幹部に代わり青州黄巾賊の指導者となっていた「亜人四凶」が、下邳から消えたのだ。

　もともと「絶ぜつ滅めつ派」に属さないにもかかわらず最前線に投入されていた諸懐たちがまず、戦意を喪失して、いっせいに下邳城外へと逃にげだした。続いて、城内で諸葛瑾率いる守備兵たちに押されていた青州黄巾賊の人間兵士たちが。

　饕餮が姿を消し、下邳城内で混沌が倒されたと知った城外の青州黄巾賊六十万もまた、巨きよ大だいな「人の波」を相手に騎き馬ば兵を駆く使しして果か敢かんに抵てい抗こうし続けていた孫堅と周瑜、そして呂布に「休戦」を申し入れたのである。彼らが最初に推すい戴たいした「人間の指導者」たちは、みな、泰山攻ぜめに参加していたのだ。「指揮官」が不在となった以上、彼らは泰山の「人間の指導者」たちから新たな命令が下るまでは矛ほこを収めると決断したのだった。




　　　　※




『やっと繫つながったぞ、趙雲！　泰山の戦いは終わった！　亜人四凶のうち三体を、雪乃が──関羽雲長が撃破した！　泰山を包囲していた青州黄巾賊から、停戦の申し入れを受けた！　そちらはどうだ？』

　趙雲と秀一の「気」はまだ繫がっている。六十万の大軍を前に孫堅たちとともに騎馬で行軍していた趙雲は、いきなりウィンドウが開いて秀一（ガワは那波のまま）が話しかけてきたものだから、思わず馬から落ちそうになった。もう傷口は塞がっているが、突とつ然ぜんの着信は心臓によくない。

「驚おどろかせるなよ、もう。下邳の戦いも終わったよ。孫策が丹たん田でんを開いて、混沌を撃破した──これで『亜人四凶』は壊滅させたね。これからの戦後処理が問題だが──一歩間ま違ちがえれば、人間の指導者たちがトップに返り咲ざいた青州黄巾賊と再び戦うことになってしまう」

『ほう。やはり孫策が。見ろ、趙雲。俺さまの予想通りになったではないか。俺は、自分の天才ぶりが恐おそろしい！』

「えー？　そんな予想していたっけ？」

『していたのだっ！　途中で交信が切れてだな。ああ、その、お前は無事なのか？　ヒルデガルドや舞子たちは？』

「無事さ。数で圧あつ倒とうされて野戦で敗れる寸前だったんだけれど、饕餮が泰山を優先してそちらへ移動してくれたのと、助っ人英えい傑けつ・諸葛瑾と魯粛が頑がん張ばってくれたおかげでぎりぎり助かったよ。あと、悪あがきで召喚台を回して大物助っ人三人の招しよう聘へいに成功したのも大きかったね」

　秀一は、まさか元タイガース監かん督とく、虎とら党とう後こう援えん会かいを主しゆ催さいするノーベル賞学者、熱ねつ烈れつ虎党のハリウッド女優が召喚されているとは夢にも思っていない。知ったら、「なんでそんなにヒキが強いんだ？　こっちはほとんどぜんぶそろばんだったぞ！　俺はやはり、ハズレアカウントを割り振られたのかーっ？」と地じ団だん駄だを踏むだろう。

　城外へと飛び出してきた魯粛が、趙雲と秀一の「会話」をめざとく見つけて、突とつ進しんしてきた。

「ようやった趙雲！　みなも、よくぞ無事で！　ところで、その娘むすめっ子は誰だれじゃ～っ？」

「ああ。ガワは張飛なんだけれど、中身は劉備くんだよ。呪のろいの泉に落ちて兄きよう妹だいの身体からだが入れ替かわっているのさ。きみの姿は彼からは見えない。でも声は聞こえるよ」

「ならば、劉備玄徳に話を持ちかける時じゃの！　袁えん帝ていグループは民心を失っとるけえ！　青州黄巾賊の民百万が亜人に従ったのも、そのためじゃ！　ここは、孫堅と劉備とが夫婦となって団結して江こう南なんの地を平定し、『天下二分』の形勢を作るべし！　河か北ほくは袁帝グループにくれてやればええ！　そして、最後にわれらと袁帝グループとの間で天下を賭かけた最終決戦じゃ～っ！　これが早期統一を果たせる最短コースじゃっ！」

　い、いやちょっと待ってくれ！　と秀一が慌てる。

『曹操だって袁帝グループの一員だぞ？　それに、袁紹も袁術もいい子たちだ！　袁帝グループはたしかに真世界で不評だが、それは社しや畜ちく連中が勝手にやっていることで……』

「生ぬるいっ！　さすがは劉備玄徳に封ほう神しんされたおなごじゃのう！　優ゆう柔じゆう不ふ断だんなことを言うな～っ！　一刻もはよう統一せにゃならんのじゃけえ！」

『俺は男だ！　今は女の子だけどっ！』

「まあまあ、劉備くん。泰山の砂時計は──世界絶滅時計はどうなっているんだい？　砂は、完全に静止したかな？」

「いや、趙雲。落ちる速度は劇的に『ゆっくり』になっているが、静止はしていない。砂は今も落ち続けている」

　やはり亜あ人じんの本体は「魄はく」。張昭の推測通りじゃ。いったん撃破しても、時間が経たてばまた「魄」が亜人となって北の大地から舞まい戻もどってくるけえね、と魯粛が腕うで組ぐみする。

「しのごの言わずに孫堅と結けつ婚こんして江南を平定せんかあ、劉備玄徳！　孫ファミリーと劉備とが家族となって江南を総取りし、天下二分の決戦に持ち込む！　これがわが大戦略！　孔明でおなじみの天下三分なんぞ採用しよったら、しごうするぞ！　魏ぎ・呉・蜀しよくの三すくみになったら、統一が遅おくれるじゃろうが、時間切れになるじゃろうが！　『亜人四凶』が再生する前に統一せにゃならん！」

『あ、いや、その……ボクハオンナノコダヨ？　結婚は、今はちょっと……し、システム的にも、同性婚できるかどうかは、許劭に聞いてみないとネ？　こらえてつかあさい』

「こらえられるか～っ！」

「ま、まあまあ、魯粛くん。落ち着いて落ち着いて。劉備くんは一見ガサツな中二キャラだけど、実は繊せん細さいなハートを持つマンボウ並みのチキンなんだよ。私は劉備くんと魂たましいの一部が繫がっているからね、わかるんだよ。彼が夜な夜な、自分の中二キャラ演技のダメージを受けて悶もだえていることもね。ふふふ」

『こら、趙雲っ！　余計なこと漏もらすなよっ!?　俺さまの恥はずかしい黒歴史やらなんやらを暴ばく露ろしたら、お前の夢女子作品妄もう想そうも公開するぞーっ！　荀彧お姉さんの出版社から出版するぞーっ！』

「ふふ。劉備くん？　私はすでに覚かく悟ご完かん了りようしている。むしろ大々的に出版してほしいくらいだな。もっとも、私はイラストが専門で、文章のほうはからっきしだよ三級品だけれどもね。本職の曹操先生には敵かなわないなあ」

『まあ、メアリー・スー丸出しとはいえ、物語の体ていをなしているだけでも、雪乃よりは夢女子のほうがましだがな……雪乃の脳内マップはまさにブラクラ級のトラウマもの……あいててて。頰ほおを引っ張るな、雪乃！　これは那波の頰なんだぞっ？』

「袁帝グループとの決戦」へと進む早期決着案「天下二分」を採用するか否か。見かねた孫堅が、ウィンドウ内で「うーん」と困っている秀一に助け船を出した。

「泰山こそがわれらの『総本山』だ。青州黄巾賊をどうするかについても、『天下二分』を採用するかどうかについても、劉備くんと曹操くんにいったん預けよう。私は劉備くんの決定に従うぞ。なにしろきみの妹だからな、はっはっは！　嫁よめにしてくれるのならば、さらに望ましいが！」

「ああん？　孫堅もなまっちょろいけぇ」

「ま、まあまあ、子し敬けいちゃん。ここは劉備玄徳に任せましょう。というか、曹操に。彼女の意志を無視して袁帝グループと戦うわけにはいかないでしょう？　ね？　ね？」

　周瑜に優しく諭さとされると、さしもの魯粛も「仕方ないけえね」と頰を膨ふくらませながらも孫堅に従うしかなかった。魯粛は主君を主君とも思わない「魯家の狂児」だが、どういうわけか、周瑜の言うことだけは忠実に聞く。真世界で出会ったはずなのに、どこか姉と妹のようだった。

「ええと、あなたが劉備玄徳なのよね？　私は諸葛瑾。孔明ちゃんのお姉ちゃんなの。孔明ちゃんをお願い！　琅ろう邪やの祠ほこらを、『亜人四凶』に破壊されてしまったの！　でも修復すればきっと、『三さん顧この礼』で孔明ちゃんを地上に戻すことが……！」

『えっ、諸葛瑾？　どこから召喚されたんだ？』

「ううん、私は正史英傑なの。もともとこの真世界で生まれ育ったの。孔明ちゃんってば、泰山システムを作ったあと、なにか思うところがあったらしく不意に地底に引きこもっちゃって……妹を地底から引き戻して！　お願い！」

『わかった！　そうか。正史英傑か……於お夫ふ羅らだけじゃなかったのか。けっこういるんだな……祠の修復は任せろ！　孔明はほんとうに手がかかる奴やつだが、お姉ちゃんに頼たのまれちゃあ、黙だまっちゃいられない！　妹は！　すべてに優先するぜ！　ドン！　それじゃ、いったんお別れだ趙雲。泰山で話がまとまったら、すぐ連れん絡らくするからな！　心配するな。俺たちがともに戦えば、統一はすぐ目の前だ！』

「うん。それじゃまた。『亜人四凶』が再生されるまでが勝負だよ、『真の仲間』よ。異世界に帰き還かんしたら横浜中ちゆう華か街がいでデートしようね。水城秀一くん。ふふっ」

『エッッッッッッ？　あっ。那波、雪乃、痛い痛い！　なにをする、やめるんだーっ！』

「あれ？　突然、通信が切れちゃったよ」

　かくして──青州黄巾賊との関係をどうするか、袁帝グループとの関係をどうするか、この二大問題は、ともに泰山の曹操と秀一に委ねられたのだった。

　呂布率いる五原兵と匈奴兵が忽こつ然ぜんと姿を消していることに、この時、まだ孫堅たちは気づいていない。




【泰山】




「われら青州の民は、飢き饉きんと朝ちよう廷ていの混乱によって困こん窮きゆうし、生きるために蜂ほう起きせねばなりませんでしたじゃ」

「はじめは、われら村の長老たちが青州黄巾賊幹部として民を指導しておりましたが、合戦の指揮に長たけた軍人は不在。大軍故に、統制は困難に。このままでは町から町へと食料庫を荒あらすばかりのイナゴの如ごとき暴徒の集団になってしまうところでしたじゃ。そんな時、北より忽然と現れた『亜人四凶』に『真世界はまもなく人間が住める場所ではなくなる。飢うえることのない新天地・異世界への入植を手助けしてやろう』と説得され……」

「……よもや、天子さまがおられる泰山を攻せめておったとは……」

「お二人目の関羽さまが地上に降臨された時に、われら、ようやく目が覚めました。気がつけば亜人の先せん鋒ぽうとなっていたことに」

「われら青州黄巾賊幹部の首をもって、どうか青州百万の民を助命いただきたい。曹操さま」

　青州黄巾賊と休戦した俺たちは、泰山の麓ふもとに立つ「関張飯店本店」の一室で、青州黄巾賊の幹部たち──平均年ねん齢れい六十歳オーバーの、村々の長老──と深夜まで話し合いを続けていた。長老たちは、「もう袁帝グループの内ない紛ふんにはうんざりだ！」「飢饉だというのに、朝廷はなにもしてくれない。洛らく陽ようの漢王朝宮きゆう廷ていは消しよう滅めつしてしまったも同然！　飢え死にしてしまう！」「俺たち村々の若者が武装して自治する！」と蜂起した若者たちに推すい戴たいされて「青州黄巾賊」の幹部役を引き受けたのだという。

　たちまち百万に膨れあがった青州の民は血気盛んな上にみな食しよく糧りように飢えていたので、長老たちは少しでも彼らの暴走を抑えるべく、幹部として奔ほん走そうした。だが、十数名の長老たちに、百万の民を制せい御ぎよすることは困難。あっという間に、青州黄巾賊は制御不能な大規模反乱軍となってしまった。

　そんな彼らの前に現れたのが、「異世界入植」を勧すすめにきた「亜人四凶」だったのだ。

「……お二人の関羽さま──正史英傑・関公と、封神英傑・関嬢のお姿を拝見して、ようやく気づかされました。異世界も真世界も、同じ人間が暮らす世界。百万の民がいきなり無断で押し寄せてはたいへんなことになる、と目を覚ましましたですじゃ。『亜人四凶』の狙ねらいは、人間同士の相打ちであったのですじゃ」

「ええ。皆みなさんが決起した理由も、新天地を求めた理由もわかります。曹操さまは一見小物っぽいですが、ほんとうは寛かん大だいなお方。われらはあくまでも真世界を統一し、亜人から真世界と異世界を護まもるために召しよう喚かんされた者たちです。あなた方を誰一人罰ばつしません。漢王朝の下でともに生き、ともに戦ってくださるのであれば」

　長老たちとの話し合いは、主に荀彧お姉さんが担当してくれた。怜香は豆とう腐ふメンタルな上に例のデバフスキルのせいで「きしゃーっ！　やはり曹操は奸かん物ぶつですぞーっ！」と長老たちが無む駄だに警けい戒かいしてしまうので、大将席にちんまりと座って「うぐぐ。誰が奸物よ……あーん、民の人気がほしーい！」とぷりぷりしている。

　そして今の俺は、劉備玄徳ではなく張飛なので、雪乃と那波の隣となりにしょんぼりと座っていた。

　那波は「すべてこの劉備玄徳に任せろ！　フハハハハ！」と精神的ダメージを負いながら高笑いして、長老たちを「おおおお」「さすがは劉りゆう皇こう叔しゆく！」「根こん拠きよはありませんがともかく凄すごい自信ですじゃ！」と感服させている。あたしこれじゃ詐さ欺ぎ師しじゃん、と那波は涙なみだ目めだが、劉備玄徳だから問題ないぜ！

　雪乃はもはや説明不要の「関羽雲長」として青龍偃月刀を構えて席に着いているだけで、長老たちはみな滂ぼう沱だと涙を流し、「尊き関嬢さまに弓を引いたこと、どうかお許しくだされ」「なんと神々しい……まさしくあなたさまこそは、滅ほろび行く真世界に降臨された救いの女神」「『三国姉妹コレクション』一巻で、その天あつ晴ぱれなご活かつ躍やくぶりは読ませていただきましたじゃ」と雪乃にひれ伏ふしてくる。雪乃は「……ううう……あれは師し匠しようがでっちあげた大おお噓うその小説で……」と顔を赤くして照れているが、怜香と荀彧お姉さんのウソ出版が意外にもプロパガンダとして役に立っていたらしい。

　まあ──あの「神」として顕けん現げんした「正史英えい傑けつ・関公」の勇姿、最強の亜人・饕餮を一いち撃げきで倒たおした桁けた外はずれの武を見てしまったら、誰だれだって関公と一心同体と言うべき雪乃を「女神」として拝まずにはおられまい。

　長い協議の結果──荀彧お姉さんが「約定」を発行して、怜香と長老たちが署名した。

「このように決定いたしました。青州黄巾賊百万は、諸懐を含ふくめて全員無罪。青州に帰農、あるいは兗えん州しゆうの曹操さまのもとで『屯とん田でん兵へい』として農業に従事し、飢饉問題を解決するために曹操軍の兵士とともに大地を耕します。また青州黄巾賊のうち兵士として活動していた精鋭十万は、曹操さまと個人的に契けい約やくし、『傭よう兵へい』＝『青州兵』として真世界統一のために戦っていただきます。契約関係は、曹操さま一代限り。曹操さまが亡くなられるか、真世界が統一されれば、契約は解除。以後、十万の青州兵は自由の身に。統一が成った暁あかつきには、われら曹操軍は漢王朝の天子さまと董卓に弾だん圧あつされた真世界出身の名士の生き残りの皆さんに政権を返上し、異世界へと帰還いたします──その証あかしとして、ただちに天子さまより詔しよう勅ちよくをいただき、洛陽から脱だつ出しゆつして地方へ亡命している名士の方々を曹操さまのもとへ招しよう聘へいいたしましょう。ここに、『漢王朝』の宮廷を復興いたします」

　決して私が帝てい位いを簒さん奪だつしたり真世界をガメたりはしないということよ、と怜香が唇くちびるを尖とがらせながら付け加える。

「どうも曹操さまは信用しきれぬが……」

「なんとも、精神が不安定そうで」

「ですが、劉皇叔と関嬢さまが『保証人』になってくださるのならば信じられますじゃ」

　那波と雪乃が、それでは、と約定に手形を押す。ええと……俺は……？　だーっ！　張飛になってから、俺の長兄としての活躍の場が明らかに減っているーっ！　し、しかし、俺は妹至上主義者！　兄より優ゆう秀しゆうな妹などいない、などとは言わん！　言わんが、せめて三人一いつ緒しよに手形を押させてくれよう～！

「これでいいでしょ！　これからは同志よ！　荀彧、約定をたいせつに仕し舞まっておいて」

「わかりました、曹操さま」

「……了りよう解かいいたしましたじゃ。これより青州兵を曹操さまの『力』としてお使いください」

「漢王朝復興、真世界救済のために！」

　曹操軍に、青州兵十万という強力な「武力」が加わった。彼らはみな真世界人なので、十万の兵力を加えた怜香の威い信しんは上じよう昇しようしない。天子ちゃんさまも無事に保護できたし、宮廷も復活させられそうで、理想的な展開だった。

　世界滅めつ亡ぼう時計の砂は静止していない。いずれ「亜あ人じん四し凶きよう」は北の大地から戻もどってくるだろう。だが、砂の落下速度は大おお幅はばに遅おそくなっている。統一への道筋がいよいよ見えてきた。

　でも……うーむ。なんか俺さまの出番が少ないというか、ぶっちゃけ合戦が終わったら俺って不要？　無む駄だ飯めし食ぐらい？

　そ、そうだ。俺にはまだ、張飛のお料理スキルという切り札が残っているじゃないか！

「曹操軍も青州兵もみな、空腹なのだろう？　この張飛益徳が辛からいカレースープを炊たきだししてやろうではないか！　いきなり握にぎり飯食ったら胃が破は裂れつするならな。まずは焚き物で胃を潤うるおすがいい！」

「その、頭の上に乗っている豚ぶたを食材にしてくださるのですな、張飛さま。ありがたや、ありがたや！　このご恩はわれら、生しよう涯がい忘れませぬぞ～！」

「ぶっ、ぶきいいいいいっ？」

「あ、いや。豚まんまんは、ちょっと。これは那波のペットなので！」

「そ、そーだよ！　食材じゃないよう、あたしの相棒なのっ！」

　お腹なかすいた、その子豚の心臓貰もらい受うける、と許褚が朱しゆ槍やりを構えて突とつ入にゆうしてきたが、えーい、落ち着け許褚！　こいつ、普ふ段だんはおとなしいが空腹になると血糖値が下がって暴れるタイプだな。ほれ。俺が錬れん成せいした唐とう辛がら子しをかじれ。大量のカプサイシン成分を胃い袋ぶくろに投入すれば汗あせと一緒にアドレナリンが出て血糖値があがるぞ。

「……もぐもぐ……か、辛い……これは……激げき辛からの果てに……宇宙が、見えた……張飛。お替かわり」

　ふう。餌え付づけ成功。ともあれ、これで青州黄巾賊戦は終結した──薄はく氷ひようを踏ふむ勝利だったが、もう関公の顕現という奇き跡せきは起こせない。早急に天下を統一して、饕餮たちとの最終決戦に「人間」の力だけで勝てる体勢を整えねばならないな。




　長老たちが「約定締てい結けつ記念会食場」へと向かったあと。

　残された怜香が、「うう。頭が痛い～」と机の上に脚あしをだらしなく乗せて、呻うめきはじめた。お前はほんと、ロキソミンがないとすぐ頭痛に襲おそわれるなあ。手間の掛かかる奴だ。

「……ねえ秀一。荀彧。曹操と青州黄巾賊が手を組むって、『正史』通りの展開よね？　亜人が存在しているこの世界で、こんなにも『正史』通りにルートが展開していくだなんて。このまま歴史が『正史』や『演義』の通りに進んでいけば、私は簒奪王朝・魏の礎いしずえを築く悪役曹操その人になっちゃうのよね……」

「まーたお前は弱気になって。袁帝グループと争わなければいいだけではないか。お前と袁紹は幼なじみで姉妹も同然なんだから、だいじょうぶだろ？　そろそろ袁紹軍も公孫瓚軍に勝っている頃ころだろうし、魯粛の『天下二分』は不採用で決まりだ！」

「……そうね。でも……私は正史英傑・曹操の『運命』に縛しばられている。『運命』を変えられなければ、私は幼なじみの袁紹と戦って袁一族を滅ぼし、帝てい位い簒さん奪だつ路線を突つき進むことに。そして、漢の民の希望を背負って漢王朝復興を唱える劉備玄徳と死し闘とうを繰くり広げることになるのよ？　そんな『運命』、私はイヤだわ……耐たえられない。呂布だって、『決して主君を裏切らない』という誓ちかいを立てていたにもかかわらず、秀一を救うためにやむを得ず謀む反ほんしたでしょう？　私も、曹操の『運命』へとどんどん近づいている気がするの」

　私は漢の「忠臣」になりたい、と怜香は顔を自分の手で覆おおって声を震ふるわせていた。手も小さいが、顔も小さいので、すっぽり隠かくれている。

「だいじょうぶだ。今の劉備は那波だからな。曹操に負けても負けても大おお風呂ぶろ敷しきを広げ続けて各地を転戦し続けたほんものの劉備のような活躍など、アホの那波には無理だ。安心しろ」

「どーゆーことさ、アニキっ！　あたしだって知力アップしてるんだよっ？」

　パラメーターだけはな。フッ……。

「……秀一。孫呉と手を組んで、決戦を挑いどんできた関羽を騙だまし討うちにして殺させてしまうのも、曹操よ……雪乃ちゃんに、そんな結末を、私が与あたえるだなんて。考えただけで、ぞっとするの。それに……曹操は荀彧をも死なせてしまう。『正史』では、あくまでも漢王朝を護ろうとした荀彧と、簒奪路線に切り替わった曹操との関係はどんどん冷えていって……実質的に曹操は荀彧を自害に追い込こんだのよ？　私……曹操という英えい雄ゆうは好きだけれども……たいせつな友人を裏切るような乱世の奸かん雄ゆうには、なりたくない……」

「曹操さま。正史英傑の曹操は、『宦かん官がんの孫』という家いえ柄がらの負い目から、『ただ才能のみ』と宣言して血筋よりも才能を重視した人材採用制度を設け、一方では孔こう子しの子孫・孔こう融ゆうを誅ちゆう殺さつしたり、漢王朝の簒奪を準備したりと、漢の血統主義を全否定する武断政治を行いました。彼が『唯ゆい才ざい』を推し進めた理由は個人的な負い目だけではなく、近代的な合理主義者でもあったからでしょう。しかし、幸いにも」

「私たち異世界人は、統一を果たせば元の世界に帰き還かんできます。ですから曹家が帝位を簒奪する必要はありません、曹操師し匠しよう。それに、袁紹と袁術を担いでいる袁帝グループとの和を維い持じできれば、なにも問題はありません。今回『亜人四凶』が襲ってきてくれたことで、かえって二つの世界の人間たちは団結できました。『運命』は良き方向に変わりつつあります。それに！　今は兄さんが持つみっつめの妹いもうと枠わくは孫堅に移っていますけれど、それでも、私たちは姉妹です！」

「そーだよ曹操。ううん、ドワーフ先生！　心配なら、ここでゆきのんと荀彧との間で姉妹の絆きずなを結んでおけば？　あたしは先生と戦うつもりなんてないから、安心してっ！　でも……もうちょっとだけでいいから、『三国姉妹コレクション』にあたしの出番を……！」

　怜香は「そうね。みんな、ありがとう」と目を潤うるませながら微笑ほほえみ、ついに念願の「雪乃との姉妹の絆」を正式に結んだのだった。さらに、「わ、私は興味ありませんが、曹操さまの頭痛の種がひとつ消えるのであれば……い、いいでしょう。作家のメンタルケアは編集者にとって重要な仕事ですから」と照れまくっている荀彧お姉さんとも。

　これで、雪乃の「義妹枠」はみっつ埋うまったのかな？　俺、那波、怜香だ。

「やったわーっ！　ついに雪乃ちゃんと、姉妹にっ……はあはあはあ……さあ、一緒にお風ふ呂ろに入りましょうっ！　って、ちょっと待って！　問題の秀一との兄きよう妹だい枠わくが空いてないじゃんっ！　あんたこそが『三国志』で誰も統一を達成できなかった最大の原因、アンチ曹操活動をしつっこく続けた難物なんでしょーっ！　孫堅との絆を外して、私によこしなさいよーっ！」

「い、いや。俺はほら、今は張飛だし？　劉備は那波だし？　いつ元に戻れるのかまるでわからないし？　それに、孫堅は下邳にいるのだぞ。義兄妹は、互たがいに会わないと絆を解除できんのだ。相手のステータスウィンドウを操作せねばならんのだからな？」

「あーそう！　わわわ私よりも孫堅のほうを妹としてキープしておきたいわけねっ！　う、うぎぎぎぎ。どこで差がついたのかしら。身長、バストの違ちがい……やっぱり納得できなーい！　ちっちゃくて胸が薄うすい私のほうが、正しい妹キャラでしょーっ！　ちっちゃいは大正義よ！」

「いやいや。妹道とロリコンはまた別の道なのだぞ、怜香？」

「いいから、とっとと妹枠を返しなさいよ！　裏切り者おおおおお～！　イヤだというのなら、嫁よめ枠わくをよこしなさいっ！　それで私たちは夫婦！　ももももちろんかかか仮面夫婦ってことよ？　へへへヘンな妄もう想そうしないでよね？　でもっ！　夫婦になれば、お互いに戦わねばならない『運命』を回かい避ひできるでしょっ？」

　曹操と張飛が結けつ婚こんって、無茶言うんじゃないっ！　だいたい同性婚できるのかよ？　でも……ああ^～、お互いに女の子同士なら、結婚しても罪がなくていいかも……♪

　はっ？　いかん。「ああっ、兄さんが師し匠しようと結婚してしまいますっ？　私を差し置いて……やはり敗因は膨ふくらんだ胸ですかっ？　むむむ。胸が大きくなってしまって申し訳ありません、私は妹失格でした兄さん……」と雪乃が無む駄だに落ち込みはじめた。那波は那波で、「うう。おしっこしたくなってきた……ちょっと厠かわやへ……はっ？　い、いつの間にかアニキの身体からだに慣れちゃってる？　ああもう。ヨゴレ妹になっちゃったよう……つーか、あたしの身体を使って曹操とヘンな関係に陥おちいったりしないでよねー」とやさぐれてるし。ドキッ。そそそそんなこと考えてないからな、那波？

「じゃあ私、那波ちゃんと結婚する！　それで劉備と曹操の対決ルートを回避よ！」

「それはダメーっ！　あたしもう女の子に戻れなくなっちゃうっ！」

「いいいい一緒に寝ねなければももも問題ないでしょ？」

「ああああたしには百合ゆり趣しゆ味みはないけれど、アニキの身体が暴走するに決まってるからっ！　だってアニキだよっ？　高校生になっても彼女もできずに悶もん々もんと妹ラノベ読んでた筋金入りの陰いんキャだよ？　『丹たん田でん』が開いてるせいか妙みように体力精力が漲みなぎってるし、絶対にダメ～っ！」

　な、なぜ那波と怜香が結婚するなどという話になっているのだっ？

　おっ。「真の仲間」趙雲からの連れん絡らくが入った。

　この「北斗五丈」暴走によるバグとおぼしき通信機能って、永遠に使えるわけはないと思うのだが、いつまで繫つながっているのだろう？　後で通話料を大量請せい求きゆうされるのでは？

『やあ秀一くん、わが真の仲間よ。交こう渉しようのほうはどうなったかな？』

「ああ。青州黄巾賊は曹操と和わ睦ぼく。十万の兵士が、傭よう兵へいとして曹操と契けい約やくすることになった。残り九十万は地元で帰農するか、あるいは兗州で屯とん田でん兵へいとなって食しよく糧りよう増産にかかる。そちらの青州黄巾賊にも伝えてくれ」

『魯粛が提案した、天下二分戦略のほうはどうだい？』

「あー、それは却きやつ下かとなった。怜香が……曹操がなにがなんでも『運命』を回避したがっていてな。なにも袁紹と戦わずとも、俺たち自身が速そつ攻こうで地方の独立勢力を抑えてしまえば、早期統一は可能なはずだ。亜人四凶の再生まで、猶ゆう予よはあるからな。魯粛にはそう言っておいてくれ」

『もう趙雲の隣となりで聞いちょるけえね！　ならば孫ファミリーは、南の揚よう州しゆうへと進しん撃げきじゃ～っ！　南方の独立勢力を片かたっ端ぱしから平定する！　揚州刺し史しの劉りゆう繇よう、秣まつ陵りようの笮さく融ゆう、会かい稽けいの王おう朗ろう！　こやつらは袁帝グループ所属じゃないけぇね、早い者勝ちじゃ！　袁術に盗とられる前に盗る！　非戦と決めたからには、袁帝グループの勢力拡大を許してはならん！』

『うむ！　水戦は私と公瑾が！　陸戦は伯符と諸葛瑾、魯粛が担当しよう！　徐州は陶謙たち劉備一家に任せて出しゆつ撃げきを急ぐぞ諸君！』

『あー。あー。見えないだろうけれど、私よ、周瑜よ。曹操の危き惧ぐは正しいかもしれない。青州黄巾賊出身の青州兵と袁帝グループの幹部たちが相あい容いれるとは思えないもの。くれぐれも袁帝グループの動向に注意して、劉備玄徳。ええと。今は張飛なんだっけ？　んもう。早く元の身体に戻もどってよね！　このままじゃ妹さんがかわいそう。変態のお兄さんに毎晩、自分の身体を好き放題にいじり回されて、弄もてあそばれて……うう……』

「してねーよ、そんなこと！　それより、ヒルデガルドは？　張遼たちの声も聞こえないんだが？」

『劉備くん。呂布くんたち五原騎き馬ば兵へいと匈奴騎馬兵は、徐州を出立して北へと進軍している。呂布くんが書き置きを残していった。万里の長城を越こえて北の大地を踏とう破はし、亜あ人じんが発生してくる穴を塞ふさいで再生できぬようにしてしまう、と……北は氷の世界。しかも、大勢の亜人が鮮卑たち異民族と激しい戦いを繰り広げている。死の行軍になると思うが、彼女たちはやる気だ』

　そうか。ヒルデガルドが、張遼や於夫羅たちとともに北へ──本来はすでに死んでいたはずの呂布と孫堅が生きていたからこそ、「亜人四凶」が早くも青州黄巾賊を率いて決戦を挑んできたというのに、俺たちは勝ち残ることができたのだ。「運命」は変えられる。

　ほんとうならばヒルデガルドには引き返してほしいが、あいつは聞くまい。なにがなんでも、俺たちを、人類を救うつもりなのだ。真の英雄、あいつが憧あこがれてきた理想の呂布になりきるために。ならば、もう止めはしない。頼たのむぞ、ヒルデガルド──！

『秀一くん。一応私が──趙雲子し龍りゆうが呂布たちを追いかけてみるよ。真世界できみと遠えん距きよ離り通信できる人間は私だけだ。呂布が北へ移動しても、私がいれば中原のきみたちと足並みを揃そろえられる。白はく龍りゆう駒くならば北の大地でも凍こおりつかないさ』

「……無理するなよ、趙雲。いや、由ゆう莉り……お前の固有スキルは亜人には通じない。しばらく俺の呼び出しがお前に繫がらなかったのも、戦せん闘とうで怪け我がをしていたからなんだろう？　なにかあったらすぐに俺のもとに戻れ。いいな？」

『ふふ。わかっているさ、わが真の仲間。ほんとうは、趙雲子龍はきみの護衛役だからね。次に合流したら、もう絶対にきみのもとから離はなれないさ。うん、絶対に──約束するよ』

　趙雲のウィンドウが閉じられた。通信は終わった。孫堅たちは、南へ。ヒルデガルドに続いて趙雲も、北へ──ヒルデガルドは北ほく欧おう出身だから、寒さには慣れていると思うが。冬とう馬ま由莉……心配だな。あいつは、自分の命よりも友の命のほうを優先する。ほんとうに、無茶するから……勇者が真の仲間というのも、なかなかたいへんだ。

「ちょっと、兄さんっ！　なんですか、今の趙雲との恋こい人びと同士のラブラブ通信はっ？　いつの間にリア充じゆうになったんですか、ななちゃんの身体を巧たくみに利用して警けい戒かい心しんを解き、女の子を口説こうなどと……許せませんっ！　兄貴道不ふ覚かく悟ごですっ！」

「そーだよっ！　せこいよアニキっ！　あと、夜な夜なあたしの身体を開発しないでよっ！　やめてーっ！　もう普ふ通つうの女の子に戻れなくなっちゃうううう！　アニキなしではいられないエチエチな身体に改造されちゃうだなんてえええ！」

「雪乃？　那波？　誤解だーっ！　おおお俺は無実だっ！」




　こうして趙雲との通信軍議を終えた俺たちは、さっそく長老や夏侯惇たちが開かい催さいしている宴うたげに出ようとした、のだが──。

　しかし、そうはならなかった。

　袁帝グループ袁紹派からの「使者」が不意に訪れたからである。




「私は、袁帝グループ袁紹派で係長を務めさせていただいている、郭かく図とと申しまあす。いやー。見てくださいよー、かの諸葛亮孔明にも匹ひつ敵てきする天才軍師に封ほう神しんされちゃいましたあ。社内規定によりステータスウィンドウは見せられませんが、知力が90超こえてるんですよおー。90！　郭図ちゃん、天才！　勝ったなガハハ！　さて。今回は、曹操どのの動向に不ふ穏おんな気配あり、とグループ会議で疑念が噴ふん出しゆつしたために、こうして急ぎ使者として参りましたあ」




　郭図ちゃんか。この若さで係長というのは異例の出世だな。高校生にしか見えんぞ。ああ、袁紹のお友達かな？　おでこが広くてなかなかかわいいな……って、郭図ってたしか「出たら負け軍師」、「献けん策さくがことごとく外れるハズレ軍師」の代名詞ではないかーっ!?　とりわけ、曹操と袁紹が天下の覇は権けんを賭かけて戦った「官渡の戦い」での大戦犯だぞ。たぶん郭図ちゃん自身もよく知らないのだな。袁帝グループって、「三国志」に詳くわしい人材が怜香しかいないそうだから……多少知ってそうな沮そ授じゆのおっさんの知識ですら、パチ屋仕じ込こみだしな。

　なんだか、とっても嫌いやな予感がするぜ。

「なによ、もう？　今から宴えん会かいなんだから、早く済ませてよね。私は頭痛が痛いんだから」

　小説家とは思えぬ重複言葉。激戦で疲つかれ果てたのか、怜香の知力がちょっと落ちている。

「会議で決定した事じ項こうを通達しまあす。天子を手て許もとに擁よう立りつし、青州黄巾賊と無断で和睦し、さらに傭よう兵へい契けい約やくを結んだならば、曹操には袁紹陣じん営えいと手切れして天下を奪うばう野心あり、と。どうやら、すべて現実のものになっちゃったらしいですねえ～」

「って、ちょっと待ってっ！　そんな野心、私にはないからっ！　身内同士で戦っている暇ひまなんてないでしょ？　あんたたちは公孫瓚と戦っているから、そんな的外れなことを言っていられるのよ。『亜人四凶』と戦えば、内ない紛ふんなんて愚ぐの骨こつ頂ちようだってわかるわよっ！　そもそも」

「そもそも、袁帝グループには『三国志』に詳しい者はいないはずです。なぜその三条件の成立と曹操さまの同盟離り脱だつを先読みできる者が会議にいたのです？」

　クールな表情を崩くずさず、荀彧お姉さんが郭図に詰つめ寄よる。

「ええと～。司し馬ば懿いさんという人でえす。正史英えい傑けつ登用キャンペーンによって採用された新人さんですが、なにせ現地人でかつ漢を代表する名士ですから。乱世の奸かん雄ゆう・曹操孟徳は必ずや自ら天下の覇は者しやを目指す、なぜならば自分より優れた英傑などいないと信じているから、と言っていました～。当たりだったようですね～」

「同盟を離脱するつもりはない、あくまでも袁紹のもとで統一のために戦う、と言っても信じてくれないわけ？　だいいち補給を停止していたのは、そっちでしょ？」

「いえいえ。袁紹社長の幼なじみのあなたを疑うわけではありませんよ？　ですが、同盟を継けい続ぞくしたいというのでしたら、誠意を、証しよう拠こを見せていただきます。ひとつ、『泰山を袁紹軍に引き渡わたし、封神英傑システムの管理人役を、司馬懿に移い譲じようすること』。二つ、『天子さまの身み柄がらを袁紹さまに引き渡すこと』。みっつ、『曹操さんには、公孫瓚が支配していた幽州に移っていただき、公孫瓚軍の残党を滅ほろぼすこと』。冀き州しゆうに攻せめ込んできていた公孫瓚軍は、司馬懿さんがやっつけちゃいましたので、公孫瓚軍の残党は今、易えき京きよう改め東ひがし所ところ沢ざわという城じよう塞さい都市に籠ろう城じようしているんですよ～。泰山を明け渡して東所沢を攻こう略りやくすれば、謀む反ほんの疑いは晴れますよ？　以上が、同盟継続の条件でえす」

　なんてことだ。

　怜香と俺は、思わず顔を見合わせていた。

　司馬懿仲ちゆう達たつ。本来ならば、まだ歴史に浮ふ上じようしてこないはずの遅おそ咲ざきの英傑だ。

　曹操のもとに出仕し、関羽が北上して曹操軍を中原から駆く逐ちくしようとしたその時に、「呉の孫権と手を組んで後ろから関羽を討たせよ」と献策し、関羽を死なせた張本人ではないか。

　曹操の死後は、劉備、張飛、関羽をみな失って益えき州しゆうに籠こもった孔明が漢王朝の復興を志して出兵した「北ほく伐ばつ」をことごとく退けて孔明を五ご丈じよう原げんで病びよう没ぼつさせ、漢の天子から帝てい位いを簒さん奪だつして「魏」を建国した曹家に対してクーデターを起こし、息子に「簒奪返し」をやらせて魏を滅ぼし「晋しん」を建てさせた野心家。

　要は、「三国志」のラスボスだ。そして「三国志最後の勝者」とも言える。曹操の魏も、劉備の蜀も、孫権の呉も滅び去り、最後には司馬家の「晋」が天下を統一するのだから。

　だが！　その晋は、司馬家一門の激しい内乱によってあっという間に崩ほう壊かいし、国土は荒こう廃はい。傭兵として雇やとわれた異民族が次々と中原に自立して、いわゆる「五胡十六国時代」という大戦乱の時代を招いてしまうのだ。

　故に、晋も司馬家も、「三国鼎てい立りつ状態を終わらせた」とは評価されていない。司馬懿自身の直接責任ではないとはいえ、大戦乱時代をさらに長引かせたのだから。

　司馬家は、「帝位など権力さえあればいくらでも簒奪できる」という前例を作ってしまった。そのために、漢王朝の劉氏以外の者でも、容易に帝位に就くことが可能となった。結果、五胡十六国時代には異民族ですら次々と帝位に就くことになったのだ。最初に帝位簒奪をやらかしたのは曹家だが、その簒奪を「習慣化」してしまったのが司馬家なのだ。しかも、曹家は漢の天子を廃はい位いした後も殺しはしなかったが、司馬家は曹家の帝みかどを殺している！　大乱世の引き金を引いた、と言っていい。

　後漢滅めつ亡ぼうから五胡十六国時代の終しゆう焉えんまでが二百二十年。続く南北朝時代が百五十年。隋による中国の再統一まで、後漢滅亡から実に三百七十年もかかってしまったのだ！

　以上、だいたい雪乃からざっくり聞いた中国史知識。

　その司馬懿が、なぜ早くも登場して、しかも袁紹に仕官しているんだ？

　その上、正史英傑だって？　だが、正史英傑といえど、未来をそこまで見通せるはずが……？

「その司馬懿という怪あやしい人物に泰山は引き渡せないわ。システムはすでに一度ハッキングされている。これ以上システムを部外者にいじられると、クラッシュしてしまうかもしれない。そうなれば、封神英傑は真世界から消え失うせ、私たちは普通の人間に戻ってしまい、再統一はほぼ不可能に。もちろん天子さまの引き渡しなんて論外よ。袁帝グループの社しや畜ちく幹部連中が天子さまに害を為なすかもしれないもの。私自身が袁紹のもとに直接出頭して弁明するわ、それでいいでしょう郭図？」

「まあ、そう言うだろうなあと思っていましたよお。いいですよ、お一人でしたら。兵を率いて行くのはダメですよ？　謀反と見なしますから」

「わかったわよ。ただし！　護衛役として虎痴を連れて行くわ。いいわね！」

「えー？　まあ、兗州の主あるじですもんね。護衛役一人くらいでしたら、いいでしょう～。疑い深い司馬懿さんから『絶対に一人きりにして連れてきてね♥』と厳命されていますが、この郭図ちゃんはかしこいのです、孔明に匹敵する天才軍師ですから！」

「……護衛の任務、任された」

「荀彧、那波ちゃん、雪乃ちゃん。留守番役は任せたわ。あっ、秀一は孔明を早く地上に引っ張り出しておいてね！　孔明のライバル司馬懿が出てきたとなると、孔明を眠ねむらせておく猶ゆう予よはもうないわ！　急いで！」

「おう、わかった！　そうだな。まずは琅邪の祠ほこらを修復するか。『出入り口』を再建すれば、『三さん顧この礼』イベントを起こせるはず……俺と那波は入れ替かわっているが、邢道栄になっているわけじゃないから、こんどはいけるはずだ！」




　夜明けとともに、怜香と許褚が慌あわただしく出立したあと──。

　会議室で半落ちしつつある雪乃と那波が眠い目をこすりながら「これはどういうことでしょう、司馬懿とは……兄さん」「なんだか『正史』とも『演義』ともぜんぜん違ちがうルートだよ、これ。ヤバくない？」と不安顔になっているが、心配するな。怜香と袁紹とは姉妹同然の仲。司馬懿がなにか悪あく謀ぼうを企たくらんでいるとしても、まずは孔明だ！　司馬懿に対たい抗こうできる軍師は、孔明しかいない。

　となると俺も、すぐに琅邪へ向かわねばならんな。兄きよう妹だい三人で行くか？　しかし、怜香不在の泰山からさらに俺たち三人が揃そろって抜ぬけるのも少々不安だ。青州兵たちも、袁帝グループが怜香を召しよう喚かんしたことを知れば動どう揺ようするだろうし。百万が再さい離り反はんしたら……まずい。

　おい。彭ほう侯こう孔明、出てきて助言をせんか。もしや祠を壊こわされたので出てこられんのか？

　さて、どうするか──。

「イキリいも太た郎ろう。曹操さまが帰き還かんするまでの間、泰山は私と夏侯惇たち、そして関羽とで守ります。曹操さまに代わる指揮官代理は、関羽といたします。諸懐隊はもちろん、青州兵たちはみな、関羽を女神として崇あがめておりますから、彼女にならば統制できるでしょう。あなたは急ぎ琅邪へ走り、孔明の祠を修復してください。捨ておけば祠の位置すら特定困難となり、手て遅おくれになります」

　徹てつ夜や作業には慣れたもの。目を赤く充じゆう血けつさせながらも、荀彧お姉さんが怜香留守中の臨時体制を草案化して、俺に「琅邪へ」と進言してきた。泰山戦開始以来、荀彧お姉さんはずっと「王おう佐さの才」全開モードだ。怜香の留守中に天子ちゃんさまと泰山を預かっているだけあって、「ダメＯＬモード」に戻もどる余よ裕ゆうはないらしい。青州黄巾賊との交こう渉しよう成功は、ほぼすべて荀彧お姉さんの功績と言っていい。

「わかった。でも、俺一人で修復できるかな。徹てつ底てい的に壊されたらしい」

「一人で修復するのは無理でしょう。祠があった場所を特定し、破は壊かい具合を報告してくれればいいのです」

「俺に特定できるかな？　かなり徹底的にやられたらしい」

「では、孔明の『気』を探知できそうな『劉備玄徳』の身体からだを持つ那波さんも同行したほうがいいでしょう。琅邪に到とう着ちやくして祠ほこら跡あとを特定したら、早馬を出して連れん絡らくをください。ただちに土木作業班を派は遣けんします。その際には関羽にも急行してもらって、修復と同時に『三顧の礼』イベントを発生させましょう」

　よし、わかった。那波も「このまま一生劉備玄徳のままだったら、アニキと身体が入れ替わったままだったらどうしよう……あうう」と涙なみだ目めになりながらも、頷うなずいてくれた。

　だが、しばし、雪乃とは離はなれ離れになってしまうのか。やっと、雪乃を迎むかえに行くことができたというのに、もう……あれから一日も経たっていないのに。せめて、しばしの間だけでも。

「いいえ、兄さん。私はだいじょうぶです！　一時的に離れても、兄さんの私への想おもいはしっかりと伝わっていますから……ここで雪乃がわがままを言ったら、関公に𠮟しかられちゃいます。すぐに琅邪で落ち合いましょう」

「雪乃、まだ体調が万全じゃないんだ、無理するなよ。お前は泰山でどんと構えて、万が一の時には戦せん闘とうは夏侯惇たちに任せておけ。いいな？」

「ゆきのん、すぐに再会できるよ。アニキの身体は傷つけないで、ちゃんと返還するから。孔明の出しゆつ盧ろまで、頑がん張ばろうねっ！」

「はい、ななちゃん！　兄さん、行ってらっしゃいませ！　雪乃は、留守番役として泰山を守るというお役目を果たします！」

　雪乃の笑顔が眩まぶしい。俺は、妙みような胸むな騒さわぎに襲おそわれながらも、雪乃の意志を尊重した。「私はだいじょうぶです」という雪乃の言葉を、その決意を。

「頑張れ、雪乃！　俺のフォースは常にお前とともにある！　さあ、琅邪へ行くぞ那波！」

「おーっ！　孔明なら、あたしとアニキの身体を戻してくれるかなあ～？」

「はい、行ってらっしゃい！　雪乃は兄さんからの連絡を待っています！」








第六回　兄妹別べつ離り






【冀き州しゆう】




　泰たい山ざんを降りて、冀州の鄴ぎようへと向かう曹そう操そう一行。

　眼鏡めがね軍師の郭かく図とが先導し、騎き馬ば隊たいが曹操と護衛役の許きよ褚ちよの二人を守りながら、街道をゆるゆると進んでいく。

　左右を山やま肌はだに囲まれた断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの狭はざ間まを抜ける途と中ちゆうで、曹操は思わず吹ふきだしていた。

「フッ……司し馬ば懿いとやらもたいしたことがないわね。私ならば、このあたりに伏ふく兵へいを仕し掛かけておいて、曹操が鄴ぎように到着する前にさっさと闇やみに葬ほうむってしまうところだわ。袁えん紹しように会わせる前に始末して、山さん賊ぞくに襲われました、と言い張っておけば『死人に口なし』なのに。あっはっは！」

　郭図が「ヒエッ？　今襲われたら、郭図ちゃんまで巻き込こまれて殺されちゃいます。そんな酷ひどい罠わななんてありませえん。絶対にだいじょうぶですっ！　勝ったなガハハ！」と「軍師の進言」を行ったその瞬しゆん間かんだった。

　ジャーン、ジャーン！

　左右の断崖から、激しい銅ど鑼らの音が──！

「山賊参上、ヒャッハーッ！　曹操のお命、イタダキイイイイ！」

「殺せ殺せーっ！　郭図とその部下たちも皆みな殺ごろしだーっ！　だって俺たち、袁えん帝ていグループに雇やとわれた刺し客かくじゃないもんなーっ！」

「そうそう！　おいらたちは通りすがりの、お宝当ての泥どろ棒ぼうさんでーす！」

「ハ～ッハハハハハ！　待て待て、われらが請うけた仕事は『利用価値がある下げ手しゆ人にんは殺さず生け捕どりにして人質にする』だぞ諸君！　曹操よ、袁帝グループからきみにまたしても『副業』の嫌けん疑ぎがかかっている！　副業は、社内規定違い反はんの重罪！　しかも、肌はだ色いろ成分マシマシのけしからん深夜アニメの原作者だとか！　きみの身み柄がらを地下帝てい国こくに送れば、多額の報ほう奨しよう金きんが！　これでまた一歩、出世に近づいたッ！　さあ、非正規雇こ用よう社員の皆さん、彼女たち全員を引っ捕らえたまえーっ！」

「ギャ────ッ！　張ちよう郃こうが山賊を率いて現れたああああ！　郭図っ、あんたは軍師面づらして進言するの禁止よーっ！　だって、郭図の進言は１００％外れるのよーっ！　いわば『三国志』最大の逆神！　『出れば負け軍師』なんだからっ！」

「ひえええええええっ？　この山賊さんどもは、袁帝グループが雇った黄こう巾きん賊ぞく崩くずれの不ふ逞てい浪ろう士したち!?　曹操さんを捕ほ縛ばくするついでに天才の私まで巻き添ぞえだなんて、袁帝グループの鬼おにっ……悪あく魔まっ……ブラック企き業ぎよう～っ！」

「おっと郭図係長！　社畜道を貫つらぬく私にとって、『ブラック企業』は褒ほめ言葉だ！　ハ～ッハハハハ！　曹操を難なん攻こう不ふ落らくの泰山から下ろした時点できみの仕事は終わっていたのだよ！」

　ここは左右を岩に囲まれている山道、狭せまい一本道。さらに、前後にも賊ぞくが！　逃にげられない！

　曹操は、袁紹陣じん営えいの某ぼう所しよに設置されている「地下帝国」送りを覚かく悟ごした。地下帝国とは、左さ遷せんされた社員たちや罪人たちが収客所に集められて強制労働させられるという悪夢的左遷環かん境きよう。おそらく、いちど放り込まれれば、脱だつ出しゆつは困難。事実上の無期懲ちよう役えきである。

　司馬懿という謎なぞの正史英えい傑けつが権力を握にぎった今の袁帝グループは、もはや別物。社長の袁紹はもちろん、泰山の曹操軍、青せい州しゆう兵へい、そして天子の命運は、ことごとく暗転する──！

「曹操よ！　この張郃課長が、直接きみを捕縛してやろうではないか！　上司の命令はなによりも重いのだっ！　おとなしく地下帝国へ送られるがいい、ハーハハハ！」

「う。うぐぐぐぐ。張郃！　あんたたちは『三国志』に疎うといからわからないのよ。明らかに怪しい司馬懿の言いなりになっていたら、袁帝グループを乗っ取られるわよ！　生え抜き主義はどうなったの、学がく閥ばつ主義はっ？　真の社しや畜ちくなら、クーデターを起こして外と様ざまの司馬懿を地下帝国に追放しなさいよーっ！　これは司馬懿の企業乗っ取りよ、袁紹の危機よ！　袁紹の片かた腕うでである私を排はい除じよしたら、袁紹の地位が危うく……」

「わが社は正史英傑登用キャンペーンによって、真世界人を労働力として雇用するグローバル企業に生まれ変わったのだーっ！　しかも！　司馬懿は早わ稲せ田だ閥ばつを片かたっ端ぱしから左遷して慶けい應おう閥ばつを優ゆう遇ぐうしてくれている！　忌いま忌ましい沮そ授じゆを更こう迭てつして、田でん豊ほう専務をトップリーダーに推してくれたのだーっ！　さらに、社長の威い信しんを下げる免めん罪ざい符ふまで密造してくれた！　今後は司馬懿がシステムを運営すべきなのだ！　故に、従うしかないっ！」

　まんまと派閥争いにつけ込まれて司馬懿に踊おどらされているじゃない！　免罪符ってなによ？　と曹操は地じ団だん駄だを踏ふむが、張郃はそうとうに司馬懿を恐おそれているらしく、曹操を本気で倒たおして地下帝国へ連れて行くつもりまんまん。ドドドド、と馬で崖がけを駆かけ下りてきて、「手向かいするなら実力行使だ！　覚悟！」と槍やりを振ふりあげてきた──！

「来るなら来なさいよっ！　武力で負けているからって、一いつ騎き打うちで倒されるとは限らないんだからっ！」

「無む駄だ無駄無駄無駄無駄無駄ア！　秘ひ匿とくし続けてきたが、わが武力は実は90オーバー！　ＳＲランク武官なのだーっ！　チートな呂りよ布ふには敗れたが、並の英傑には決して負けんぞ！　曹操、きみの武力はたしか70だったな！　勝負にならーん！　郭図係長は論外！」

　文官の郭図は「ひゑ～」と馬から転がり落ちて、早々と戦意喪そう失しつ。

　あの「暴ぼう凶きよう」そのものの武人・呂布を前にしても高笑いしながら迷わず突つっ込こんでいける張郃の度胸と社畜魂だましいは異常。

　ましてや、相手が小学生にしか見えない曹操では、はじめから勝敗は明らかだった。

　だが。

　ここに、曹操と並ぶ小こ柄がらな「用心棒」が、いた──！

　どでかい朱しゆ槍やりを構えながら、張郃の前に立ちはだかる。

「……封ほう神しん英えい傑けつ・許褚、ここにあり。曹操孟もう徳とくの護衛役として、任務を果たす……」

「それはお役目ご苦労、ハーハハハハ……って、誰だれだねきみはーっ？　わが社には小学生社員はおらーん！　労働基準法違反になるからなっ！　例外は、社長が私的に雇っている曹操だけだーっ！」

「だから、私は小学生じゃないわよっ！」

「……犬いぬ千ち代よも、小学生ではない……すでに婚こん期きを迎えた乙おと女め……そもそも、戦国時代では娘むすめは十一歳にもなれば結婚する……孕はらませるのは十五歳以後という定めだけれど……『新妻はどこもかしこも白くてつるつるでお餅もちみたいなさわり心地で候そうろう』と十一歳の嫁よめを孕ませたら、露ろ離り魂こんの誹そしりを受ける……」

「えーい、訳のわからぬことを！　どかぬならば、張郃課長の突きを喰くらえーい！　私はロリコンではなーい！　社畜道一筋二十年！　朝晩の通勤ラッシュも痴ち漢かん冤えん罪ざいも日々の派は閥ばつ抗こう争そうもネットでの悪評スレ立て攻こう撃げきも呂布の方ほう天てん画が戟げきもことごとく突とつ破ぱしてきたこの滅めつ私し奉ぼう公こうの槍をかわせるかーっ!?　ハーハハハハ！」

　虎こ痴ち、危ない！　と曹操が叫さけぶ。

　だが、許褚は「一騎打ち」には慣れていた──こんな小柄な女の子でも、戦国に名高い猛もう将しよう・前まえ田だ利とし家いえその人である。

「……一騎打ち特化型固有スキル『虎こ痴ち東とう風ふう』発動。張郃。その心臓、貰もらい受ける──！」

「な、なにっ？　み、見えぬっ？　幼女の繰くり出す槍先の動きが……見えぬ……！」

「……幼女ではない」

　スカッ！

　一見、許褚が繰り出した朱槍は、あらぬ方向へ。思いきり外れたかのように見えた。

　しかし。

「……あれ……？　ヒット率１％なのに……なぜか当たってしまった……威い嚇かくのつもりだったのに……後味が悪い……」

「グワーッ！　身体からだに当たってもいないのに、心臓を盗とられたああああっ!?　袁帝グループに栄光あれっ！　これで、私も二階級特進……そ、曹操くん……わが墓石は……本社ビルの方角へと向けてくれたまえ……ぐふっ！」

　張郃、許褚のヒット率１％を誇ほこるハズレスキル「虎痴東風」の命中を不運にも受けて、絶命、落馬。二十年に及およぶ長き社しや畜ちく人生の終わりであった──。

「って、ちょ、張郃っ？　た、た、たいへんだわ！　ヒット率１％の見せ技に当たるなんて、どこまで運が悪いのよっ？　虎痴、生き返らせてっ！　張郃はポマード臭くさいウザキャラだけど、社畜として上司の命令に従っていただけなのっ！」

「……そういう蘇そ生せいスキルは許褚にはない……困った。ごめんなさい」

「なななななんとかならないっ？　たとえば、十分だけ時間を巻き戻もどすとかっ！」

「……犬千代の生きてきた世界には、そんな便利な能力はなかった」

　山賊たちが「大将を取られたでえええ！」「殺やったれえええ！」「敵かたき討うちじゃあああ！」といっせいに曹操たちめがけて突とつ進しんしてくる中。

「ハーッハハハハハハハハ～っ！　固有スキル『魔ま界かい転てん生しよう』、自動発動ッ！　わが秘密が曹操にバレてしまったのは痛いが、この燃え盛る社畜魂の炎ほのおを消すことは誰にもできぬ！　非正規雇用社員の皆さん！　曹操を捕らえよーっ！」

「ギャ───────ッ!?　ウソでしょっ？　お化けっ？　ゾンビいいいいっ？　社畜ゾンビが、出たああああああっ!?　も、も、も、漏もれ（チョロオオオオ……）」

「……びっくりした……社畜妖よう怪かいには、戦国武将も勝てない……逃げよう、曹操」

「逃げましょうっ、虎痴！　いやああああ！　追いかけてこないでよおおおおっ！」

「待てーいっ！　絶対に逃のがさんぞ、地下帝国に放り込んで社畜魂を徹てつ底てい教育してくれるわ！　ハーハハハハハ！」

　曹操は、想像力過か剰じよう。肉体を持った相手──人間や亜あ人じん相手の戦いくさでは勇ゆう敢かんだが、お化けと、そしてゾンビには弱いのだった。

「いやあああああ！　ゾンビって理性を喪失してるんでしょっ？　社畜ゾンビに捕つかまったら、レイプされるううううう～！　ゾンビの苗なえ床どこには、なりたくなーいー！　泰山へ、泰山へ舞まい戻らなくちゃ……！」

「失礼なことを言うなーっ！　私には、女子小学生を×××する趣しゆ味みはない！　そのような特とく殊しゆ性せい癖へきをこじらせてしまったら、対立派閥に弱みを握られて失しつ脚きやくさせられてしまうではないかーっ！」

「そっちこそ失礼ねっ！　私は女子高校生よっ！」

「……ともかく逃げる。曹操」

　非正規雇用社員の山さん賊ぞくたちは、統制が取れていない。これが、幸いした。

　俺が俺が、と手て柄がらを求めて山賊たちが足並みを乱している隙すきに──。




「ゾンビ兵ども、刮かつ目もくせよ！　我は天下の大だい武ふ辺へん者もの！　朱槍を取れば日ひノの本もと無む双そう！　わが真名は、尾お張わり一のかぶき者、前田利家也なり──！」




　許褚が大だい音おん声じようで名乗りをあげながら、朱槍一本で脱出経路を豪ごう快かいに切り開いたのだった。

　その鬼き神しんの如ごとき荒あら武む者しやぶりは、アルバイト感覚で張郃に雇われた山賊たちの及ぶところではなかった。しかも張郃の心臓には偶ぐう然ぜん当たっただけとはいえ、一見必殺の「虎痴東風」スキルも見せられている。触ふれずに心臓を奪うばうという、究極の一騎打ちスキル。

　ついに許褚は、曹操を護まもりながら包ほう囲い網もうを突破し、危地からの脱出に成功したのである。

　曹操が小柄だったことも幸いした。敵に背中を見せて逃げていても、的が小さいため、なかなか矢に当たらない。当たりそうになった矢は、すべて許褚が朱槍で振り払はらった。

「……なんとか、振り切った……郭図は迷子になったけれど……泰山が見えてきた」

「ありがとう、虎痴！　あなたって、ほんとうに強いのね！　一騎打ちをやらせれば、呂布にも匹ひつ敵てきする。もしかしたら呂布以上かも……！　女の子なのに、ほんものの前田利家なのね？　まるで、私が書いたラノベみたいだけれど。ほんとうにあったのね。女の子が武将をやっている世界が……ねえ虎痴、今までいったいどれほどの実戦経験を積んできたの？」

「……桶おけ狭はざ間ま……美み濃の攻こう略りやく……金かねヶが崎さき……木き津づ川かわ口ぐち……関せきヶが原はら……黄金十字軍戦……いろいろ。多すぎて覚えてない……」

「黄金十字軍戦？　そんな合戦、戦国時代にあったかしら？　ともかく！　真世界を統一すれば、あなたも元の世界に帰き還かんできるから。それまで、許褚としてよろしくね！」

「……承知。ひとたび異世界に召しよう喚かんされた戦士は、主君に忠義を尽つくして最後の最後まで戦う。それが、犬千代が憧あこがれてやまないもののふの、英えい雄ゆうの生き様。決して、姫ひめさまを裏切らない。姫さまを、失望させない──」

　蒼そう天てんに聳そびえたつ泰山を見上げる許褚の大きな瞳ひとみが、潤うるんでいる。

　その瞳の先に見えているものは、なんなのか。曹操にはわからない。きっと、戦国時代の日ノ本の草原を、あるいは壮そう大だいな安あ土づち城じようの天主を見ているのかもしれない。

（早く虎痴を、許褚を、元の世界に戻してあげたい。今の袁帝グループはすでに、正史英えい傑けつ・司馬懿が牛耳っている。泰山のシステムをハッキングした犯人も、きっと司馬懿だわ。秀しゆう一いちが洛らく陽ようで手に入れたチート呼こ符ふは、袁帝グループの沮授が持っていたという。沮授にハッキング能力なんてあるはずがないから、きっと司馬懿から手て渡わたされて──司馬懿は袁帝グループに入り込こむために、チート呼符を密造して沮授に送ったんだわ。ならば、免罪符も袁帝グループを釣つるための餌えさだわ）

　曹操の頭脳の中で、ばらばらだった要素が「ひとつの絵」として組み合わさりつつあった。ジグソーパズルのピースがすべて、繫つながったのである。

　絶ぜつ滅めつ派亜人が泰山と下か邳ひを狙ねらって攻せめてきたことも、ハッカーがシステムに侵しん入にゆうを図ったことも、すべて「同一犯」による泰山のシステムへの同時多発的攻撃だと考えれば、辻つじ褄つまが合う。証しよう拠こはないが、司馬懿は「亜あ人じん四し凶きよう」と連れん携けいしていたのではないか。

「亜人四凶」が泰山を奪だつ取しゆすればそれでよし。奪取できなければ、私を召集して、袁紹に会わせる前に捕とらえて地下帝てい国こくへ送ってしまい、人質に取った私を「交こう換かん条件」として泰山を接収する。二段構えの策で泰山を狙っていたのではないか。

　曹操は──怜れい香かは「正史英傑」とほとんど接せつ触しよくしたことがないが、今、真世界は滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんしている。両者の共存は可能なはずだ。

　だが、相手は「三国志」稀き代たいの悪役にして、曹家王朝を簒さん奪だつする「宿命の敵」司馬懿である。その司馬懿に限って、異世界から来た封神英傑たちと共存する道など最初から考えてはいまい。それどころか「亜人四凶」を操って真世界人も異世界人もことごとく滅ほろぼそうとしているのではないか。封神英傑システムに、司馬懿は執しゆう着ちやくと憎ぞう悪おを抱いだいているのではないか。

　はじめから派閥抗争で荒あれていた袁帝グループの乗っ取りなど、奸かん智ちに長たけた司馬懿にとっては容た易やすいに違ちがいない。早稲田閥ばつの沮授はすでに左さ遷せんされたようだ。慶應閥の田豊や張郃も、用済みになれば危ういだろう。最終的には、郭図も。そして、袁紹も──。

（ならば、司馬懿と。「運命」と戦わなくちゃ……たとえ、一時的に袁紹と戦うことになっても。絶対に、封神英傑システムは司馬懿に渡わたせない）

　そうだわ。

　秀一は。琅ろう邪やへ向かった秀一と那な波なみちゃんは無事なのかしら？

　私一人を捕らえて終わるはずがない！　司馬懿は、秀一をも捕らえようとするはず！　私同様、人質として有効に活用できる駒こまとして！

　この曹操の危き惧ぐは、的中していた。

　秀一と那波は、すでに危地に陥おちいっていたのである。

　ほぼ、曹操が張郃に襲しゆう撃げきされた直後に。




【琅邪へ向かう道中】




「怜香が心配だ。琅邪へ急行するぞ、那波！　呪のろいの泉地帯を突つっ切ってショートカットする！　那波を頼たのむぜ的てき盧ろ！」

「お願いねっ的盧！　ゆきのんをあまり待たせたくないの！」

「ま～た呪いの泉かよ。風邪かぜは治ったけどよう。おいら、どーなっても知らないぜ？　『急がば回れ』という諺ことわざもあるだろうによ。ブルルッ……」

　俺は──水みず城き秀一は、那波とともに琅邪へと向かっていた。泰山の南なん麓ろくを馬で駆かけ下りながら。またしても「呪いの泉」地帯を抜ぬけねばならないが、ともかく「歴史」は俺たちが知らないルートに向かっている。袁帝グループを掌しよう握あくしつつある正史英傑・司馬懿に対たい抗こうするためにも、天才軍師・孔こう明めいの出盧を急がねばならないのだ。司馬懿の唯ゆい一いつとも言っていい弱点であり天敵だからな、孔明は。

　だが、しかし！

　そんな俺たちを包囲すべく、続々と袁紹軍の兵士たちが殺さつ到とうしてきた！

「そこまで、そこまでーい！　袁帝グループ特別出張部隊、見参っ！」

「劉りゆう備び玄げん徳とくに謀む反ほん独立の疑いあり！　われらは、徐じよ州しゆうへ戻るであろう劉備を待ち伏ぶせして捕ほ縛ばくせよ、抵てい抗こうすれば始末せよとの密命を受けた！」

「貴様ら、泰山から下りてきたなっ？　しかも、この呪いの泉まみれの危険地帯を横断しようとしている──行き先は徐州だなっ！　取り調べに応じねば捕縛するっ！」

　し……しまったああああっ!?

　なんということだ！　司馬懿の動きが異常に速い！　すでに、俺を消すべく待ち構えていたとはっ？　最短ルートを選んだことが裏目に出た！

　しかも袁紹軍の中には数名、手て練だれの封神英傑が。パラメーターは隠かくしているが、おそらく顔がん良りようとか文ぶん醜しゆうクラスの猛も者さたちだ。これはまずいぞ！

　やはり亜人四凶を青州黄巾賊と合流させて泰山と下邳を襲おそわせたのは、司馬懿だ！

　目的は「封神英傑システム」の奪取、そして──異世界をも巻き込んだ破局的な大だい攪かく乱らんだ！　どういう意図かはさっぱりわからんが、饕とう餮てつと「目的」が一いつ致ちしている！　あの孔明をもってしても倒たおせなかった奴やつだ！　俺たちの二手も三手も先を読み切っている！

「やっぱりこうなったぜえ、ブルルッ！　至るところ呪いの泉だらけで、おいらの脚あしをもってしても逃にげ切れるかどうか」

「あ、アニキ!?　もしかして、袁紹のもとに弁明に出かけた曹操も……」

「怜香ならだいじょうぶだ、許褚がついている！　し、しかし、俺たちは……最悪な状じよう況きようにいるらしい……！　無数の泉が邪じや魔まになって、脱だつ出しゆつは困難だ……！　包囲される前に、俺が一人で出頭する！　不幸中の幸い、今の俺の身体からだは那波だ。つまり張ちよう飛ひだからな！」

「えっ？　だ、ダメだよアニキ！　たとえ劉備でなくとも、張飛は劉備の妹なんだから、人質に取られちゃうよう!?」

「危険は承知の上だ！　だが、連中のボスは劉備玄徳を『歴史』から消すつもりだ！　それに、俺はたとえ劉備のスキルを失っていても、舌先三寸でその場を言いつくろって逃れきる自信がある！　的盧！　那波を呪いの泉に隠せ！　那波を新たな『呪い』に感染させることになるが、司馬懿に捕縛されるよりはずっといい！　断じて発見されるな！」

「承知した、相棒！　なるべく呪いが弱そうな水質の泉を選んで飛び込む、安心しな！　水の淀よどみ具合でだいたいわかるのさ！　死ぬんじゃねーぞ！」

「だだだダメだってば！　ま、待って的盧。止まって！　あ、アニキいいいいっ!?　あたしは、アニキと一いつ緒しよに……待って……」

「那波、耐たえろ！　雪ゆき乃のも一人きりで泰山に居残ってくれたんだ。お前は、俺が袁紹軍の兵士たちを引きつけておく隙を見て雪乃のもとに帰還しろ。姉妹二人で力を合わせれば、たとえ俺が捕縛されても泰山を守りきれる！　いいなっ！」

「……アニキ……そんな……そんなのって……イヤだよ！　イヤだあああ！　捨てないで……アニキ……！　待って、止まって、的盧っ！」

「泣くな那波！　俺がお前を捨てたりするものかっ！　必ず迎むかえに行く！　妹は！　すべてに優先すると言っているだろう？　さあ来い、袁紹軍──！」

　那波が泣きだしたが、やむを得ない！　那波を逃がしきるまで、のらりくらりと尋じん問もんをかわしてやる！　もしもの場合は──蛇じや矛ぼうを召喚して、倒すしかない……！　袁紹軍は五千はいるが、張飛益えき徳とくは「万人の敵」。すなわち、一人で一万人の兵士に匹敵する武将だ。一対五千じゃあ、さすがに手加減しきれないだろうが、やってやるぜ……！

「そこの娘むすめ！　馬から下りて、両手を頭の後ろに組んで膝ひざを大地につけーっ！」

「さっさと下りるんだ！　抵抗するそぶりを見せれば、弩どで射殺する！」

「早くしろっ！　尋問する！　劉備玄徳の居場所を知っているかっ？　お前の目的地はどこだっ！」

「後頭部付近にステータスウィンドウを格納しているな！　英傑名と真名を言えっ！」

「ちょっと待って！　なにがなんだかわかんな～い！　今、下りるから、討たないでってば！　あたしはただ、泰山から食材を求めて麓ふもとの村におつかいに……！」

　俺は、なに食わぬ顔で驚おどろいてみせて、馬から飛び下りていた。女の子口調の演技も板についてきた。ずいぶんと長い間那波の身体と入れ替かわっているので、女の子メンタルが半ば「地」になってきているが、これなら演技だとはバレまい。問題ないぜ！

「うっ。かっ、かわいい女の子じゃあないか……」

「ぷぷぷプロポーション抜ばつ群ぐんだ。なんという若く瑞みず々みずしい肌はだ。はあ、はあ、はあ」

「こらっ貴様らっ、袁帝グループの社しや畜ちくとしての誇ほこりを忘れるなーっ！　ＪＫに手を出したら沮授のように地下帝国送りだぞっ！」

「地面に伏ふせろっ！　後ろに回した手で、ステータスウィンドウを開けーっ！　情報開示だっ！」

「ちょ、ちょっと待ってってば～！　沮授がＪＫに手を出したって、なんのことよぅ？」

「お前に教える義務はないっ！　地に落ちた真世界住民の評判を向上させるべく、袁帝グループは現在、綱こう紀き粛しゆく正せいキャンペーン中なのだ！」

「むむっ。こやつ、張飛益徳だぞ！　劉備玄徳の義妹だ！　ならば……」

「やはり劉備と行動をともにしていたなーっ！　劉備はどこだーっ！」

「だからあ、一緒じゃないってば！　アニキは泰山の関かん張ちよう飯はん店てんで『関帝たんナイト』の開かい催さい準備中だよ！　青州黄巾賊との戦争が終わったから、祝賀会を開いてがっぽり儲もうけるつもりなのっ！　あたしはそのイベントのために、食材調達に……ううう。おぢさんたち、怖こわいよう。どうして？　どうしてあたしをいぢめるの？　お兄ちゃん……お兄ちゃん、助けて……怖いよう……ぐすっ、ひぐっ、うえっ」

　真名に気づかれてはまずい。俺は、那波本人よりも三倍かわいく泣いてみせた。うーむ、われながら自分の才能が恐おそろしい。妹ラノベや妹アニメを摂せつ取しゆしすぎたせいか、「妹系女の子」を演じるスキルが高すぎる……！　でも、なんだか楽しい。ふっふっふ。孫そん乾けんが真世界でなにか突き抜けて男の娘こキャラになってしまった気持ちがわかったような？

「うっ……こ、こ、この娘……こんなけしからんＪＫ離ばなれした発育ぶりのくせに、なんともコケティッシュでボーイッシュで……お、お、俺のストライクゾーンど真ん中だ……」

「お、俺もだ……なんだろう……新しいチャクラが開いたような……今まで出会ったことのないタイプの女の子だ……！」

「ちょ、張飛さん。す、好きじゃあ～っ！　俺と、結けつ婚こんを前提に交際してくださいっ！」

「いや、俺が先だ！　真しん剣けん交際ならば、袁帝グループが設けた新たな社内規定、通つう称しよう『真世界青少年保護育成条例』には抵てい触しよくしないはずっ！」

　あ。いや。ちょっと待て！　俺またなにかやっちゃいました？　しまった、効果的すぎたっ!?

　そ、そうか、那波はガサツなキャラだけれどビジュアルだけは百点満点だから……俺が那波のガワを被かぶって「理想の妹キャラ」を演じたばっかりに……！

　ええい、的盧。早く。早く那波を泉に隠せ！　って、おいおいおい！　まだほとんど移動できてない!?　えーい！　もっと遠くまで移動できないのかっ！　見つかってしまうぞ！　仕方ない、なんか適当におっさんが萌もえそうな媚こびポーズを作って、さらにこっちに視線を集めて……！　くねくね、くねくね……って、さっきからなにをやっているのだ俺はっ！　なぜＪＫになりきって、おっさんたちを籠ろう絡らくしているのだーっ？　アッー、もう後あと戻もどりできなくなるっ！

「えー。おぢさんたち、急にそんなこと言われても。あたし、こう見えても男の子とつきあった経験ないんだもん。お兄ちゃんっ子なんだもん。困っちゃうよ～」

「でででは、しししし処女ッ？　こんなかわいい子がっ？　悟さとり世代の若い男たちはなにをしているのだ！　やはり日本は衰すい退たいしている！」

「恐るべき少子化時代！　無気力な若者にはきみの魅み力りよくがわからんのだーっ！　時代は『異世界おっさん』だぞ、張飛ちゃん！」

「そうだ！　異世界に帰き還かんしたら、俺たちは袁帝グループの正社員！　生活もばっちり安定！　自動車だって持っているぞー！　軽じゃないぞっ！　毎月たっぷりとお小こ遣づかいをあげよう！　正社員になれない若者とは違うのだよ、若者とは！」

「きみのお兄さんのことは見み逃のがしてあげよう！　だからこの場で、交際相手を一人、選んでくれーっ！　お願いしますっ！　ああっ、こうして女の子に告白して頭を下げ、審しん判ぱんを待つこの瞬しゆん間かん……まさに至福！　これぞ、『ねるとん紅べに鯨くじら団だん』世代の俺の夢だった……！」

「俺なんて『ラブアタック！』世代だぜ！　ああ～かぐや姫ひめ～♪」

　ラブアタックってなんだよ。いつの時代のテレビ番組だよ、知らないよ。ってかお前、五十過ぎてるだろ。ジジイじゃねーかよ。それが自分の娘みたいな歳としのＪＫを口説くとか。ええい、このロリコンどもめ！

　俺は「ええ～？　どーしようっかなー♪」ともはや男としての尊厳も兄としての沽こ券けんもすべてかなぐり捨てて、youtubeでしか見たことがない昔懐なつかしのだっちゅーのポーズを取って胸の谷間を強調し、袁紹軍のおっさん兵士どもの視線を独どく占せんする。

　しかし、那波を乗せていた的盧は、まだ安全圏けんへ到とう達たつしていない。至るところ泉だらけなのでスピードを出せないのだ。

「「「早く選んでくれえええええ！　もはや辛しん抱ぼうたまらんっ！」」」

　ゲッ。挑ちよう発はつしすぎたっ!?　こいつらの目が、野や獣じゆうと化している？

　俺が那波を見る目には「妹補正フィルター」がかかっているから、那波がどんなきわどい格好をしていてもここまで興奮することはないのだが（最近は自分の身体になってしまったので刺し激げきに慣れたこともある）、真世界に召しよう喚かんされて社畜としてこき使われているおっさん軍団には目の毒すぎたのかっ？　俺、もしかして無防備すぎたっ？　男に発情されたことなんてなかったから、加減の具合がわからなかったのかも？

　俺の脳裏に鳴り響ひびくは、クイーンの「アナザーワン・バイツァダスト」。

　ここここれ以上返事を引き延ばせば、興奮したおっさんたちに俺は押し倒されてアッーなことになってしまう！　たいせつな那波の身体をこんなおっさんどもに汚けがさせるわけにはいかん！　いざとなった時のために、蛇矛を抜ぬき打ち召喚する準備はしておくが……五千の兵を相手に張飛が本気で暴れれば、死人が出る！　袁帝グループの社員たちを相手にそれはまずい。もう限界だ！　急げ的盧！

「しゃーない。近場の泉に隠れるぜ、ブルルッ！　飛び込こむぞ那波、ブヒヒヒヒン！」

「……う、ううう……なにやってんのさ、アニキ……！　あたしを痴ち女じよＪＫみたいなキャラにしないでよう……なんかもう、喜々として演じてるし……妹として情けないよ……そいつらがあたしのストーカーになったらどーすんのさ……ごぼごぼっ……！」

　那波と的盧が、揃そろって呪のろいの泉に沈しずんだ──これで一安心。後は、この発情したおっさん軍団をなんとか言いくるめてご帰還願うだけだ！

「えーとぉ。うーんとぉ。お兄ちゃんを見逃してくれるというのなら～」

　ところが。

　おっさんどもが俺を見る目つきが、一いつ瞬しゆんで変へん貌ぼうしていた。

　まるで、汚お物ぶつを見るが如ごとき視線に。

「えっ？　ど、どうしたの、おぢさんたち？」

「きききき、貴様あああああああっ!?」

「騙だまされたああああ！　お前、男だったのかーっ！　しかも、まったくもって美少年でもショタでもなーい！」

「俺たち純情なおっさん社畜を淫いん夢むの冥めい府ふ魔ま道どうに引きずり込もうとしやがったなああ！　こんの～、ビチ糞くそガキがああああああ！」

「ＰＴＳＤになるじゃねーかっ！　あぶねえええええ、もうちょっとで淫夢ワールドの住人になるところだったぜええええ！　てめーはぶっ殺すうううううううっ！」

「見ろーっ、こいつのステータスウィンドウ！　手配中の劉備玄徳だぞーっ！」

「なんだと、劉備だとおおおおおっ！　ＪＫに化けるとは、気色悪い謎なぞスキルを使いやがってええええっ！　ここに封神英傑を五人揃えてきた！　ただちに殺処分だーっ！」

　えっ？　えええええっ？　俺は慌あわてて自分の胸を摑つかんだ。いや、摑もうとした。確認作業だ。だが、ない！　あのふくよかで柔やわらかな胸が、ないいいいいっ!?

　うわあああああっ？　なんだとーっ？　劉備玄徳の身体に……俺自身の身体に戻もどってしまっているだとおおおおおっ？　なぜっ？　どうしてっ？　こんな時にっ？　タイミングが悪すぎるっ！　よりによって、尋問中に入れ替わりの呪いが解けたというのかっ？　そんな偶ぐう然ぜんがあるかあああっ！

「ブルルッ……すまねえ、相棒～。どうやらこの呪いの泉群の菌きんには特とく殊しゆな性質があるようだ。『呪いには二重感染しない』らしい。つまり、那波が新たな呪いに感染したので、もともとの呪いのほうは消えちまった。新たに感染した菌が、体内の古い菌を食い尽つくしちまったんだ。許きよ劭しようの奴やつ、このことを知っていながら教える機会を逸いつしていたみてーだ」

　なんだと、的盧？　そ、そういえば、許劭は呪いの泉に二重感染することはないと言いたげだったような……あの後、青州黄巾賊との戦いに突とつ入にゆうしたから、詳細を聞きそびれていたのか！　しまったああ！　的盧は馬だから感染しないようだが、那波はっ？　那波は無事なのかっ？　早く泉から這はい上がってこい！

「……お、お兄ちゃん……私、ちっちゃくなっちゃった……落ちた泉が、子供になっちゃう呪いの泉だったみたい……う、ううう……ごめんなさい……」

　那波っ？　縮んでいる！　口調も幼い頃ころのそれに戻ってるし、髪かみの毛も短くなっている！　手も足もひょろひょろの、日焼けした男の子みたいになって……この姿、見たことが……那波、お前……俺とはじめて出会った時の「ちび那波」になってしまったのかあああっ!?

「「「うほっ！　いいショタっ子！　もう新たなチャクラを開いた俺たちは後戻りできないっ！　ドント・ストップ・ミー・ナーウ！　劉備玄徳を助けたくば、俺たちの中から今すぐ交際相手を選べ、ショタ少年よーっ！」」」

「やせっぽちだけど、私は女の子だもん！」

「「「フンっ！　そんなかわいい顔をして、貴様、女だったのか！　期待させおって、がっかりだーっ！　ならば捕ほ縛ばくだーっ！　慈じ悲ひはないっ！」」」

「ちょ、ちょっと……じゃ、蛇矛を召喚できない……ステータスウィンドウも開かない？　子供になっちゃったせいか、私、張飛じゃなくなってる……や……やだ……ち、違ちがう、違う！　わざとじゃない！　役立たずになってお兄ちゃんに寄生するつもりなんかじゃ……信じて、お兄ちゃん……うああああん！」

　子供の身体からだになった結果、封ほう神しん状態を解除されているっ？　そんな……！　俺は「北ほく斗と五ご丈じよう」の力を取り戻したが、那波が英えい傑けつ登録を外されて一いつ般ぱん人じんに戻されたということは……もしも那波が死んだら、「北斗五丈」を発動できない！

　俺は、自分のウィンドウを確認した。やはり、那波との「義ぎ兄きよう妹だい」登録情報が消えている！　俺の義妹いもうと枠わくには、雪乃と舞まい子こしか残っていない……！

「な、那波いいいいっ！　誰だれがお前を疑うものか！　待て、待ってくれ！　俺が劉備玄徳だ、その子はただの子供だ、俺の妹なんだっ！　頼たのむ！　どうか、那波だけは……！」

[image: ]

　俺を包囲している連中が袁帝グループの兵士たちだけだったら、きっと、幼い那波は見逃してくれたに違いなかった。彼らとて、鬼おにではない。

　だが。

「うあっ……痛い……痛い痛い痛い……ぐぎいいいっ……!?　やだ、やだ、やだ……いぢめないで……！」

「あーあー。お漏もらししちゃダメでしょ、躾しつけのなってない子供だねえ♥」

　那波を背中に乗せて脱だつ出しゆつしようとしていた的盧の腹をドンッと蹴けり飛ばして失神させ、逃にげそびれた那波の頭をわしづかみにして容よう赦しやなく引っ張りあげていた者がいた──。

　こいつ……つ、強い……!?




「やあ、二代目劉備玄徳クン♥　ボクの名は、司馬懿。字あざなは仲ちゆう達たつだよ♥　この男の子みたいな娘むすめさんは、地下帝てい国こく送り、決定♥　うーん。キミの『北斗五丈』、もう使えなくなっちゃったかな。この子の頭、ボクがちょっと手に力を込めたら、ぱちんとはじけて砕くだけ散っちゃうかな。いやあ、好都合だなあ♥　これで、キミはボクの言いなりになるしかないかな♥」




　ちなみにボクも女の子だよ♥　と、その狼おおかみの耳を頭から生やした黒ずくめの「正史英傑」は微笑ほほえんでいた──その笑顔は、邪じや悪あくそのものだった。「悪意」が人の姿になったら、きっと、こんな黒い笑顔を──。

「……てっ……てめえ……那波を……放せえええええっ！」

「曹操クンとキミを同時に捕とらえるのはやっぱり無理だった。いくら『縮しゆく地ち』で空間移動できても、ボクは一人しかいないからね♥　なので、キミをここで殺すことはできないかな♥　劉備のもとで働く関かん羽う雲うん長ちようはザコだけれど、曹操の指揮下で戦う関羽雲長は、とっても手て強ごわいから♥」

　いや、待て。司馬懿。こいつがどうして、「北斗五丈」の秘密を知っている？　俺以外の人間に漏れれば、「北斗五丈」は暴走するはず。因果律が崩ほう壊かいするはず。なのに、なぜだ？

「キミには、袁紹軍の将軍になってもらう。曹操と戦って倒たおしてもらうよ、劉備玄徳クン♥　だって、今の真世界であの饕餮すら倒しちゃった関羽雲長を破れる英傑は、キミだけだもの♥　そう。ボクが封神英傑システムを奪だつ取しゆするには、関羽雲長を殺すしかない♥　お兄ちゃんのキミが♥」

　……なん……だと……？

「……貴様……貴様ああああああっ！」

「ふふ。那波ちゃんの頭を潰つぶれたトマトにされたくなければ、やるしかないよ、劉備クン♥　あー。そっかあ。この子を即そく死しさせちゃったらもう、キミは言うこと聞かないなあ。まあでも、生かさず殺さずこの子を苦しめる方法はいくらでもあるかな♥」

「……ごめんなさい……う、うううっ……お兄ちゃん……私……最後まで役立たずで……ごめんなさい……も、もう……私のことは……見捨てて……ゆきのんを、護まもって……」

　那波。

　お前を見捨てたりしない。するものか。俺は誓ちかったんだぞ。

「違う！　お前は役立たずなんかじゃない……！　那波！　俺は……俺は、お前が……！」

「あーはいはい。お涙なみだ頂ちよう戴だいなやりとりはそこまで♥　関羽を殺すか殺さないか、曹操と戦うか戦わないか、ここで即そく答とうしてね♥　ボクは、『結果』にしか興味がないんだ。『過程』とか、人間の『情』とか、どーでもいいから♥　封神英傑システム奪取に協力する？　しない？　さあ、どっち？」

　那波……那波……くそっ……ちくしょおおおおおおおおっ……！

　司馬懿……絶対に……てめえは……許さないからな……だが……だが……！

　どうすれば。どうすればいい。「北斗五丈」は使えない……！　いや。仮に「北斗五丈」を使える状態に戻せたとしても、ダメだ……！　司馬懿は、那波をいたぶるだけいたぶって決して死なせないつもりだ！　俺が、命令に従わない限り……！




「最愛のお兄ちゃんにならば甘あまんじて討たれるかな、あの関羽ちゃんはね。かわいい妹まで人質に取られているんだもの♥」




　雪乃。怜香。

　俺は……俺は……！




「もうキミはボクに逆らえないよ、劉備クン♥　決戦の舞ぶ台たいは、官かん渡とかな♥」




【北の大地】




　司馬懿に大敗を喫きつした公こう孫そん瓚さん軍は、易えき京きよう改め東ひがし所ところ沢ざわに籠ろう城じようしている。

　故に、行く手を阻はばむ者はいない。

　呂布ことヒルデガルドは、張ちよう遼りようたち五ご原げん兵へいと、於お夫ふ羅ら率いる南みなみ匈きよう奴どの騎き馬ば兵へいを引き連れて、黙もく々もくと幽ゆう州しゆうの大地を駆かけ続けていた。

　万ばん里りの長ちよう城じようが、視界に入った。

　あの壁かべを越こえれば、もう、漢かんの領土ではない。

　そこは果てしなく続く草原の世界──いや、その草原も半ばまではすでに、雪と氷に覆おおわれている。

　騎馬民族と亜あ人じんが激げき闘とうを繰くり広げている、氷の世界である。

　ヒルデガルドは、饕餮と戦った時に確信していた。「招しよう魂こん」に応じた正史英傑・呂布の「魂こん」が、饕餮を前に怯ひるんだ。理由は、ひとつしか考えられない。饕餮は、正史英傑・董とう卓たくの「魄はく」だったのだ。その「魄」の怨おん念ねんの前に、呂布の「魂」がほんのわずかに、気け圧おされた。

　ヒルデガルドは、饕餮との戦いの最中、その戦士の嗅きゆう覚かくで察知した。

「亜人四凶」は、「魄」は、「魂」を持たない。

　故に──何度打ち倒しても、時間とともにいずれ再生してくる、と。

　どれほどの強行軍になろうとも。どれほどの死の行軍になろうとも。

　北の大地の果てへと辿たどり着いて、そして、亜人が這いだしてくる大地の割れ目を、「穴」を──亜人の発生源を封ふうじなければ、亜人との闘とう争そうは終わることがない、と。

　封じる方法はあるはずだ。儒じゆ学がくシステムでは太た刀ち打うちできずとも。封神英傑と正史英傑たちの「武」をもってすれば、物理的に穴を閉ざしてしまうことが可能なはずだ。

　われらの命がことごとく雪の中に消えていこうとも。

　真世界と異世界を、護る。

　張遼たちも、於夫羅たちも、みなヒルデガルドについてきた。はじめは「一人で行く」と全員を下邳に置いていこうとした。が、誰もが肯がえんじなかった。われらは戦友だ、仲間であり家族だ、水みず臭くさいことを言うな、と。断れなかった。

　ついに、隊列を組んで出立した。

（兄者……い、いや、旦だん那なさまと生きて再会することはないかもしれない……それでも……ほんものの英えい雄ゆうに……なる。なってみせる。世界を……救うために……これは、わが贖しよく罪ざいの旅だ……み、みんな、巻き込こんでしまって……すまない）

　ヒルデガルドの右みぎ隣どなりを進む於夫羅が、「空を」と呟つぶやいていた。

　左隣を進む張遼が。そしてヒルデガルドが。

　ともに、空を見上げていた。

「……雪が……オーロラが……」

　それは、今まで見たこともない巨きよ大だいなオーロラだった。

　地球の気候が、激しく変動している。

　中ちゆう原げんも、まもなく、暗黒に覆われる。

　亜人の力は、増し続ける。

（わ、私は封神英傑・呂布也なり。次は決して、怯まぬ。饕餮を前にしても、決して下がらぬ）

　ヒルデガルドたちは、万里の長城を、越えた──。

　そこは。

　雪に覆われた、広大な、草原の世界であり。

　騎馬民族の諸隊と亜人の大軍団とが、雪の中で血ち煙けむりをあげながら終わりなき激闘を繰り広げている「暗黒の大陸」だった。

　常に冷静な張遼が「……亜人の数が……増えて……これほどとは」と思わず声をあげていた。

　やはり、封神英傑全員で中原の「統一」を推し進めている余よ裕ゆうはない。われらが、亜人の南下を防ぎ止め、そして北の果てへと辿り着き、亜人の発生源を封ふう印いんする。

　厳しい戦いになる。だが、今の私には、友がいる──。

　ヒルデガルドは方天画戟を掲かかげながら、「全軍、突とつ撃げき」と馬上で叫さけんでいた。








あとがき






　三国志物語の原点は明代に成立した小説「三国志演義」ですが、「演義」は元代のファンタジー小説「三国志平話」に正史・三国志の本格歴史テイストを加味してリアル寄りにリブートした作品です。「三国志平話」はどんな話だったかというと、「演義」とはまったく違ちがい、劉りゆう備びも曹そう操そうも孔こう明めいも、前漢時代の英えい雄ゆうたちが三国志の時代に「転生」した「封ほう神しん英えい傑けつ」だったのです！

　漢の高祖・劉りゆう邦ほうがまず、献けん帝ていに転生。劉邦は家臣たちを粛しゆく清せいしまくった罰ばつで、転生先では後漢王朝が衰すい退たいしていく中、曹操たちにいちびられるという実じつ刑けいを受けるんですね。

　劉備の前世は煮にても焼いても食えない彭ほう越えつ。孫そん権けんの前世は入いれ墨ずみ者の英えい布ふ。そして曹操の前世は「国士無む双そう」韓かん信しん。三人とも、劉邦に尽つくして天下を盗とらせたのに、そのあと粛清されてしまった悲運の名将たち。前世（前漢）での恨うらみを晴らしてくれるわー！　と三国志世界に英傑として転生してきて、こんどこそ天下を盗るべく大暴れするわけです。

　ちなみに孔明は、劉邦に粛清される運命にあった韓信に「天下三分の計」を説いて生き延びさせようとしたのに、三分の計を採用されなかった悲運の軍師・蒯かい通とう。せっかく転生してもまーた「天下三分の計」を説くあたり、もはや逃のがれられないカルマでしょうか。

　で、魏・呉ご・蜀しよくは史実通り共とも倒だおれ。司し馬ば懿いがちゃっかり帝てい位いを簒さん奪だつして晋しんを建国しますが、なんと！　北に逃れていた劉備の子孫・劉りゆう淵えんが司馬一族を倒たおして漢を復興して完結です！　劉淵って史実ではたしかに晋に反旗を翻ひるがえして漢を復興しましたが、於お夫ふ羅らの孫で匈きよう奴どですから、五ご胡こ十じゆう六ろつ国こく時代がはじまってしまったがな、というところでハッピーエンド？　と、いろいろとスゴイ小説なのです。挿さし絵え入りですから、元代のライトノベルですね。

「真・三国志妹」は、劉邦たちが転生するわけではないのですが、「三国志平話」の「封神英傑設定」を現代の三国志ファンたちと直接繫つなげることで、今の時代に復活させたわけなんですね。ウィーアーザ三国志！　ボヘィミアン・ラップソディ～！

　というわけで、いつの時代も悪役にされてしまう司馬懿（「三国志～司馬懿 軍師連盟」では主役だ！）が早くも登場です。司馬懿の登場によって、物語も一気に加速します。

　今回もをん先生には素晴らしいイラストを頂きました。またみやま零ぜろ先生にも作品間コラボを快く承しよう諾だくいただきました。いつもありがとうございます。

　担当さん、そして読者の皆みなさんも本当にありがとうございます。次巻も楽しみにお待ちください。


春日みかげ
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俺おれが好すきな妹いもうとは張ちよう飛ひだけど張ちよう飛ひじゃない
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